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所
長
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『
研
究

東
洋
』は
、昨
年
度
、本
学
儒
学
文
化
研
究
所
と
東
洋
思
想
研
究
所
の
研
究
成
果
を
、新
た
な
形
で
世
に
問
う
た
め
に
創
刊
さ
れ
た
。

よ
り
広
く
、
国
内
外
の
研
究
動
向
を
視
野
に
収
め
つ
つ
、
最
新
の
研
究
成
果
の
発
信
を
目
指
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
研
究

東
洋
』
創
刊
号
は
、

幸
い
に
も
広
く
反
響
を
得
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
儒
学
を
建
学
の
精
神
と
す
る
本
学
の
基
本
理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
時
代
の
課
題
と
要
請

に
応
え
る
た
め
に
研
究
領
域
を
広
く
東
洋
思
想
全
般
に
求
め
、
学
内
外
の
研
究
者
の
成
果
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
も

の
と
自
負
し
て
い
る
。

儒
学
を
始
め
と
す
る
東
洋
思
想
は
、そ
の
歴
史
も
永
く
、か
つ
広
大
に
し
て
深
淵
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
圏
に
は
数
多
く
の
国
々
、様
々
な
人
種
・

宗
教
・
倫
理
そ
し
て
固
有
の
歴
史
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
叡
智
を
、
一
朝
一
夕
に
学
び
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た

日
本
国
内
に
限
っ
て
み
て
も
、
古
来
よ
り
独
自
の
文
化
・
思
想
を
育
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
今
一
度
、
ア
ジ
ア
と

日
本
の
文
化
と
思
想
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
ま
ず
は
、
日
本
の
歴
史
を
知
り
、
日
本
人
の
心
を
理
解
す
る

こ
と
、
ま
た
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
歴
史
的
な
交
流
の
軌
跡
を
丹
念
に
辿
り
な
お
す
こ
と
。
こ
う
い
っ
た
知
的
な
営
み
は
、
急
速
に
変
化
を
遂
げ

る
時
代
情
勢
か
ら
す
れ
ば
、
と
も
す
れ
ば
迂
遠
で
、
遅
々
と
し
た
歩
み
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
自
ら
の
住
ん
で
い
る
国
の
歴
史

や
文
化
を
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
そ
れ
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
見
失
わ
れ
、
真
に
新
し
い
創
造
も
な
し

え
な
い
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
世
界
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
様
々
な
主
義
や
主
張
を
、
自
分
の
力
で
判
断
し
、
取
捨
選
択
す
る
精
神

の
基
軸
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
安
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
、
決
し
て
な
い
。

こ
の
『
研
究

東
洋
』
が
、
本
年
も
ま
た
、
多
く
の
研
究
者
の
協
力
に
よ
り
発
刊
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
う
。
第
二
号
が
、

東
洋
思
想
の
学
術
研
究
に
微
力
な
が
ら
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
に
ま
さ
る
喜
び
は
な
い
。
　
　

　
　
平
成
二
十
四
年
三
月
吉
日

創刊によせて発刊によせて
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研究　東洋

■
特
集
①
：
山
東
大
学
設
立
一
一
〇
周
年
記
念
学
術
活
動
・
第
四
回
中
韓
日
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
・
11
東
日
本
大
震
災
と
儒
学
の
復
興

学
校
法
人
昌
平
黌
副
理
事
長

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
教
授

緑

川

浩

司

一
、
昌
平
黌
学
園
と
儒
教
の
伝
統

二
、
震
災
被
害
の
危
機
感
と
信
頼
感
の
賦
与

三
、〈
大
義
と
大
和
〉
精
神
の
実
践

四
、
大
成
殿
の
復
元
（
計
画
）

一
、
昌
平
黌
学
園
と
儒
教
的
伝
統

中
国
古
代
、
戦
国
時
代
の
孟
子
（
Ｂ
Ｃ
三
七
二
―
Ｂ
Ｃ
二
八
九
）

は
、
夏
殷
周
の
三
代
か
ら
庠
序
学
校
は
人
倫
を
明
る
く
す
る
こ
と
１

と
言
っ
た
。
私
が
韓
国
の
成
均
館
で
奉
審
を
行
っ
た
時
、
大
学
の
講

義
室
と
し
て
使
わ
れ
た
所
に
書
か
れ
た
懸
板
の
名
称
も
明
倫
堂
で

あ
っ
た
。
人
倫
と
は
、
人
と
人
と
の
関
係
を
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、

人
が
互
い
に
信
頼
し
合
う
対
人
関
係
を
意
味
す
る
。言
い
か
え
れ
ば
、

人
間
の
社
会
性
を
拡
充
し
て
い
く
教
育
を
行
う
所
が
学
校
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
社
会
性
と
は
、自
分
自
身
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

他
と
交
わ
り
、
共
に
生
き
て
い
く
生
き
方
の
態
度
と
し
て
の
徳
性
を

い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
庠
と
銘
打
っ
た
の
は
、
年
配
の
方
を
養
う
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
民
が
目
上
の
者
を
敬
う
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
校
と
は
、
民
を
教
化
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
民
が

六
徳
（
知
仁
聖
義
忠
和
）
と
六
芸
（
礼
楽
射
御
書
数
）
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
郷
学
と
国
学
の
名
義
は
異
な
る
が
、

そ
の
教
を
起
こ
す
意
味
の
根
本
に
は
、
全
て
の
人
間
の
倫
理
を
明
る

く
し
、
五
常
の
順
序
（
五
倫
）
を
正
し
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
が

人
間
に
な
る
悟
り
は
、
人
倫
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。『
大
学
』
で
の

＇
明
明
徳
＇
も
、
人
間
の
徳
性
を
明
る
く
す
る
こ
と
で
、
仁
義
と
和

諧
の
精
神
を
拡
充
し
て
い
く
。
堯
舜
の
徳
治
も
や
は
り
徳
性
と
徳
音

の
自
発
性
を
鼓
舞
さ
せ
る
政
治
で
あ
る
。

現
在
、
東
日
本
に
位
置
す
る
福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る
東
日
本
国

際
大
学
は
、
そ
の
建
学
精
神
を
儒
学
理
念
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
前
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身
は
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
年
）
に
、
開
成
中
学
か
ら
独
立

し
た
開
成
夜
学
中
学
校
で
あ
り
、
創
立
者
は
開
成
中
学
校
長
を
兼
任

し
た
田
辺
新
之
助
先
生
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
夜
間
中
学
が
今
日
の

昌
平
黌
学
園
（
東
日
本
国
際
大
学
、
い
わ
き
短
期
大
学
、
附
属
中
高

校
、
幼
稚
園
）
で
あ
る
。

日
本
で
儒
学
を
建
学
の
精
神
と
す
る
昌
平
黌
の
学
校
は
、

一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
に
設
立
さ
れ
た
昌
平
坂
学
問
所
か
ら
で

あ
る
。
同
じ
年
の
六
月
十
五
日
、
昌
平
黌
を
大
学
と
し
、
開
成
学
校

と
医
学
校
を
付
属
と
し
て
置
い
た
２
。
そ
し
て
翌
年
三
年
に
は
昌
平

大
学
に
、
そ
の
後
五
年
に
、
政
府
の
大
学
令
発
表
に
よ
り
、
東
京
帝

国
大
学
に
改
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
場
所
は
神
田
相
生
町

で
あ
り
、
現
在
の
昌
平
橋
の
付
近
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
建
学
の
理

想
が
、
昌
平
黌
精
神
で
あ
る
〈
大
和
心
〉
を
土
台
と
し
て
し
た
も
の

で
あ
る
。そ
の
校
主
七
人
の
中
の
一
人
で
あ
る
田
辺
新
之
助
先
生
は
、

佐
藤
一
齊
先
生
の
門
下
生
と
し
て
、
儒
学
と
と
も
に
陽
明
学
等
を
学

ん
だ
。
彼
の
業
績
に
は
開
成
中
学
の
教
育
指
導
と
し
て
有
名
な
、
修

為
要
領
十
七
ヶ
条
の
第
一
条
も
や
は
り
人
間
の
貴
い
悟
り
は
、
外
物

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
心
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
３
。

開
成
の
意
味
は
、『
易
経
』
繋
辞
伝
の
＂
開
物
成
務
＂
か
ら
取
ら

れ
て
い
る
。
昌
平
の
二
文
字
は
、
孔
子
の
故
郷
で
あ
る
現
在
の
山
東

省
曲
阜
県
の
昌
平
郷
か
ら
取
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
孔
子
を
祭
る
大

成
殿
が
あ
る
場
所
を
昌
平
と
呼
ん
だ
。
す
な
わ
ち
昌
平
と
は
、
国
運

を
昌
盛
に
し
、
平
和
で
幸
運
が
育
成
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

東
京
帝
国
大
学
が
本
郷
に
移
転
し
た
跡
に
は
、
現
在
、
孔
子
廟
そ
し

て
そ
の
杜
内
に
は
、
約
三
〇
〇
年
間
江
戸
庶
民
が
愛
し
た
神
田
明
神

の
杜
が
あ
る
４
。

自
然
界
の
異
変
は
、天
変
と
地
異
に
よ
る
不
幸
な
出
来
事
で
あ
る
。

天
変
と
は
時
間
的
な
災
禍
で
あ
り
、
地
異
と
は
、
空
間
的
に
生
ま
れ

る
災
害
で
あ
る
。
こ
う
し
た
災
害
は
、
風
水
害
、
地
震
、
火
災
等
の

現
象
と
し
て
、
人
間
の
眼
の
前
で
起
き
る
。
そ
の
中
で
も
地
震
は
、

前
も
っ
て
予
想
す
ら
で
き
な
い
大
災
害
で
あ
り
、
私
た
ち
が
住
む
地

上
で
の
道
路
、
港
湾
、
河
川
、
農
地
、
山
林
、
そ
の
他
施
設
が
、
天

然
現
象
に
よ
り
災
害
を
被
る
。
人
間
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
災
難
の

後
に
は
互
い
に
安
否
を
気
遣
う
こ
と
が
人
之
常
情
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
昌
平
黌
が
儒
学
的
伝
統
を
継
承
し
、
今
日
に
至
れ

た
の
は
、
す
べ
て
、
前
理
事
長
で
あ
る
田
久
孝
翁
（
一
九
二
一
―

二
〇
〇
九
）
の
刻
苦
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一
九
六
四

年
、
学
校
法
人
昌
平
黌
（
い
わ
き
短
期
大
学
）
を
建
設
後
、
理
事
長

に
就
任
し
、
一
九
九
四
年
、
東
日
本
国
際
大
学
を
開
設
、
二
〇
〇
〇

年
、
同
大
学
附
属
昌
平
中
高
校
を
開
校
さ
せ
た
。
ま
た
、
一
九
八
二

年
社
会
福
祉
法
人
昌
平
黌
を
設
立
し
、
児
童
養
護
施
設
と
老
人
保
健

施
設
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
な
が
ら
、
昌
平
黌
精
神
の
儒

教
的
伝
統
を
現
代
化
さ
せ
る
こ
と
に
賢
信
し
た
。
一
方
、
田
久
先
生

は
一
九
八
九
年
六
月
二
二
日
、
学
内
に
大
成
殿
落
成
を
記
念
し
、
孔
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子
祭
を
開
催
さ
せ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
七
七
代
の
直
裔
で
あ
る
孔
德

成
先
生
が
来
学
し
、
大
成
殿
の
掲
額
を
執
筆
さ
れ
た
縁
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

大
成
殿
の
中
に
は
、
孔
子
像
と
共
に
四
配
像
（
顔
回
、
曽
子
、
子

思
、
孟
子
）
を
祀
っ
て
い
る
が
、
不
幸
に
も
今
回
の
大
震
災
に
よ
り

破
損
し
、
復
元
作
業
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
昌
平
黌
東
日
本
国
際
大
学
に
は
、
儒
学
文
化
研
究
所
と
論

語
素
読
会
が
あ
り
、
中
国
の
曲
阜
師
範
大
等
と
、
ま
た
韓
国
の
成
均

館
大
学
校
儒
学
大
学
と
姉
妹
校
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
儒

学
を
掲
げ
た
事
業
も
、
彼
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

学
内
の
大
成
殿
で
論
語
素
読
教
室
を
開
き
、
一
般
市
民
に
儒
学
精
神

を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
、
日
本
の
湯
島
聖
堂
に
よ
る
教

化
事
業
を
地
方
に
ま
で
拡
散
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
私
は
、
今
回
の
大
震
災
に
対
応
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自

慢
や
称
賛
を
得
た
い
気
持
ち
は
全
く
な
い
。
ま
し
て
や
私
は
儒
学
者

で
も
な
く
、
士
人
で
も
な
い
。
た
だ
の
学
園
副
理
事
長
で
あ
り
、
経

営
管
理
を
任
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
不
足

な
論
文
を
作
成
し
た
こ
と
は
、
昌
平
黌
学
園
の
建
学
精
神
を
、
危

機
に
対
処
す
る
状
況
で
、
直
接
実
践
し
た
と
い
う
自
負
心
か
ら
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
三
・
一
一
地
震
に
対
処
し
た
事
柄
が
昌
平

黌
の
義
理
精
神
と
田
久
前
理
事
長
の
＇
修
己
治
人
＇
の
平
和
経
済
学

の
思
想
に
合
致
し
た
事
と
考
え
、
こ
の
報
告
書
の
作
成
に
至
り
、
儒

教
的
解
説
を
兼
ね
、
学
術
報
告
書
と
し
て
作
成
し
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
い
わ
ば
＇
儒
商
＇
の
班
列
に
揃
わ
な
わ
ず
、
恥
ず
か
し
い

ば
か
り
で
あ
る
が
、
お
許
し
を
被
り
た
い
と
願
う
の
み
で
あ
る
。

二
、
震
災
被
害
の
危
機
感
と
信
賴
感
の
賦
与

人
間
と
い
う
文
字
を
そ
の
ま
ま
解
い
て
み
る
と
、
天
下
と
地
上
の

間
に
い
る
と
い
う
意
味
と
、＂
人
と
人
の
間
＂
の
人
倫
と
い
う
意
味

が
あ
る
。
人
間
同
士
の
義
理
と
は
互
い
の
信
頼
で
あ
る
。
人
間
は
万

物
の
霊
長
と
し
て
、
万
物
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
力
は
、
相
扶
相

助
す
る
知
恵
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

人
間
は
動
物
界
に
属
す
が
、
禽
獣
と
は
異
な
る
。
儒
学
精
神
は

＇
人
禽
之
辨
＇
を
根
本
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
類
社
会
で
互
い

を
大
切
に
す
る
心
か
ら
、
人
間
ら
し
い
信
頼
感
を
表
し
て
い
る
。

子
貢
が
政
治
に
つ
い
て
問
う
た
際
に
、
孔
子
曰
く
＂
食
べ
る
も
の

を
充
足
さ
せ
る
こ
と
、
兵
卒
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
、
民
に
は
信
頼
を

持
た
せ
る
こ
と
＂
と
述
べ
た
。
そ
の
中
…
＂
食
べ
る
物
を
捨
て
る
。

昔
か
ら
誰
に
で
も
死
は
あ
る
。民
は
信
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
＂

５
。
共
同
体
を
営
む
政
治
は
、
国
民
の
よ
り
良
い
生
活
に
目
的
を
置

く
。
従
っ
て
経
済
政
策
と
国
防
政
策
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
政
府
は
国
民
の
支
持
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。
学
校

の
共
同
体
も
や
は
り
、
小
さ
な
国
家
共
同
体
と
同
じ
で
あ
る
。
学
生

た
ち
の
信
頼
が
な
け
れ
ば
学
校
は
成
り
立
た
な
い
。
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今
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
の
地
、
福
島
県
の
東
方
部
海
岸
沖
で

大
地
震
が
発
生
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
を
記
録
す
る
史
上

稀
に
み
る
規
模
の
地
震
と
最
大
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
津
波
が
押

し
寄
せ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
か
っ
た
。
津
波
と
地
殻
変
動
に
よ
り
、

福
島
県
沿
岸
地
域
に
設
置
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
が
、
一
号
、
三
号
、

二
号
、
四
号
機
の
順
で
、
人
間
の
生
命
に
莫
大
な
支
障
を
も
た
ら
す

放
射
能
を
放
出
さ
せ
る
事
故
が
相
続
い
た
。
莫
大
な
自
然
災
害
に
莫

大
な
人
工
災
害
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
数
多
く
の
生
命
と
財
産
を

失
い
、
生
き
残
っ
た
人
間
に
も
精
神
的
な
衝
撃
を
残
し
た
大
災
害
で

あ
る
。
人
間
が
所
有
し
た
物
を
無
く
す
と
、大
き
な
失
望
感
を
抱
く
。

今
回
の
災
難
は
、
地
が
裂
け
、
天
が
落
ち
る
よ
う
な
天
変
地
異
が
発

生
し
、
そ
れ
に
人
工
的
な
事
故
が
重
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
安
心
し

た
生
活
が
で
き
ず
、
ま
た
ど
ん
な
事
故
が
起
き
る
か
も
分
か
ら
ず
、

不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
、
地
域
の

人
間
に
は
、
よ
り
大
き
な
災
難
と
し
て
現
在
残
っ
て
い
る
。

昌
平
黌
学
園
も
三
月
一
一
日
金
曜
日
午
後
二
時
四
六
分
に
発
生
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
を
記
録
す
る
地
震
に
よ
り
、
大
成
殿
が

設
置
さ
れ
て
あ
る
一
号
館
の
建
物
が
半
壊
、
ま
た
石
名
坂
女
子
寮
の

水
道
菅
と
ガ
ス
管
が
破
裂
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。

私
は
副
理
事
長
の
職
責
で
、
ま
ず
学
生
と
教
職
員
を
、
運
動
場
に

緊
急
避
難
を
さ
せ
安
全
確
認
を
し
た
。
そ
し
て
二
次
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
す
ぐ
に
ガ
ス
と
水
道
業
者
に
連
絡
を
取
ら
せ
処
置
を
し
、
他

の
学
内
被
害
状
況
を
確
認
し
、
長
期
戦
に
な
る
見
通
し
の
も
と
、
食

料
品
確
保
を
支
持
し
た
。
中
で
も
特
に
、
留
学
生
た
ち
と
女
子
学
生

を
柔
道
場
な
ど
に
避
難
さ
せ
た
。
松
本
国
際
セ
ン
タ
ー
長
を
始
め
国

際
セ
ン
タ
ー
職
員
全
員
が
自
発
的
に
、
韓
国
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ネ
パ
ー
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
等
か
ら
の
留
学
生
約
一
五
〇
名
の
身
の
安
全

を
確
認
し
、
図
書
館
の
閲
覧
室
と
学
生
食
堂
で
学
生
た
ち
と
一
晩
を

共
に
し
た
。
ま
た
福
迫
教
授
は
野
球
部
と
柔
道
部
の
学
生
約
一
〇
〇

名
を
近
隣
の
中
学
校
体
育
館
に
避
難
さ
せ
、
そ
こ
で
宿
泊
さ
せ
る
な

ど
、
臨
機
応
変
な
対
応
に
あ
た
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
三
月
一
二
日
午
後
三
時
三
六
分
に
福
島
原
子
力
発

電
所
で
水
素
が
爆
発
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
内
学

生
た
ち
は
直
ち
に
帰
宅
、
帰
省
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
そ
し
て
留

学
生
一
三
〇
余
名
に
対
し
て
も
、
即
避
難
先
を
探
し
始
め
、
東
京
に

所
在
す
る
創
価
大
学
か
ら
の
「
全
て
受
け
入
れ
る
」
と
の
協
力
メ
ー

ル
か
ら
即
決
し
、
創
価
大
学
に
避
難
さ
せ
た
。
三
月
一
三
日
午
前
六

時
、
留
学
生
た
ち
を
バ
ス
五
台
に
分
乗
さ
せ
、
創
価
大
学
に
向
か
い

出
発
し
た
。
通
常
三
時
間
の
距
離
が
、
地
震
に
よ
る
道
路
陥
没
等
に

よ
り
、
一
三
時
間
も
か
け
て
や
っ
と
到
着
し
た
。
し
か
し
留
学
生
た

ち
は
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
た
が
、
創
価
大
学
側
の
盛
大
な
歓
迎

に
よ
り
安
堵
の
表
情
を
見
せ
た
。

三
月
一
五
日
午
前
一
一
時
六
分
、
日
本
政
府
は
原
子
力
発
電
所
の

半
径
三
〇
キ
ロ
以
内
の
住
民
に
屋
内
退
避
の
指
示
を
出
し
た
が
、
本
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学
で
は
、
留
学
生
た
ち
の
心
身
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
帰
国
を
指

示
し
た
。
留
学
生
た
ち
に
避
難
所
生
活
を
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、

両
親
の
元
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
に
よ
り
、
各
国
大
使

館
や
旅
行
会
社
に
連
絡
し
、
飛
行
機
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配
す
る
な
ど
、

即
刻
出
国
手
続
き
に
関
す
る
業
務
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
一
六
日

か
ら
留
学
生
た
ち
を
段
階
的
に
帰
国
さ
せ
、
二
一
日
に
は
全
員
を
両

親
の
元
に
送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
留
学
生
た
ち
は
、

先
生
た
ち
を
残
し
自
分
た
ち
だ
け
帰
国
す
る
と
涙
ぐ
ん
で
い
た
。
こ

の
時
、
私
た
ち
は
深
い
感
動
を
覚
え
た
が
、
そ
れ
は
他
で
も
な
い
、

強
い
信
頼
関
係
を
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
三
月
一
一
日
か
ら
二
三
日
ま
で
、
日
本
国
内
の
学
生
の
安

全
確
認
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
が
、
両
親
の
死
亡
や
失
職
・
失
業
と

家
屋
被
害
に
よ
り
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
生
が
続
出

し
た
。
そ
の
た
め
二
八
日
に
は
、学
内
に
復
興
対
策
本
部
を
設
置
し
、

避
難
学
生
に
対
す
る
学
費
減
免
と
学
生
寮
の
無
償
提
供
を
決
定
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
紹
介
な
ど
の
支
援
制
度
を
始
め
た
。
ま
た
、
今
回
の

震
災
に
よ
り
入
学
式
を
例
年
よ
り
一
カ
月
遅
れ
の
五
月
七
日
に
実
施

す
る
と
決
定
し
、
新
学
期
を
迎
え
る
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
し

て
留
学
生
と
国
内
学
生
に
、
い
わ
き
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
際

電
話
等
で
発
信
し
続
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
学
の
建
学
精
神
に
土
台
を
置
い
た
人
命
重
視
の

危
機
対
処
は
、
五
月
七
日
の
入
学
式
挙
行
の
折
に
、
私
た
ち
に
小
さ

な
感
動
と
し
て
返
っ
て
き
た
。
在
学
生
・
新
入
生
の
約
九
〇
％
の
学

生
が
大
学
に
戻
り
、
特
に
留
学
生
は
日
本
に
戻
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
予
測
と
は
異
な
り
、
本
学
は
事
故
が
起
こ
っ
た
原
子
力
発
電
所
に

最
も
近
い
大
学
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
九
〇
％
の
留
学
生
が

帰
っ
て
き
た
。ま
だ
放
射
能
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
状
況
下
で
も
、

自
発
的
に
本
学
で
学
び
た
い
と
帰
っ
て
き
た
学
生
に
深
い
感
謝
と
感

動
を
覚
え
た
。
こ
の
時
私
た
ち
は
、
今
後
は
復
興
ば
か
り
で
な
く
優

秀
で
人
間
ら
し
い
人
材
の
育
成
に
全
身
全
霊
を
尽
く
す
気
持
ち
を
新

た
に
し
た
。

当
時
の
詳
細
な
大
学
の
災
害
状
況
と
対
処
に
関
し
て
は
、「
財
界

ふ
く
し
ま
」
誌
に
連
載
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
状
況
は
今

年
八
月
号
に
記
述
さ
れ
て
い
る
６
。

三
、〈
大
義
と
大
和
〉
精
神
の
実
践

大
和
精
神
は
六
〇
四
年
、
聖
徳
太
子
に
よ
り
作
ら
れ
た
日
本
国
最

初
の
憲
法
一
七
条
の
発
布
に
あ
る
が
、＂
以
和
為
貴
＂
の
原
点
は
、

孔
子
の
教
え
に
あ
る
７
。
大
和
は
天
道
と
し
て
言
え
ば
＂
保
合
大

和
＂
で
あ
り
、
人
道
と
し
て
言
え
ば
＂
執
中
致
和
＂
で
あ
る
が
、
今

日
で
の
平
和
精
神
に
繋
が
る
。

私
学
で
の
建
学
精
神
は
、
憲
法
に
値
す
る
大
精
神
で
あ
る
。
私
学

経
営
者
の
義
務
は
、
創
立
者
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
に
限
り
な
い
愛
情

を
持
っ
て
、
そ
の
涵
養
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
本
学
に
奉



9

■特集①：山東大学設立 110 周年記念学術活動・第４回中韓日国際学術シンポジウム

職
す
る
す
べ
て
の
者
の
責
任
で
も
あ
り
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
学
生

の
努
め
で
も
あ
る
。
こ
の
三
者
の
義
務
と
責
任
の
根
幹
に
生
き
る
学

問
所
と
し
て
、こ
れ
等
の
環
境
を
支
え
る
物
心
両
面
の
伝
統
と
歴
史
、

こ
れ
等
を
統
合
し
「
黌
窓
」
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。
黌
窓
こ
そ
は

昌
平
黌
の
伝
統
を
意
味
す
る
も
の
の
心
で
あ
り
、
精
神
的
象
徴
を
物

語
っ
て
い
る
。

文
武
の
憲
法
に
秘
め
る
人
間
教
育
を
、
否
、
日
本
人
教
育
を
モ
ッ

ト
ー
に
創
立
さ
れ
た
昌
平
黌
の
理
想
と
そ
の
精
神
は
『
大
和
心
』
で

あ
り
、「
義
」
の
精
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
か
え
れ
ば
、

幕
政
時
代
の
昌
平
坂
（
黌
）
学
問
所
か
ら
江
戸
維
新
以
降
の
昌
平
学

校
、
そ
し
て
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
続
く
昌
平
黌
と
、
そ
の
人
脈
と

学
統
、
是
れ
即
ち
、
昌
平
黌
精
神
で
あ
り
、
伝
統
を
継
承
す
る
黌
窓

の
精
神
で
あ
る
。

思
考
し
て
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
を
愛
し
、
人
間
を
尊
重
す
る

こ
と
は
、
天
命
と
思
し
召
す
人
々
の
心
で
あ
り
、
し
い
て
は
世
界
の

平
和
に
貢
献
す
る
人
間
開
発
を
目
的
と
す
る
。
心
理
的
、
科
学
的
、

哲
学
的
、
倫
理
的
、
人
間
形
成
を
根
幹
と
す
る
教
育
を
実
践
す
る
学

問
所
、
即
ち
昌
平
黌
精
神
で
あ
る
と
断
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
８
。

昌
平
黌
の
校
舎
に
は
、
名
誉
学
長
で
あ
る
山
岡
荘
八
の
文
学
碑
が

あ
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
＂
行
義
以
達
其
道
＂
の
句
碑
は
、『
論

語
』
か
ら
き
て
い
る
。＂
た
と
え
隠
居
の
身
に
あ
れ
ど
、
そ
の
道
を

求
め
、
義
ら
し
く
行
い
、
そ
の
道
に
達
す
る
こ
と
と
い
う
意
味
で
あ

る
が
、
私
は
、
そ
う
し
た
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う

人
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
９
。＂

徳
川
三
〇
〇
年
の
間
に
培
わ
れ
て
き
た
朱
子
学
の
基
本
と
し
た

学
問
所
、
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
藤
原
惺
窩
や
林
羅
山
を
は
じ
め
、

歴
代
の
儒
学
者
、
な
か
で
も
細
井
平
洲
（
徳
民
・
一
七
二
八
～

一
八
〇
一
）、
佐
藤
一
斎
（
一
七
七
二
～
一
八
九
五
）
ら
の
な
み
な

み
な
ら
ぬ
足
跡
が
刻
ま
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
江

戸
時
代
の
学
問
所
昌
平
黌
の
存
在
は
す
で
に
記
述
し
て
き
た
と
お
り

で
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
参
考
と
し
て
幕
末
後
の
昌
平

黌
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

本
法
人
の
生
い
立
ち
は
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
、
現
開
成
学

園
の
姉
妹
校
と
し
て
開
校
さ
れ
て
以
来
九
七
年
の
間
ひ
た
す
ら
私
学

と
し
て
の
道
の
り
を
た
ど
る
な
か
で
、
重
な
る
学
生
改
革
の
末
、
昭

和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
、縁
あ
っ
て
現
在
地
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

に
移
転
、
昌
平
黌
短
期
大
学
を
設
立
し
、
現
在
の
東
日
本
国
際
大
学

お
よ
び
そ
の
前
身
と
な
る
い
わ
き
短
期
大
学
を
経
営
す
る
の
が
、
学

校
法
人
昌
平
黌
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
現
在
日
本

の
教
育
事
情
を
背
景
に
、
中
・
高
一
貫
教
育
を
め
ざ
し
て
大
学
附
属

昌
平
中
学
、
高
等
学
校
の
開
設
に
向
か
っ
て
目
下
鋭
意
準
備
中
で
あ

る
が
、
そ
の
建
学
の
精
神
の
根
底
に
流
れ
る
も
の
は
一
貫
し
て
孔
子

の
教
え
、「
大
義
と
大
和
」
の
精
神
を
建
学
の
理
想
と
す
る
徳
川
幕

府
開
闢
以
来
の
大
精
神
を
継
承
す
る
我
が
国
（
日
本
）
唯
一
の
儒
学
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精
神
を
道
統
と
す
る
大
学
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
は
ば
か

ら
な
い

10

。

天
災
地
変
と
人
工
災
害
に
は
、天
災
と
事
故
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

宇
宙
だ
け
水
は
変
化
す
る
。
そ
れ
が
進
化
か
退
化
か
に
は
比
類
が
な

い
。
し
か
し
変
化
に
も
定
め
ら
れ
た
原
理
が
あ
る
。
自
然
的
な
災
異

は
、
災
害
で
は
な
く
調
和
と
和
解
の
た
め
の
悟
り
で
あ
る
。
し
か
し

人
工
的
な
災
害
は
、
人
間
の
不
注
意
に
よ
る
失
敗
か
ら
起
こ
る
結
果

で
あ
る
。

変
化
活
動
は
時
空
の
陰
陽
活
動
で
あ
る
。
陰
陽
の
変
化
と
は
、
す

べ
て
和
諧
と
し
て
の
成
果
を
成
す
。
変
化
を
具
体
的
に
分
け
て
み
れ

ば
、
変
は
、
物
理
的
変
化
と
し
て
の
形
態
が
空
間
的
に
変
貌
す
る
こ

と
を
指
し
、
化
は
、
科
学
的
変
化
と
し
て
状
態
が
時
間
的
に
変
質
す

る
こ
と
を
指
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
変
化
の
化
は
、
成
分
分
布
の
幅

が
異
な
る
こ
と
で
あ
り
、
変
化
の
変
は
、
成
的
構
築
の
高
低
が
異
な

る
こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
は
時
間
と
空
間
が
一
緒
に
変
化
す
る
世
界
で

あ
る
。
そ
の
中
で
天
地
万
象
が
消
長
し
盛
衰
す
る
生
成
消
滅
の
変
化

を
絶
え
ず
行
っ
て
き
た
。
天
体
、
地
球
、
動
植
物
と
共
に
人
間
が
生

き
て
い
く
。
変
化
の
本
体
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
変
化
体
は
全
て
、
陰

陽
、
動
靜
、
水
火
、
有
無
、
淸
濁
等
の
、
形
と
象
の
現
象
界
を
説
明

し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、

天
地
宇
宙
の
本
体
が
現
象
化
さ
れ
た
も
の
と
言
え
ば
、
火
の
よ
う
で

あ
り
、
水
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
風
が
起
き
れ
ば
、
空
の

変
化
が
始
ま
り
、
水
の
流
れ
が
滞
れ
ば
地
殼
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い

る
。
宇
宙
の
変
化
は
、
原
理
通
り
に
作
用
し
な
け
れ
ば
副
作
用
が
起

き
る
。
水
の
作
用
は
聚
合
し
、
火
の
作
用
は
分
散
す
る
こ
と
を
主
と

す
る
。
こ
う
し
た
進
退
と
往
来
の
運
動
が
、
空
間
的
運
行
で
あ
り
時

間
的
流
行
で
あ
る
。

孔
子
の
人
間
愛
を
短
的
に
見
せ
た
故
事
に
、
人
間
の
生
命
を
何
よ

り
大
切
に
し
た
も
の
が
あ
る
。＂
馬
小
屋
で
火
事
が
起
こ
っ
た
が
、

孔
子
は
退
朝
し
＂
人
々
は
大
丈
夫
か
？
と
聞
い
た
が
、
馬
に
つ
い

て
は
聞
き
も
し
な
か
っ
た
＂11

が
、
こ
れ
に
対
す
る
朱
子
の
見
解
は
、

＂
馬
を
大
切
に
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
人
間
が
よ
り
大
切
で

あ
っ
た
た
め
に
質
問
す
る
暇
さ
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
人
を
尊
び
重

視
し
、
畜
生
を
賤
視
す
る
理
知
と
同
じ
で
あ
る
＂12

と
示
し
た
。

人
道
の
実
践
は
、
人
倫
に
よ
り
行
う
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
曰
く
、

＂
人
間
が
禽
獣
と
異
な
る
こ
と
は
多
く
は
な
い
が
、
庶
民
は
そ
れ
を

捨
て
、
君
子
は
そ
れ
を
保
存
す
る
。
舜
は
様
々
な
事
物
の
理
知
に
明

る
く
、
人
倫
を
伺
い
、
仁
義
に
よ
り
行
う
こ
と
で
あ
り
、
仁
義
を
わ

ざ
わ
ざ
立
て
行
う
も
の
で
は
な
い

13

。＂

孟
子
は
宋
句
践
の
ど
う
す
れ
ば
平
然
と
い
ら
れ
か
と
い
う
問
い

に
、
徳
を
置
き
義
を
楽
し
む
＇
尊
徳
楽
義
＇
を
せ
よ
と
答
え
た

14

。

こ
こ
で
平
然
に
し
て
い
ろ
と
い
う
こ
と
は
、偽
り
の
情
で
は
な
く
、

人
君
が
認
め
よ
う
が
、
認
め
ま
い
が
平
然
と
し
て
い
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
た
だ
慾
に
眼
を
く
れ
ず
、
徳
を
尊
び
義
を
楽
し
ん
で
さ
え
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い
れ
ば
、
必
ず
平
然
と
い
ら
れ
る
。
徳
を
高
め
れ
ば
、
真
に
尊
い
も

の
が
自
分
に
あ
る
た
め
に
、
自
ら
に
重
み
が
あ
り
、
高
級
官
僚
の
栄

華
を
考
え
ず
と
も
、
義
を
楽
し
み
、
正
し
い
と
こ
ろ
に
自
分
が
い
る

た
め
に
、
平
安
で
あ
り
外
部
の
誘
惑
に
負
け
る
こ
と
も
な
い
。
そ
う

す
れ
ば
知
ら
な
い
う
ち
に
、
平
然
と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
、
欲
が

な
く
雲
に
覆
い
隠
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

孟
子
曰
く
、＂
士
人
は
窮
す
れ
ど
義
を
忘
れ
ず
、
栄
達
に
あ
っ
て

も
道
を
外
れ
な
い
。
窮
し
て
も
義
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
士
人
自
ら

が
守
る
も
の
を
得
、
栄
達
し
て
も
道
か
ら
外
れ
な
い
た
め
に
、
民
の

望
み
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
古
人
は
、
生
き
る
意
義
を
得
て
は
、

民
に
そ
れ
を
知
ら
し
め
、
生
き
る
意
義
を
得
な
か
っ
た
時
に
は
、
自

ら
の
身
を
清
め
世
の
中
を
見
よ
う
と
し
た
。
逆
境
に
あ
れ
ば
一
人
自

分
の
身
を
修
め
て
立
派
に
し
、
栄
達
す
れ
ば
、
広
く
天
下
の
人
々
を

も
同
じ
く
一
緒
に
善
に
導
い
た
も
の
で
あ
る

15

。＂

ま
た
孟
子
曰
く
、＂
大
人
は
話
し
た
こ
と
を
必
ず
期
待
す
る
も
の

で
も
な
く
、
行
動
す
る
こ
と
の
決
断
を
必
ず
し
も
期
待
し
な
い
。
た

だ
、
義
に
よ
る
か
を
み
る

16

。＂
人
を
本
当
に
信
じ
る
こ
と
は
大
切
で

あ
り
、
決
断
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
理
に
よ
ら
な

い
信
用
と
決
断
に
意
味
付
け
を
す
る
な
ら
ば
、
信
用
が
信
用
で
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
、
決
断
が
決
断
で
な
く
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
た

だ
、
大
人
は
理
知
に
特
に
精
密
で
心
に
偏
っ
た
主
観
が
な
い
の
で
、

話
す
こ
と
を
ま
ず
期
待
し
て
、＇
私
が
必
ず
こ
う
す
る
＇
と
言
わ
ず
、

行
動
す
る
こ
と
の
決
断
を
期
待
し
て
、＇
私
が
必
ず
こ
う
行
う
＇
と

も
い
わ
な
い
。
た
だ
、
正
義
感
を
考
え
、
義
に
値
す
る
こ
と
を
探
し

て
い
う
な
ら
ば
、
信
用
を
期
待
せ
ず
と
も
、
自
動
的
に
不
信
が
な
く

な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
業
に
従
い
理
知
に
順
調
に
代
を
継
な
い
で
行

え
ば
、
大
人
の
話
と
行
動
が
天
下
の
法
則
と
な
る
。
言
行
と
は
、
考

え
と
行
動
で
あ
り
、
そ
の
言
行
が
正
義
感
に
よ
る
な
ら
ば
、
行
動
性

と
信
頼
感
が
積
ま
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
震
災
時
に
私
た
ち
が
対
処
し
て
き
た
事
も
、
一
方
で
は
、

全
て
が
建
学
精
神
の
大
義
と
大
和
の
精
神
を
実
践
し
た
こ
と
で
あ
る

と
い
え
る
。
ま
さ
に
人
間
愛
を
基
本
と
し
た
儒
学
精
神
と
し
て
、
孔

孟
の
義
理
精
神
を
実
行
し
た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

四
、
大
成
殿
の
復
元
（
計
画
）

儒
学
が
日
本
に
渡
来
し
た
の
は
二
八
四
年
、
応
神
天
皇
の
御
世
、

朝
鮮
半
島
百
済
の
王
仁
博
士
を
経
て
四
書
、
千
字
文
が
持
ち
込
ま
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
〇
〇
〇
年
が
経
過
し
た
当
時
は
朱

熹
没
後
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
。

唐
宋
代
の
間
は
、
日
本
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
遣
隋
使
、
遣
唐
使
ら

に
よ
っ
て
、
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
儒
学
が
日
本
社
会
に
深
く
浸
透

し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
六
四
五
年
蘇
我
氏
ら
に
よ
る
仏
教

興
隆
、
七
五
四
年
唐
僧
鑑
真
の
渡
来
、
さ
ら
に
七
七
〇
年
阿
倍
仲
麻

呂
、
八
〇
〇
年
代
空
海
、
俊
憁
、
な
ど
派
遣
使
節
団
に
よ
っ
て
中
国
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文
化
が
次
々
と
移
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
に
続
い
て
日
本
に
は
現
存
す
る
四
大
孔
子
廟
な
ど
儒
・
仏
共

存
の
社
会
が
展
開
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
四
大
孔
子
廟
は
、足
利
学
校
一
三
三
三
（
元
弘
三
）

年
、
岡
山
藩
の
閑
谷
孔
子
廟
一
六
六
八
（
寛
文
八
）
年
、
東
京
神
田

の
湯
島
聖
堂
（
昌
平
坂
学
問
所
）
一
六
九
〇
（
文
禄
三
）
年
、
佐

賀
藩
の
多
久
聖
廟
一
七
〇
八
（
宝
永
五
）
年
、
な
か
で
も
東
京
神
田

の
湯
島
聖
堂
は
江
戸
時
代
、
近
代
朱
子
学
の
中
心
と
し
て
、
最
も
深

く
現
代
日
本
の
思
想
文
化
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
て
い

る
17

。湯
島
聖
堂
は
い
く
た
び
か
災
害
な
ど
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
中

で
も
一
七
八
一
（
天
明
六
）
年
、江
戸
の
大
火
（
一
名
振
り
袖
火
事
）

は
、
江
戸
八
百
八
町
を
火
の
海
と
化
し
た
。
そ
の
大
火
の
中
で
湯
島

聖
堂
も
又
ご
他
聞
に
も
れ
ず
焼
け
落
ち
、
聖
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た

孔
子
の
肖
像
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
焼
失
し
た
。
替
わ
り
に
、
そ
の

焼
け
跡
に
建
て
ら
れ
た
仮
の
校
舎
に
木
像
替
わ
り
に
掛
け
ら
れ
、
朝

夕
、
昌
平
黌
に
学
ぶ
儒
子
達
に
拝
さ
れ
た
と
い
う
一
幅
の
掛
け
軸
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
孔
子
の
画
像
は
、
尾
張
藩
藩
校
明
倫
堂
督
学
細
井
徳
民
先
生

の
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
七
九
二
年
寛
政
年
間
一
二
代

将
軍
徳
川
家
斎
の
学
制
振
興
政
策
等
に
よ
り
、
老
中
松
平
定
信
等
の

改
革
に
よ
っ
て
、
聖
堂
再
建
と
塾
頭
林
子
平
（
例
、
植
村
侯
よ
り
林

家
を
継
ぐ
）
等
に
引
き
継
が
れ
る
ま
で
の
間
、
細
井
平
洲
先
生
は
一

時
期
昌
平
黌
の
塾
頭
を
歴
任
し
て
い
る
。
先
生
は
儒
教
に
深
い
造
詣

を
持
つ
漢
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
画
像

は
自
ら
賛
じ
て
以
下
の
詩
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る

18

。

祖

述

堯

舜

憲

章

文

武

上

律

天

時

下

襲

水

士

そ
の
昔
、
古
人
た
ち
は
、
世
の
中
の
変
化
を
前
も
っ
て
探
知
し
た

が
っ
た
。
今
日
の
世
の
人
々
も
同
じ
よ
う
に
、
宇
宙
の
中
で
の
変
化

の
原
理
を
見
つ
け
出
し
活
用
し
て
い
る
。
微
生
物
た
ち
で
も
地
球
上

の
変
化
を
前
も
っ
て
知
り
対
備
し
て
い
る
。
蟻
は
地
震
を
前
も
っ
て

察
知
し
、
住
み
場
を
安
全
な
所
に
移
す
と
い
う
。
全
て
の
生
物
の
性

品
は
、
各
自
の
様
相
に
照
ら
し
た
資
質
に
よ
っ
た
特
性
を
兼
ね
備
え

て
い
る
。
性
品
の
備
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
道
を
は

う
獣
で
あ
り
、
風
に
よ
る
も
の
は
空
を
舞
う
獣
で
あ
り
、
露
に
よ
る

も
の
は
草
株
で
あ
り
、
雷
に
よ
る
も
の
は
木
の
本
性
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

我
々
人
間
は
、
変
化
を
前
も
っ
て
感
知
す
る
能
力
と
し
て
、
科
学

的
知
恵
を
様
々
な
角
度
か
ら
行
使
し
、
活
用
し
て
い
る
が
、
限
界
が
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あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
震
災
に
絶
望
せ
ず
、
復
旧
、
復
興
す
る
心

構
え
は
で
き
て
い
る
。

本
法
人
「
昌
平
黌
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
孔
子
の
教
え
、
儒
学
に

基
づ
く
「
大
義
と
大
和
」
の
精
神
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。
こ
の

精
神
を
建
学
の
理
念
と
し
、
指
導
教
育
を
モ
ッ
ト
ー
に
設
立
さ
れ
た

の
が
東
日
本
国
際
大
学
で
あ
る
。
昌
平
黌
精
神
と
は
、
心
理
に
基
づ

き
、
平
和
と
繁
栄
の
道
を
探
求
し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
未
来
生
活
の

中
に
実
践
し
、
開
花
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
そ

の
理
念
の
中
心
と
し
て
、
本
学
に
は
大
成
殿
を
建
立
し
て
あ
る
。

本
学
の
大
成
殿
に
は
、
昌
平
黌
精
神
で
あ
る
、
孔
子
の
教
え
と
し

て
の
論
語
に
代
表
さ
れ
る
四
書
、
五
経
、
五
徳
の
精
神
理
解
を
兼
ね
、

建
立
さ
れ
て
い
る
。
本
学
名
誉
学
長
で
あ
る
山
岡
荘
八
先
生
の
文
学

碑
に
も
「
行
義
以
達
其
道
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
の
社
会
背

景
に
は
見
受
け
ら
れ
る
「
義
」
の
欠
落
の
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
は
単
に
学
生
に
の
み
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
学

で
は
、
昌
平
黌
精
神
で
あ
る
「
大
和
の
心
を
養
う
、
す
な
わ
ち
義
の

精
神
」、
そ
れ
を
無
理
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
精
神
の
殿
堂

で
あ
る
「
大
成
殿
」
を
朝
夕
、
目
で
見
る
こ
と
で
己
の
心
に
言
い
聞

か
せ
る
こ
と
を
目
的
に
建
立
し
て
あ
る

19

。
本
学
「
大
成
殿
」
の
復

元
は
、
ま
さ
に
本
学
の
建
学
精
神
で
あ
る
「
昌
平
黌
精
神
」
の
復
興

で
あ
る
。

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
私
た
ち
は
、
物
質
的
に
も
精
神

的
に
も
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。
大
成

殿
を
始
め
、
大
学
校
舎
の
崩
壊
等
、
教
育
・
研
究
・
業
務
資
材
の
破

損
、
喪
失
、
ま
た
両
親
や
親
戚
を
地
震
、
津
波
で
失
っ
た
学
生
や
教

職
員
が
多
数
発
生
し
た
。
そ
し
て
現
在
も
校
舎
の
崩
壊
に
よ
り
、
学

生
が
不
便
な
就
学
・
部
活
動
の
環
境
や
、
教
員
の
研
究
室
共
同
使
用

と
い
う
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
、
事
故
を
起
し
た

原
発
に
最
も
近
い
大
学
と
い
う
精
神
的
圧
迫
を
持
ち
な
が
ら
の
復
興

と
な
る
。
そ
う
し
た
中
、
本
学
で
は
、
崩
壊
し
た
大
成
殿
の
復
元
と

明
倫
堂
の
新
た
な
設
置
に
よ
り
、
儒
学
に
よ
る
復
興
を
高
々
と
掲
げ

る
も
の
で
あ
る
。

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
は
、
人
類
史
上
稀
に
み
る
自
然
災
害
と

人
工
災
害
と
い
う
二
重
災
害
で
あ
る
。こ
の
大
災
害
か
ら
の
復
興
は
、

人
間
社
会
そ
し
て
人
類
史
に
大
き
な
希
望
を
与
え
る
も
の
と
考
え

る
。
そ
し
て
そ
の
精
神
的
支
柱
は
儒
学
に
あ
る
。
人
間
は
常
に
環
境

に
支
配
さ
れ
、
よ
り
住
み
よ
く
、
よ
り
便
利
な
環
境
を
目
指
し
、
経

済
発
展
を
推
し
進
め
て
き
た
。
た
だ
し
、
自
ら
欲
せ
ざ
る
も
の
を
他

人
に
欲
す
る
こ
と
な
か
れ
。
ま
さ
に
「
心
」
の
教
育
、
す
な
わ
ち
修

己
の
学
、つ
ま
り
朱
子
学
の
原
点
で
あ
る
「
修
己
治
人
」
を
蔑
に
し
、

「
大
和
と
大
義
」
の
昌
平
黌
精
神
を
喪
失
し
て
い
る
。

本
学
の
復
興
は
、
日
本
で
の
単
な
る
一
大
学
の
復
興
で
し
か
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
復
興
は
、
人
間
性
の
回
復
、
教
育
の

回
復
、
地
域
社
会
の
回
復
等
、
精
神
と
物
質
両
面
か
ら
な
る
様
々
な
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復
興
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
儒
学
即
ち
建
学
の
精
神
で

あ
る
昌
平
黌
精
神
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

努
め
、
人
類
社
会
に
平
和
と
希
望
を
与
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

『
論
語
集
注
』、
朱
熹
。

『
禮
記
集
說
』、
鄭
玄
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。

『
皇
極
経
世
』、
邵
雍

『
漢
文
大
系
』、第
一
卷
（
大
學
說
／
中
庸
說
／
論
語
集
說
／
孟
子
定
本
）、

富
山
房
、
一
九
七
六
、
東
京
。

『
日
本
史
年
表
』、
歴
史
学
研
究
会
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
、
東
京
。

『
論
語
』、
金
谷
治
訳
註
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
、
東
京
。

『
縦
社
会
の
人
間
関
係
』、
中
根
千
枝
、
講
談
社
、
一
九
六
七
、
東
京
。

『
論
語
名
言
集
』、
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廣
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岡
書
店
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。
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翁
著
、Ｉ
Ｎ
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〇
〇
、東
京
。

『
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節
九
十
年
昌
平
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学
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の
歩
み
』、
田
久
孝
翁
著
、
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わ
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短
期
大

学
出
版
局
、
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九
一
、
福
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。

『
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文
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の
秩
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と
経
済
』、
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日
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著
、
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九
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五
、
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。
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し
ま
』、
二
〇
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一
、八
月
号
、
学
校
法
人
昌
平
黌
の
挑
戦
。

〈
注
釈
〉

１
『
孟
子
』、
藤
文
公
上
。
設
爲
庠
序
學
校
以
敎
之
庠
者
養
也
校
者
敎

也
序
者
射
也
。
夏
曰
校
殷
曰
序
周
曰
庠
學
則
三
代
共
之
皆
所
以
明

人
倫
也
人
倫
明
於
上
小
民
親
於
下
。

２
『
日
本
史
年
表
』、
歷
史
学
研
究
会
篇
、
岩
波
書
店
、
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九
六
六
、
東
京
。

３
『
苦
節
九
十
年
昌
平
黌
学
園
の
歩
み
』、田
久
孝
翁
著
、三
〇
～
三
一
頁
、

い
わ
き
短
期
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
、
福
島
。

４
『
苦
節
九
十
年
昌
平
黌
学
園
の
歩
み
』、
田
久
孝
翁
著
、
三
六
頁
、
い

わ
き
短
期
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
、
福
島
。

５

論
語

顔
淵
。
子
貢
問
政
子
曰
足
食
足
兵
民
信
之
矣
…
…
曰
去
食

自
古
皆
有
死
民
無
信
不
立
。

６
『
財
界
ふ
く
し
ま
』、「
学
校
法
人
昌
平
黌
の
挑
戰
」、
二
〇
一
一
・
八
、

一
五
八
～
一
六
五
頁
。

７
『
孔
子
は
生
き
て
い
る
』、
田
久
孝
翁
著
、
Ｉ
Ｎ
通
信
社
、
二
〇
〇
〇
、

三
〇
頁
参
照
。

８
『
苦
節
九
十
年
昌
平
黌
学
園
の
歩
み
』、田
久
孝
翁
著
、四
三
～
四
四
頁
、

い
わ
き
短
期
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
、
福
島
。

９

論
語

季
氏
。
隱
居
以
求
其
志
行
義
以
達
其
道
吾
聞
其
語
矣
未
見

其
人
也
。

10
『
孔
子
は
生
き
て
い
る
』、
田
久
孝
翁
著
、
Ｉ
Ｎ
通
信
社
、
二
〇
〇
〇
、
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五
〇
～
五
一
頁
。

ち
な
み
に
大
学
附
属
昌
平
中
学
、
高
等
学
校
は

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
開
校
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

11

論
語
鄕
黨
。
廐
焚
子
退
朝
曰
傷
人
乎
不
問
馬
。

12

論
語
集
說

卷
三

鄕
黨
第
十
。（
漢
文
大
系
、
第
一
卷
、
富
山
房
、

一
九
七
六
、）
上
同
句
朱
注
。
非
不
愛
馬
。
然
恐
傷
人
之
意
多
。
故
未

暇
問
。

13

離
婁
下
。
孟
子
曰
人
之
所
以
異
於
禽
獸
者
幾
希
庶
民
去
之
君
子
存

之
。
舜
明
於
庶
物
察
於
人
倫
由
仁
義
行
非
行
仁
義
也
。

14

盡
心
上
。
孟
子
謂
宋
句
踐
曰
…
…
曰
何
如
斯
可
以
囂
囂
矣
。
曰
尊

德
樂
義
則
可
以
囂
囂
矣
。

15

盡
心
上
。
故
士
窮
不
失
義
達
不
離
道
。
窮
不
失
義
故
士
得
己
焉
達

不
離
道
故
民
不
失
望
焉
。
古
之
人
得
志
澤
加
於
民
不
得
志

16

離
婁
下
。
孟
子
曰
大
人
者
言
不
必
信
行
不
必
果
惟
義
所
在
。

17
『
孔
子
は
生
き
て
い
る
』、
田
久
孝
翁
著
、
Ｉ
Ｎ
通
信
社
、
二
〇
〇
〇
、

三
八
～
三
九
頁
。

18
『
苦
節
九
十
年
昌
平
黌
学
園
の
歩
み
』、田
久
孝
翁
著
、三
九
～
四
〇
頁
、

い
わ
き
短
期
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
、
福
島
。

19
『
苦
節
九
十
年
昌
平
黌
学
園
の
歩
み
』、
田
久
孝
翁
著
、
二
八
三
～

二
八
五
頁
、
い
わ
き
短
期
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
、
福
島
。

講演する緑川副理事長
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
倫
理
秩
序

東
日
本
国
際
大
学
副
学
長

水

田　
　
　

健

一
、
二
〇
世
紀
後
半
の
「
儒
教
資
本
主
義
」

二
〇
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
へ
の
世
界
秩
序
の
転
換
の
中
で
顕
著
な

特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
欧
米
や
日
本
の
先
進
国
に
代
わ
っ

て
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
が
急
速
に
台
頭
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
集
団
的
台
頭
は
際
立
っ
て
い

る
。
二
〇
世
紀
後
半
に
い
た
る
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
と
呼
ば
れ

る
国
々
に
は
、
欧
米
系
以
外
で
は
か
ろ
う
じ
て
日
本
が
入
る
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
日
本
以
外
の
韓
国
、
中
国
な
ど
の
東
ア
ジ

ア
地
域
の
国
々
が
欧
米
を
上
回
る
高
成
長
を
遂
げ
、
先
進
国
に
せ
ま

る
勢
い
と
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
こ
れ
ら
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展
を
称
し
て
、「
儒
教

資
本
主
義
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
香
港
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
韓
国
な
ど
の
ア
ジ
アN

IEs

（
か
つ
て
はN

ICs

と
呼
ば
れ
た
）

の
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
台
頭
と
、
そ
れ
を
支
え
る
儒
教
文
化

に
着
目
し
た
こ
の
資
本
主
義
観
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
ひ
と
つ
の

流
行
と
い
っ
て
も
よ
い
ア
ジ
ア
資
本
主
義
の
捉
え
方
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本

主
義
の
精
神
』
に
お
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
世
俗
内
禁
欲
主
義

が
資
本
主
義
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
に
類
比
さ
せ
て
１
、
同

じ
関
係
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
儒
学
と
資
本
主
義
の
間
に
見
よ
う
と

す
る
も
の
だ
っ
た
２
。

こ
の
儒
教
資
本
主
義
は
、
徹
底
し
た
市
場
原
理
が
働
い
て
い
る
ア

ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
資
本
主
義
と
同
様
に
市
場
経
済
を
取
り
込
ん
で

い
る
が
、
企
業
と
労
働
者
と
の
関
係
、
ま
た
企
業
と
企
業
と
の
関
係

は
市
場
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
動
い
て
い
た
。

そ
の
こ
と
は
日
本
的
経
営
の
特
徴
で
あ
る
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
賃

金
・
企
業
別
労
働
組
合
に
よ
る
擬
似
イ
エ
的
経
営
や
、
ま
た
下
請
け

企
業
ま
で
含
め
た
系
列
化
に
よ
る
企
業
間
の
密
接
な
つ
な
が
り
の
形

成
な
ど
に
表
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
ま
た
政
府
も
、
経
済
の
原
義
で
あ

る
「
経
世
済
民
」（
世
を
治
め
民
を
救
う
）
の
言
葉
通
り
、
市
場
を

見
守
る
父
親
の
ご
と
く
誘
導
的
あ
る
い
は
指
令
的
に
市
場
へ
と
介
入

し
て
い
た
。
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市
場
経
済
で
は
消
費
者
が
効
用
を
極
大
化
し
企
業
は
利
潤
を
極
大

化
す
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
利
得
追
及
活
動
を
推
進
力
と
し
、そ
れ
に
よ
っ

て
市
場
で
の
需
給
調
整
を
図
る
。
資
本
主
義
国
家
は
こ
の
市
場
経
済

を
国
家
の
中
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に
政
府
機
能
に
よ
っ
て
最
小
限
の

市
場
補
完
と
国
民
利
害
の
調
整
を
図
る
。
国
家
の
関
与
は
出
来
る
限

り
少
な
く
す
る
。
こ
れ
が
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
資
本
主
義
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
資
本
主
義

像
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
日
本
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
資
本
主
義
は
、
同
様
に
市

場
経
済
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
、
企
業
と
労
働
者
と
の
関

係
、
ま
た
企
業
と
企
業
と
の
間
の
関
係
に
は
市
場
を
介
さ
な
い
行
動

が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
政
府
の
市
場
に
対
す
る
関
係
も
、
誘
導
的

介
入
あ
る
い
は
指
令
的
介
入
な
ど
、
単
な
る
市
場
補
完
を
越
え
た
強

い
介
入
が
見
ら
れ
る
。
一
般
に
集
団
主
義
的
性
格
の
強
い
資
本
主
義

と
い
っ
て
も
よ
い
。
さ
ら
に
、
家
族
や
企
業
や
労
組
が
互
助
的
中
間

集
団
と
し
て
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

こ
れ
ら
を
指
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
は
「
儒
教
資
本
主
義
３
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
儒
学
の
家
族
か
ら
国
家
ま
で
を

貫
く
「
イ
エ
の
原
理
」
が
あ
り
、
三
綱
と
五
倫
の
社
会
倫
理
は
ま
さ

に
そ
の
根
幹
に
あ
る
秩
序
思
想
で
あ
っ
た
。

三
綱
と
は
、「
君
為
臣
綱
」「
父
為
子
綱
」「
夫
為
婦
綱
」
と
い
う

文
言
を
指
し
、
君
主
は
臣
下
の
綱
と
な
り
、
父
は
子
の
綱
に
な
り
、

夫
は
婦
人
の
綱
に
な
る
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
の

間
の
具
体
的
人
間
関
係
を
指
し
て
い
る
。
君
臣
の
間
の
忠
、
父
子
の

間
の
孝
、
夫
婦
の
間
の
貞
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
主
と
従
の

関
係
は
封
建
的
な
人
間
関
係
の
肯
定
と
い
う
性
格
が
強
い
が
、
五
倫

の
徳
の
方
は
よ
り
一
般
的
な
社
会
の
行
動
原
理
を
示
す
。五
倫
と
は
、

「
父
子
有
親
」「
君
臣
有
義
」「
夫
婦
有
別
」「
長
幼
有
序
」「
朋
友
有
信
」

の
文
言
で
示
さ
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋

友
の
五
つ
の
重
要
な
人
間
関
係
に
必
要
な
五
つ
の
倫
理
、
す
な
わ
ち

父
子
の
間
の
親
、
君
臣
の
間
の
義
、
夫
婦
の
間
の
別
、
長
幼
の
間
の

序
、
朋
友
の
間
の
信
を
表
し
て
い
る
。
三
綱
と
同
様
に
家
族
と
国
家

と
社
会
に
お
け
る
規
範
倫
理
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
儒
学
の
社
会

倫
理
は
、
家
族
道
徳
の
延
長
線
上
に
家
族
の
拡
大
版
と
し
て
の
「
イ

エ
」
の
倫
理
を
形
成
す
る
。
し
た
が
っ
て
国
家
や
政
治
も
家
族
道
徳

の
延
長
線
上
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
綱
や
五
倫
は
儒
学
に
と
っ
て
必
須
の
社
会
倫
理
で
あ

り
、
市
場
を
通
し
た
利
得
行
為
と
は
異
な
り
、
人
間
と
人
間
と
の
直

接
的
な
社
会
関
係
の
倫
理
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
日

本
企
業
が
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
企
業
と
異
な
り
、
企
業
内
に
労

働
者
を
囲
い
込
み
、
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
賃
金
・
企
業
別
労
働

組
合
の
も
と
企
業
内
労
働
者
教
育
を
進
め
、
企
業
を
一
種
の
拡
大
し

た
「
イ
エ
」
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
賃
金
は
そ

の
労
働
に
見
合
っ
た
成
果
と
し
て
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
賃
金
は
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年
齢
の
上
昇
に
応
じ
て
増
加
し
、
労
働
者
の
年
齢
に
応
じ
た
生
活
に

見
合
っ
た
賃
金
給
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
企
業
は
労
働
者
教
育
に

よ
っ
て
そ
の
能
力
向
上
を
図
り
、
企
業
内
に
労
働
者
を
適
合
さ
せ
て

い
く
。
こ
こ
で
は
企
業
そ
の
も
の
が
擬
似
「
イ
エ
」
と
み
な
さ
れ
、

父
子
、
君
臣
に
類
似
し
た
上
下
的
人
間
関
係
を
も
つ
一
種
の
互
助
組

織
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
型
企
業
と
異
な
っ
て
典
型
的
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型

企
業
４
は
、
随
時
外
部
の
労
働
市
場
で
労
働
者
の
雇
用
を
行
な
い
、

企
業
と
労
働
者
と
は
労
働
市
場
で
労
働
需
要
者
と
労
働
供
給
者
と
し

て
賃
金
を
通
じ
て
労
働
需
給
の
調
整
を
行
な
う
。
企
業
と
労
働
者
と

は
あ
く
ま
で
も
外
部
の
人
間
と
し
て
、
労
働
市
場
に
お
い
て
接
触
す

る
。
企
業
そ
の
も
の
が
労
働
者
を
囲
い
込
み
、
擬
似
イ
エ
状
態
を
つ

く
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
企
業
間
関
係
に
お
い
て
も
、
ト
ヨ
タ
本
社
と
そ
の
系
列
子
会

社
の
よ
う
に
、
部
品
の
開
発
段
階
か
ら
ト
ヨ
タ
と
子
会
社
と
が
連
携

し
部
品
の
仕
様
を
含
め
最
適
な
生
産
体
制
を
つ
く
り
、
同
時
に
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
い
在
庫
状
態
を
達
成
で
き
る
よ
う
な
部
品
納
入
シ
ス

テ
ム
を
実
施
し
て
い
く
（
い
わ
ゆ
る
カ
ン
バ
ン
方
式
）。
し
た
が
っ

て
系
列
の
間
で
の
企
業
間
関
係
は
長
期
的
に
安
定
し
た
状
態
が
続

く
。
し
か
し
典
型
的
な
市
場
型
経
済
で
は
、
部
品
は
そ
の
都
度
最
も

安
く
性
能
の
良
い
製
品
を
世
界
中
か
ら
探
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、

長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
企
業
間
関
係
を
構
築
す
る
必
要
は
な

い
。
企
業
間
関
係
は
短
期
的
な
も
の
と
な
る
。
日
本
に
お
け
る
企
業

間
の
系
列
は
、
拡
大
さ
れ
た
「
イ
エ
」
関
係
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
。

ま
た
政
府
と
市
場
の
関
係
に
お
い
て
は
、
大
方
の
東
ア
ジ
ア
の

国
々
は
政
府
に
よ
る
市
場
へ
の
介
入
の
度
合
い
は
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク

ソ
ン
型
の
資
本
主
義
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
大
き
い
。
社
会
主
義
の
中

国
は
市
場
経
済
を
導
入
し
た
と
い
っ
て
も
圧
倒
的
に
政
府
の
比
重
は

高
い
し
、
戦
後
の
日
本
は
強
力
な
介
入
と
い
う
よ
り
も
、
行
政
指
導

の
よ
う
な
柔
ら
か
い
誘
導
型
の
政
府
介
入
を
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ら

は
儒
学
に
お
け
る
君
臣
あ
る
い
は
父
子
的
関
係
を
国
家
に
投
影
し
た

も
の
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
儒
学
的
伝
統
が
そ
の
基
底
に
あ
る
。

同
時
に
儒
学
文
化
圏
で
は
教
育
が
重
視
さ
れ
、
学
習
熱
・
教
育
熱

は
他
の
文
化
圏
と
比
べ
て
著
し
く
高
く
、
こ
の
こ
と
も
儒
教
資
本
主

義
を
支
え
る
人
材
育
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
資

本
主
義
は
単
に
市
場
で
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
と
人
間
の
間

の
社
会
倫
理
が
強
く
働
く
資
本
主
義
で
あ
り
、
儒
学
文
化
圏
に
特
徴

的
な
教
育
・
学
習
熱
に
よ
る
人
材
育
成
を
支
え
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
家
族
や
企
業
な
ど
の
中
間
集
団
の
強
さ
が
こ
の
資
本
主
義

を
支
え
て
い
た
。

二
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
段
階
の
資
本
主
義

世
界
の
中
で
最
も
早
く
資
本
主
義
化
し
た
国
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
市
場
の
力
に
よ
り
独
自
に
資
本
主
義
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と
い
う
体
制
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
あ
と
に
フ
ラ
ン
ス
、ア
メ
リ
カ
、

ド
イ
ツ
な
ど
の
資
本
主
義
諸
国
が
続
く
が
、
遅
れ
て
資
本
主
義
化
し

た
国
ほ
ど
国
家
の
近
代
化
へ
の
関
与
の
度
合
い
は
高
い
５
。
と
く
に

ド
イ
ツ
は
こ
れ
ら
諸
国
の
中
で
後
発
の
資
本
主
義
国
で
あ
り
、
鉄
道

を
中
心
に
国
家
主
導
の
傾
向
が
強
い
上
か
ら
の
近
代
化
を
な
し
遂
げ

た
。
こ
れ
ら
欧
米
諸
国
の
資
本
主
義
に
続
く
の
が
日
本
で
あ
る
。

す
で
に
遅
く
と
も
一
九
世
紀
後
半
に
は
資
本
主
義
が
定
着
し
た
欧

米
諸
国
に
対
し
て
、
日
本
の
資
本
主
義
は
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新

以
降
に
始
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
以
外
で
日
本
だ
け
が
一
九
世
紀

に
お
い
て
資
本
主
義
化
を
開
始
で
き
た
の
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
に

一
定
程
度
の
貨
幣
・
商
品
経
済
の
発
達
が
あ
り
、
人
口
の
流
動
化
も

進
み
、
寺
子
屋
な
ど
の
庶
民
教
育
も
広
範
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
背
景
に
あ
る
６
。
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
、
さ
ら
に
市
場

経
済
を
支
え
る
識
字
や
算
術
な
ど
の
基
礎
的
能
力
の
普
及
は
資
本
主

義
の
基
本
前
提
と
な
る
。
だ
が
や
は
り
そ
の
本
格
的
開
始
は
明
治
以

降
で
あ
ろ
う
。

明
治
期
以
降
、
日
本
の
欧
米
先
進
国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
過
程

は
始
ま
る
。
そ
れ
は
上
か
ら
の
近
代
化
と
し
て
、
地
租
改
正
や
国
立

銀
行
条
例
な
ど
の
経
済
政
策
や
、
官
営
事
業
な
ど
の
殖
産
興
業
政
策

に
よ
っ
て
始
ま
り
、
そ
の
後
工
業
化
は
紡
績
や
製
糸
な
ど
の
繊
維
産

業
を
中
心
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
殖
産
興
業
政
策
の
よ
う

に
強
力
に
上
か
ら
の
産
業
化
を
図
る
こ
と
も
、
民
業
の
自
立
的
発
展

を
促
す
場
合
も
あ
る
が
、
政
府
の
強
力
な
介
入
と
柔
ら
か
い
誘
導
と

が
全
体
と
し
て
明
治
の
産
業
発
展
を
後
押
し
し
た
。
そ
れ
は
産
業
発

展
（
富
国
）
に
よ
る
普
遍
的
な
文
明
国
家
の
形
成
と
い
っ
て
よ
い
。

一
方
、
こ
の
明
治
近
代
国
家
の
形
成
に
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
参
画

し
た
福
沢
諭
吉
は
、『
西
洋
事
情
』
な
ど
で
西
洋
の
文
明
制
度
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
近
代
化
に
と
っ
て
個
人
の
自
立
が
国
家

の
独
立
や
文
明
進
歩
の
要
で
あ
る
と
み
な
す
文
明
開
化
の
思
想
を
確

立
し
た
。
そ
れ
ら
は
欧
米
の
バ
ッ
ク
ル
、
ギ
ゾ
ー
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、

ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
一
見
す
る
と
福
沢
は

進
歩
し
た
西
洋
文
明
を
礼
賛
し
、
日
本
の
伝
統
に
は
否
定
的
で
あ
る

か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
思
想
の
根
底
に
は
儒
学
思
想
の

底
流
が
あ
っ
た
。

竹
内
（
一
九
八
八
）
に
よ
れ
ば
、
福
沢
は
西
欧
流
の
主
客
思
想
を

採
っ
て
お
ら
ず
、
人
間
主
体
は
自
然
客
体
を
一
方
的
に
対
象
化
し
そ

れ
を
統
御
す
る
と
い
う
西
欧
近
代
の
科
学
観
で
は
な
く
、天
（
自
然
）

に
内
在
す
る
秘
密
を
暴
き
出
し
そ
の
利
用
を
図
る
主
体
と
し
て
近
代

科
学
の
諸
成
果
を
入
手
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
は
天
と
自

己
と
は
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
天
の
働
き
の
中
に
自
己
が
取
り
込

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
先
に
は
「
天
人
合
体
」
が
目
論
ま
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
西
洋
近
代
的
な
主
客
対
立
で
な
い
、
万
物
一
体
・
主
客
統
一

に
連
な
る
思
想
で
あ
る
７
。

同
時
に
こ
の
人
間
主
体
は
独
立
自
尊
の
主
体
と
い
っ
て
も
、
社
会
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的
に
無
縁
の
孤
立
し
た
主
体
で
は
な
く
、
表
に
表
出
す
る
論
議
以
前

の
精
神
的
基
盤
と
し
て
儒
教
倫
理
を
身
に
つ
け
た
主
体
で
あ
っ
た
。

「
彼
の
仁
義
忠
孝
の
如
き
固
よ
り
人
事
中
の
条
項
な
れ
ど
も
、
特
に

之
を
勉
め
ず
し
て
自
分
の
言
行
は
自
然
に
之
に
適
し
、
自
か
ら
徳
義

と
知
ら
ず
し
て
身
は
徳
義
の
人
と
為
る
可
し
８
」
と
福
沢
は
言
う
。

福
沢
の
独
立
自
尊
の
主
体
は
、
儒
教
的
な
伝
統
的
社
会
基
盤
の
う
え

に
載
っ
て
い
た
。
こ
の
福
沢
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
文
化

や
歴
史
か
ら
簡
単
に
切
り
離
さ
れ
て
思
想
が
突
然
誕
生
す
る
こ
と
は

な
い
。
明
治
と
い
う
時
代
は
、
そ
れ
以
前
の
江
戸
時
代
に
確
立
し
た

儒
学
の
伝
統
と
底
流
で
連
な
っ
て
い
た
。

明
治
と
い
う
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
過
程
に
お
い
て
、
国
家

は
ま
さ
に
上
か
ら
の
資
本
主
義
化
の
主
体
と
し
て
近
代
化
・
産
業
化

の
主
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
発
資
本
主
義
に
特
有
な
現

象
で
あ
り
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
発
展
し
た
資
本
主
義
国
家
に
は

一
般
に
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
精
神
的
基
盤
は
儒
学
的
伝
統
に
色

濃
く
染
ま
っ
て
い
た
。
福
沢
の
よ
う
な
明
治
国
家
に
お
け
る
有
力
な

啓
蒙
思
想
家
に
お
い
て
さ
え
、
底
流
に
こ
れ
ま
で
の
伝
統
思
想
で
あ

る
儒
学
精
神
が
流
れ
て
い
た
９
。

さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
後
半
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
で
は

儒
教
資
本
主
義
と
い
っ
て
も
よ
い
現
象
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
こ
こ

で
見
た
よ
う
に
、
明
治
日
本
の
欧
米
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
過
程
に

お
い
て
は
、
上
か
ら
の
近
代
化
と
と
も
に
儒
学
的
伝
統
が
そ
の
精
神

基
盤
を
支
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
儒
学
は
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お

い
て
も
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
日
本
の
経
済
発
展
に
お
い
て
も
思
想

的
あ
る
い
は
社
会
文
化
的
基
盤
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て

き
た
。
し
か
し
現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
そ
の
意
味
は

変
質
を
き
た
し
て
い
る
。

三
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア
の
倫
理
秩
序

二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
洗
わ
れ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
国
境
を
越
え

て
容
易
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
国
境
の
壁
が
低
く
な
る
こ
と

を
指
す
。
市
場
で
企
業
や
個
人
が
利
得
追
求
を
進
め
れ
ば
、
そ
の
行

動
は
い
ず
れ
国
境
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
多
国
籍
企
業

を
生
み
出
し
、
金
融
を
国
際
化
し
、
さ
ら
に
移
民
を
増
大
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ヒ
ト
の
国
境
を
越
え
た
移
動
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
国
家
や
国
民
の
差
異
は
希
薄
化
し
て
い
く
。
ア
ン
グ
ロ

サ
ク
ソ
ン
型
資
本
主
義
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
も
っ
と
も
親
和

性
が
高
い
資
本
主
義
で
あ
る
。そ
れ
は
こ
の
型
の
資
本
主
義
こ
そ
が
、

も
っ
と
も
市
場
の
機
能
が
高
く
発
揮
さ
れ
る
資
本
主
義
だ
か
ら
だ
。

こ
こ
で
市
場
経
済
の
祖
と
み
な
さ
れ
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
資

本
主
義
の
原
型
を
作
っ
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
想
起
し
て
み
た
い
。

一
般
に
ス
ミ
ス
は
、
自
由
な
利
己
的
経
済
行
為
は
結
果
と
し
て
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
経
済
的
自
由
主
義
を
主
張
し
た
。
こ
の
こ
と
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は
誤
り
で
は
な
い
が
、
し
か
し
ス
ミ
ス
の
真
骨
頂
は
む
し
ろ
こ
の
自

由
な
経
済
活
動
の
制
度
的
前
提
に
あ
っ
た
。
か
れ
は
正
義
や
仁
愛
な

ど
の
社
会
の
一
般
規
則
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
か
を
説
い
た
道

徳
哲
学
者
（
社
会
の
倫
理
規
範
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
政
治
・

経
済
・
社
会
の
事
柄
を
あ
つ
か
う
学
問
）
で
も
あ
っ
た
。

ス
ミ
ス
は
正
義
（justice

生
命
・
身
体
・
財
産
・
名
誉
な
ど
の

侵
犯
を
し
な
い
）
と
慈
愛
（benevolence

他
人
の
利
益
の
増
進
）

と
い
う
徳
を
認
め
、
慈
愛
が
な
く
と
も
正
義
や
法
の
ル
ー
ル
が
あ
れ

ば
、
下
級
の
徳
で
あ
る
慎
慮
（prudence

個
人
の
健
康
・
家
族

の
安
全
・
財
産
の
増
大
な
ど
を
図
る
）
か
ら
生
ま
れ
る
「
利
」
の
追

求
は
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
と
考
え
た
。
つ
ま
り
正
義
や
法
の
ル
ー
ル

を
守
っ
た
う
え
で
、
市
場
経
済
で
の
利
益
追
求
を
行
う
こ
と
は
正
し

く
、
そ
れ
は
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
。
ス
ミ
ス
が
想
定
し
て
い
た
資
本

主
義
は
法
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
た
国
家
の
枠
内
に
あ
っ

た
。し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、当
初
は
一
国
の
中
で
始
ま
っ

た
「
利
」
の
追
求
は
国
境
を
越
え
、
一
国
の
枠
の
中
で
成
立
す
る
正

義
の
ル
ー
ル
や
法
を
越
え
て
い
っ
て
し
ま
う
。

個
人
も
企
業
も
利
得
追
求
だ
け
を
進
め
れ
ば
、
そ
の
行
動
は
必
然

的
に
国
家
を
超
え
る
。
資
本
も
労
働
も
国
籍
と
は
無
関
係
に
も
っ
と

も
大
き
な
利
得
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
。
物
理
的

に
移
動
が
不
可
能
な
土
地
な
ど
の
自
然
資
源
も
、
所
有
権
の
証
券
化

が
進
め
ば
事
実
上
移
動
可
能
と
な
る
。
ス
ミ
ス
は
市
場
経
済
を
国
家

と
い
う
枠
の
中
で
考
察
し
た
が
、
二
〇
世
紀
後
半
の
現
実
は
む
し
ろ

ス
ミ
ス
を
裏
切
っ
て
、
国
家
を
超
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
問
題
を
発

生
さ
せ
た
。

だ
が
世
界
に
普
及
し
た
市
場
経
済
を
制
御
す
る
国
際
的
な
あ
る
い

は
地
域
共
同
体
的
な
規
範
や
法
の
ル
ー
ル
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な

い
。
市
場
経
済
は
そ
れ
を
制
御
す
る
規
範
や
法
が
な
け
れ
ば
、
た
だ

野
放
図
に
「
利
」
だ
け
を
追
求
す
る
孤
立
し
た
個
人
の
競
争
世
界
に

な
る
。
か
つ
て
の
旧
ソ
ビ
エ
ト
の
市
場
経
済
へ
の
移
行
期
に
お
け
る

混
乱
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

孔
子
は『
論
語
』で
、「
利
に
放
り
て
行
な
え
ば
怨
み
多
し
」と
人
々

が
「
利
」
を
追
求
す
る
こ
と
に
一
見
否
定
的
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
も

言
っ
て
い
る
、「
君
子
は
義
に
喩
り
、
小
人
は
利
に
喩
る
」
と
。
だ

が
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
利
益
の
追
求
を
全
面
的
に
否
定
し
た
も
の
で

は
な
く
、「
義
」
な
ど
の
道
徳
規
範
の
確
立
を
重
視
し
た
こ
と
の
反

映
と
し
て
、「
利
」が
消
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

孔
子
は
確
立
さ
れ
た
道
徳
規
範
の
範
囲
内
に
お
い
て
「
利
」
が
追
求

さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
世
界
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
あ
た
え
る
。

い
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
国
際
関
係
に
お
い
て
も
、
各
国
の

「
利
」
は
国
際
的
な
「
義
」
に
よ
っ
て
平
和
的
に
制
御
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
西
洋
型
の
覇
権
国
家
の
国
際
秩

序
で
は
、
利
を
追
求
す
る
国
と
国
の
間
の
対
立
の
結
果
と
し
て
世
界
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に
安
定
（pow

er of balance

）
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
利
」

は
あ
る
が
「
義
」
は
な
い
。
西
洋
型
の
思
想
は
個
々
の
利
の
追
求
と

そ
れ
ら
の
対
立
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
東
洋
型
の
義
を
は
じ
め
と
す
る
道
徳
に
よ
る
、

対
立
の
な
い
国
際
秩
序
の
形
成
を
対
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
洋

思
想
で
は
対
立
以
前
の
未
分
の
状
態
が
注
目
さ
れ
る
。
各
国
の「
利
」

を
対
立
の
な
い
国
際
的
な
「
義
」
に
よ
っ
て
制
御
す
る
。
こ
の
各
国

間
の
「
義
」
に
よ
る
国
際
秩
序
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
う
え
で
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
資
本
主
義
か
ら
生
ま
れ
る
、国
境
を
越
え
る
モ
ノ
、

ヒ
ト
、
カ
ネ
の
移
動
も
制
御
が
可
能
と
な
ろ
う
。
個
々
の
「
利
」
を

こ
の
国
際
秩
序
の
「
義
」
に
よ
っ
て
制
御
す
る
こ
と
こ
そ
が
こ
れ
か

ら
の
世
界
の
課
題
と
な
る
。

西
洋
型
の
覇
権
国
家
に
よ
る
安
定
が
、
国
と
国
の
対
立
を
前
提
と

し
た
力
に
よ
る
統
御
だ
と
す
れ
ば
、
東
洋
型
の
秩
序
に
お
け
る
安
定

は
徳
に
よ
る
友
好
的
関
係
の
形
成
で
あ
る
。
対
立
を
前
提
し
た
安
定

で
は
な
く
、
徳
義
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
間
の
信
頼
関
係
の
醸

成
を
図
る
道
で
あ
る
。
仁
や
義
な
ど
の
徳
は
国
家
間
に
お
い
て
も
友

好
と
信
頼
を
築
く
要
と
な
る
。
西
洋
思
想
が
対
立
や
争
い
あ
る
い
は

力
の
世
界
観
を
根
底
に
も
つ
の
に
対
し
て
、
東
洋
思
想
の
根
底
を
流

れ
る
の
は
対
立
で
は
な
く
未
分
割
、
万
物
一
体
の
世
界
観
で
あ
る
。

力
に
よ
る
対
立
で
は
な
く
対
立
以
前
の
状
態
を
想
定
す
る

10

。
徳
に

よ
る
対
立
の
な
い
国
際
秩
序
の
形
成
は
、
長
い
儒
学
的
伝
統
を
持
つ

東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
東
ア
ジ
ア

の
東
洋
的
資
源
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
秩
序
形
成
に
役
立
て
る
こ

と
は
二
一
世
紀
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

飢
餓
や
貧
困
へ
のO

D
A

や
人
的
支
援
を
は
じ
め
、
各
国
の
厚
生

の
向
上
を
図
る
支
援
な
ど
、
ま
ず
自
国
が
仁
に
基
づ
く
行
動
を
と
る

こ
と
で
、
各
国
間
に
次
第
に
義
に
基
づ
く
関
係
が
醸
成
さ
れ
る
。
そ

れ
が
さ
ら
に
、
個
別
の
企
業
や
個
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
動
を
制
約

す
る
場
を
国
際
的
に
形
成
す
る
。
そ
こ
に
は
東
ア
ジ
ア
の
資
源
を

使
っ
た
新
し
い
国
際
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
。
対
立
で
は
な
く
平
和
を

新
し
い
秩
序
の
要
と
す
る
こ
と
が
、
と
り
わ
け
東
洋
の
伝
統
に
生
き

る
わ
れ
わ
れ
に
は
必
須
で
あ
る

11

。

と
こ
ろ
で
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
互

助
的
機
能
を
果
た
し
て
き
た
家
族
や
企
業
、
労
働
組
合
な
ど
の
中
間

組
織
の
変
質
あ
る
い
は
崩
壊
を
も
進
め
て
い
る
。
家
族
を
は
じ
め
擬

似
イ
エ
組
織
と
い
っ
て
も
よ
い
企
業
や
労
働
組
合
の
変
質
・
崩
壊
は

社
会
の
紐
帯
の
喪
失
を
招
く
。
こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
の
中
間
組
織
は
、

集
団
と
し
て
あ
る
一
定
の
目
的
を
果
た
す
と
と
も
に
、
互
助
組
織
と

し
て
も
機
能
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
企
業
は
、
利
潤
を
追
求
す
る
と

い
う
目
的
と
と
も
に
、
終
身
雇
用
・
年
功
賃
金
な
ど
に
よ
っ
て
従
業

員
の
生
活
や
福
利
厚
生
に
寄
与
す
る
互
助
組
織
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
近
年
企
業
の
こ
う
い
っ
た
性
格
は
薄
れ
、
成
果
主
義
に
よ

る
賃
金
決
定
が
行
な
わ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
企
業
と
労
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働
者
と
が
労
働
需
要
者
と
労
働
供
給
者
と
し
て
相
対
し
、
成
果
に
見

合
っ
た
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
企
業

組
織
に
近
づ
い
て
い
る
。
ま
た
労
働
組
合
と
い
う
労
働
者
の
互
助
組

織
そ
の
も
の
も
、
そ
の
組
織
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。
一
般
に
こ

う
い
っ
た
中
間
組
織
の
変
質
と
崩
壊
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
世
界

で
広
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
中
間
組
織
こ
そ
、
こ

れ
ま
で
社
会
の
紐
帯
と
し
て
個
人
で
も
政
府
で
も
な
い
領
域
を
カ

バ
ー
し
社
会
を
重
層
化
し
安
定
さ
せ
て
き
た
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

企
業
、
労
働
組
合
、
市
民
団
体
、N

PO
な
ど
で
あ
り
、
個
人
だ
け

か
ら
な
る
社
会
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
て
き
た
。
儒
教
資
本
主
義
に

お
い
て
は
、
家
族
や
企
業
と
い
う
中
間
組
織
が
そ
の
資
本
主
義
の
強

さ
を
支
え
て
き
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
こ
れ
ら
も
次
第
に

変
質
し
て
き
た
。
ま
た
強
い
中
間
組
織
は
、
こ
れ
ま
で
個
人
が
危
機

に
陥
っ
た
と
き
に
こ
れ
を
回
避
す
る
避
難
所
と
し
て
役
立
っ
て
き
た

（
個
人
だ
け
か
ら
な
る
社
会
で
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
）。

し
か
し
日
本
の
強
さ
は
、
も
と
も
と
イ
エ
的
な
家
族
や
企
業
の
よ

う
な
中
間
集
団
の
強
さ
に
こ
そ
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
で
、
日
本
型
経
営
を
止
め
成
果
主
義
へ
向
か
っ
た
企
業
も
多
く

は
成
功
し
て
い
な
い
。
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
資
本
主
義
の
真
似
を

し
て
も
、
日
本
と
い
う
一
定
の
伝
統
を
持
っ
た
国
に
は
そ
れ
は
簡
単

に
は
な
じ
ま
な
い
。

ま
た
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
人
と
人
の
間
の
絆
が

人
々
を
救
っ
た
し
、
そ
の
関
係
が
失
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
い
ま
あ
ら
た
め
て
、
市
場
で
は
な
く
人
と

人
の
間
の
関
係
（
絆
）
を
重
視
す
る
中
間
組
織
を
、
地
域
や
所
属
組

織
の
中
に
再
興
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

も
と
も
と
日
本
の
組
織
の
強
さ
は
、
擬
似
イ
エ
的
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
組
織
の
中
に
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
や
地
域
組
織
あ
る
い
は

N
PO

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
中
間
組
織
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
員
の
活

力
が
互
い
の
強
い
信
頼
の
中
で
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
言
っ
て
み
れ
ば
個
々
の
や
る
気
を
引
き
出
す
活
力
に

満
ち
た
組
織
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
儒
学
的
伝
統
に
基
づ
く
イ
エ
組

織
が
弛
緩
し
た
馴
れ
合
い
に
陥
ら
な
い
よ
う
な
方
策
を
考
え
る
こ
と

で
あ
る
。

た
と
え
ば
岐
阜
の
未
来
工
業
は
、
反
成
果
主
義
の
も
と
「
常
に
考

え
る
。
な
ぜ
、
な
ぜ
、
な
ぜ
」
と
い
う
社
是
を
か
か
げ
、
社
内
の
提

案
制
度
で
は
参
加
し
さ
え
す
れ
ば
「
参
加
賞
」
と
し
て
五
〇
〇
円
、

最
高
報
酬
が
三
万
円
も
ら
え
る
制
度
を
設
け
、
年
間
九
〇
〇
〇
件
の

提
案
を
集
め
て
い
る
。
増
収
・
増
益
の
好
業
績
企
業
で
あ
り
、
そ
の

現
場
主
義
は
徹
底
し
て
お
り
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
告
、
連
絡
、
相

談
）
を
廃
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
社
員
の
活
力
を
引
き
出
す
方

策
と
、
そ
れ
を
実
施
す
る
ト
ッ
プ
の
資
質
が
あ
れ
ば
、
成
果
主
義
の

よ
う
な
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
企
業
と
は
一
線
を
画
し
た
経
営
が
可
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能
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
国
々
が

も
つ
儒
学
的
資
質
を
活
か
し
た
国
際
秩
序
と
国
内
活
力
の
醸
成
を
図

れ
る
位
置
に
い
る
。
こ
の
資
源
を
活
用
し
新
し
い
東
ア
ジ
ア
の
倫
理

秩
序
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
い
ま

二
一
世
紀
の
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
、
新
し
い
中
間
組
織
を
再
生

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
ア
ジ
ア
の
資
源
で
あ
る
儒
学
は
そ
の
再

生
に
力
を
貸
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

〈
参
考
文
献
〉

Little, L. and W
. Reed

（
一
九
八
九
）The C

onfucian R
enais-

sance, T
he Federation Press, 

池
田
俊
一
訳
『
儒
教
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
』
た
ち
ば
な
出
版
、
二
〇
〇
二
年
。

V
anderm

eersch, L.

（
一
九
八
六
）Le nouveau M

onde sinis, Press-
es U

niversitaires de France, 

福
鎌
忠
恕
訳
『
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
時

代
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
。

W
eber, M

.

（
一
九
二
〇
）D

ie protestantische Ethik und der
》

G
eist

《des K
apitalisum

us, G
esam

m
elte A

ufsätze zur 
R

eligionssoziologie, B
d. 1, SS. 

一
七
―
二
〇
六
、
大
塚
久
雄
訳

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
。

鈴
木
大
拙
（
一
九
九
七
）『
新
編
東
洋
的
な
見
方
』
岩
波
書
店

木
田

元
（
二
〇
〇
七
）『
反
哲
学
入
門
』
新
潮
社

金

日
坤
（
一
九
九
二
）『
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
儒
教
文
化
』
大
修

館
書
店

渋
沢
栄
一
（
一
九
八
五
）『
論
語
と
算
盤
』
図
書
刊
行
会

ド
ー
ア
，
Ｒ
．（
一
九
七
〇
）『
江
戸
時
代
の
教
育
』
岩
波
書
店

竹
内
整
一
（
一
九
八
八
）『
自
己
超
越
の
思
想
』
ぺ
り
か
ん
社

速
水

融
（
二
〇
〇
一
）『
歴
史
人
口
学
で
見
た
日
本
』
文
藝
春
秋

丸
山
真
男
（
一
九
五
二
）『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
岩
波
書
店

〈
注
釈
〉

１

W
eber

（
一
九
二
〇
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
資
本
主
義
勃
興
に

際
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
禁
欲
主
義
的
な
職
業
労
働
意
識
が
そ
の

発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
た
だ
、
ひ
と
た
び
資
本
主
義

が
成
立
す
れ
ば
、
こ
の
労
働
意
識
が
な
く
と
も
資
本
主
義
は
自
立
的
に

発
展
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

２

儒
学
と
儒
教
の
区
別
に
つ
い
て
は
、厳
密
に
言
え
ば
儒
学
は
社
会
的
・

文
化
的
範
疇
で
あ
り
、
儒
教
は
宗
教
の
範
疇
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
両

者
を
こ
と
さ
ら
厳
密
に
は
分
け
な
い
。
ま
た
、「
儒
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

の
代
表
的
書
物
と
し
て
は
、Little, L. and W

. Reed

（
一
九
八
九
）

やV
anderm

eersch, L.

（
一
九
八
六
）
が
あ
る
。

３

儒
教
資
本
主
義
に
つ
い
て
は
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
さ
ら
に
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
が
、
日
本
の
事
例
を
中
心
に
考
察
し
て
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い
る
。

４

も
ち
ろ
ん
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
企
業
の
典
型
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
企

業
に
お
い
て
も
、
日
本
型
企
業
の
要
素
は
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
型
と
日
本
型
の
そ
れ
ぞ
れ
の
典
型
を
議
論
の
対
象
と
し
て

お
り
、
現
実
は
そ
れ
ら
が
混
在
し
、
ど
ち
ら
か
の
型
の
傾
向
が
強
い
と

い
う
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

５

資
本
主
義
化
と
い
う
こ
と
を
産
業
革
命
に
よ
る
工
業
化
と
み
な
す
な

ら
ば
、
そ
の
時
期
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前

半
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
そ
の
後
半
ま
で
、
ア
メ
リ
カ

の
場
合
は
フ
ラ
ン
ス
に
若
干
遅
れ
る
が
一
九
世
紀
前
半
か
ら
後
半
ま
で

と
い
え
る
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
遅
れ
る
後
発
資
本
主
義
国
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

上
か
ら
の
資
本
主
義
化
の
傾
向
が
強
い
。

６

速
水
（
二
〇
〇
一
）
は
村
外
へ
の
出
稼
ぎ
で
戻
ら
な
い
農
民
も
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ド
ー
ア
（
一
九
七
〇
）
は
幕
末
期
に
は
寺
子

屋
は
全
国
で
一
万
一
〇
〇
〇
校
、
庶
民
の
就
学
率
は
男
子
四
三
％
、
女

子
一
〇
％
に
上
っ
た
と
言
う
。

７

丸
山
真
男
（
一
九
五
二
）
は
日
本
思
想
史
に
お
い
て
、
朱
子
学
か
ら

荻
生
徂
徠
へ
の
発
展
を
〈
な
る
〉
論
理
か
ら
〈
つ
く
る
〉
論
理
へ
の
転

換
と
見
て
、そ
れ
を
近
代
化
の
過
程
と
み
な
す
。
木
田
元
（
二
〇
〇
七
）

に
よ
れ
ば
、
西
洋
哲
学
に
お
い
て
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
〈
な
る
〉
論

理
に
対
応
す
る
段
階
と
、
そ
れ
以
降
の
ニ
ー
チ
ェ
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
至

る
ま
で
の
〈
つ
く
る
〉
論
理
に
対
応
す
る
段
階
と
に
わ
け
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
と
ニ
ー
チ
ェ
以
降
を
「
反
哲
学
」、
そ
の
間

の
正
統
な
西
洋
哲
学
の
時
代
を
い
わ
ゆ
る
「
哲
学
」
の
時
代
と
み
る
。

　
　

木
田
は
「
反
哲
学
」
に
対
す
る
「
哲
学
」
の
根
幹
は
、
自
然
に
対
し

て
超
自
然
的
原
理
―
「
イ
デ
ア
」「
純
粋
形
相
」「
神
」「
理
性
」「
精
神
」

―
が
対
立
し
、
自
然
は
こ
れ
ら
超
自
然
的
原
理
に
よ
っ
て
形
を
与
え
ら

れ
製
作
さ
れ
る
単
な
る
材
料
に
す
ぎ
ず
無
機
的
な
物
質
と
な
る
こ
と
に

あ
る
と
み
な
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
反
哲
学
」
と
は
、
自
然
に
包
ま
れ

て
生
き
そ
の
中
で
考
え
る
「
自
然
的
思
考
」
で
あ
り
、
ニ
ー
チ
ェ
以
降

あ
ら
た
め
て
復
権
し
た
思
想
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
生

き
た
自
然
と
い
う
概
念
を
復
活
さ
せ
、
自
然
を
単
な
る
製
作
対
象
と
み

る
西
洋
文
明
の
限
界
を
打
ち
破
ろ
う
と
し
た
。
儒
学
の
「
天
人
合
体
」

の
思
想
は
木
田
的
に
み
れ
ば
「
反
哲
学
」
の
部
類
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

８

福
沢
諭
吉
『
福
翁
百
余
話
八
「
智
徳
の
独
立
」』

９

明
治
近
代
化
の
担
い
手
で
あ
り
同
時
に
儒
学
思
想
の
持
ち
主
と
い
え

ば
、
他
に
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
を
『
民
約
訳
解
』
と
題
し
て
翻

訳
し
た
中
江
兆
民
、『
論
語
と
算
盤
』（
渋
沢
（
一
九
八
五
））
の
渋
沢

栄
一
な
ど
が
い
る
。

10

注
７
で
見
た
よ
う
に
西
洋
思
想
の
主
流
は
主
客
対
立
の
構
造
を
も

つ
。
自
然
を
主
体
が
支
配
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
、
他
と
の
対
立
が

そ
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
東
洋
の
思
想
は
主
客
の
一

体
化
の
よ
う
に
他
と
の
対
立
を
想
定
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
思
想
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の
認
識
構
造
に
お
け
る
違
い
は
精
神
構
造
と
し
て
東
洋
の
考
え
方
の
中

に
入
り
込
ん
で
い
る
。
例
え
ば
鈴
木
（
一
九
九
七
）
は
、
西
洋
に
お
け

る
分
割
的
・
二
元
的
思
考
（
わ
れ
と
人
、
自
分
と
世
界
、
心
と
物
、
天

と
地
な
ど
）
に
よ
る
対
立
、
争
い
、
力
の
世
界
に
対
し
て
、
東
洋
の
主

客
あ
る
い
は
明
暗
未
分
の
世
界
を
対
置
す
る
。

11

経
済
学
は
も
と
も
と
道
徳
哲
学
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。
い
ま
あ
ら
た

め
て
「
利
」
を
追
求
す
る
経
済
学
の
中
経
に
再
び
義
や
仁
の
倫
理
を
取

り
込
む
こ
と
で
、
国
際
的
な
平
和
を
主
題
と
す
る
新
し
い
経
済
学
の
再

興
が
図
れ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
国
際
的
な
「
経
世
済
民
」
を
目
指
す
経

済
学
と
な
る
。

活発な議論が交わされたシンポジウム
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仏
教
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ

―
―
池
田
大
作
講
演
「
平
和
と
人
間
の
た
め
の
安
全
保
障
」
に
即
し
て
―
―

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
長

松

岡

幹

夫

は
じ
め
に
―
―
法
華
経
的
な
平
和
思
想
へ
の
着
目

「
平
和
」
の
概
念
は
、
極
め
て
多
義
的
で
あ
る
。
学
問
的
に
論
ず

る
に
は
一
定
の
定
義
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
「
人

類
の
共
存
共
栄
」
と
い
う
意
味
に
捉
え
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、

本
論
稿
の
課
題
で
あ
る
「
仏
教
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
、
仏
教

は
い
か
に
し
て
人
類
の
共
存
共
栄
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
と

学
問
的
に
問
う
作
業
と
な
る
。

は
じ
め
に
、
近
代
西
欧
文
明
の
拡
張
に
と
も
な
っ
て
現
出
し
た
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
現
実
を
前
に
、
な
ぜ
筆
者
が
西
洋
で
な
く

東
洋
の
平
和
思
想
を
取
り
上
げ
る
か
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
先
に
要

約
す
る
と
、
筆
者
は
東
洋
の
自
由
観
の
柔
軟
性
に
、
今
後
の
人
類
が

平
和
を
実
現
す
る
上
で
の
曙
光
を
見
出
し
て
い
る
。

人
間
の
人
間
た
る
ゆ
え
ん
が
「
自
由
」
に
あ
る
の
は
、
古
今
東
西

を
問
わ
ず
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
人
間
は
社
会
的
動
物

で
あ
り
、
公
共
空
間
を
維
持
す
る
た
め
に
自
由
の
調
和
を
は
か
ろ
う

と
も
す
る
。
こ
こ
に
公
共
的
自
由
の
概
念
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
現
代
社
会
の
多
く
が
採
用
す
る
西
欧
近
代
の
自
由
論
は
根
底

的
な
意
味
で
の
柔
軟
性
を
欠
い
て
い
る
。
自
然
権
の
思
想
に
立
脚
し

て
人
々
の
平
等
な
自
由
を
論
じ
、人
民
主
権
の
正
当
性
を
唱
え
た
Ｊ
・

ロ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
平
等
な
自
由
の
侵
害
者
を
殺
す
自
由
を
許

し
た
。
ま
た
、
自
律
の
自
由
を
追
求
し
た
カ
ン
ト
に
お
い
て
、
実
践

的
規
則
は
「
絶
対
に
或
る
仕
方
で
行
為
す
べ
し
！
」
と
命
令
す
る
。

ど
ち
ら
も
自
己
の
哲
学
的
信
念
に
反
す
る
も
の
を
否
定
し
排
除
す
る

と
言
っ
て
よ
く
、
西
欧
近
代
の
自
由
は
概
ね
こ
う
し
た
二
者
択
一
的

な
哲
学
を
土
台
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
現
代
ア
メ
リ
カ
の
正
義
が
善

悪
二
元
論
的
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
元
を
た
だ
せ
ば
、
近
代

的
自
由
の
概
念
自
体
に
本
質
的
な
排
他
性
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
元
で
、
現
代
人
は
、
自
由
を
護
る
た
め

の
暴
力
や
戦
争
を
正
当
と
見
な
す
傾
向
が
強
い
。
そ
う
し
た
〈
正

戦
〉
の
主
張
に
は
利
害
関
係
や
憎
悪
の
感
情
も
容
易
に
入
り
込
む
か
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ら
、
平
和
な
世
界
の
維
持
は
な
か
な
か
難
し
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

思
想
的
な
元
凶
は
、
西
欧
近
代
に
顕
著
な
特
定
の
原
理
に
固
執
す
る

思
考
、
換
言
す
る
な
ら
硬
直
化
し
た
自
由
に
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

硬
直
化
し
た
自
由
に
対
す
る
解
毒
剤
―
―
そ
れ
は
も
は
や
、
理
屈

を
超
え
た
情
の
柔
ら
か
さ
に
求
め
る
し
か
な
か
ろ
う
。
西
欧
に
も
、

正
義
に
友
愛
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
よ
う
な

思
想
家
が
い
る
が
、
正
義
と
友
愛
を
結
び
つ
け
る
伝
統
は
む
し
ろ
東

洋
に
お
い
て
大
い
に
発
展
し
た
。
儒
教
の
説
く
「
仁
愛
」
な
ど
は
、

ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。
東
洋
で
は
愛
を
と
も
な
う
正
義
が
、
柔
ら
か

な
公
共
的
自
由
の
観
念
を
生
み
出
し
て
い
る
。
犯
罪
者
を
憐
れ
む
風

潮
、
無
為
自
然
の
調
和
と
い
う
理
想
、
悪
人
か
ら
も
学
ぼ
う
と
す
る

姿
勢
、
こ
れ
ら
は
東
ア
ジ
ア
の
道
徳
的
停
滞
を
招
い
た
と
す
る
見
方

も
あ
る
が
、
反
面
、
リ
ニ
ア
な
進
歩
史
観
の
下
で
異
質
性
を
排
除
し

て
き
た
近
現
代
の
文
明
に
は
な
い
、
柔
軟
な
公
共
世
界
の
存
在
を
感

じ
さ
せ
る
。「
物
は
固
よ
り
然
り
と
す
る
所
あ
り
、
物
は
固
よ
り
可

と
す
る
所
あ
り
（
ど
の
よ
う
な
物
に
も
必
ず
そ
う
で
あ
る
と
し
て
肯

定
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、
可
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が

あ
る
）」１
と
は『
荘
子
』の
言
葉
で
あ
る
。
今
、人
類
に
必
要
な
の
は
、

自
ら
の
〈
正
義
〉
に
反
す
る
も
の
と
も
調
和
で
き
る
精
神
の
力
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
意
味
を
含
ん
だ
自
由
の
概
念
の
再
構
築
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
東
洋
の
自
由
観
に
は
、「
他
者
と
共
に
あ
る
自
由
」

「
不
自
由
を
楽
し
む
自
由
」
と
い
っ
た
融
通
無
碍
さ
が
あ
る
。
こ
れ

は
異
質
な
他
者
の
尊
重
に
つ
な
が
り
、
暴
力
な
き
平
和
を
実
現
す
る

根
本
的
な
道
筋
に
な
り
う
る
と
思
う
。

な
ら
ば
、
筆
者
が
数
あ
る
東
洋
思
想
の
中
か
ら
仏
教
を
選
び
、
そ

の
平
和
論
を
本
稿
の
テ
ー
マ
と
す
る
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
、
仏
教

が
生
命
の
至
高
性
、
も
っ
と
実
存
的
に
言
う
な
ら
自
己
の
限
り
な
い

尊
厳
性
を
追
求
し
た
哲
学
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ

仏
道
修
行
の
目
的
は
自
己
の
真
実
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
一
切
の
執
着
を
離
れ
た
境
地
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
の
無
執
着

の
境
地
を
完
成
し
た
人
は
、
覚
者
（Buddha

、
仏
）
と
尊
称
さ
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
に
執
着
が
な
け
れ
ば
、
何
か
に
縛
ら
れ
て
受
動
的
に

な
る
こ
と
が
な
い
。
常
に
能
動
的
、
主
体
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
常

に
自
由
で
あ
る
。「〈
道
の
人
〉
た
ち
に
は
、
つ
ね
に
自
由
自
主
性
が

あ
る
」２
と
、
ブ
ッ
ダ
（
釈
尊
）
は
述
べ
た
。
仏
は
、
完
全
に
自
由

な
主
体
と
な
っ
た
人
間
で
あ
る
。
完
全
に
自
由
な
主
体
は
、
ど
こ
か

に
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
大
宇
宙
の
全

体
に
遍
満
し
て
い
る
。
大
乗
仏
教
で
は
、
こ
れ
を
「
大
我
」「
真
我
」

等
と
称
し
た
。
現
代
的
に
は
、
宇
宙
的
自
己
と
も
言
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
自
己
に
は
宇
宙
全
体
に
等
し
い
尊
厳
が
あ
る
、

と
説
く
の
で
あ
る
。

宇
宙
的
自
己
に
目
覚
め
た
仏
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
本
質
も
自
分

と
同
じ
で
あ
る
と
見
て
、
生
命
の
至
高
の
尊
厳
を
高
唱
す
る
。「
生
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き
と
し
生
け
る
も
の
に
対
し
て
暴
力
を
用
い
な
い
」３
と
い
う
ブ
ッ

ダ
の
教
え
は
、
生
あ
る
も
の
へ
の
共
感
と
い
う
域
を
超
え
て
、
万
物

が
生
来
、
宇
宙
的
自
己
と
し
て
無
上
に
尊
厳
な
る
も
の
だ
と
い
う
深

い
自
覚
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ブ
ッ
ダ
が
弟
子
た

ち
に
「
自
己
こ
そ
自
分
の
主
で
あ
る
」４
「
自
己
を
州
（
よ
り
ど
こ
ろ
）

と
し
て
世
間
を
歩
み
」５
等
々
と
語
り
、
理
想
の
自
己
へ
の
帰
依
を

勧
め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
生
命
の
実
相
を
小
宇
宙
で
な
く
宇
宙

全
体
と
す
る
よ
う
な
思
想
は
、
人
間
や
動
物
を
神
の
被
造
物
と
考
え

る
キ
リ
ス
ト
教
文
明
圏
に
見
ら
れ
な
い
の
は
当
然
と
し
て
、
他
の
東

洋
思
想
に
も
明
示
的
に
は
現
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
個
人

的
印
象
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」、
儒

教
の
「
天
」、道
教
の
「
道
」
等
は
、ま
ず
超
越
性
あ
り
き
で
あ
っ
て
、

人
間
が
そ
れ
ら
の
宇
宙
的
原
理
と
合
一
す
る
面
は
二
次
的
な
も
の
と

さ
れ
た
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、仏
教
の「
法ダ

ル
マ」は

、ゴ
ー

タ
マ
・
シ
ッ
タ
ル
ダ
と
い
う
一
個
の
人
間
の
心
の
真
相
と
し
て
発
見

さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
心
が
そ
の
ま
ま
宇
宙
の
中
心
的
真
理
と
自
覚

さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
大
乗
仏
典
等
に
説
か
れ
た
種
々
の
仏
の
超
人

的
な
姿
は
、
人
間
の
真
実
が
宇
宙
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現

と
解
せ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
人
間
生
命
に

宇
宙
全
体
と
同
じ
価
値
を
与
え
る
仏
教
に
注
目
し
、
そ
の
平
和
思
想

を
考
察
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
仏
教
の
平
和
思
想
に
対
し
て
は
、
色
々
と
手
厳
し
い
批

判
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。論
の
中
立
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
点
は
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

第
一
に
、
輪
廻
転
生
の
世
界
観
を
受
け
入
れ
、
因
果
応
報
の
業
思

想
を
説
く
仏
教
は
本
当
に
生
命
を
尊
重
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
生
命
が
永
遠
に
転
生
を
繰
り
返
す
の
な
ら
ば
、

誰
か
が
誰
か
を
殺
し
た
と
し
て
も
、
来
世
へ
と
輪
廻
を
続
け
る
被
害

者
の
生
命
を
真
に
抹
殺
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
今
こ

こ
に
あ
る
生
命
を
尊
重
す
る
、
本
質
的
な
理
由
が
失
わ
れ
る
。
も
っ

と
も
仏
教
は
、
最
終
的
に
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
説
く
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
輪
廻
す
る
生
命
自
体
が
忌
み
嫌
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
や
は

り
今
こ
こ
に
あ
る
生
命
の
尊
重
に
つ
な
が
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

さ
ら
に
は
ま
た
、
三
世
の
輪
廻
観
に
「
善
因
楽
果
」「
悪
因
苦
果
」

の
業
思
想
が
加
わ
る
と
、
戦
争
で
死
ぬ
の
も
人
に
殺
さ
れ
る
の
も
、

す
べ
て
は
過
去
世
の
自
分
の
悪
し
き
行
為
の
報
い
で
あ
る
と
の
見
方

が
出
て
く
る
。
誰
が
加
害
者
で
誰
が
被
害
者
な
の
か
、
と
い
っ
た
戦

争
責
任
の
議
論
は
、こ
こ
で
は
本
質
的
に
無
意
味
と
な
っ
て
し
ま
う
。

歴
史
的
に
見
て
、
仏
教
者
の
間
で
生
命
尊
重
の
倫
理
が
高
調
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
輪
廻
と
業
の
思
想
的
影
響
が
大
き

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
仏
教
思
想
の
中
核
に
は
輪
廻
や
業
の
呪
縛
を
打
ち
破
っ
た
自
由

自
在
な
主
体
、
す
な
わ
ち
宇
宙
的
自
己
の
自
覚
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
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る
。『
勝
鬘
経
』
は
生
死
輪
廻
の
拠
り
所
を
「
如
来
蔵
」
と
説
き
、『
法

華
経
』
も
「
生
れ
ん
と
欲
す
る
所
に
自
在
」６
等
と
主
体
的
自
由
を

強
調
す
る
。こ
れ
ら
は
輪
廻
と
業
に
よ
る
運
命
の
決
定
論
を
拒
否
し
、

運
命
を
自
在
に
生
か
す
柔
軟
で
力
強
い
生
命
主
体
を
暗
示
し
て
い
よ

う
。
宇
宙
的
自
己
を
開
覚
し
た
時
、
仏
教
者
は
輪
廻
と
業
の
鉄
鎖
に

縛
ら
れ
た
生
命
の
奥
に
潜
む
、
根
源
的
な
宇
宙
の
主
体
性
を
体
感
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
生
が
輪
廻
の
旅
の
一
途
上
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
過

去
か
ら
の
業
の
所
産
で
あ
る
に
し
て
も
、
生
命
そ
れ
自
体
は
力
強
き

無
限
の
変
革
の
主
体
で
あ
る
と
の
信
念
に
立
ち
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
を

こ
よ
な
く
尊
重
す
る
実
践
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

仏
教
に
お
い
て
は
生
命
の
本
質
、
主
体
性
と
い
う
観
点
か
ら
生
命
の

尊
厳
が
語
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
仏
教
は
人
間
の
欲
望
や
怒
り
の
感
情
等
を
「
煩
悩
」
と

称
し
、
清
浄
な
悟
り
を
妨
げ
る
妄
念
と
見
て
否
定
す
る
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
平
和
へ
の
情
熱
や
戦
争
犯
罪
へ
の
怒
り
ま
で
も
失
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
、と
の
懸
念
が
生
ず
る
。イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
Ｅ
・
Ｆ
・

シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、
欲
望
を
否
定
的
に
捉
え
る
ビ
ル
マ
の
上
座
部

仏
教
に
感
化
さ
れ
、簡
素
と
非
暴
力
を
基
調
と
す
る
「
仏
教
経
済
学
」

を
構
想
し
た
。
財
の
浪
費
を
暴
力
行
為
と
呼
び
、
初
期
仏
教
の
中
道

論
か
ら
示
唆
を
受
け
て
中
間
技
術
を
提
唱
し
た
彼
の
先
見
性
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
平
和
を
望
む
心
と
い
い
、
基
本
的

人
権
の
主
張
と
い
い
、
煎
じ
つ
め
れ
ば
、
あ
る
種
の
欲
望
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
正
義
を
欲
す
る
の
に
適
正
な
限
度
な
ど

あ
ろ
う
か
。
平
和
に
対
す
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
欲
望
制
限
的

な
タ
イ
プ
の
仏
教
か
ら
導
き
出
す
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
と
考
え

ざ
る
を
え
な
い
。

欲
望
の
否
定
は
ま
た
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
た
怒
り
の
否
定
で

も
あ
る
。
原
始
仏
典
に
よ
る
と
、
ブ
ッ
ダ
は
「
怒
り
を
捨
て
よ
」
と

常
々
語
り
、
怒
り
に
対
し
て
怒
り
を
返
さ
な
い
者
が
真
の
勝
利
者
で

あ
る
と
教
え
た
と
い
う
。
内
発
的
な
「
心
の
平
和
」
か
ら
「
社
会
の

平
和
」
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
仏
教
者
に
と
っ
て
、
怒
り
を
否
定
す

る
非
暴
力
主
義
は
支
柱
と
な
る
べ
き
思
想
で
あ
る
。
だ
が
、
い
く
ら

「
心
の
平
和
」
を
求
め
る
か
ら
と
は
い
え
、
現
実
に
は
び
こ
る
種
々

の
暴
力
や
抑
圧
に
真
剣
な
怒
り
を
覚
え
ず
に
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
の

平
和
を
維
持
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一
部
の
大
乗
仏
教
徒
は
、
慈
悲
の

心
で
怒
れ
と
言
う
が
、「
そ
れ
は
お
か
し
い
」
と
い
う
自
然
な
怒
り

の
感
情
を
公
共
の
場
か
ら
排
除
し
続
け
る
と
、
や
が
て
社
会
秩
序
の

基
盤
と
な
る
人
々
の
正
義
感
覚
が
揺
ら
い
で
く
る
に
違
い
な
い
。
い

わ
ゆ
る
悪
貨
が
良
貨
を
駆
逐
す
る
と
い
う
事
態
も
、
は
び
こ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
点
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
大
乗
仏
教
の
思
想
的
水
脈
に
目
を

向
け
た
い
と
思
う
。「
煩
悩
即
菩
提
」
を
掲
げ
て
欲
望
の
本
質
を
肯

定
す
る
に
至
っ
た
大
乗
仏
教
の
教
派
で
は
、
仏
教
者
に
よ
る
平
和
へ

の
積
極
的
関
与
を
意
義
づ
け
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
。「
魔
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界
即
ち
仏
界
」７
等
と
説
く
法
華
経
哲
学
に
な
る
と
、「
心
の
平
和
」

を
重
視
し
な
が
ら
、
現
実
の
暴
力
に
怒
り
を
持
っ
て
戦
う
こ
と
も
是

認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
大
乗
仏
教
の
欲
望
論
に
お
い
て
、

悪
の
裁
き
を
強
調
す
る
キ
リ
ス
ト
教
や
、「
惟
だ
仁
者
の
み
能
く
人

を
好
み
、
能
く
人
を
悪
む
と
為
す
（
た
だ
仁
人
こ
そ
が
、
ほ
ん
と
う

に
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
ほ
ん
と
う
に
人
を
憎
む
こ
と
が

で
き
る
と
言
え
る
）」８
と
教
え
る
儒
教
に
も
匹
敵
し
う
る
、
勧
善
懲

悪
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
打
ち
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

さ
て
第
三
に
、
仏
教
の
教
え
は
基
本
的
に
脱
世
俗
的
な
の
で
、
平

和
へ
の
実
践
方
法
が
大
衆
的
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
問
題
も
あ
ろ

う
。
先
述
の
ご
と
く
、
一
般
に
仏
教
は
「
輪
廻
か
ら
の
解
脱
」
を
実

践
の
目
標
に
掲
げ
る
。
輪
廻
か
ら
解
脱
し
た
涅
槃
の
世
界
は
、
一
切

の
煩
悩
を
断
じ
た
静
寂
の
境
地
で
あ
り
、
世
俗
的
な
生
か
ら
の
絶
対

的
な
離
脱
を
意
味
す
る
。

今
日
、
現
実
社
会
の
問
題
の
解
決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
仏
教
者

た
ち
の
運
動
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
（Engaged Bud-

dhism

）と
呼
ば
れ
、多
少
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
彼
ら
は
、「
慈
悲
」

や
「
縁
起
」
の
仏
教
教
義
を
掲
げ
、瞑
想
を
簡
略
化
す
る
な
ど
し
て
、

仏
教
の
「
解
脱
」
観
念
を
民
衆
の
実
生
活
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
努
力

し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
平
和
で
幸
福
な
社
会
の
建
設
を
目
指
す
わ
け

だ
が
、
本
来
は
脱
世
俗
を
理
想
と
す
る
の
に
、
そ
れ
を
無
理
や
り
世

俗
の
次
元
に
か
か
わ
ら
せ
る
と
こ
ろ
は
、
何
と
も
言
え
ぬ
道
徳
的
な

ぎ
こ
ち
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
の
創
唱
者
と
さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
人

の
禅
僧
、
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
は
「
あ
な
た
が
暴
力
の
せ
い
で

死
ぬ
と
し
て
も
、
自
分
を
殺
し
た
人
を
許
せ
る
よ
う
に
哀
れ
み
に
つ

い
て
瞑
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」９
と
説
く
。
崇
高
な
慈
悲
の
精

神
で
あ
り
、そ
の
こ
と
自
体
に
反
対
す
る
理
由
な
ど
見
つ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
自
分
を
殺
す
者
を
許
せ
る
よ
う
に
瞑
想
せ
よ
、
と
言
わ
れ
て

実
行
に
移
せ
る
人
間
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
自
己
犠
牲

の
教
説
と
、「
力
に
対
し
て
、
力
に
よ
っ
て
私
自
身
を
防
衛
し
な
い

と
い
う
信
約
は
、
つ
ね
に
無
効
で
あ
る
…
…
な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
本

性
に
よ
っ
て
、
抵
抗
し
な
い
こ
と
に
よ
る
確
実
な
現
在
の
死
と
い
う

お
お
き
な
害
悪
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
抵
抗
に
お
け
る
死
の
危
険
と
い

う
ち
い
さ
な
害
悪
を
、
え
ら
ぶ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」10

と
す
る
Ｔ
・

ホ
ッ
ブ
ズ
の
理
性
的
な
人
間
観
察
と
の
間
に
は
、
ま
さ
に
絶
望
的
な

精
神
的
距
離
が
存
す
る
。
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
が
勧
め
る
実
践
は
達
人
的

で
あ
り
、
明
ら
か
に
大
衆
性
を
欠
い
て
い
よ
う
。「
暴
力
の
せ
い
で

死
ん
で
も
怒
る
な
」
と
い
う
考
え
方
は
、
世
俗
的
な
生
に
わ
ず
ら
わ

さ
れ
る
な
、と
い
う
脱
世
俗
の
立
場
に
他
な
ら
ず
、最
終
的
に
は
「
輪

廻
か
ら
の
離
脱
」
を
願
う
と
言
う
他
な
い
。

こ
の
よ
う
な
脱
世
俗
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
単
に
民
衆
的
な
広

が
り
を
持
ち
に
く
い
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
危
う
さ
を
も
は
ら
む
。
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現
実
的
な
生
を
離
れ
た
処
に
平
和
を
求
め
る
仏
教
者
は
、
理
想
の
た

め
に
命
を
捨
て
よ
と
説
く
聖
戦
論
者
と
、
実
は
同
じ
思
惟
傾
向
に
根

ざ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。二
十
世
紀
前
半
の
日
本
軍
の
陸
軍
中
佐
・

杉
本
五
郎
は
、
禅
の
教
え
に
傾
倒
し
、
そ
の
遺
著
『
大
義
』
に
お
い

て
「
忌
む
べ
き
は
自
己
保
存
の
汚
精
神
」「
戦
争
は
一
身
乃
至
世
界

の
修
行
な
り
、
利
己
心
滅
却
に
あ
り
」11

な
ど
と
述
べ
た
。
こ
う
し
た

「
軍
人
禅
」
の
形
成
は
、
仏
教
の
脱
世
俗
性
と
決
し
て
無
関
係
で
は

な
い
。杉
本
は
、中
世
日
本
の
禅
僧
・
道
元
の
言
葉
等
を
引
き
な
が
ら
、

戦
時
下
の
日
本
国
民
に
＂
自
己
を
忘
れ
よ
＂
と
訴
え
続
け
た
。
そ
し

て
、
忘
我
の
精
神
を
天
皇
崇
拝
と
結
び
つ
け
、
一
種
の
脱
世
俗
の
修

行
と
し
て
日
本
の
帝
国
主
義
戦
争
を
意
義
づ
け
た
の
で
あ
る
。他
方
、

ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
に
お
い
て
は
、
脱
世
俗
の
修
行
が
反
戦
・
非
暴
力
の

実
践
に
尽
き
る
と
さ
れ
る
。
二
人
の
主
張
は
対
極
的
で
あ
る
が
、
世

俗
的
な
生
を
離
れ
よ
う
と
す
る
面
で
は
軌
を
一
に
し
て
い
る
。た
だ
、

脱
世
俗
を
実
現
す
る
方
法
に
お
い
て
、
か
た
や
戦
争
、
か
た
や
非
暴

力
と
、
立
場
が
分
か
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
て
い
く
と
、
仏
教
の
平
和
主
義
を
確
固
た
る
も
の
と
す

る
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
世
俗
の
本
質
を
肯
定
す
る
足
場
が
確
保
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、
脱
世
俗
と
世
俗
の
相
即

を
唱
え
、
現
実
を
聖
化
す
る
法
華
経
の
哲
学
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
法
華
経
哲
学
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（
龍

樹
）
の
『
中
論
』
に
は
「
輪
廻
（
生
死
の
世
界
）
に
は
、ニ
ル
ヴ
ァ
ー

ナ
（
涅
槃
の
こ
と
＝
筆
者
注
）
と
、
ど
の
よ
う
な
区
別
も
存
在
し
な

い
。
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
は
、
輪
廻
と
、
ど
の
よ
う
な
区
別
も
存
在
し

な
い
」12

と
説
か
れ
、
輪
廻
す
る
世
俗
的
生
の
う
ち
に
涅
槃
の
理
想

を
見
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
劇
的
な
世
界
観
の
転
換
が
な
さ
れ
て
い

る
13

。
輪
廻
の
中
に
あ
る
生
に
即
し
て
悟
り
の
境
地
（
涅
槃
）
を
見

る
立
場
に
立
て
ば
、
仏
教
者
で
あ
っ
て
も
、
現
実
の
人
間
存
在
を
唯

一
無
二
に
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
法
華
経
哲
学
の
現
実
尊
重
に
も
、

全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
四
番
目
に
指
摘
す
る
仏

教
の
平
和
思
想
の
難
点
で
あ
り
、
一
口
に
言
え
ば
人
間
の
心
を
無
条

件
に
絶
対
視
す
る
傾
向
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
人
類
の
歴
史
が
理

性
（
神
）
の
狡
知
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
一
方
、
法
華
経

哲
学
に
基
づ
け
ば
、
根
源
的
な
次
元
で
歴
史
を
織
り
成
す
主
体
は
、

理
性
と
い
う
よ
り
も
人
間
の
心
そ
の
も
の
で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
、

こ
れ
は
現
実
の
心
が
そ
の
ま
ま
絶
対
者
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
人

間
の
心
の
源
と
さ
れ
る
宇
宙
全
体
の
力
を
指
し
て
、
歴
史
の
根
源
的

主
体
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
心
は
、
宇
宙
全
体
の
力
に
連
な

る
限
り
に
お
い
て
、歴
史
を
作
る
真
の
主
体
た
り
う
る
。
と
こ
ろ
が
、

法
華
経
信
仰
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
こ
う
し
た
全
体
性
の
力
に
背

く
心
か
ら
出
た
個
我
の
争
い
、
例
え
ば
戦
争
で
の
殺
し
合
い
さ
え
も

絶
対
視
す
る
向
き
が
見
ら
れ
た
。
近
代
日
本
の
文
学
者
で
、
法
華
経

を
熱
心
に
信
仰
し
た
宮
沢
賢
治
は
、
青
年
時
代
の
書
簡
に
「
戦
争
と
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か
病
気
と
か
学
校
も
家
も
山
も
雪
も
み
な
均
し
き
一
心
の
現
象
に
御ご

座ざ

候そ
う
ろ
う

戦
争
に
行
き
て
人
を
殺
す
と
云
ふ
事
も
殺
す
者
も
殺
さ
る

る
者
も
皆
等
し
く
法
性
に
御
座
候
」14

等
と
記
し
、
結
果
的
に
当
時
の

帝
国
主
義
戦
争
を
肯
定
し
て
い
た
。
歴
史
の
根
源
的
主
体
が
人
間
の

心
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
法
華
経
哲
学
は
、
仏
教
の
中
で
も
と
り
わ

け
有
効
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
れ

に
は
＂
心
の
中
の
宇
宙
＂
を
顕
し
出
す
実
践
的
視
座
を
忘
れ
な
い
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
仏
教
の
平
和
思
想
を
論
ず
る
上
で
問
題
と
な
る
点
を

論
じ
て
き
た
。
輪
廻
・
業
の
教
義
に
よ
る
現
在
の
生
の
相
対
化
と
運

命
の
決
定
論
、
欲
望
や
怒
り
の
本
質
的
否
定
に
よ
る
平
和
へ
の
消
極

性
、
仏
教
的
な
平
和
実
践
の
非
大
衆
性
―
―
こ
れ
ら
の
難
点
を
克
服

す
る
に
は
、
一
に
か
か
っ
て
人
間
の
根
源
的
な
主
体
性
に
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
り
、
筆
者
は
そ
れ
ゆ
え
大
乗
仏
教
、
な
か
ん
ず
く
法
華

経
が
示
唆
す
る
自
由
自
在
な
主
体
の
哲
学
に
着
目
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
確
認
し
た
よ
う
に
、
法
華
経
哲
学
に
は
、
人
間
の
悪
し
き

心
が
生
み
出
す
現
象
ま
で
絶
対
肯
定
し
か
ね
な
い
面
が
あ
る
。
安
易

な
心
の
肯
定
に
陥
ら
ず
、
人
間
の
心
の
可
能
性
を
切
り
開
こ
う
と
弛

ま
ず
自
己
変
革
に
挑
む
法
華
経
哲
学
の
実
践
者
―
―
そ
の
人
の
平
和

思
想
を
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

現
代
世
界
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
主
体
性
尊
重
の
法
華
経
哲
学
を

提
唱
し
、
平
和
実
践
に
取
り
組
む
仏
教
者
を
探
す
な
ら
ば
、
日
本
最

大
の
仏
教
団
体
で
あ
る
創
価
学
会
の
指
導
者
・
池
田
大
作
の
名
が
、

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
創
価
学
会
は
、
十
三
世
紀
の

日
本
の
仏
教
僧
で
法
華
経
信
仰
を
広
め
た
日
蓮
を
信
奉
す
る
在
家
仏

教
者
の
団
体
で
あ
り
、
教
育
者
の
牧
口
常
三
郎
が
一
九
三
〇
年
に
創

立
し
た
「
創
価
教
育
学
会
」
を
淵
源
と
す
る
。
牧
口
は
第
二
次
世
界

大
戦
中
、
日
本
の
軍
国
主
義
や
国
家
神
道
に
強
く
反
対
し
て
逮
捕

さ
れ
、
獄
中
で
七
十
三
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
同
会

は
壊
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
が
、
第
二
代
会
長
と
な
る
戸
田
城
聖
が
戦

後
、
会
の
名
を
「
創
価
学
会
」
と
改
め
て
再
建
を
進
め
、
結
果
的
に

七
十
五
万
世
帯
の
布
教
を
達
成
す
る
。
池
田
は
、
こ
の
戸
田
の
弟
子

と
し
て
会
の
急
成
長
を
陰
で
支
え
、
戸
田
亡
き
後
は
第
三
代
会
長
に

就
任
。
特
に
一
九
七
五
年
、
同
会
の
国
際
組
織
（
Ｓ
Ｇ
Ｉ
）
の
会
長

と
な
っ
て
か
ら
は
、
研
究
・
教
育
機
関
の
創
立
、
各
国
要
人
と
の
対

談
、
海
外
諸
大
学
で
の
講
演
、
平
和
提
言
、
文
化
交
流
、
国
際
貢
献

等
々
、
活
動
の
幅
を
宗
教
以
外
の
様
々
な
分
野
に
広
げ
て
い
る
。

平
和
活
動
に
関
連
し
た
事
績
を
振
り
返
る
と
、
一
九
六
八
年
に
い

ち
早
く
「
日
中
国
交
正
常
化
提
言
」
を
行
い
、
日
中
友
好
の
推
進
に

熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
国
際
社
会
に
向
け
て
毎
年
、
核
廃
絶

や
軍
縮
、
国
連
改
革
、
文
明
間
対
話
、
地
球
環
境
の
保
全
等
を
論

じ
た
平
和
提
言
を
発
表
し
て
き
た
こ
と
、
国
連
と
協
力
し
て
世
界
数

十
カ
国
で
核
兵
器
の
脅
威
展
や
「
戦
争
と
平
和
」
展
を
開
催
し
た
こ

と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
際
的
な
平
和
研
究
の
拠
点
と
し
て
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「
戸
田
国
際
平
和
研
究
所
」
を
創
立
し
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
出

版
活
動
を
活
発
に
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
池
田
自
ら
も
「
構
造
的
暴

力
」
の
提
唱
で
著
名
な
平
和
学
者
の
Ｊ
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
や
、
地
下

核
実
験
に
反
対
し
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
化
学
者
の
Ｌ
・

ポ
ー
リ
ン
グ
等
、
世
界
の
識
者
た
ち
と
人
類
の
恒
久
平
和
を
目
指

し
て
対
談
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し
て
結
実
し
た
対
談
集
の
数
は
、

二
〇
一
一
年
十
月
現
在
で
六
十
冊
を
超
え
て
い
る
。

池
田
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
瞑
想
と
自
戒
を
通
じ
た
心
の
平
穏

を
重
視
す
る
仏
教
一
般
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
世
俗
的
な

色
彩
が
濃
い
と
言
え
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
国
内
で
は
、
池
田
の
平

和
活
動
を
宗
教
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
政
治
活
動
で
は
な
い
か
と
訝
る

む
き
さ
え
あ
り
、
従
来
、
こ
れ
を
本
格
的
に
研
究
・
評
価
す
る
動
き

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
池
田
が
法
華
経
に
基
づ

く
平
和
を
望
む
以
上
、
そ
の
世
俗
性
は
第
一
に
、
現
実
世
界
を
聖
化

す
る
法
華
経
哲
学
に
由
来
す
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ア

メ
リ
カ
の
経
済
学
者
Ｌ
・
Ｃ
・
サ
ロ
ー
と
対
話
し
た
折
、
池
田
は
法

華
経
の
精
神
が
「
社
会
即
仏
法
」「
仏
法
即
社
会
」
で
あ
り
、
現
実

の
世
界
を
最
大
に
重
ん
ず
る
の
が
真
の
仏
法
で
あ
る
と
強
く
主
張
し

て
い
る

15

。

し
か
も
池
田
の
場
合
、
法
華
経
哲
学
の
真
髄
が
人
間
の
宇
宙
的
な

主
体
性
を
説
き
明
か
す
点
に
あ
る
と
も
見
る
。「
人
間
が
目
的
と
な

り
、
人
間
が
主
人
と
な
り
、
人
間
が
王
者
と
な
る
―
―
根
本
の
人
間

主
義
が『
経
の
王
』法
華
経
に
は
あ
る
。こ
う
い
う
法
華
経
の
主
張
を
、

か
り
に
『
宇
宙
的
人
間
主
義
』『
宇
宙
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
と
呼

ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」16

と
彼
は
述
べ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
国
家
、

人
種
、
宗
教
を
超
え
た
「
人
間
」
の
宇
宙
的
主
体
性
を
論
じ
て
「
人

間
主
義
」
を
提
唱
す
る
。
こ
の
人
間
と
は
「
生
命
」
の
次
元
を
指
す
。

池
田
の
考
え
に
よ
る
と
、生
命
は
宇
宙
の
主
体
性
の
現
実
態
で
あ
り
、

そ
の
生
命
の
ま
ま
に
生
活
す
る
人
々
、
す
な
わ
ち
民
衆
こ
そ
真
の
主

体
者
た
り
う
る
。
だ
が
半
面
、
民
衆
は
素
朴
な
の
で
、
生
命
本
来
の

調
和
の
軌
道
か
ら
逸
脱
も
し
や
す
い
。
そ
こ
で
、
民
衆
一
人
一
人
が

生
命
内
奥
の
宇
宙
を
自
覚
す
る
「
人
間
革
命
」
に
挑
戦
し
、
欲
望
、

慣
習
、
偏
見
、
権
力
等
に
左
右
さ
れ
な
い
賢
明
さ
を
身
に
つ
け
る
べ

き
だ
と
、
池
田
は
力
説
す
る
。
そ
う
し
て
宇
宙
的
主
体
性
を
担
っ
た

賢
明
な
民
衆
が
連
帯
し
て
社
会
を
変
革
し
ゆ
く
こ
と
が
、
真
の
恒
久

平
和
に
つ
な
が
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

池
田
の
平
和
思
想
は
、
世
俗
的
な
領
域
を
嫌
わ
ず
、
民
衆
の
内
的

変
革
を
通
じ
た
草
の
根
の
連
帯
を
重
視
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
法
華
経
哲
学
的
な
信
念
―
―
あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象

は
、
仏
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
命
と
い
う
宇
宙
の
主
体

性
に
最
も
忠
実
な
民
衆
が
、
歴
史
の
主
体
者
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な

い
―
―
が
間
違
い
な
く
あ
る
。
現
実
を
聖
化
す
る
法
華
経
哲
学
に
立

脚
し
な
が
ら
も
、
人
間
の
心
の
変
革
を
重
視
し
て
宇
宙
的
主
体
性
の

発
揚
を
唱
え
る
池
田
の
平
和
思
想
は
、
社
会
改
革
の
主
体
的
エ
ネ
ル
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ギ
ー
に
富
ん
で
お
り
、
従
来
の
仏
教
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た

と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
筆
者
は
、
池
田
の
思
想
を
題
材
に
選
び
、
い

く
つ
か
の
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

平
和
に
関
す
る
池
田
の
言
説
や
行
動
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る

が
、
彼
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
が
簡
潔
に
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
こ

こ
で
は
一
つ
の
講
演
を
取
り
上
げ
る
。一
九
九
五
年
一
月
二
十
六
日
、

国
連
創
設
五
十
周
年
の
節
目
に
、
池
田
は
ハ
ワ
イ
大
学
の
構
内
に
あ

る
ハ
ワ
イ
東
西
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
和
と
人
間
の
た
め
の
安
全

保
障
」（
以
下
「
池
田
講
演
」
と
略
記
）
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

国
家
の
安
全
保
障
（N

ational Security
）
に
対
し
て
人
間
の
安
全

保
障
（H

um
an Security

）
と
い
う
概
念
が
脚
光
を
浴
び
始
め
た

頃
で
あ
り
、
池
田
は
「
平
和
」
と
「
安
全
保
障
」
の
問
題
を
法
華
経

的
な
「
人
間
主
義
」
の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

こ
の
池
田
講
演
は
、
内
な
る
人
間
革
命
か
ら
外
な
る
社
会
変
革
を

志
向
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
「
恒
久
平
和
」
の
道
を
開
き
、「
人
間
の

た
め
の
安
全
保
障
」
を
可
能
な
ら
し
む
る
王
道
で
あ
る
と
主
張
し
、

そ
の
た
め
に
三
つ
の
発
想
の
転
換
を
提
案
す
る
。
三
つ
の
発
想
転
換

と
は
、
第
一
に
「
知
識
か
ら
智
慧
へ
」、
第
二
に
「
一
様
性
か
ら
多

様
性
へ
」、
第
三
に
「
国
家
主
権
か
ら
人
間
主
権
へ
」
で
あ
る
。
今

か
ら
順
に
解
説
し
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
、
知
識
か
ら
智
慧
へ

池
田
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
人
類
は
こ
れ
ま
で
社
会
や
国
家
制
度
の

あ
り
方
ば
か
り
に
関
心
を
注
ぎ
、「
人
間
」
そ
れ
自
身
の
変
革
と
い

う
根
本
的
課
題
に
目
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
。
平
和
へ
の
努
力
も
そ

う
で
あ
り
、
外
的
な
平
和
に
重
点
を
お
く
あ
ま
り
に
、
平
和
の
精
神

が
空
洞
化
す
る
嫌
い
が
あ
っ
た
。
理
想
的
な
平
和
の
機
構
を
整
備
し

て
も
、
用
い
る
人
間
の
心
が
暴
力
的
で
あ
れ
ば
、
あ
た
か
も
泥
棒
に

家
の
鍵
を
渡
し
て
管
理
を
委
託
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
池
田

は
語
る
。「
人
間
の
た
め
の
安
全
保
障
」
に
必
要
な
の
は
、
こ
の
顛

倒
を
正
し
、
内
な
る
生
命
の
変
革
を
意
味
す
る
「
人
間
革
命
」
か
ら

社
会
の
変
革
を
志
向
し
て
い
く
こ
と
だ
、
と
。

で
は
、
人
間
革
命
か
ら
社
会
変
革
へ
、
と
い
う
恒
久
平
和
の
「
王

道
」
を
行
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
一
つ
に
は
、
人
間
が
根
源

的
な
主
体
性
＝
「
大
我
」
に
目
覚
め

17

、
知
識
の
習
得
よ
り
も
智
慧

の
啓
発
を
根
本
と
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
池
田
は
言
う
。
制
度
論
的

な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
が
唱
え
る
種
々
の
構
想
は
、
い
う
な
れ
ば
「
知

識
」
の
次
元
に
あ
る
。
だ
が
、
知
識
の
次
元
だ
け
で
現
実
に
十
分
対

応
で
き
る
と
は
言
え
な
い
。
公
正
な
社
会
を
築
い
て
安
定
的
な
平
和

を
も
た
ら
す
た
め
の
制
度
設
計
が
い
か
に
巧
妙
で
あ
ろ
う
と
、
人
間

社
会
の
現
実
は
不
断
に
変
化
し
、
予
期
せ
ぬ
出
来
事
や
矛
盾
に
満
ち

て
い
る
。
経
験
上
、
特
定
の
理
論
で
す
べ
て
の
問
題
が
き
れ
い
に
片

づ
く
こ
と
な
ど
あ
り
得
ず
、
必
ず
何
ら
か
の
歪
み
が
出
て
く
る
。
こ
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の
時
、
理
屈
の
知
識
に
頼
る
人
は
矛
盾
対
立
す
る
一
方
を
排
除
し
て

整
合
性
を
保
と
う
と
し
、
そ
こ
に
新
た
な
紛
争
の
火
種
さ
え
生
ず
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
生
き
た
智
慧
に
は
排
除
の
論
理
が
な

い
。
特
に
法
華
経
哲
学
が
教
え
る
智
慧
は
、
人
間
の
宇
宙
的
な
主
体

性
を
言
い
、
そ
の
力
に
際
限
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
、
対
立
す
る
両

者
を
共
に
生
か
そ
う
と
す
る
。も
っ
と
言
え
ば
、「
す
べ
て
を
生
か
す
」

こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

池
田
は
、
講
演
の
中
で
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
め
ぐ
る
紛
争
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
智
慧
の
紛
争
解
決
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
―

―
こ
の
問
題
の
ル
ー
ツ
は
二
千
年
近
く
も
さ
か
の
ぼ
り
、
民
族
や
宗

教
が
ら
み
の
敵
意
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
根
深
い
。
し
か
し
、
だ
か

ら
こ
そ
対
立
を
も
た
ら
す
差
異
を
「
知
識
」
と
し
て
認
識
す
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
人
間
と
し
て
共
通
の
地
平
に
立
つ
「
智
慧
」
が
要
請
さ

れ
る
。
古
代
イ
ン
ド
の
釈
尊
（
ブ
ッ
ダ
）
は
、
水
を
求
め
て
殺
し
合

お
う
と
す
る
人
た
ち
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
、
よ
り
根
源
的
な
恐
怖
で

あ
る
「
生
死
」
の
問
題
を
説
い
た
と
い
う
。
し
が
ら
み
や
立
場
か
ら

離
れ
て
生
身
の
「
人
間
」
に
戻
れ
ば
、
皆
、
共
通
に
幸
福
を
願
い
、

死
の
恐
怖
に
怯
え
、
平
和
を
望
む
生
活
者
で
あ
る
。「
人
間
」
と
い

う
共
通
性
は
、
生
き
る
力
す
な
わ
ち
生
命
の
共
通
性
で
あ
っ
て
、
こ

の
生
命
に
本
然
的
な
創
造
性
が
智
慧
な
の
で
あ
る
。
智
慧
は
、
単
に

知
識
を
理
解
す
る
能
力
で
な
く
、生
命
そ
れ
自
体
の
創
造
性
を
指
す
。

「
知
識
か
ら
智
慧
へ
」
と
は
＂
生
命
の
原
点
に
帰
れ
＂
と
い
う
呼
び

か
け
で
あ
る
。
智
慧
に
よ
る
紛
争
解
決
の
努
力
は
、
生
命
あ
る
者
同

士
の
根
源
的
な
共
感
に
基
づ
き
、
共
生
の
た
め
に
智
慧
を
尽
く
す
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
他
の
生
命
が
根
源
で
共
感
し
合
う
の

は
元
々
そ
れ
ら
が
宇
宙
全
体
の
力
に
帰
一
す
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の

自
他
不
二
な
る
宇
宙
全
体
の
力
を
我
が
も
の
と
し
た
「
大
我
」
の
境

地
か
ら
、
仏
教
の
菩
薩
は
必
然
的
に
慈
悲
の
実
践
へ
と
向
か
う
。
智

慧
と
慈
悲
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
か
く
の
ご
と
く
柔
軟
で
開
か
れ
た

精
神
が
、
真
に
紛
争
解
決
の
力
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
―
―
。
池
田

の
主
張
を
、
そ
の
独
特
な
仏
教
観
を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
紹
介
す
る

と
、
以
上
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
池
田
は
こ
う
し
て
、
智
慧
に
よ
る

平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
乗
仏
教
の
「
大
我
」「
菩
薩
道
」
に
通
じ
て

い
る
と
し
、
仏
教
の
実
践
者
と
し
て
そ
れ
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

「
平
和
は
私
か
ら
始
め
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
。
仏

教
も
同
じ
立
場
を
と
る
が
、
よ
り
内
発
的
な
見
地
か
ら
「
平
和
は
私

の
心
の
変
革
か
ら
始
め
よ
う
」
と
、
内
的
変
革
を
強
調
す
る
点
に
特

徴
を
有
す
る
。
現
に
、
多
く
の
仏
教
者
は
欲
望
や
怒
り
の
自
己
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
「
心
の
変
革
」
を
人
々
に
勧
め
、
そ
れ
を
通
じ
て

人
類
の
平
和
を
実
現
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
。
と
言
っ
て
も
、
怒

り
や
欲
望
を
否
定
的
に
捉
え
る
観
点
か
ら
の
心
の
変
革
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
本
質
は
脱
世
俗
で
あ
る
。
前
出
の
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ

ン
は
、
怒
り
が
絶
滅
す
べ
き
敵
で
は
な
い
と
言
い
、
そ
れ
を
む
し
ろ

許
し
／
理
解
／
愛
な
ど
の
建
設
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
べ
き
だ
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と
提
唱
す
る

18

。
だ
が
、
怒
り
と
許
し
は
、
明
ら
か
に
同
質
的
な
感

情
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
は
怒
り
の
本
質
の
否
定
と
な
る
。
そ

う
い
う
仏
教
者
た
ち
は
結
局
、
人
間
社
会
の
現
実
を
嫌
い
な
が
ら
批

判
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
ろ
ん
、
彼
ら
と
て
慈
愛
や
友
愛
の
重
要
性

を
語
っ
て
は
い
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
愛
す
る
「
人
間
」「
真
の
自
己
」

と
は
瞑
想
の
世
界
に
姿
を
現
す
超
越
者
で
あ
っ
て
、
現
実
を
生
き
る

人
間
で
は
な
い
。
普
通
に
喜
怒
哀
楽
を
持
ち
、
家
族
を
養
う
た
め
に

懸
命
に
働
き
、
自
尊
心
か
ら
よ
い
地
位
を
望
み
、
自
分
の
安
全
を
確

保
し
て
か
ら
他
人
の
事
も
心
配
す
る
―
―
そ
う
い
っ
た
、
地
球
上
に

あ
り
ふ
れ
た
人
間
を
丸
ご
と
愛
し
、
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
脱
世

俗
的
な
仏
教
僧
た
ち
の
社
会
運
動
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
。

池
田
が
唱
え
た
「
人
間
革
命
」
に
よ
る
智
慧
の
開
発
も
、
仏
教
的

な
心
の
変
革
論
で
あ
る
。
し
か
し
池
田
の
法
華
経
哲
学
で
は
、
欲
望

や
怒
り
を
肯
定
し
、
積
極
的
に
活
用
す
る
立
場
へ
と
至
っ
て
い
る
。

欲
望
の
体
系
と
も
称
さ
れ
た
市
民
社
会
を
否
定
的
に
見
ず
、
か
と

い
っ
て
全
面
的
に
肯
定
も
し
な
い
。
池
田
は
た
だ
、
人
間
の
「
生
き

る
力
」
の
う
ち
に
あ
る
無
限
の
創
造
性
と
し
て
の
智
慧
を
開
発
し
、

人
々
が
い
か
な
る
場
合
で
も
社
会
制
度
の
奴
隷
に
な
ら
な
い
よ
う
に

願
う
。
制
度
論
的
な
知
識
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
反
対
に
そ
の
知
識
を

主
体
的
に
活
用
す
る
力
を
持
て
、
と
訴
え
る
。
そ
う
し
て
、
現
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
を
、
そ
の
構
造
の
ま
ま
調
和
と
平
和
の
方

向
に
生
か
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ロ
ッ
ク
的
な
所
有
権

の
理
論
を
、
脱
世
俗
の
仏
教
者
は
本
質
的
に
認
め
な
い
だ
ろ
う
が
、

法
華
経
哲
学
の
社
会
思
想
家
な
ら
少
し
違
っ
た
考
え
方
を
す
る
と
思

う
。「
他
人
の
利
用
す
る
だ
け
の
も
の
は
残
し
て
い
る
な
ら
、
そ
れ

は
全
く
な
ん
に
も
取
ら
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
」19

と
い
っ
た
発
想

は
、
資
源
が
豊
富
な
環
境
で
共
生
を
は
か
る
智
慧
の
所
産
と
見
る
限

り
、否
定
す
る
理
由
が
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

優
れ
た
世
俗
の
考
え
方
を
生
命
の
創
造
性
＝
智
慧
と
し
て
認
め
、
そ

れ
を
自
在
に
使
お
う
と
す
る
「
活
用
の
仏
教
」
が
、
池
田
の
志
向
す

る
仏
教
観
で
あ
る
。

大
我
の
智
慧
、
な
ど
と
聞
く
と
凡
人
に
は
縁
遠
い
よ
う
だ
が
、
池

田
に
よ
れ
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。「
智
慧
は
、
ど
こ
か
遠
く

に
あ
る
の
で
は
な
い
…
…
そ
の
智
慧
は
、
人
間
の
た
め
、
社
会
の
た

め
、
未
来
の
た
め
、
勇
猛
な
る
慈
悲
の
行
動
に
徹
し
ゆ
く
な
か
に
、

限
り
な
く
湧
き
い
ず
る
」
と
、
池
田
講
演
で
は
主
張
さ
れ
る
。
あ

り
の
ま
ま
の
生
の
現
実
に
宇
宙
究
極
の
真
理
が
あ
る
と
法
華
経
は
洞

察
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
善
き
社
会
を
作
ろ
う
と
す
る
生
活
の
努
力

の
外
に
、
何
か
人
間
離
れ
し
た
仏
教
の
智
慧
が
あ
る
の
で
も
な
い
。

人
類
が
営
々
と
築
い
て
き
た
知
的
遺
産
も
、
民
衆
の
生
活
の
工
夫

も
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
Ｃ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
自
然
選
択
（natural 

selection
）
と
名
づ
け
た
生
物
の
進
化
の
営
み
も
、
す
べ
て
は
生
命

本
然
の
創
造
性
の
発
現
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
仏
教
の
智
慧
の
現
れ
と

見
な
さ
れ
る
。
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そ
し
て
、
こ
の
生
命
本
然
の
創
造
性
と
し
て
の
智
慧
が
宇
宙
全
体

の
力
に
由
来
す
る
と
考
え
た
時
、
そ
こ
に
は
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な

く
、
何
ら
自
己
規
定
的
な
も
の
を
持
た
な
い
、
と
い
う
点
が
了
解
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
の
見
解
に
と
ら
わ
れ
、
何
か
を
断
定
し
て

し
ま
う
の
は
、
原
始
仏
典
で
も
厳
し
く
誡
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
池
田
の
よ
う
な
仏
教
者
は
、
民
衆
の
生
命
の
創
造
性
を
信
頼
し

て
人
類
的
な
諸
課
題
の
解
決
を
目
指
す
け
れ
ど
も
、
特
定
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
理
論
を
正
義
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る

主
義
を
活
用
す
る
智
慧
の
努
力
自
体
を
行
動
の
原
則
と
す
る
。
よ
り

善
き
社
会
、
よ
り
善
き
地
球
を
作
ろ
う
と
す
る
飽
く
な
き
挑
戦
、
終

わ
り
な
き
精
神
の
闘
争
、
こ
れ
が
池
田
の
考
え
る
、
仏
教
的
で
あ
り

な
が
ら
全
人
類
に
開
か
れ
た
智
慧
の
正
体
で
あ
る
。
か
か
る
仏
教
者

は
、
例
え
ば
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
が
言
う
「
秩
序
だ
っ
た
社
会

w
ell-

ordered society

」
の
追
求
に
も
同
意
し
つ
つ
、
根
底
に
お
い
て
、

よ
り
自
在
な「
智
慧
あ
る
社
会
」を
望
む
で
あ
ろ
う
。
平
和
ア
プ
ロ
ー

チ
に
お
い
て
も
、「
平
和
の
秩
序
」
を
重
ん
じ
な
が
ら
「
平
和
の
智
慧
」

に
溢
れ
た
世
界
を
作
ろ
う
と
す
る
に
違
い
な
い
。
智
慧
の
無
原
則
性

は
、
か
え
っ
て
社
会
的
混
乱
を
招
く
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
智
慧
の

根
底
に
慈
悲
が
あ
る
以
上
、
社
会
秩
序
は
十
分
に
維
持
さ
れ
う
る
と

思
う
。

と
こ
ろ
で
、
創
価
学
会
の
思
想
史
を
概
観
し
て
み
る
と
、
知
識
と

智
慧
の
峻
別
は
牧
口
常
三
郎
初
代
会
長
に
端
を
発
す
る
。
教
育
学
者

で
も
あ
っ
た
牧
口
は
、新
カ
ン
ト
学
派
が
唱
え
る
超
越
論
的
な
「
真
・

善
・
美
・
聖
」
の
価
値
論
を
批
判
し
て
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た

「
利
・
善
・
美
」
の
価
値
哲
学
を
構
想
し
、
知
識
を
活
用
し
て
価
値

を
創
造
す
る
能
力
を
ど
う
や
っ
て
増
す
か
を
教
育
上
の
根
本
課
題
と

し
た

20

。
牧
口
に
と
っ
て
、こ
う
し
た
人
間
の
価
値
創
造
能
力
は
「
生

活
法
」
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
究
極
は
『
法
華
経
』
の
「
妙
法
」
と

し
て
、
宗
教
的
な
絶
対
の
真
理
に
帰
着
す
る
も
の
と
さ
れ
た

21

。

真
理
の
知
識
を
縦
横
に
生
か
す
人
間
の
創
造
力
の
根
底
に
、
絶
対

永
遠
の
生
き
た
真
理
＝
妙
法
を
発
見
し
た
の
が
牧
口
の
最
終
的
な
到

達
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
牧
口
価
値
論
が
い
か
に
人
間
中
心
的

で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
通
途
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
や
功
利
主
義
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
等
と
同
列
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。
第
二
代
会
長

の
戸
田
は
、
牧
口
が
見
出
し
た
、
宇
宙
根
源
の
生
き
た
真
理
に
根
ざ

す
人
間
生
命
の
創
造
性
こ
そ
仏
法
の
智
慧
で
あ
る
と
し
、
知
識
を
活

用
す
る
智
慧
の
重
要
性
を
説
い
た
。
池
田
講
演
に
は
、「
知
識
を
智

慧
と
錯
覚
し
て
い
る
の
が
、
現
代
人
の
最
大
の
迷
妄
で
あ
る
」
と
の

戸
田
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
戸
田
の
知
識
論
に
、
文
明

論
的
な
色
彩
を
与
え
た
の
が
池
田
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
飛
躍
的

に
増
大
す
る
知
識
の
傍
ら
で
、
現
代
人
が
知
識
を
善
く
使
う
智
慧
を

忘
れ
つ
つ
あ
る
点
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
同
講
演
も
、
そ
の
一
例
と
見

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
智
慧
を
磨
く
の
に
知
識
が
不
可
欠
な
の
は
当

然
で
あ
り
、
池
田
が
知
識
を
軽
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
に
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は
注
意
を
要
す
る
。

創
価
思
想
が
唱
え
る
生
命
の
創
造
性
と
し
て
の
智
慧
は
、
宗
教
的

観
念
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
宗
教
の
枠
を
超
え
、
全
人
類
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
近
代
的
な
啓
蒙
主
義
が
硬
直
し

た
人
間
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
化
し
、
幾
多
の
戦
争
と
暴
力
を
招

き
寄
せ
、
地
球
環
境
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
た
面
も
あ
る
こ
と
を
素
直

に
認
め
る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
、
知
識
を
志
向
す
る
理
性
的
な
認
識
主

体
へ
の
過
度
の
傾
斜
を
改
め
、
得
ら
れ
た
知
識
を
活
用
す
る
生
命
的

な
智
慧
の
あ
り
方
に
も
目
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
平
和
や
安
全
保

障
を
論
ず
る
際
も
、
池
田
が
提
唱
す
る
よ
う
に
、
知
識
の
次
元
の
制

度
論
だ
け
で
な
く
、
智
慧
の
次
元
の
人
間
論
や
生
命
論
の
問
題
が

も
っ
と
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
、
一
様
性
か
ら
多
様
性
へ

さ
て
、
知
識
偏
重
と
い
う
現
代
文
明
の
病
の
次
に
、
池
田
が
言
及

し
た
の
は
「『
多
様
性
の
調
和
と
融
合
』」
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
の
人

類
の
第
一
義
の
課
題
」
で
あ
っ
た
。
池
田
自
身
の
見
解
は
「
一
様
性

か
ら
多
様
性
へ
」
と
要
約
さ
れ
て
い
る
が
、
多
様
性
の
調
和
的
融
合

を
唱
え
る
点
か
ら
す
る
と
、
真
意
は
「
一
様
性
か
ら
多
様
性
あ
る
統

一
へ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大
乗
仏
教
に
お
い
て
、
多
様
性
あ
る
統
一
と
い
う
観
点
は
「
一
即

多
・
多
即
一
」
と
か
「
一
念
三
千
」
と
か
の
世
界
観
と
し
て
表
出
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
一
な
る
も
の
が
宇
宙
の
す
べ
て
で

あ
る
、
と
い
う
万
物
相
即
の
関
係
を
大
乗
仏
教
は
説
い
て
い
る
。
例

え
ば
、『
華
厳
経
』
盧
舎
那
品
の
一
節
に
「
一
本
の
毛
の
孔
の
な
か

に
無
量
の
仏
国
土
が
荘
厳
さ
れ
て
お
り
、
悠
々
と
し
て
安
定
し
て
い

る
」22

と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

池
田
講
演
を
見
る
と
、
個
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
個
性
は
、
い
た

ず
ら
に
他
の
個
性
と
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
他
の
犠
牲
の
う
え
に
成
り
立

つ
も
の
で
は
な
い
。
相
互
の
差
異
を
慈
し
み
な
が
ら
、
花
園
の
よ
う

な
調
和
を
織
り
成
し
て
い
く
。
そ
こ
に
、
仏
教
の
本
領
が
あ
る
」
な

ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
背
景
に
は
、
前
述
の
ご
と
き
大
乗
仏
教
の

世
界
観
が
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
一
の
個
性
が
一
切
の
個

性
と
不
可
分
で
あ
る
ゆ
え
に
自
ず
か
ら
調
和
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
大
乗
的
な
相
即
と
し
て
の
「
多
様
性
あ
る
統
一
」
が
あ
っ

て
こ
そ
、
多
様
な
人
類
の
崩
れ
ざ
る
平
和
が
構
築
さ
れ
る
と
、
池
田

は
訴
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
大
乗
的
な
相
即
の
世
界
観
が
ど
れ
ほ
ど
根
源
的
な
事
実
を

摘
示
し
て
い
よ
う
と
、
そ
れ
が
抽
象
的
な
説
明
に
と
ど
ま
る
よ
う
で

は
、
お
よ
そ
生
き
た
人
間
の
指
針
た
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
帝
釈

天
の
宮
殿
を
飾
る
網
の
無
数
の
結
び
目
に
は
宝
珠
が
あ
り
、
互
い
に

照
ら
し
反
映
し
あ
い
な
が
ら
輝
き
、
さ
ら
に
映
し
合
っ
て
無
限
に
照

応
し
て
い
る
―
―
。
か
く
語
る
華
厳
経
の
「
重
々
無
尽
縁
起
」
は
、

大
乗
的
な
世
界
観
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
幻
想
的
な
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ま
で
に
文
学
性
の
高
い
経
文
の
言
々
句
々
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
現
実

の
人
間
社
会
へ
の
指
針
を
導
き
出
す
の
は
難
し
い
。
対
す
る
に
法
華

経
は
、
真
理
を
求
め
る
修
行
者
（
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
）
や
歴
史
的

存
在
と
し
て
の
ブ
ッ
ダ
（
始
成
正
覚
の
釈
尊
）、
さ
ら
に
は
生
き
と

し
生
け
る
も
の
の
す
べ
て
が
本
来
、
永
遠
に
自
由
な
宇
宙
的
主
体
で

あ
る
と
示
す
こ
と
を
重
要
な
主
題
と
す
る
。
幽
玄
な
宇
宙
論
や
超
人

的
な
仏
の
光
明
な
ど
も
、
宗
教
的
教
化
に
は
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
法
華
経
の
ご
と
く
、
感
情
・
思
想
・
人
格
を
持
っ
た
現
実

的
人
間
に
即
し
て
宇
宙
万
物
の
相
即
が
語
ら
れ
て
こ
そ
、
目
の
前
に

い
る
人
間
の
宇
宙
的
主
体
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
の
生
き
方
に
根
本
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
自
他
の
主
体

性
を
真
実
に
尊
重
し
合
う
共
生
の
エ
ー
ト
ス
を
育
み
う
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
数
あ
る
大
乗
仏
教
の
平
和
思
想
の
う
ち
で
、
筆
者
が
池

田
の
法
華
経
的
人
間
主
義
に
注
目
す
べ
き
ゆ
え
ん
の
一
つ
は
、
そ
こ

に
あ
る
。

池
田
の
思
想
的
背
景
に
あ
る
法
華
経
哲
学
―
―
中
国
の
天
台
智
顗

の
仏
教
や
日
蓮
仏
教
―
―
で
は
、
平
凡
な
人
間
（
凡
夫
）
の
心
が
本

来
そ
の
ま
ま
で
宇
宙
の
す
べ
て
を
具
え
る
、
と
い
う
「
一
念
三
千
」

の
法
理
を
掲
げ
る
。
現
代
的
に
言
え
ば
、
人
間
に
内
在
す
る
大
宇
宙

の
探
求
で
あ
る
。「
内
在
的
普
遍
」
を
説
く
一
念
三
千
論
が
、
池
田

の
主
張
す
る
人
間
主
義
の
哲
学
的
根
拠
に
他
な
ら
な
い
。「
仏
教
で

言
う
普
遍
的
価
値
は
、
徹
底
し
て
内
在
的
に
追
求
さ
れ
る
た
め
、
画

一
化
し
、
一
様
化
し
よ
う
と
し
て
も
、
不
可
能
」
で
あ
る
と
、
池
田

講
演
で
は
強
調
さ
れ
る
。
池
田
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
内
な
る
普
遍

性
が
理
性
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宇
宙
的
な
主
体
性
に
ま
で
徹

底
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
宇
宙
的
主
体
性
が
わ
れ
わ
れ
の
生

命
の
真
相
な
の
だ
と
言
う
。

す
る
と
、
大
乗
仏
典
の
深
淵
な
言
説
の
数
々
も
、
実
の
と
こ
ろ
は

わ
れ
わ
れ
の
生
命
の
事
実
を
明
か
し
て
い
る
と
の
理
解
が
導
か
れ
て

く
る
。
例
え
ば
、
維
摩
経
に
「
法
に
は
場
所
が
存
在
し
な
い
。
も
し

も
場
所
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
特
定
の
拠
り
所
に
執
着
す
る

こ
と
に
な
り
、
法
を
求
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」23

と
あ
る
。
謎
め

い
た
言
葉
に
し
か
聞
こ
え
な
い
が
、「
法
」
を
「
生
命
」
に
置
き
換

え
る
と
、
こ
れ
は
生
命
の
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
自
在
さ
を
教
え
て

い
る
の
だ
と
得
心
が
行
く
。
ま
た
、
宇
宙
的
主
体
性
を
生
命
の
事
実

と
見
定
め
た
人
な
ら
、
仏
教
者
に
限
ら
ず
、
古
今
東
西
の
賢
哲
が
こ

の
事
実
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
で
あ

ろ
う
。『
論
語
』
の
有
名
な
「
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
（
君
子
は
人

と
調
和
す
る
が
雷
同
は
し
な
い
）」24

、『
老
子
』
に
見
え
る
「
既
く
以

て
人
に
与
え
て
、
己
は
愈
い
よ
多
し
（
何
も
か
も
他
人
に
与
え
て
、

自
分
は
さ
ら
に
豊
か
で
あ
る
）」25

、
自
己
愛
は
理
性
と
憐
れ
み
を
介

し
て
人
間
愛
を
生
み
出
す
と
い
う
ル
ソ
ー
の
洞
察

26

、
質
的
な
功
利

主
義
を
唱
え
る
ミ
ル
が
指
摘
し
た
、
人
々
が
協
力
す
る
際
の
「
他
人

の
利
益
は
自
分
の
利
益
だ
と
い
う
感
情
」27

。
そ
れ
ぞ
れ
に
主
張
の
内
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容
や
角
度
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
人
間
生
命
の
活
動
に
お
い
て
個
人

と
社
会
も
し
く
は
自
己
と
他
者
を
単
純
に
切
り
離
す
べ
き
で
な
い
、

と
考
え
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。「
歴
史
上
の
、
あ
ら
ゆ
る
偉
人

の
英
知
も
、
人
間
を
励
ま
し
、
幸
福
に
し
ゆ
く
智
慧
」28

で
あ
る
と
信

ず
る
池
田
の
眼
に
は
、
そ
れ
ら
が
皆
、＂
個
々
の
生
命
は
宇
宙
的
広

が
り
を
持
っ
て
通
じ
合
う
＂
と
い
う
生
命
の
事
実
を
捉
え
た
自
他
共

生
の
提
唱
に
見
え
る
に
違
い
な
い
。

か
く
の
ご
と
く
、
生
命
の
宇
宙
的
広
が
り
と
い
う
池
田
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
人
間
生
活
に
関
す
る
先
哲
の
卓
見
と
呼
応
す
る
の
で
あ

り
、
宗
教
的
ド
グ
マ
で
あ
り
な
が
ら
一
般
の
道
理
や
理
性
に
開
か
れ

た
面
が
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
広
く
問
う
が
、
自
ら
の
生
命
に
宇
宙

的
な
広
が
り
、
す
な
わ
ち
完
全
な
普
遍
性
が
あ
る
と
気
づ
く
時
、
わ

れ
わ
れ
に
は
何
が
起
き
る
だ
ろ
う
か
。「『
生
命
』
と
い
う
最
も
普
遍

的
な
次
元
へ
の
深
き
眼
差
し
は
、
そ
の
ま
ま
、『
生
命
』
の
無
量
の

多
様
性
へ
の
『
共
感
』
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
く
」（
池
田
講
演
）。

自
分
の
生
命
の
力
は
、
宇
宙
を
動
か
し
て
い
る
根
源
的
な
力
と
同
じ

も
の
で
あ
る
。
他
人
の
生
命
も
ま
た
、
そ
う
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

自
己
と
他
者
と
は
、
別
々
で
あ
る
け
れ
ど
も
同
じ
生
命
で
あ
る
。
他

人
の
苦
し
み
を
目
の
前
に
す
れ
ば
、自
分
の
心
も
締
め
つ
け
ら
れ
る
。

す
べ
て
の
生
命
は
不
可
分
に
結
び
つ
き
、
多
様
性
の
ま
ま
に
宇
宙
生

命
と
い
う
全
体
を
構
成
し
て
い
る
―
―
。
こ
う
し
て
、「
内
在
的
普

遍
」
の
視
座
は
、
わ
れ
わ
れ
を
「
万
物
と
連
な
り
合
う
宇
宙
生
命
へ

の
直
観
」
で
あ
る
仏
教
の
縁
起
観
へ
と
導
き
、
そ
こ
に
は
「『
生
命
』

の
無
量
の
多
様
性
へ
の
『
共
感
』」
で
あ
る
「
開
か
れ
た
共
感
」
が

生
ま
れ
る
は
ず
だ
と
、
池
田
講
演
で
は
主
張
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
開

か
れ
た
共
感
」
と
は
、
他
者
の
意
見
や
感
情
に
同
感
す
る
、
と
い
う

一
般
的
な
共
感
の
域
を
超
え
、
他
者
の
生
命
を
根
源
の
宇
宙
生
命
に

お
い
て
分
か
ち
持
つ
者
が
感
ず
る
、
切
実
な
連
帯
感
を
意
味
す
る
と

言
え
よ
う
。「
開
か
れ
た
共
感
」
の
人
は
、
お
よ
そ
思
想
信
条
等
の

差
異
に
よ
っ
て
共
感
の
相
手
を
選
ぶ
こ
と
が
な
い
。
そ
の
人
に
と
っ

て
は
、
他
者
に
生
命
が
あ
る
と
い
う
事
実
こ
そ
が
、
共
感
の
根
拠
と

な
る
。
生
命
か
ら
出
発
す
る
ゆ
え
に
、
最
も
自
然
で
堅
実
な
「
多
様

性
あ
る
統
一
」
へ
の
扉
が
、
こ
こ
に
開
か
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
か
ろ
う
。

生
命
と
い
う
普
遍
性
へ
の
忠
誠
は
、
人
々
の
個
性
を
圧
殺
す
る
こ

と
が
な
い
。
ま
た
個
性
の
側
も
、
生
命
と
い
う
普
遍
性
か
ら
離
れ
て

は
存
立
で
き
な
い
。
各
々
の
個
性
は
生
命
と
い
う
普
遍
の
広
が
り
に

お
い
て
重
な
り
合
い
、
そ
れ
が
自
由
で
調
和
的
な
公
共
空
間
を
形
成

す
る
。
個
人
の
自
由
と
社
会
的
平
等
の
両
立
と
い
う
、
古
く
か
ら
の

社
会
思
想
的
テ
ー
マ
に
対
す
る
一
つ
の
仏
教
的
な
回
答
が
、
こ
こ
に

あ
る
よ
う
に
思
う
。
同
講
演
で
提
案
さ
れ
た
「
一
様
性
か
ら
多
様
性

へ
」
の
発
想
転
換
は
、実
に
は
「
理
性
的
普
遍
か
ら
生
命
的
普
遍
へ
」

と
言
う
べ
き
思
想
性
を
内
包
し
て
い
る
。
理
性
的
普
遍
主
義
は
、
人

間
生
命
の
非
理
性
的
な
も
の
を
特
殊
と
見
て
排
除
し
、
完
全
に
普
遍
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的
な
存
在
者
を
人
間
の
外
に
〈
神
〉
と
し
て
求
め
る
。
こ
こ
に
外
な

る
絶
対
の
権
威
が
生
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
個
性
を
抑
圧
し
た
り
画
一

化
し
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
が
始
ま
る
。
理
性
的
普
遍
は
、
真
に
内

在
的
な
普
遍
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
生
命
的
普
遍
主
義
は
違
う
。

人
間
の
生
命
そ
れ
自
体
を
完
全
な
普
遍
者
と
仰
ぐ
の
で
、
人
間
の
外

部
に
そ
れ
以
上
の
権
威
を
設
け
る
こ
と
が
な
い
。設
け
る
と
す
れ
ば
、

人
間
と
同
じ
生
命
の
権
威
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
自
然
な

生
命
は
誰
か
ら
も
圧
迫
さ
れ
ず
、
各
人
が
そ
の
個
性
の
ま
ま
に
完
全

な
普
遍
性
を
持
つ
。「
仏
教
で
言
う
普
遍
的
価
値
は
、
徹
底
し
て
内

在
的
に
追
求
さ
れ
る
た
め
、
画
一
化
し
、
一
様
化
し
よ
う
と
し
て
も
、

不
可
能
」
と
池
田
講
演
で
言
わ
れ
る
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
意
味
に

お
い
て
で
あ
る
。
池
田
は
、「
内
在
的
普
遍
」「
宇
宙
生
命
」
と
い
っ

た
言
葉
で
人
間
生
命
の
完
全
な
普
遍
性
を
訴
え
、
そ
れ
が
自
由
な
人

間
の
連
帯
性
＝
「
開
か
れ
た
共
感
」
を
根
底
か
ら
養
い
う
る
点
を
指

摘
し
た
の
で
あ
る
。

Ａ
・
ス
ミ
ス
の
「
見
え
ざ
る
手
」（invisible hand

）、
Ｆ
・
Ａ
・

ハ
イ
エ
ク
の
「
自
生
的
秩
序
」（spontaneous order

）
な
ど
を
持

ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
西
欧
の
社
会
哲
学
の
系
譜
に
も
、
多
様
で
自

由
な
諸
個
人
が
自
ず
と
公
共
の
利
益
を
増
進
さ
せ
る
、
と
す
る
考
え

方
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
体
の
異
な
る
自
由
と
自
由
は
何
ら

か
の
衝
突
が
避
け
ら
れ
ず
、
人
々
の
自
由
の
調
和
は
、
よ
く
言
え
ば

道
徳
的
抑
制
、
悪
く
言
え
ば
打
算
的
合
理
性
の
産
物
に
な
り
が
ち
で

あ
っ
た
。
仏
教
的
に
見
る
と
、
こ
れ
は
自
由
の
主
体
を
個
人
に
限
定

す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。今
は
素
描
的
な
言
い
方
に
と
ど
め
る
が
、

仏
教
の
社
会
哲
学
に
お
い
て
は
、「
わ
れ
」
で
も
「
わ
れ
わ
れ
」
で

も
あ
る
よ
う
な
〈
生
命
的
人
間
〉
を
主
体
と
す
る
自
由
の
概
念
が
、

再
定
義
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
の
生
き
方
が
根
底

的
に
変
わ
る
な
ら
ば
、
人
々
の
生
命
的
共
感
に
基
づ
き
、
で
き
る
限

り
無
理
な
く
自
由
の
調
和
が
な
さ
れ
る
社
会
構
造
へ
の
転
換
が
目
指

さ
れ
る
と
想
定
し
て
も
よ
い

29

。
宇
宙
生
命
の
多
様
性
と
し
て
在
る

個
々
の
〈
生
命
的
人
間
〉
は
、
根
源
に
お
い
て
自
他
の
境
界
を
持
た

な
い
。
ゆ
え
に
、
個
人
の
権
利
の
制
限
が
、
本
質
的
な
意
味
で
の
制

限
と
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
仏
教
の
社
会
哲
学
は
、
規
範
的
原
理

や
社
会
の
制
度
設
計
に
よ
っ
て
権
利
や
能
力
の
公
正
な
分
配
を
は
か

る
前
に
、
ま
ず
人
間
が
自
身
の
生
命
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
て
互

い
に
連
帯
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
の
上
で
、
各
人
の
生
命
開
花

の
自
在
な
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。池
田
が
力
説
す
る
、

人
間
革
命
を
通
じ
た
社
会
変
革
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
近
代
の
理
性
的

自
我
か
ら
生
命
的
自
我
へ
の
転
換
と
い
う
文
明
論
的
な
意
義
を
背
負

う
と
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も
従
来
の
道
徳
的
な
社
会
変
革
論
と
同
様

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
仏
教
的
生
命
哲
学
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
平
和
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
池
田
の
人
間
主
義
は
生

命
的
人
間
主
義
と
呼
び
得
る
も
の
で
、
理
性
的
存
在
者
と
し
て
の
人
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間
の
み
を
尊
重
す
る
人
間
中
心
主
義
と
は
異
な
る
。生
命
の
本
質
は
、

宇
宙
大
に
広
が
る
自
由
自
在
の
主
体
で
あ
り
、
無
限
の
多
様
性
を
秘

め
て
い
る
と
さ
れ
る
。
人
間
に
も
、
動
物
に
も
、
草
に
も
、
木
に
も
、

岩
石
に
も
、大
宇
宙
に
も
な
る
も
の
―
―
そ
れ
が
生
命
な
の
で
あ
る
。

仏
教
者
は
、
そ
の
よ
う
に
不
可
思
議
な
生
命
を
尊
重
す
る
信
念
を
通

じ
て
多
様
性
を
守
り
、
人
間
と
自
然
の
間
に
お
け
る
平
和
の
担
い
手

と
も
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
国
家
主
権
か
ら
人
間
主
権
へ

池
田
が
提
唱
す
る
第
三
の
論
点
に
移
ろ
う
。
こ
こ
で
池
田
は
、
近

代
戦
争
で
主
役
を
演
じ
て
き
た
主
権
国
家
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
を
相
対
化
す
る
上
位
シ
ス
テ
ム
と
し
て
国
際
連
盟
や
国
際
連
合
が

結
成
さ
れ
た
も
の
の
、十
分
な
効
果
は
上
げ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
国
際
連
合
は
従
来
の
軍
事
を
中
心
と
す
る
安
全
保
障
の
考

え
方
か
ら
脱
却
し
、
対
話
の
「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」
を
軸
と
し
た
機

能
強
化
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

国
連
憲
章
に
「
わ
れ
ら
連
合
国
の
人
民
は
」
と
あ
る
ご
と
く
、
い
わ

ば
「
国
家
主
権
か
ら
人
間
主
権
」
へ
の
発
想
の
転
換
が
な
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
う
信
ず
る
池
田
は
、「
人
類
益
」
の
視
野
を
持
っ
て

人
間
主
権
の
時
代
を
担
う
世
界
市
民
を
育
成
す
べ
く
、
草
の
根
レ
ベ

ル
の
教
育
運
動
を
強
く
支
持
す
る
。

主
張
の
眼
目
は
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ

ズ
ム
（
自
民
族
中
心
主
義
）
に
毅
然
と
対
峙
し
う
る
個
人
の
自
立
と
、

そ
れ
を
人
類
的
規
模
で
達
成
す
る
に
は
地
道
で
あ
っ
て
も
教
育
し
か

な
い
と
す
る
点
に
あ
ろ
う
。
池
田
は
、
宗
教
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
育
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
最
優
先
し
て
い
る
。
仏
教
が
唱
え
る

「
法ダ

ル
マに
よ
る
平
和
」
は
、
池
田
の
考
え
で
は
「
生
命
に
よ
る
平
和
」

と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
生
命
の
真
理
＝
法ダ

ル
マを
顕
現
さ
せ
ゆ

く
仏
教
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
人
の
心
を
教
え
て
自
立
さ
せ
よ

う
と
す
る
教
育
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
本
質
的
に
は
同
じ
方
向

性
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

実
際
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
持
っ
て
再
考
す
る
と
、
教
育
的
な

平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
思
わ
せ
る
仏
典
の
言
葉
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。
少
し
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
法
華
経
の
開
経
で
あ
る

無
量
義
経
に
「
慈
仁
無
き
者
に
は
慈
心
を
起
こ
さ
せ
、
殺
戮
を
好
む

者
に
は
大
悲
の
心
を
起
こ
さ
せ
、
嫉
妬
を
生
ず
る
者
に
は
随
喜
の
心

を
起
こ
さ
せ
」

30

と
あ
り
、
華
厳
経
の
十
回
向
品
に
も
「
す
べ
て
の

衆
生
を
し
て
、
刀
杖
を
す
て
て
、
き
よ
ら
か
な
行
い
に
入
ら
せ
」

31

等
と
説
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
の
平
和
思
想
は
元
々
、
一
種

の
教
育
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
と
言
っ
て
も
よ
い
性
格
を
有
し
て
い

る
。
池
田
の
場
合
は
、
生
命
に
宇
宙
根
源
の
主
体
性
＝
法ダ

ル
マを
認
め
る

大
乗
的
な
信
念
に
基
づ
き
、
民
衆
の
主
体
性
を
育
む
教
育
的
な
平
和

ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
人
間
主
権
」
に

よ
る
安
全
保
障
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
の
で
あ
る
。
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伝
統
的
な
安
全
保
障
は
、
お
よ
そ
主
権
国
家
が
軍
事
的
手
段
に

よ
っ
て
国
土
や
国
民
の
安
全
を
保
障
す
る
、
と
い
っ
た
観
念
に
お
い

て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、一
九
九
四
年
に
「
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
）」の『
人
間
開
発
報
告
書
』の
中
で
新
た
に
提
起
さ
れ
た「
人

間
の
安
全
保
障
」
論
で
は
、
国
家
よ
り
も
人
間
の
安
全
を
守
る
観
点

が
重
視
さ
れ
、「
恐
怖
」「
欠
乏
」
と
い
う
二
つ
の
脅
威
か
ら
個
々
人

を
守
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た

32

。
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
に
「
人
間

の
安
全
保
障
委
員
会
（
Ｃ
Ｈ
Ｓ
）」
が
出
し
た
最
終
報
告
書
に
お
い

て
、
人
間
の
安
全
保
障
は
「
人
間
の
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

中
枢
部
分
を
守
り
、
す
べ
て
の
人
の
自
由
と
可
能
性
を
実
現
す
る
こ

と
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る

33

。
現
在
、
概
念
に
は
ま
だ
幅
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
国
家
に
限
ら
ず
、
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
や
民
間

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
、
主
体
的
に
人
間
単
位
の
安
全
保
障
を
担
う
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

34

。

し
か
し
な
が
ら
、
旧
来
の
安
全
保
障
論
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
人
間

の
安
全
保
障
論
に
お
い
て
も
、
最
終
的
に
人
間
自
身
が
人
間
の
安
全

保
障
の
主
体
者
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
は
、
さ
ほ
ど
強
調

さ
れ
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
池
田
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
切
り

込
み
、
本
来
は
人
間
に
よ
る
人
間
の
た
め
の
安
全
保
障
で
は
な
い
か

と
し
て
、「
人
間
主
権
」と
い
う
根
本
精
神
を
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
。

貧
困
に
対
す
る
「
潜ケ

イ
パ在

能ビ
リ
テ
ィ力

」
ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
唱
で
知
ら
れ
、
Ｃ

Ｈ
Ｓ
の
共
同
議
長
で
も
あ
っ
た
経
済
学
者
の
Ａ
・
セ
ン
は
、
前
出
の

最
終
報
告
書
に
寄
せ
た
囲
み
記
事
の
中
で
、
人
間
の
安
全
保
障
が
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（em

pow
erm

ent,

能
力
強
化
）
を
求
め
る
こ

と
を
説
い
て
い
る

35

。
こ
こ
で
も
人
間
は
依
然
、
安
全
保
障
の
対
象

の
域
を
出
て
い
な
い
が
、
人
間
主
権
の
安
全
保
障
を
唱
え
る
池
田
の

思
想
ま
で
は
、
あ
と
一
歩
と
言
え
な
く
も
な
い
。
と
も
あ
れ
、
真
の

安
全
保
障
は
人
間
自
身
の
変
革
、
人
間
革
命
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
説
き
、教
育
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
す
る
池
田
は
、

そ
の
必
然
と
し
て
「
人
間
主
権
」
の
主
張
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
国
家
主
権
と
人
間
主
権
を
分
け

て
論
ず
る
こ
と
自
体
、
政
治
哲
学
的
に
ナ
ン
セ
ン
ス
で
は
な
い
か

等
々
の
意
見
も
出
る
で
あ
ろ
う
。な
る
ほ
ど
民
主
主
義
体
制
下
で
は
、

国
家
主
権
と
言
っ
て
も
人
民
の
代
表
が
そ
れ
を
担
う
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
理
論
的
に
は
国
家
主
権
が
人
間
主
権
と
同
じ
意
味
を
持
つ
。
だ

が
、
現
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
す
で
に
古
典
的
な
社
会
契

約
説
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
が
人
民
に
よ
っ
て
信
託
さ
れ
た
政
府
の
権

力
濫
用
に
抵
抗
す
る
権
利
（
抵
抗
権
）
を
論
じ
て
い
る
。
人
民
の
代

表
者
た
る
為
政
者
が
、人
民
を
抑
圧
す
る
。
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
は
、

抵
抗
権
の
ご
と
き
制
度
上
の
対
抗
策
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
ル
ソ
ー

が
述
べ
た
よ
う
に
、
人
民
が
欺
か
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う

36

。
制
度
論

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
根
本
問
題
は
、
生
き
た
人
間
の
揺
れ
動
く
心
に
柔

軟
に
対
応
で
き
な
い
点
に
あ
る
。

こ
の
問
題
を
克
服
す
る
に
は
、
制
度
に
従
う
前
提
と
し
て
、
制
度
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を
定
め
た
生
活
者
の
創
造
性
、
仏
教
的
に
言
え
ば
智
慧
の
次
元
に
立

ち
返
る
べ
き
だ
と
も
言
え
る
。
民
主
主
義
の
諸
制
度
も
、
先
人
た
ち

の
共
生
の
智
慧
の
果
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
根
源
に
遡
っ
て
、
そ
の

共
生
の
智
慧
を
分
か
ち
合
う
人
々
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
民
主

的
制
度
を
真
実
に
機
能
さ
せ
、
国
家
主
権
を
実
質
的
に
人
間
主
権
と

し
ゆ
く
最
善
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
池
田
講
演
の
中
に
「＂
人
類
の
議

会
＂
た
る
べ
き
国
連
は
、あ
く
ま
で
対
話
に
よ
る
『
合
意
』
と
『
納
得
』

を
基
調
と
し
た
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
軸
に
し
て
、
従
来
の
軍
事
中
心

の
『
安
全
保
障
』
の
考
え
方
か
ら
脱
却
し
つ
つ
、機
能
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
制
度
論

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
っ
て
国
家
間
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
問
題
に
し
が

ち
な
安
全
保
障
の
議
論
を
、
む
し
ろ
一
切
の
制
度
を
生
み
出
す
人
間

生
命
の
創
造
性
に
照
準
を
当
て
る
こ
と
で
対
話
重
視
の
あ
り
方
に
変

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
制
度
か
ら
智
慧
へ
の
着
眼
点
の
移

行
は
、
安
全
保
障
に
お
い
て
軍
事
か
ら
対
話
へ
の
転
換
を
も
た
ら
す

の
で
あ
る
。

対
話
の
尊
重
は
ま
た
、
生
活
者
の
連
帯
性
の
帰
結
で
も
あ
ろ
う
。

池
田
に
よ
れ
ば
、
生
活
者
の
目
線
は
常
に
連
帯
の
方
向
を
向
い
て
い

る
と
い
う
。
池
田
は
、
日
本
を
代
表
す
る
経
済
人
の
一
人
で
あ
る
松

下
幸
之
助
と
の
対
談
に
お
い
て
「
庶
民
の
心
に
は
、
他
の
人
々
や
生

物
と
共
存
し
、
共
和
の
人
類
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
願
い
は
本
然

的
に
あ
っ
た
し
、
現
在
も
あ
る
」37

と
の
見
解
を
述
べ
た
こ
と
が
あ

る
。
生
命
の
宇
宙
的
広
が
り
を
自
然
に
体
し
た
生
活
者
は
本
然
的
に

連
帯
を
願
っ
て
い
る
は
ず
だ
、
と
い
う
の
が
池
田
の
信
念
で
あ
る
。

池
田
講
演
で
は
、
こ
の
信
念
が
「
人
類
益
」
の
視
野
を
持
っ
た
世
界

市
民
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
池
田
は
、
国
家

や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
団
体
等
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
従
来
型
の

安
全
保
障
を
否
定
は
し
な
い
も
の
の
、
す
べ
て
の
根
本
は
生
活
者
た

る
民
衆
の
連
帯
に
あ
る
と
強
調
す
る
。

二
〇
一
一
年
七
月
、
同
年
の
三
月
十
一
日
に
日
本
で
起
き
、
未
曾

有
の
大
惨
事
を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
関
す
る
池
田
の

コ
ラ
ム
が
、
国
際
通
信
社
Ｉ
Ｐ
Ｓ
か
ら
各
国
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
配

信
さ
れ
た
。
コ
ラ
ム
の
中
で
は
、地
域
の
人
々
の
「
助
け
合
い
」「
支

え
合
い
」
が
多
く
の
被
災
者
の
命
を
救
っ
た
と
い
う
事
実
や
、
創
価

学
会
も
全
会
館
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
支
援
に
当
た
っ
た
こ
と
な

ど
が
述
べ
ら
れ
、「
常
日
頃
か
ら
、
草
の
根
の
レ
ベ
ル
で
、
一
人
一

人
を
大
切
に
し
、
相
手
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
、
励
ま
し
合
う
庶
民

の
連
帯
に
こ
そ
、
不
慮
の
災
害
に
も
崩
れ
ぬ
人
間
の
安
全
保
障
の
起

点
が
あ
る
」
と
結
論
さ
れ
て
い
る

38

。「
国
家
か
ら
人
間
へ
」
と
い
う

池
田
の
人
間
主
権
論
は
、
そ
う
し
た
生
活
者
の
連
帯
性
へ
の
信
頼
に

依
拠
し
た
主
張
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
人
間
主
権
の
要
と
な
る
わ
け
だ
が
、
池
田
は
、

何
よ
り
も
生
活
者
の
根
源
的
な
自
立
性
を
唱
え
て
や
ま
な
い
。
池
田

講
演
で
は
、
釈ブ

ッ
ダ尊
や
日
蓮
の
故
事
を
通
し
、「
一
個
の
人
間
と
し
て
、
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巨
大
な
権
力
に
も
毅
然
と
対
峙
し
、
権
力
を
賢
明
に
相
対
化
し
て
い

け
る
人
格
」
の
尊
厳
が
語
ら
れ
、
そ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
権
力
か
ら

自
立
し
た
「
世
界
市
民
」
を
育
成
す
る
、
草
の
根
の
教
育
運
動
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
池
田
の
理
解
で
は
、
仏
と
は
自
立
し
た

世
界
市
民
の
模
範
で
あ
る
。
安
全
保
障
に
ま
つ
わ
る
す
べ
て
の
テ
ク

ニ
カ
ル
な
議
論
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
の

広
範
な
基
盤
と
な
る
創
造
的
・
連
帯
的
・
自
立
的
な
生
活
者
、
す
な

わ
ち
池
田
の
言
う
世
界
市
民
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
。
そ
こ
に

人
間
主
権
的
な
安
全
保
障
の
要
が
あ
る
と
、
彼
は
訴
え
た
い
の
で
あ

る
39

。ち
な
み
に
、
生
活
者
の
自
立
を
目
指
す
現
代
の
仏
教
運
動
と
言
え

ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
教
育
者
で
あ
る
Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
が
創

始
し
た
「
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
」
を
想
起
す
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ

の
運
動
は
、
超
党
派
的
な
面
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
仏
教
の
伝
統

か
ら
き
て
い
る
。
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
と
は
「
す
べ
て
の
覚
醒
」
を
意
味

し
、
人
格
の
覚
醒
を
通
じ
て
民
衆
一
人
一
人
を
自
立
さ
せ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
に
参
画
さ
せ
る
こ
と
を
重
要
な
目
標
と
す
る
。そ
し
て
、

「
す
べ
て
の
人
の
幸
福
」
を
社
会
開
発
の
理
念
に
掲
げ
、
非
暴
力
と

協
力
を
実
践
の
基
本
と
す
る
。
見
る
限
り
、
池
田
の
主
張
と
同
じ
よ

う
に
、
生
活
者
の
自
立
を
通
じ
た
平
和
を
唱
え
る
運
動
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

と
言
っ
て
も
、
池
田
と
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
の
指
導
者
と
で
は
「
自
立
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運

動
の
実
地
研
究
を
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
学
者
Ｊ
・
メ
イ
シ
ー
に

よ
る
と
、
村
人
た
ち
は
そ
こ
で
労
働
・
食
物
・
思
想
・
言
語
の
分
か

ち
合
い
を
通
じ
て
互
い
に
力
を
引
き
出
し
合
い
、
貧
困
の
無
力
感
か

ら
解
放
さ
れ
る
。「
真
の
社
会
変
革
に
は
個
人
の
変
革
が
必
要
だ
」

と
い
う
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
「
仏
教
の
『
社
会
的
福

音
』」
で
あ
り
、「
変
革
の
責
任
を
担
う
の
は
村
人
た
ち
だ
と
い
う
一

種
の
挑
戦
」
を
提
示
し
て
い
る
と
、
メ
イ
シ
ー
は
指
摘
す
る

40

。
し

か
し
な
が
ら
、
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
が
称
え
る
自
立
と
は
、
メ
イ
シ
ー

が
記
す
と
こ
ろ
の
「
地
域
の
レ
ベ
ル
で
の
自
己
尊
重
」41

に
あ
た
る
。

換
言
す
る
な
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
の
自
己
尊
重
で
あ

り
、
池
田
の
ご
と
く
個
人
の
根
源
的
な
自
立
を
高
調
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
運
動
の
目
標
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
相
互
依
存
に
貢
献
し
う

る
個
人
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り
、
自
己
肯
定
ど
こ
ろ
か
自

己
否
定
が
自
立
の
要
件
と
さ
え
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
創
始
者

の
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
は
、「
自
分
自
身
を
発
見
す
る
た
め
に
自
己
を
失

え
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
自
己
否
定
に
よ
る
自

立
と
い
う
逆
説
的
な
意
図
を
説
明
し
て
い
る

42

。

サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
が
推
進
す
る
民
衆
の
自
立
が
、
当
該
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
平
和
に
資
す
る
点
は
、
筆
者
も
否
定
し
な
い
。
だ
が
、
果
た

し
て
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
エ
ゴ
を
乗
り
越
え
、
ま
た
国
家
間
の

紛
争
を
解
決
す
る
力
と
な
り
う
る
の
か
。
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
が
コ
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
権
を
推
進
し
て
い
る
の
は
―
―
彼
ら
は
そ
う
で
な
い

と
言
う
か
も
し
れ
な
い
が
―
―
客
観
的
に
見
て
事
実
で
あ
る
。
こ
の

運
動
を
世
界
的
に
広
げ
る
に
は
、
自
己
否
定
と
い
う
脱
世
俗
性
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
権
へ
の
傾
斜
が
や
は
り
問
題
点
と
な
ろ
う
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
国
家
を
主
体
的
に
従
え
る
普
遍
的
な
生
活
者
を
民
衆

レ
ベ
ル
で
育
成
し
よ
う
と
い
う
池
田
の
人
間
主
権
論
は
、
わ
れ
わ
れ

の
近
代
的
自
我
に
内
側
か
ら
力
強
く
働
き
か
け
て
く
る
。と
こ
ろ
が
、

サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
権
論
は
、
近
代
に
対
し
て
批

判
的
な
ベ
ク
ト
ル
し
か
持
た
な
い
。
本
質
的
な
優
劣
の
評
価
を
下
す

つ
も
り
な
ど
な
い
が
、
池
田
の
主
張
の
方
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

現
実
的
な
提
案
に
聞
こ
え
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

以
上
を
整
理
し
よ
う
。「
人
間
革
命
」
を
社
会
改
革
の
起
点
と
定

め
る
池
田
は
、
教
育
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
民
衆
の
主
体
性
を

広
範
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
安
全
保
障
の
基
底

に
「
人
間
主
権
」
の
観
念
を
置
く
べ
き
こ
と
を
、
国
際
社
会
に
提
言

し
て
い
る
。人
間
主
権
と
い
う
言
葉
で
池
田
が
訴
え
た
か
っ
た
も
の
、

そ
れ
は
＂
生
活
者
の
創
造
性
・
連
帯
性
・
自
立
性
を
中
心
と
せ
よ
＂

と
い
う
意
味
で
の
「
生
活
者
主
権
」
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ

の
生
活
者
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
主
体
的
に
貢
献
す
る
生
活
者
を
指
す
の

で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
共
同
体
の
価
値
を
相
対
化
し
、
宇
宙
根
源
の

主
体
性
を
帯
び
て
屹
立
し
た
個
人
が
、
池
田
の
考
え
る
生
活
者
＝
民

衆
の
本
来
的
な
姿
で
あ
る
。
池
田
は
、
こ
れ
を
新
世
紀
の
地
球
文
明

を
担
う
「
世
界
市
民
」
の
理
想
と
し
て
い
る
。

民
衆
の
根
源
的
主
体
性
の
開
花
に
よ
る
人
間
主
権
的
な
安
全
保

障
、と
い
う
池
田
の
平
和
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
、こ
こ
ま
で
種
々

の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
思
う
に
、
従
来
の
国
家
主
権
的
な
安
全
保

障
論
の
根
底
に
は
、
人
々
を
平
和
に
向
か
わ
せ
る
の
は
死
へ
の
恐
怖

で
あ
る
と
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
人
間
観
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
核

抑
止
論
な
ど
軍
事
的
均
衡
を
問
題
視
す
る
議
論
は
、
ま
さ
に
そ
の
産

物
で
あ
る
。
対
し
て
、
池
田
が
構
想
し
た
人
間
主
権
に
基
づ
く
安
全

保
障
論
は
、「
平
和
と
は
戦
争
の
欠
如
で
は
な
く
て
、
精
神
の
力
か

ら
生
ず
る
徳
」43

と
考
え
た
ス
ピ
ノ
ザ
の
見
解
に
近
づ
く
。
た
だ
し
、

平
和
を
も
た
ら
す
精
神
の
力
を
、
理
性
の
命
令
と
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
生
命
全
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
根
源
的
主
体
性
に
求
め
る
の
が
池

田
の
主
義
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
理
性
的
な
国
家
論
と
一
線
を
画
す

る
重
要
な
視
点
が
秘
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

ル
ソ
ー
等
も
主
張
し
た
こ
と
だ
が
、
従
来
、
理
性
的
に
は
、
国
家

に
保
護
さ
れ
て
い
る
自
分
の
生
命
を
国
家
防
衛
の
た
め
に
捧
げ
る
の

が
当
然
の
道
理
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
全
生
命
的
な
主
体
性

を
も
っ
て
す
れ
ば
、
こ
れ
は
理
性
が
生
命
全
体
か
ら
離
れ
て
一
人
歩

き
し
た
末
の
誤
り
で
あ
る
。
元
々
は
生
命
が
理
性
を
用
い
て
国
家
を

考
え
た
の
で
あ
っ
て
、
部
分
的
な
理
性
が
全
生
命
の
犠
牲
を
要
求
す

る
な
ど
は
本
末
転
倒
の
話
と
な
ろ
う
。
国
家
は
、
生
命
が
生
命
自
身
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を
守
る
た
め
に
、
生
命
の
一
部
た
る
理
性
を
使
っ
て
作
り
出
し
た
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
国
家
体
制
だ
け
で
は
な
い
。
経
済
シ
ス
テ
ム
、
思

想
、宗
教
、芸
術
等
も
、人
間
の
生
命
活
動
を
基
盤
に
、理
性
や
直
観
、

感
情
等
を
駆
使
し
て
生
ま
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。
池
田
は
、
こ
の
生

命
根
本
の
視
点
を
決
し
て
見
失
わ
な
い
。
ま
し
て
や
法
華
経
哲
学
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
う
ち
に
宇
宙
大
の
生
命
を
見
る
。
す
べ
て
が

生
命
に
始
ま
り
、生
命
に
帰
着
す
る
と
教
え
る
。
池
田
は
言
う
。「
科

学
と
い
っ
て
も
、
芸
術
と
い
っ
て
も
、
教
育
と
い
っ
て
も
、
政
治
と

い
っ
て
も
、
経
済
と
い
っ
て
も
、
そ
の
根
本
は
何
か
。
そ
う
い
う
現

象
を
も
と
と
し
て
考
え
た
場
合
に
、
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
が
発
生
す

る
か
。
ぜ
ん
ぶ
そ
の
根
本
は
人
間
で
す
。
人
生
が
根
本
で
す
。
生
命

な
く
し
て
、経
済
も
、教
育
も
、科
学
も
、政
治
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
っ

さ
い
が
人
生
、
社
会
の
幸
福
を
追
求
す
る
た
め
の
各
分
野
で
す
。
根

本
は
ぜ
ん
ぶ
人
間
で
す
。
生
命
で
す
」44

と
。
こ
れ
は
、
一
九
六
一
年

の
池
田
発
言
で
あ
る
。
爾
来
五
十
年
、
彼
は
、
人
間
世
界
に
お
け
る

一
切
の
生
み
の
親
は
他
な
ら
ぬ
人
間
の
生
命
で
あ
る
、
と
す
る
「
人

間
主
義
」
の
信
念
を
世
界
に
発
信
し
て
き
た
。

も
う
少
し
、
別
の
角
度
か
ら
も
述
べ
て
お
こ
う
。
個
々
の
生
命
が

す
べ
て
宇
宙
的
主
体
性
で
あ
る
、
と
信
ず
る
池
田
の
生
命
哲
学
に
基

づ
く
な
ら
、
一
方
の
生
命
を
犠
牲
に
し
て
他
方
の
生
命
を
生
か
す
、

と
い
っ
た
発
想
は
、
も
と
よ
り
出
て
き
よ
う
が
な
い
。
私
の
生
命
と

あ
な
た
の
生
命
は
共
に
宇
宙
の
主
体
で
あ
る
か
ら
、
一
つ
の
生
命
も

犠
牲
と
せ
ず
に
国
家
を
運
営
す
べ
し
、
と
い
う
の
が
政
治
の
鉄
則
と

な
ろ
う
。
こ
れ
を
現
実
離
れ
し
た
空
想
と
笑
う
人
は
、
実
は
そ
の
人

自
身
が
現
実
離
れ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
を
抽
象
化
し
た
理
論

の
世
界
で
単
に
理
性
的
、
計
量
的
に
物
事
を
判
断
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
概
念
の
固
定
化
を
求
め
る
理
性
が
静
止
的
な
「
結
果
」
に
目
を

向
け
が
ち
な
の
に
対
し
、
自
在
性
を
本
質
と
す
る
生
命
は

45

、
も
っ

ぱ
ら
動
的
な
「
原
因
」
の
中
に
い
る
。
い
き
お
い
、
理
性
の
人
は
一

定
の
状
況
下
に
お
け
る
最
善
策
を
考
え
て
や
む
を
得
ぬ
犠
牲
を
正
当

す
る
が
、
生
命
の
人
は
犠
牲
の
全
く
な
い
状
況
を
作
り
出
す
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
。
そ
の
結
果
、
前
者
は
戦
時
下
の
平
等
な
犠

牲
を
予
め
国
民
に
課
し
、
後
者
は
あ
く
ま
で
戦
争
の
原
因
を
追
究
し

て
戦
争
な
き
国
家
の
建
設
を
目
指
す
。

こ
う
し
て
、
仏
教
的
な
生
命
哲
学
に
立
脚
し
た
池
田
の
平
和
思
想

で
は
、
戦
争
防
止
論
こ
そ
が
最
重
要
の
課
題
と
な
る
。
し
か
ら
ば
、

戦
争
防
止
を
考
え
る
上
で
、
戦
争
を
起
こ
す
原
因
の
源
と
は
何
か
。

そ
れ
は
結
局
、
人
間
の
心
に
他
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
池
田
に
あ
っ
て

は
、
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
の
抑
止
論
な
ど
で
な
く
、
生
命
変
革
論
的
な
戦

争
防
止
が
平
和
の
根
本
方
策
と
な
る
。
戦
争
の
根
源
は
「
殺
す
心
」

に
あ
り
、
こ
の
殺
す
心
を
慈
し
み
の
心
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
仏

教
的
な
戦
争
防
止
の
真
骨
頂
と
さ
れ
る
。
池
田
は
、
一
九
九
一
年
に

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
行
っ
た
講
演
に
お
い
て
、「『
殺
す
心
を
殺
す
』

と
い
う
人
間
の
主
体
的
生
命
の
内
奥
に
脈
打
つ
主
客
未
分
化
の
慈
し
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み
の
境
位
」
に
こ
そ
調
和
あ
る
関
係
性
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
る
と

語
っ
て
い
る

46

。
生
命
に
見
ら
れ
る
「
主
客
未
分
化
の
慈
し
み
の
境

位
」
と
は
、自
他
不
二
な
る
宇
宙
的
主
体
性
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

我
が
生
命
か
ら
宇
宙
へ
―
―
池
田
に
お
け
る
仏
教
の
平
和
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
こ
の
一
点
に
極
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
は
、
為
政
者
や
民
衆

の
心
を
開
発
し
ゆ
く
教
育
的
な
平
和
運
動
を
支
持
し
つ
つ
、
自
身
も

仏
教
者
と
し
て
人
々
の
生
命
に
働
き
か
け
る
対
話
を
心
が
け
て
き
た

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

同
講
演
に
お
い
て
、
池
田
は
「
知
識
か
ら
智
慧
へ
」「
一
様
性
か

ら
多
様
性
へ
」「
国
家
主
権
か
ら
人
間
主
権
へ
」
と
い
う
三
つ
の
角

度
か
ら
、
自
ら
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
っ
た
。
講

演
の
終
わ
り
に
く
る
と
、
こ
の
よ
う
な
考
察
が
、
結
局
は
「
生
命
の

内
な
る
変
革
、す
な
わ
ち
＂
智
慧
＂
と
＂
慈
悲
＂
と
＂
勇
気
＂
の
『
大

我
』を
開
き
ゆ
く『
人
間
革
命
』」に
帰
結
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
一
人
の
人
間
に
お
け
る
本
源
的
な
革
命
が
賢
明
な
る
民

衆
の
ス
ク
ラ
ム
と
な
っ
て
連
動
し
ゆ
く
と
き
、そ
の
潮
流
は
、『
戦
乱
』

と
『
暴
力
』
の
宿
命
的
な
流
転
か
ら
、
必
ず
や
人
類
を
解
き
放
つ
で

あ
ろ
う
」
と
の
信
念
を
披
瀝
し
つ
つ
、
講
演
を
結
ん
で
い
る
。

池
田
の
こ
う
し
た
意
見
を
、宗
教
者
に
あ
り
が
ち
な
「
心
の
変
革
」

論
と
見
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
宗
教
者
が

大
衆
性
か
ら
の
脱
却
を
唱
え
る
の
に
対
し
、
池
田
の
「
人
間
革
命
」

は
大
衆
性
の
顕
現
を
目
指
し
て
い
る
。
前
者
は
大
衆
的
な
生
き
方
か

ら
の
目
覚
め
を
説
く
が
、
後
者
は
大
衆
の
生
命
こ
そ
尊
極
と
見
て
そ

れ
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
心
の
変
革
論
で
も
、
目

指
す
方
向
が
正
反
対
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、池
田
は
個
の
主
体
的
精
神
を
重
視
す
る
が
、だ
か
ら
と
言
っ

て
制
度
論
的
な
安
全
保
障
論
に
虚
し
さ
を
覚
え
る
宗
教
者
で
も
な

い
。
彼
の
意
図
は
、
制
度
論
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
よ
り
実
効
あ

ら
し
め
る
た
め
に
人
間
自
体
の
内
的
変
革
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
訴
え
る
こ
と
に
あ
る
。
詳
細
に
言
う
な
ら
、
智
慧
（
万
般
の
知
識

を
使
い
こ
な
す
創
造
性
）・
慈
悲
（
開
か
れ
た
生
命
的
共
感
か
ら
く

る
連
帯
性
）・
勇
気
（
生
命
＝
法ダ

ル
マの

開
発
に
よ
る
自
立
性
）
と
い
う

三
つ
の
徳
性
が
真
の
恒
久
平
和
と
安
全
保
障
を
可
能
に
す
る
と
し
、

そ
れ
に
は
わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
の
宇
宙
＝
大
我
を
開
花
さ
せ
る
「
人

間
革
命
」
が
必
要
と
説
く
の
で
あ
る
。

大
乗
仏
教
の
仏
身
論
に
、
法
・
報
・
応
の
三
身
説
が
あ
る
。
法
身

と
は
真
理
を
体
と
す
る
仏
身
、
報
身
は
智
慧
を
体
得
し
た
仏
身
、
応

身
は
慈
悲
を
も
っ
て
衆
生
を
救
う
仏
身
を
言
い
、
法
華
経
哲
学
で
は

こ
の
三
身
が
相
即
し
て
仏
身
の
全
体
を
な
す
と
す
る
。
池
田
は
当
該

講
演
の
中
で
、
こ
の
三
身
論
に
基
づ
き
、
人
間
生
命
の
徳
を
考
察
し

た
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
在
な
る
生
命
の
創
造
性
は
智
慧
の

報
身
、
宇
宙
的
広
が
り
を
持
つ
が
ゆ
え
の
生
命
の
連
帯
性
は
慈
悲
の



50

研究　東洋

応
身
、
宇
宙
根
源
の
真
理
に
立
つ
生
命
の
自
立
性
は
勇
気
を
導
く
法

身
で
あ
り
、
智
慧
の
創
造
性
・
慈
悲
の
連
帯
性
・
勇
気
の
自
立
性
を

円
満
に
具
え
た
生
命
の
全
体
が
三
身
相
即
の
仏
身
に
あ
た
る
、
と
解

さ
れ
う
る
。
民
衆
に
智
慧
あ
れ
、
慈
悲
あ
れ
、
勇
気
あ
れ
、
と
謳
っ

た
池
田
講
演
の
主
張
は
、
生
命
に
具
わ
る
仏
の
徳
を
引
き
出
そ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
池
田
の
信
念
に
従
う
な
ら
、
生
命
の
ま
ま
に

生
き
る
民
衆
は
至
高
の
仏
で
あ
り
、
そ
の
本
然
的
な
徳
の
啓
発
が
そ

の
ま
ま
仏
法
の
実
践
と
な
る
。「
仏
法
即
社
会
」
と
称
さ
れ
る
法
華

経
哲
学
の
世
俗
重
視
の
精
神
が
、
こ
こ
に
も
よ
く
現
れ
て
い
よ
う
。

筆
者
は
最
初
に
、
平
和
を
「
人
類
の
共
存
共
栄
」
と
定
義
し
、
そ

の
方
向
に
沿
う
仏
教
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
す
る
中
で
、
創
価

学
会
の
池
田
大
作
が
唱
え
る
法
華
経
的
な
平
和
思
想
に
た
ど
り
着
い

た
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
題
材
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
東
西
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
池
田
講
演
を
検
討
し
た
。
人
間
生
命
の
宇
宙
的
主
体
性
を
承

認
す
る
池
田
の
姿
勢
か
ら
は
、
輪
廻
・
業
の
教
義
に
よ
っ
て
現
世
の

生
命
の
価
値
を
低
め
、
運
命
の
決
定
論
に
与
す
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
創
造
性
や
連
帯
性
に
富
む
人
間
な
ら
ば
、
欲
望
や
怒

り
の
本
質
を
否
定
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
調
和
的
に
生
か
そ
う
と
す
る
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
そ
の
よ
う
な
人
間
は
当
然
、
怒
り
を
捨
て
る
瞑
想

等
の
脱
世
俗
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
主
と
せ
ず
、
む
し
ろ
生
活
者

の
共
生
感
覚
を
重
視
し
た
大
衆
的
な
平
和
実
践
を
創
案
し
て
い
く
。

池
田
に
あ
っ
て
は
、
世
界
数
十
カ
国
で
行
わ
れ
た
人
間
主
義
の
対
話

や
反
戦
平
和
の
展
示
等
、
民
衆
の
平
和
意
識
を
啓
発
し
て
き
た
諸
活

動
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、「
人
間
革
命
」
を
根
幹
に
置
く
池

田
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
人
間
の
心
を
無
条
件
に
絶
対
視
し
な
い

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
考
え
て
い
く
と
、
池
田
が
唱
道
す
る
仏
教
的
な
平
和
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
仏
教
の
平
和
思
想
が
抱
え
る
諸
問
題
を
克
服
す
る
た
め

の
一
方
向
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
そ
の
方
向
性
の

基
調
に
あ
る
の
は
、
仏
教
者
は
万
物
一
体
・
相
互
依
存
の
哲
学
の
う

ち
に
人
間
の
自
由
な
主
体
を
解
消
す
る
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
平
和
の
観

念
か
ら
脱
却
し
、
人
間
の
自
由
な
主
体
に
万
物
を
包
む
哲
学
に
立
っ

て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
調
和
の
世
界
を
創
造
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
池
田
が
力
説
す
る
大
我
の
自
己
と
は
、生
命
の
自
在
さ
に
徹
し
、

柔
軟
で
無
限
の
自
由
を
持
つ
主
体
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。そ
れ
は
、

柔
軟
な
自
由
ゆ
え
に
創
造
性
と
連
帯
性
に
満
ち
、
無
限
の
自
由
の
主

体
ゆ
え
に
究
極
の
自
立
を
果
た
し
て
い
る
。
今
日
、
人
類
社
会
の
精

神
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
世
俗
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
同
化
で
き
る

ほ
ど
適
合
的
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
が
大
衆
か
ら
遊
離
し
が

ち
な
傾
向
に
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
生
命
の
根
源
を
見
据
え
た
自
立
や

利
他
の
精
神
を
鼓
吹
す
る
の
が
、
池
田
の
人
間
主
義
で
あ
る
。

次
に
、
こ
こ
で
池
田
講
演
に
見
ら
れ
る
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
社
会

正
義
論
の
文
脈
に
置
き
、そ
の
大
ま
か
な
位
置
づ
け
も
考
え
て
み
る
。

法
華
経
的
な
大
我
の
自
己
論
に
立
っ
て
平
和
の
徳
を
論
じ
た
池
田
講
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演
の
内
容
は
、
現
代
の
政
治
哲
学
で
言
え
ば
共
生
志
向
の
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
ニ
ズ
ム
に
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
社
会
の
基
礎

構
造
に
か
か
わ
る
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
や
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
論
な
ど
を
考
慮
す
る
人
は
、
池
田
講
演
が
原

理
的
な
視
座
を
欠
く
点
に
不
満
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
毎
年
の

「
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
日
」
記
念
提
言
に
お
け
る
様
々
な
政
策
の
提
案
か
ら
も

わ
か
る
と
お
り
、
池
田
は
単
な
る
道
徳
的
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
は
な

い
。
た
だ
、
あ
ら
ゆ
る
固
定
観
念
を
排
す
る
仏
教
者
と
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
社
会
の
原
理
を
固
定
化
せ
ず
、
む
し
ろ
原
理
を
選
択
す
る
自

在
な
智
慧
の
創
造
性
に
生
き
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
池
田
か
ら
見
る
と
、
合
理
的
な
社
会
正
義
の
理
論
と
い

い
、
道
徳
的
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
主
張
と
い
い
、
元
々
は
自

在
な
る
生
命
か
ら
派
生
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
命

の
自
在
な
創
造
性
が
社
会
正
義
の
議
論
と
な
り
、
生
命
の
宇
宙
的
広

が
り
や
根
源
的
な
自
立
性
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
連
帯
を
志
向
す
る

と
考
え
う
る
。
仏
教
的
生
命
論
に
基
づ
く
池
田
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
正
義
と
道
徳
あ
る
い
は
理
論
と
実
践
を
、
そ
れ
ら
の
本
源
に
お

い
て
架
橋
す
る
よ
う
な
思
想
性
を
自
負
す
る
。

最
後
に
な
る
が
、
池
田
は
、
西
洋
近
代
を
積
極
的
に
生
か
そ
う
と

す
る
、
特
異
な
東
洋
の
仏
教
者
と
言
え
る
。
こ
の
点
、
池
田
の
思
想

を
理
解
す
る
に
は
、
文
明
論
的
な
角
度
か
ら
の
考
察
も
大
事
で
は
な

い
か
と
思
う
。
筆
者
が
検
討
し
た
池
田
講
演
に
は
、
平
和
の
実
現
を

何
よ
り
も
心
の
次
元
で
捉
え
る
東
洋
的
な
思
想
の
伝
統
が
見
て
取
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
は
、
仏
教
者
が
慈
悲
の
王
者
論
を
語
っ
た
り
、
儒
者

が
心
を
正
し
て
国
を
治
め
る
「
修
己
治
人
」
を
説
い
た
り
と
、
自
己

の
内
面
的
変
革
に
よ
っ
て
平
和
な
社
会
を
築
く
と
い
う
考
え
方
が
古

く
か
ら
あ
っ
た
。
た
だ
、
あ
ま
り
自
己
変
革
を
強
調
す
る
と
、
様
々

な
社
会
問
題
が
心
の
次
元
に
還
元
さ
れ
、
不
公
正
、
差
別
、
暴
力
等

の
不
正
義
が
黙
過
さ
れ
る
危
険
性
も
出
て
く
る
。
自
己
の
拡
大
を
説

く
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で
、
大
き
な
共
同
体
的
自
己
の
中
に
個
的
自

己
が
解
消
さ
れ
た
あ
げ
く
、
社
会
変
革
に
立
ち
向
か
う
個
人
の
主
体

性
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
加
え
て
、
自
己
変
革
の
主
体
が
支
配
者

や
知
識
人
に
限
定
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
点
も
、
ア
ジ
ア
の
社
会
的
停
滞

に
拍
車
を
か
け
た
感
が
あ
る
。
聖
人
君
子
を
頼
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

が
常
態
化
し
た
社
会
に
は

47

、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
歴
史
哲
学
講
義
の
中
で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
個
人
の
自
立
と
い
う
観
念
が
欠
落
し
て
い
る
。

そ
う
考
え
た
時
、
自
己
変
革
か
ら
社
会
の
平
和
へ
と
い
う
東
洋
的

な
道
筋
を
示
し
な
が
ら
も
、
知
識
優
先
の
文
明
か
ら
自
在
な
智
慧
の

文
明
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
唱
え
、
数
々
の
具
体
的
な
政
策
提
言

を
な
し
、
民
衆
が
主
体
者
と
な
る
社
会
変
革
を
謳
い
、
個
の
根
源
的

主
体
性
を
揚
言
す
る
池
田
の
平
和
構
築
論
は
、
東
洋
的
か
つ
西
洋
的

と
も
言
う
べ
き
、
思
想
の
柔
軟
性
を
感
じ
さ
せ
ず
に
お
か
な
い
。
か

か
る
柔
軟
性
は
、
東
洋
人
の
池
田
が
西
洋
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
た

せ
い
も
あ
ろ
う
が
、
本
質
的
に
は
法
華
経
的
な
中
道
の
生
き
方
に
由
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来
す
る
も
の
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

法
華
経
的
な
中
道
は
、
ま
さ
に
自
由
自
在
の
真
理
で
あ
る
。
法
華

経
哲
学
の
大
成
者
で
あ
る
天
台
智
顗
は
、『
摩
訶
止
観
』
に
「
若も

し

一
心
従よ

り
一
切
の
法
を
生
ぜ
ば
、
此
れ
即
ち
是
れ
縦
な
り
、
若
し
心
、

一
時
に
一
切
の
法
を
含
ま
ば
、
此
れ
即
ち
是
れ
横
な
り
、
縦
も
亦
可

な
ら
ず
、
横
に
亦
可
な
ら
ず
、
秪た

だ

、
心
は
是
れ
一
切
の
法
、
一
切
の

法
は
是
れ
心
な
る
な
り
。
故
に
縦
に
非
ず
、
横
に
非
ず
、
一
に
非
ず
、

異
に
非
ず
、
玄
妙
深
絶
に
し
て
諸
の
識
る
所
に
非
ず
」48

等
と
講
じ
た

と
い
う
。
こ
の
見
解
に
準
ず
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
自
己
は
、
不

可
思
議
な
ま
で
に
無
規
定
的
と
見
る
し
か
な
い
。そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、

自
己
は
厳
然
た
る
自
己
自
身
で
あ
り
な
が
ら
、し
か
も
他
者
で
あ
り
、

共
同
体
で
あ
り
、
国
家
で
あ
り
、
全
人
類
で
も
あ
り
、
自
然
で
も
あ

り
、
す
な
わ
ち
一
切
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
も
の
と

考
え
う
る
。
日
蓮
は
、
こ
の
自
由
自
在
の
真
理
に
立
脚
し
て
、
自
己

の
心
を
浄
化
す
れ
ば
必
ず
国
土
の
恒
久
的
な
安
全
と
繁
栄
が
実
現
で

き
る
と
説
き
、封
建
時
代
の
日
本
の
為
政
者
に
再
三
そ
れ
を
訴
え
た
。

い
わ
ゆ
る
「
立
正
安
国
」
の
国
主
諌
暁
で
あ
る
。
結
局
、
立
正
安
国

の
本
格
的
挑
戦
は
後
世
の
弟
子
た
ち
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
日
蓮
滅
後

約
七
百
年
を
経
た
後
、
創
価
学
会
が
出
現
し
て
そ
の
本
格
的
な
挑
戦

を
開
始
し
、
池
田
の
代
に
な
る
と
、
全
人
類
の
幸
福
を
視
野
に
入
れ

た
地
球
的
な
立
正
安
国
＝
世
界
平
和
の
運
動
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

池
田
は
、
中
道
の
自
在
な
真
理
に
基
づ
き
、
自
己
の
変
革
が
他
者

の
変
革
、
社
会
の
繁
栄
、
世
界
の
平
和
、
ま
た
自
然
界
の
調
和
と
も

不
可
避
的
に
連
動
し
て
い
る
と
の
信
念
の
下
、
国
連
等
の
国
際
社
会

で
積
極
的
に
行
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
自
由
自
在
で
す
べ
て
を
生

か
し
ゆ
く
中
道
の
自
己
が
、
池
田
の
力
説
す
る
「
大
我
」
で
あ
る
。

自
己
拡
大
と
言
っ
て
も
個
の
主
体
性
は
滅
失
せ
ず
、
自
己
の
変
革
が

大
事
と
言
っ
て
も
制
度
的
な
不
正
義
を
決
し
て
看
過
し
な
い
―
―
池

田
の
平
和
思
想
は
、
自
由
自
在
な
中
道
の
視
座
に
立
っ
て
、
初
め
て

正
当
に
理
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
ど
こ
ま
で
も
自
在
な
、
こ
の
中
道
の
自
己
は
、
絶
対
に

従
う
べ
き
原
理
原
則
を
持
た
な
い
と
い
う
点
で
、
深
刻
な
危
う
さ
も

伴
っ
て
い
る
。
中
道
の
自
己
と
し
て
の
人
間
は
、
自
己
愛
に
生
き
る

も
よ
し
、
他
者
に
尽
く
す
も
よ
し
、
国
家
に
身
を
捧
げ
る
も
よ
し
、

人
類
愛
に
生
き
る
も
よ
し
、
自
然
保
護
に
努
力
す
る
も
よ
し
と
、
要

す
る
に
「
何
で
も
あ
り
」
の
世
界
に
い
る
。
だ
が
、
ひ
と
た
び
「
す

べ
て
を
生
か
す
」
と
い
う
中
道
的
な
主
体
の
力
が
失
わ
れ
る
や
、
そ

こ
に
様
々
な
偏
執
の
病
が
噴
出
す
る
。
す
べ
て
を
生
か
す
自
己
愛
は

自
他
共
生
的
で
あ
っ
て
も
、
偏
執
の
自
己
愛
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
す
ぎ

な
い
。す
べ
て
を
生
か
す
利
他
は
豊
か
な
調
和
社
会
を
も
た
ら
す
が
、

偏
執
の
利
他
は
自
己
犠
牲
を
人
々
に
強
い
る
抑
圧
的
な
社
会
を
生
み

出
す
。
す
べ
て
を
生
か
す
愛
国
心
が
人
類
の
連
帯
に
開
か
れ
た
パ
ト

リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
だ
と
す
れ
ば
、
偏
執
的
な
愛
国
心
は
容
易
に
ウ
ル
ト

ラ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
転
化
し
う
る
。
人
間
と
自
然
の
共
存
を
は
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か
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
取
り
組
み
も
、
自
然
愛
護
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る

と
エ
コ
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
招
来
す
る
結
果
と
な
ろ
う
。

す
べ
て
で
あ
り
う
る
中
道
の
自
己
は
、
ま
さ
に
す
べ
て
で
あ
ろ
う

と
す
る
力
を
存
立
の
生
命
線
と
す
る
。
中
道
の
世
界
に
は
何
の
原
則

も
な
い
が
、
強
い
て
言
え
ば
、
す
べ
て
で
あ
ろ
う
と
す
る
主
体
の
力

自
体
が
生
き
た
原
則
と
考
え
ら
れ
る
。
際
限
な
く
自
在
な
主
体
を
制

し
う
る
も
の
は
、
も
は
や
主
体
自
身
の
力
し
か
あ
り
え
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
自
己
が
自
己
を
律
す
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
「
言
う

に
易
く
行
う
に
難
し
」
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
中
道
を
歩
む
他
者
の

人
格
か
ら
薫
陶
や
感
化
を
受
け
、
そ
の
主
体
の
力
を
自
己
に
現
し
な

が
ら
自
己
を
律
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
く
る
。
法
華
経
で
は
、
そ

れ
が
師
弟
の
道
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
が
強
調
す
る

の
は
師
弟
の
因
縁
の
深
さ
で
あ
り
、
寿
量
品
で
は
極
め
て
長
遠
な
過

去（
久
遠
五
百
塵じ

ん

点て
ん

劫ご
う

）か
ら
の
師
弟
関
係
が
説
か
れ
る
。友
人
を「
第

二
の
自
己
」
と
言
っ
た
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
っ
た
が
、
過
去

か
ら
の
因
縁
深
き
「
第
二
の
、
そ
し
て
理
想
の
自
己
」
と
し
て
師
の

存
在
を
格
別
に
重
視
し
、
宇
宙
的
な
主
体
の
力
を
師
と
共
有
す
る
弟

子
の
実
践
を
勧
め
た
の
が
、
法
華
経
の
教
え
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ま

い
か
。

筆
者
の
こ
う
し
た
解
釈
の
正
否
は
と
も
か
く
、
現
代
に
お
け
る
法

華
経
の
実
践
者
で
あ
る
池
田
が
、
師
の
戸
田
城
聖
に
徹
し
て
仕
え
抜

き
、
戸
田
の
死
後
も
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
恩
師
の
遺
徳
の
宣
揚

に
力
を
注
い
で
き
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
戸
田
―

池
田
の
師
弟
関
係
は
、
そ
の
足
跡
を
追
う
と
わ
か
る
よ
う
に
、
広
が

り
ゆ
く
主
体
の
力
に
溢
れ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
仏
教
的

な
主
体
性
の
哲
学
の
現
実
性
を
感
知
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま

た
、
法
華
経
哲
学
に
基
づ
く
、
新
た
な
仏
教
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
の

可
能
性
が
担
保
さ
れ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

以
上
、
池
田
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
考
察
の
結
論
と
し
て

㈠

池
田
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
生
命
に
よ
る
平
和
」
を
基
調
と

す
る
。
そ
れ
は
、
民
衆
本
来
の
生
命
の
強
化
を
目
指
す
と
い
う
点

で
、
宗
教
一
般
に
見
ら
れ
る
超
俗
的
な
精
神
性
の
重
視
と
は
趣
を

異
に
す
る
。世
俗
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
も
親
和
的
で
あ
り
、種
々

の
制
度
論
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、そ
の
源
で
あ
る
生
命
の
力
、

す
な
わ
ち
生
命
に
具
わ
る
智
慧
の
創
造
性
に
よ
っ
て
実
効
あ
ら
し

め
よ
う
と
す
る
。「
知
識
か
ら
智
慧
へ
」
―
―
こ
の
池
田
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
人
類
に
「
生
命
」
と
い
う
原
点
へ
の
回
帰
を
促
し
て

い
る
。

㈡

池
田
は
、
民
衆
の
生
命
に
本
来
具
わ
る
創
造
性
・
連
帯
性
・
自

立
性
を
開
発
し
ゆ
く
「
人
間
革
命
」
の
実
践
が
、
近
年
、
国
際
的

に
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
王
道
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
彼
の
法
華
経
的
な
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
軸
は
、
賢
明

な
民
衆
の
宇
宙
的
主
体
性
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
世
界
市
民
を
育
て
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る
草
の
根
の
教
育
運
動
を
強
く
支
持
す
る
。

㈢

池
田
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、「
理
性
か
ら
生
命
へ
」
の
発

想
転
換
を
呼
び
か
け
る
。
池
田
が
唱
え
る
の
は
、
理
性
を
用
い
て

一
切
の
理
論
を
創
造
し
、
ま
た
本
然
的
に
他
者
と
の
連
帯
を
求
め

る
、
根
源
の
「
生
命
」
へ
の
目
覚
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
池
田
の

平
和
思
想
は
、
合
理
的
な
社
会
正
義
論
と
道
徳
的
な
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ニ
ズ
ム
を
架
橋
す
る
第
三
の
立
場
と
も
考
え
ら
れ
る
。

㈣

池
田
に
見
ら
れ
る
「
人
間
革
命
」
の
平
和
思
想
は
、
東
洋
を
出

自
と
し
つ
つ
西
洋
の
思
考
と
も
共
鳴
し
合
い
、
い
わ
ば
脱
文
明
的

な
性
格
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
脱
文
明
性
は
、
法
華
経
的
な
自
己

が
ど
こ
ま
で
も
自
由
自
在
な
主
体
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
が
、

か
く
も
無
規
定
的
な
自
在
性
は
、
時
に
反
平
和
的
な
も
の
す
ら
容

認
す
る
危
険
性
を
持
つ
と
言
っ
て
よ
く
、
池
田
自
身
が
身
を
も
っ

て
示
し
た
よ
う
に
、
師
弟
関
係
に
よ
る
自
己
規
律
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

と
述
べ
、
一
応
、
こ
の
論
稿
を
擱
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

〈
注
釈
〉

１

森
三
樹
三
郎
訳
『
荘
子
Ⅰ
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
、

四
一
、四
二
頁
。

２

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ

神
々
と
の
対
話

サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ

Ⅰ
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
四
頁
。

３

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、

一
九
七
八
年
、
三
〇
頁
。

４

同
書
、
三
二
頁
。

５

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
岩
波
文
庫
、

一
九
八
四
年
、
一
〇
三
頁
。

６
「
自
在
所
欲
生
」（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
九
巻
、
三
一
上
二
一
）。

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
（
中
）』
岩
波
文
庫
、一
九
六
四
年
、

一
四
八
頁
。

７
「
魔
界
即
仏
界
」（
大
正
四
六
・
一
一
六
中
二
一
―
二
二
）。
田
村
徳

海
訳
『
摩
訶
止
観
』（『
国
訳
一
切
経
』
諸
宗
部
三
、
大
東
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
改
訂
六
刷
、
三
四
二
頁
）。

８

金
谷
治
訳
注
『
大
学
・
中
庸
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
年
、

七
二
、七
五
頁
。

９
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
、
塩
原
通
緒
訳
『
禅
的
生
活
の
す
す
め
』

ア
ス
ペ
ク
ト
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
三
頁
。

10

Ｔ
・
ホ
ッ
ブ
ズ
、水
田
洋
訳
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
（
一
）』
岩
波
文
庫
、

一
九
九
二
年
改
訳
版
、
二
三
〇
―
二
三
一
頁
。

11

杉
本
五
郎
『
大
義
』
平
凡
社
、
一
九
四
三
年
、
一
一
七
、一
一
八
頁
。

12

青
目
釈
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』
観
涅
槃
品
第
二
五
・
一
九
「
涅
槃

与
世
間

無
有
少
分
別

世
間
与
涅
槃

亦
無
少
分
別
」（
大
正

三
〇
・
三
六
上
四
―
五
）。
三
枝
充
悳
訳
『
中
論
（
下
）』
第
三
文
明
社
、
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一
九
八
四
年
、
七
〇
一
頁
。

13
『
法
華
経
』
の
経
文
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
考
え
方
の
根
拠
を
探
す

な
ら
ば
、釈
尊
（
ブ
ッ
ダ
）
の
過
去
世
の
姿
で
あ
る
「
常
不
軽
菩
薩
」（
筆

者
注
＝
人
を
軽
ん
じ
な
い
菩
薩
と
い
う
意
味
）
が
、
一
般
の
僧
俗
男
女

を
「
必
ず
仏
に
な
る
べ
き
人
々
」
と
し
て
最
大
限
に
尊
敬
し
、
礼
拝
し

て
回
っ
た
と
す
る
説
話
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
不
軽
菩
薩
の
人
間
礼

拝
か
ら
は
、
世
俗
に
あ
る
無
常
の
存
在
に
も
究
極
の
尊
厳
性
を
認
め
る

姿
勢
が
感
じ
取
ら
れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
不
軽
菩
薩
が
現
実
の
人
間

を
離
れ
て
奥
底
に
眠
る
生
命
の
本
質
を
拝
ん
だ
の
で
は
な
い
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
を
よ
く
読
む
と
、「
諸
法
の
実
相
」「
世
間
の

相
も
常
住
な
り
」「
生
ぜ
ず
出
せ
ず

動
ぜ
ず
退
せ
ず

常
住
に
し
て

一
相
な
り
」
な
ど
と
あ
り
、
世
俗
の
現
実
が
即
ち
永
遠
の
真
理
で
あ
る

と
明
か
す
の
に
気
づ
か
さ
れ
る
（
坂
本
・
岩
本
訳
注
『
法
華
経
（
上
）』

岩
波
文
庫
、一
九
六
二
年
、六
八
、一
二
〇
頁
。
前
掲
書
『
法
華
経
（
中
）』

二
五
四
頁
）。『
法
華
経
』
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
命
の
本
質
の
み
を
尊
ぶ

の
で
な
く
、今
こ
こ
に
い
る
人
間
を
そ
の
ま
ま
尊
重
す
る
と
見
ら
れ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
輪
廻
を
免
れ
な
い
と
さ
れ
る
現
世
的
な
生
に
即
し

て
涅
槃
の
悟
り
を
見
る
経
典
で
あ
る
。

　
　

と
こ
ろ
が
、
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
の
よ
う
な
脱
世
俗
の
仏
教
者

は
、
こ
の
『
法
華
経
』
に
対
し
て
す
ら
現
世
否
定
的
な
解
釈
を
行
お
う

と
す
る
。
例
え
ば
、『
法
華
経
』
に
薬
王
菩
薩
が
過
去
世
に
焼
身
供
養

し
た
話
が
出
て
く
る
が
、
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
に
よ
る
と
、
薬
王
菩
薩
は

「
身
体
が
固
定
化
し
た
永
続
し
た
自
己
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
と
ら

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
か
ら
「
自
分
の
身
に
香
油
を
注
ぎ
、
火
を
つ

け
て
、
自
分
の
身
を
焼
い
た
の
だ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年

代
の
ベ
ト
ナ
ム
で
、
政
府
の
宗
教
政
策
に
抗
議
す
る
僧
（
テ
ィ
ク
・
ク

ワ
ン
・
ド
ッ
ク
）
が
現
実
に
焼
身
供
養
を
行
っ
た
事
件
に
触
れ
、「
か

れ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
て
助
け
を
必
要
と
し
て
い

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
へ
と
伝
え
る
た
め
に
自
分
の
身
体
を
供

養
で
き
る
ほ
ど
に
自
由
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ

ト
・
ハ
ン
、
藤
田
一
照
訳
『
法
華
経
の
省
察
』
春
秋
社
、
二
〇
一
一
年
、

一
五
六
、一
五
七
、一
五
九
頁
）。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ

の
身
体
が
究
極
の
本
質
で
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
現
世
的
な
も

の
を
相
対
化
す
る
、
こ
う
し
た
思
想
が
法
華
経
的
で
な
い
こ
と
は
、
す

で
に
説
明
し
た
。
法
華
経
哲
学
に
あ
っ
て
は
、
身
体
と
心
を
分
別
す
る

こ
と
を
迷
い
と
す
る
。『
無
量
義
経
』
に
は
仏
身
を
「
無
相
の
相
」
と

も
説
く
し
、
中
国
天
台
宗
の
傑
出
し
た
学
僧
で
あ
っ
た
妙
楽
湛
然
は
身

体
と
心
の
相
即
不
二
（
色
心
不
二
）
を
主
張
し
た
。
心
が
究
極
の
本
質

で
あ
る
な
ら
ば
、
身
体
も
ま
た
そ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
法
華
経

哲
学
で
は
そ
う
解
す
る
ゆ
え
に
、「
即
身
成
仏
」の
義
が
唱
え
出
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
薬
王
菩
薩
の
焼
身
供
養
と
言
っ
て
も
、
法
華
経
を
命
が
け
で

受
持
す
る
無
量
の
功
徳
を
教
え
る
た
め
に
説
か
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

薬
王
品
で
は
、
焼
身
供
養
の
話
の
後
、「
諸
経
の
中
の
王
」
と
し
て
一

切
衆
生
を
救
う
『
法
華
経
』
を
供
養
す
る
功
徳
の
計
り
知
れ
な
い
こ
と
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が
強
調
さ
れ
る
。焼
身
供
養
が
法
華
経
の
修
行
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
法
華
経
を
信
じ
弘
め
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
は
、
脱
世
俗
の
目
で
『
法
華
経
』
を
読
み
、
焼
身

供
養
を
本
源
的
次
元
の
自
由
を
証
明
す
る
行
動
な
ど
と
讃
え
る
が
、
そ

の
よ
う
な
自
由
に
は
脱
世
俗
的
な
境
地
に
と
ら
わ
れ
た
深
刻
な
不
自
由

さ
が
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
が
説
く
本
源
的
次
元
の
自
由
は
、
ナ
ッ
ト
・

ハ
ン
が
執
着
す
る
脱
世
俗
の
世
界
に
は
な
く
、
世
俗
と
脱
世
俗
が
相
即

す
る
円
満
な
実
相
世
界
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
法
華
経
的
な

自
由
と
は
、
如
来
寿
量
品
に
「
わ
が
こ
の
土
は
安
穏
に
し
て
…
…
衆
生

の
遊
楽
す
る
所
な
り
」（
坂
本
・
岩
本
訳
注
『
法
華
経
（
上
）』
岩
波
文

庫
、
一
九
六
七
年
、
三
二
頁
）
と
あ
る
ご
と
く
「
現
世
を
楽
し
む
自
由
」

で
あ
っ
て
、
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
の
言
う
「
現
世
を
離
れ
る
自
由
」
に
は
と

ど
ま
ら
な
い
。

　
　

法
華
経
的
な
無
執
着
で
は
執
着
す
べ
き
は
執
着
せ
よ
と
教
え
、
そ
の

相
即
不
二
の
視
座
は
煩
悩
か
ら
離
れ
ず
に
菩
提
を
得
る
道
を
認
め
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
は
「
と
ら
わ
れ
な
い
」
こ
と
に
と

ら
わ
れ
、
相
即
や
無
分
別
を
語
り
な
が
ら
分
別
的
に
怒
り
を
取
り
除
け

な
ど
と
言
う
。
ま
た
、『
法
華
経
』
は
相
依
相
即
の
縁
起
的
世
界
観
の

う
ち
に
永
遠
の
釈
尊
と
い
う
鮮
烈
な
個
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
が
、

ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
は
相
互
存
在
（inter-being

）
の
自
論
に
固
執
し
て
個

の
自
己
を
尊
重
し
よ
う
と
し
な
い
。
彼
の
法
華
経
論
は
か
え
っ
て
非
法

華
経
的
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
思
考
の
根
底
に
は
常
に
脱
世
俗
へ
の
執

着
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
法
華
経
』
も
、
む
ろ
ん
脱
世
俗
の
教

え
を
含
む
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
脱
世
俗
の
地
平
の
終
極
に
世
俗
の
限

り
な
い
意
義
を
明
察
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
経
典
の
真
骨
頂
が
あ
る
の

で
あ
る
。

14
『
新
校
本

宮
沢
賢
治
全
集
』
第
十
五
巻
（
本
文
篇
）、
筑
摩
書
房
、

一
九
九
五
年
、
五
〇
頁
。

15

東
洋
哲
学
研
究
所
編
『
池
田
大
作

世
界
と
の
対
話
』
東
洋
哲
学
研

究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
一
五
一
頁
。

16

池
田
鼎
談
『
法
華
経
の
智
慧
』（『
池
田
大
作
全
集
』
第
二
九
巻
、
聖

教
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
九
頁
）。

17

池
田
の
思
想
に
お
い
て
、
人
間
生
命
の
全
体
性
は
宇
宙
的
な
広
が
り

を
持
つ
と
さ
れ
、し
ば
し
ば「
大
我
」と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。「
大

我
」
と
は
『
涅
槃
経
』
等
に
説
か
れ
る
大
乗
仏
教
の
用
語
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
が
一
切
の
執
着
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
現
れ
る
、
際
限
な
く
主

体
的
な
自
己
を
指
す
と
言
え
る
。
そ
れ
は
一
切
の
断
定
や
区
別
か
ら
離

れ
て
自
由
自
在
な
の
で
、
個
で
あ
り
な
が
ら
全
体
で
も
あ
る
よ
う
な
自

己
、
す
な
わ
ち
宇
宙
的
自
己
と
も
称
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
宇
宙
的
自

己
こ
そ
が
、
実
は
本
来
的
な
自
己
、
す
な
わ
ち
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

18

テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
、
棚
橋
一
晃
訳
『
仏
の
教
え
ビ
ー
イ
ン
グ
・

ピ
ー
ス
―
―
ほ
ほ
え
み
が
人
を
生
か
す
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九

年
、
六
二
頁
。
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19

Ｊ
・
ロ
ッ
ク
、鵜
飼
信
成
訳『
市
民
政
府
論
』岩
波
文
庫
、一
九
六
八
年
、

三
八
頁
。

20

牧
口
は
、
そ
の
著
『
創
価
教
育
学
体
系
』
に
お
い
て
、「
言
語
に
よ
っ

て
代
表
さ
れ
る
真
理
を
認
識
し
、
記
憶
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を

生
活
に
応
用
し
て
、善
と
利
と
美
と
を
創
造
す
る
能
力
を
増
大
す
る
様
、

被
教
育
者
を
嚮
導
す
る
こ
と
が
、
即
ち
教
師
の
本
務
だ
」
等
と
述
べ
て

い
る
（『
牧
口
常
三
郎
全
集
』
第
六
巻
、
第
三
文
明
社
、
一
九
八
三
年
、

二
四
七
頁
）。

21

牧
口
に
と
っ
て
、
生
活
法
の
究
極
は
法
華
経
の
真
理
＝
妙
法
で
あ
っ

た
。
創
価
教
育
学
会
の
機
関
誌
『
価
値
創
造
』
第
五
号
（
一
九
四
一
年

十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
牧
口
会
長
の
論
文
「
宗
教
改
革
造
作
な
し
」

の
中
に
、「
吾
々
同
志
の
実
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
、
こ
こ
に
世
界
の

人
類
が
等
し
く
渇
望
す
る
所
の
無
上
最
大
の
生
活
法
即
ち
成
仏
の
妙

法
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

22
「
一
毛
孔
中
無
量
仏
刹
荘
厳
清
浄
曠
然
安
住
」（
大
正
九
・
四
一
〇
下

二
二
―
二
三
）。
玉
城
康
四
郎
訳
『
華
厳
経
（
抄
訳
）』（
中
村
元
編
『
大

乗
仏
典
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
九
九
頁
）。

23
「
法
無
處
所
。
若
著
處
所
。
是
則
著
處
非
求
法
也
」（
大
正

一
四
・
五
四
六
上
一
九
―
二
〇
）。
中
村
元
訳
『
維
摩
経
』（
前
掲
書
『
大

乗
仏
典
』
二
九
頁
）。

24

金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
岩
波
文
庫
、一
九
九
九
年
改
訳
版
、二
六
五
頁
。

25

小
川
環
樹
訳
『
老
子
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
七
頁
。

26

Ｊ
・
Ｊ
・
ル
ソ
ー
、
本
田
喜
代
治
・
平
岡
昇
訳
『
人
間
不
平
等
起
原

論
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
二
年
改
訳
版
、
一
八
一
頁
。

27

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、
伊
原
吉
之
助
訳
『
功
利
主
義
論
』（『
世
界
の
名
著

ベ
ン
サ
ム
・
ミ
ル
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
、
四
九
四
頁
。

28

池
田
随
筆
「
人
間
世
紀
の
光
一
〇
八

青
年
に
贈
る
言
葉
」（
創
価

学
会
機
関
紙
『
聖
教
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
三
月
十
六
日
付
三
面
）。

29

池
田
は
、
生
命
的
自
我
の
自
在
性
に
基
づ
き
「
自
由
と
平
等
、
個

人
主
義
と
集
団
主
義
、
そ
の
両
方
を
調
和
さ
せ
る
」（
池
田
鼎
談
『
法

華
経
の
智
慧
』、『
池
田
大
作
全
集
』
第
三
一
巻
、
聖
教
新
聞
社
、

二
〇
〇
七
年
、三
八
八
頁
）
こ
と
を
長
年
に
わ
た
っ
て
提
唱
し
て
き
た
。

池
田
の
政
治
的
信
条
は
中
道
主
義
と
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実
像
は

生
命
論
的
な
人
間
主
義
に
他
な
ら
な
い
。
池
田
に
と
っ
て
、
人
間
の
生

命
は
あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
底
に
あ
る
大
地
の
ご
と
き
も
の
で

あ
る
。
東
西
冷
戦
の
最
中
に
彼
が
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
民
間
外
交
を

貫
い
た
背
景
に
は
、
言
う
な
れ
ば
人
間
生
命
へ
の
宗
教
的
な
帰
依
が

あ
っ
た
と
推
察
で
き
よ
う
。

30
「
無
慈
仁
者
起
於
慈
心
。好
殺
戮
者
起
大
悲
心
。生
嫉
妬
者
起
隨
喜
心
」

（
大
正
九
・
三
八
七
中
二
〇
―
二
二
）。
本
文
中
に
あ
る
現
代
語
訳
は
筆

者
が
行
っ
た
。

31
「
令
一
切
衆
生
。
捨
離
刀
杖
修
行
淨
業
」（
大
正
九
・
五
〇
七
下
二
四

―
二
五
）。
前
掲
、
玉
城
訳
『
華
厳
経
』（『
大
乗
仏
典
』
二
六
一
頁
）。

32

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
『
人
間
開
発
報
告
書

一
九
九
四
』
日
本
語
版
（
国
際
協
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力
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
の
第
二
章
に
、「『
人
間
の
安
全
保
障
』
に

は
二
つ
の
主
要
な
構
成
要
素
が
あ
る
。
恐
怖
か
ら
の
自
由
と
、
欠
乏
か

ら
の
自
由
で
あ
る
。
国
連
の
発
足
当
初
か
ら
こ
の
点
は
正
し
く
認
識
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
前
者
を
指
し
て
安
全
保
障
と
い
う
こ
と
が

多
く
な
り
、
後
者
を
さ
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
」（
同
書
二
四
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
間
の
安
全
保
障
は
、
特
に
経

済
的
・
社
会
的
な
欠
乏
か
ら
人
々
を
解
放
す
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
。

33

"T
he Com

m
ission on H

um
an Security's definition of 

hum
an security: to protect the vital core of all hum

an 
lives in w

ays that enhance hum
an freedom

s and 
hum

an fulfillm
ent.

：（H
um

an Security N
ow, Com

m
ission 

on H
um

an Security/Final Report, M
ay 1, 2003, p.4

）．

人

間
の
安
全
保
障
委
員
会
事
務
局
訳
『
安
全
保
障
の
今
日
的
課
題

人
間

の
安
全
保
障
委
員
会
報
告
書
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
一
頁
。

34

人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
の
最
終
報
告
書
で
は
、
人
間
の
安
全
保
障

の
「
担
い
手
（A

ctors

）」
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
国
家
の
み
が
安
全
の
担
い
手
で
あ
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。国
際
機
関
、

地
域
機
関
、
非
政
府
機
関
（N

GO

）、
市
民
社
会
な
ど
、『
人
間
の
安
全

保
障
』
の
実
現
に
は
は
る
か
に
多
く
の
人
が
役
割
を
担
う
。H

IV

エ
イ

ズ
と
の
戦
い
、
地
雷
の
禁
止
、
人
権
擁
護
と
い
っ
た
分
野
で
、
す
で
に

多
く
の
人
々
が
活
躍
し
て
い
る
」（ibid,p.6

邦
訳
『
安
全
保
障
の
今

日
的
課
題
』一
三
頁
）。

35

A
. Sen, "D

evelopm
ent, rights and hum

an security"

（ibid, p.8

邦
訳
『
安
全
保
障
の
今
日
的
課
題
』
三
二
頁
）。

36

ル
ソ
ー
は
、『
社
会
契
約
論
』
の
中
で
「
人
民
は
、
腐
敗
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
は
決
し
て
な
い
が
、
と
き
に
は
欺
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
（
桑
原
武
夫
・
前
川
貞
次
郎
訳
『
社
会
契
約
論
』
岩
波
文
庫
、

一
九
五
四
年
、
四
七
頁
）。

37

池
田
大
作
・
松
下
幸
之
助
『
人
生
問
答
』（『
池
田
大
作
全
集
』
第
八

巻
、
聖
教
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
、
一
九
八
頁
）。

38

池
田
コ
ラ
ム
「
復
興
へ
創
造
的
応
戦
を
」（『
聖
教
新
聞
』
二
〇
一
一

年
七
月
二
十
一
日
付
二
面
）。

39

池
田
は
、
戸
田
第
二
代
会
長
の
生
誕
一
一
〇
周
年
記
念
提
言
「
核
兵

器
廃
絶
へ

民
衆
の
大
連
帯
を
」（『
聖
教
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
九
月
八
、

九
日
付
）
に
お
い
て
、
核
兵
器
を
絶
対
悪
と
断
じ
た
戸
田
の
「
原
水
爆

禁
止
宣
言
」（
一
九
五
七
年
九
月
八
日
）
が
、
今
日
的
に
見
れ
ば
「
人

間
の
安
全
保
障
」
の
視
座
に
立
脚
し
た
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
、
種
々
の

具
体
的
な
提
言
を
し
た
後
、
特
に
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
し
て
「
核
廃
絶
へ
の
民
衆

の
大
連
帯
を
幾
重
に
も
築
い
て
い
く
決
意
」
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
言
説
か
ら
も
、
池
田
は
、
自
立
し
た
民
衆
が
主
体
者
と
な
る
人
間

主
権
的
な
安
全
保
障
を
強
く
志
向
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

40

Ｊ
・
メ
イ
シ
ー
、
靏
田
栄
作
他
訳
『
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
―
―
仏
法
と
開
発
』

株
式
会
社
め
こ
ん
、
一
九
八
四
、六
二
頁
。

41

同
書
、
一
九
二
頁
。
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42

Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
、
山
下
邦
明
他
訳
『
東
洋
の
呼
び
声
』
は

る
書
房
、
二
〇
〇
一
年
新
装
版
、
一
九
一
頁
。

43

Ｂ
・
ス
ピ
ノ
ザ
、
畠
中
尚
志
訳
『
国
家
論
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
六

年
改
版
、
五
九
頁
。

44

池
田
大
作
『
会
長
講
演
集
』
第
一
巻
、
創
価
学
会
、
一
九
六
一
年
、

九
二
頁
。

45

わ
れ
わ
れ
の
生
命
は
、ど
こ
に
有
る
か
と
問
え
ば
ど
こ
に
も
無
い
が
、

ど
こ
に
も
無
い
か
と
言
え
ば
厳
然
と
有
る
と
言
う
し
か
な
い
。
ま
た
、

自
分
自
身
の
生
命
は
決
し
て
分
割
で
き
な
い
の
に
、
そ
れ
は
他
者
の
生

命
と
別
々
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
生
命
は
わ
れ
わ
れ
の
経
験

に
照
ら
し
て
も
、
不
可
思
議
な
自
在
性
に
満
ち
て
い
る
。
池
田
の
仏
教

的
な
生
命
哲
学
で
は
、こ
う
し
た
自
在
性
が
生
命
の
本
質
で
あ
り
、ブ
ッ

ダ
が
悟
っ
た
宇
宙
根
源
の
真
理
も
こ
の
自
在
な
生
命
の
こ
と
に
他
な
ら

な
い
と
洞
察
す
る
。

46

池
田
講
演
「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
時
代
と
哲
学
」（『
池
田
大
作
全
集
』

第
二
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
三
三
四
頁
）。

47

自
由
自
在
の
主
体
性
に
生
き
る
仏
教
者
は
、
そ
れ
が
民
衆
の
生
活
に

と
っ
て
最
善
の
体
制
で
あ
る
な
ら
ば
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
も
柔
軟
に

認
容
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
仏
教
の
根
本
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も

万
人
の
根
源
的
な
主
体
性
の
開
発
で
あ
る
か
ら
、
常
態
化
し
た
パ
タ
ー

ナ
リ
ズ
ム
に
は
賛
成
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

48
「
若
從
一
心
生
一
切
法
者
。
此
則
是
縱
。
若
心
一
時
含
一
切
法
者
。

此
即
是
横
。
縱
亦
不
可
横
亦
不
可
。
秪
心
是
一
切
法
。
一
切
法
是
心
故
。

非
縱
非
横
非
一
非
異
玄
妙
深
絶
。
非
識
所
識
」（
大
正
四
六
・
五
四
上

一
三
―
一
七
）。
前
掲
、
田
村
訳
『
摩
訶
止
観
』（『
国
訳
一
切
経
』
諸

宗
部
三
、一
六
六
頁
）。

学術交流協定文書調印を記念して
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仏
教
か
ら
見
た
科
学
技
術
の
抱
え
る
課
題創

価

大

学

・

工

学

部

・

教

授

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
・
客
員
研
究
員

山

本

修

一

一
、
は
じ
め
に

現
在
は
、
経
済
的
不
況
だ
と
は
言
え
、
日
本
で
は
科
学
技
術
の
産

物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
大
型
電
気
店
を
訪
れ
て
み
れ
ば
、
一
目
瞭
然

で
あ
る
。
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
な
ど
の
家
電
製
品
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、携
帯
電
話
な
ど
が
数
限
り
な
く
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

ほ
ん
と
に
多
く
の
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
の
人
に
と
っ

て
は
魅
力
的
に
映
る
も
の
も
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
こ
う
も
良
く

新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
村
上
龍
の
『
希
望
の
国
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
』
の
「
こ
の
国

に
は
何
で
も
あ
る
。
…
だ
が
、
希
望
だ
け
が
な
い
」１
と
い
う
一
文

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
モ
ノ
が
多
く
あ
っ
て
も
、
希
望
が
な
い
と
い
う

の
は
、
現
代
の
社
会
を
象
徴
し
て
い
る
。
モ
ノ
は
科
学
技
術
２
の
象

徴
で
あ
り
、
希
望
は
現
代
人
の
心
を
象
徴
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
モ

ノ
と
し
て
は
豊
か
で
あ
る
が
、
心
は
貧
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ

ま
り
、
モ
ノ
と
し
て
の
豊
か
さ
は
築
い
て
き
た
が
、
心
の
豊
か
さ
は

取
り
残
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
末
転
倒
し
て
い
る
。

本
来
な
ら
ば
、
モ
ノ
が
少
な
く
て
も
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
若
者
が
い

る
方
が
健
全
な
社
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
う
も
現
代
社
会
は
、

科
学
技
術
を
発
展
さ
せ
、
多
く
の
便
利
な
も
の
を
作
っ
て
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
切
な
心
の
世
界
の
充
足
を
忘
れ
て
き
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

科
学
技
術
の
進
歩
は
速
い
。
わ
ず
か
五
〇
―
六
〇
年
の
間
に
多
く

の
科
学
技
術
の
進
歩
は
な
さ
れ
た
。
今
後
の
進
歩
を
予
想
す
る
こ
と

さ
え
難
し
い
時
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
早
い
進
歩
に
人
間
は
つ
い

て
い
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
自
然
も
科
学
技
術
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
自
然
生
態
系
も
自
然
の
改
変
に
つ
い
て
い
け

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
様
々
な
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
科
学
技
術
は
依
然
と
し
て
同
じ
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
。

科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
一
体
何
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

か
、
ま
た
そ
れ
を
改
善
す
る
に
は
何
が
必
要
か
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
仏
教
の
視
点
か
ら
、
科
学
技
術
は
一
体
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何
を
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
本
当
に
あ
る
べ
き
科
学

技
術
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
現
代
社
会
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
科
学
技
術
の
本
質
は
何
か

は
じ
め
に
、
人
間
の
問
題
を
捉
え
る
上
で
比
較
の
対
象
と
し
て
、

生
物
の
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
た
い
。
ラ
イ
オ
ン
で
も
、
牛
で
も
よ

い
。
彼
ら
は
何
百
年
も
、
何
千
年
も
、
ま
た
恐
ら
く
何
万
年
も
、
形

も
、
ま
た
そ
の
生
活
も
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
も
ち
ろ

ん
、
何
百
万
年
と
い
っ
た
生
物
の
進
化
は
別
に
し
て
、
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
考
え
る
と
、
生
物
と
い
う
も
の
は
、
本
来
極
め
て
保
守
的

な
も
の
、
変
化
を
嫌
う
も
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
あ
る
意
味

で
、
生
物
ら
し
さ
と
は
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ

は
彼
ら
が
、
生
活
を
変
え
る
手
段
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
人
間
は
ど
う
か
。
確
か
に
人
間
も
昔
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
人
間
の
生
活
は
、
か

つ
て
は
極
め
て
ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
て
い
た
も
の
が
、
近
年
で
は
そ

の
変
化
が
極
め
て
速
く
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
変
化
の
速

度
は
、
千
年
前
は
、
も
っ
と
遅
く
、
一
万
年
前
は
さ
ら
に
遅
い
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
人
間
も
か
つ
て
は
動
物
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
形
体
も
生
活
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
時

代
か
ら
、
生
活
が
急
速
に
変
化
す
る
時
代
へ
と
移
行
し
て
き
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
裸
の
人

間
で
は
な
い
。
生
身
の
人
間
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
に
、
そ
の

環
境
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
環
境
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
の
が
、
科
学
技
術
の
産
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
科
学
技
術
の
産
物
は
、
い
わ
ゆ
る
道
具
、
手
段
で
あ
っ

て
、
人
間
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
道
具
や
手
段
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、私
た
ち
の
生
活
形
態
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
手
段
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
と
の
関

わ
り
方
に
変
化
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

三
―
一
、
人
間
に
と
っ
て
の
科
学
技
術

科
学
技
術
と
は
何
か
、
科
学
技
術
の
本
質
は
何
か
、
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
特
徴
と
し
て
、
四
つ
あ
げ
て
お
き
た

い
。①

目
に
見
え
る
モ
ノ
で
あ
る

つ
ま
り
科
学
技
術
の
産
物
は
、物
質
で
で
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

自
動
車
、
テ
レ
ビ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
携
帯
電
話
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
化
学
物
質
、
医
薬
品
、
い
ず
れ
も
目
に
見
え
る
も

の
で
あ
る
。
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
特
徴
は
、
大
変
強
く
人

間
に
働
き
か
け
て
く
る
。
逆
に
言
う
と
、
我
々
は
、
目
の
前
に
置
か

れ
る
と
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
て
、
大
変
弱
い
と
も
い
え
る
。
モ
ノ
と
し
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て
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
大
き
な
魅
力
を
も
っ
て
い
る
。

②
人
間
が
楽
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
間
か
ら
労
働
を
省
く
と
い
っ
て
も
よ

い
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は
田
畑
を
耕
す
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
人

間
が
行
っ
て
い
た
労
働
を
は
る
か
に
減
ら
し
た
。
階
段
を
上
が
る
と

い
う
労
働
を
減
ら
し
た
の
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

で
あ
る
。
何
千
回
も
繰
り
返
し
行
う
よ
う
な
計
算
を
瞬
時
に
、
し
か

も
正
確
に
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
頭
脳
労
働
を
軽
減
し
た
。
こ
れ
も

大
変
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
動
車
、
船
舶
、
鉄
道
、
航

空
機
の
発
達
に
よ
り
、
楽
に
人
間
自
身
や
物
資
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
畑
を
耕
し
た
り
、
重
い
荷
物
を
も
っ
て
ビ
ル

の
上
に
上
る
、あ
る
い
は
遠
い
と
こ
ろ
に
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と
は
、

い
ず
れ
も
重
労
働
を
伴
う
。
こ
う
し
た
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と

い
う
誰
で
も
が
抱
く
願
望
を
、
科
学
技
術
は
実
現
し
て
き
た
わ
け
で

あ
る
。

生
活
に
関
わ
る
科
学
技
術
の
中
で
自
動
販
売
機
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
い
つ
で
も
手
軽
に
ほ
し
い
も
の
を
購
入
で
き
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
。
自
動
販
売
機
の
役
割
を
一
層
拡
張
し
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
ほ
し
い
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
販
売
で
あ
る
。
か
つ
て
の
モ
ノ
の
売
買
と

い
う
人
間
活
動
は
、
い
つ
も
人
間
を
介
し
て
行
っ
て
き
た
。
し
か
し

自
動
販
売
機
や
ネ
ッ
ト
販
売
は
、人
間
が
張
り
付
い
て
い
な
く
て
も
、

モ
ノ
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
で
き
る
。
こ
れ
は
、
時
間
と
空
間
の

制
約
を
取
り
除
い
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

③
で
き
る
だ
け
速
く
こ
と
を
行
う
た
め
の
も
の

こ
れ
も
別
の
言
い
か
た
を
す
れ
ば
、
時
間
を
短
縮
す
る
と
も
表
現

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
歩
い
て
い
け
ば
、何
ヶ
月
も
か
か
る
距
離
を
、

電
車
や
飛
行
機
で
行
け
ば
、
数
時
間
で
行
っ
て
し
ま
う
。
確
か
に
、

物
事
を
速
く
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
速
く
一
つ
の
こ
と
を
終
え
れ
ば
、
別
の
こ
と
を
す
る

時
間
が
で
き
、
生
き
方
に
余
裕
も
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
わ
け

で
あ
る
。
速
く
こ
と
を
こ
な
す
と
は
、
本
来
余
暇
を
生
み
だ
す
た
め

の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
全
く
反
対
で
、

次
か
ら
次
に
仕
事
は
増
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
か
え
っ
て
、

仕
事
は
忙
し
く
な
り
、
時
間
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

④
人
間
が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
る
も
の

も
ち
ろ
ん
、
科
学
技
術
の
産
物
は
、
も
と
も
と
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

を
も
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
目
的
以
外
に
は
使
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
科
学
技
術
の
産
物

は
、
そ
の
も
っ
て
い
る
目
的
に
添
っ
て
、
思
う
よ
う
に
人
間
が
操
作

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
よ
う
な
生
き
物
は
、
思
う
よ
う

に
動
か
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
相
手
が
機
械
で
あ
れ
ば
、
人
間
の
命

令
す
る
通
り
に
動
く
の
で
あ
る
。
ハ
ン
ド
ル
を
右
に
き
れ
ば
、
車
は



63

■特集①：山東大学設立 110 周年記念学術活動・第４回中韓日国際学術シンポジウム

右
に
曲
が
る
。
洗
濯
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
だ

け
で
、
洗
濯
を
は
じ
め
て
く
れ
る
。＂
今
日
は
疲
れ
た
か
ら
、
右
に

行
き
た
く
な
い
＂、
あ
る
い
は
、＂
洗
濯
は
し
た
く
な
い
＂、
と
機
械

は
言
わ
な
い
。
こ
れ
は
、
動
物
や
人
間
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
存
在

は
、
自
ら
の
意
志
を
も
っ
て
主
体
的
に
生
き
て
い
る
た
め
に
、
他
者

の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
。し
か
し
機
械
は
自
ら
の
意
志
を
も
た
ず
、

つ
く
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
動
く
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
人

間
の
側
で
や
り
た
い
と
き
に
で
き
て
、
や
め
た
い
と
き
に
や
め
る
こ

と
も
で
き
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
も
の
が
、
人
間
に
と
っ
て
の
科
学

技
術
の
産
物
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
科
学
技
術
は
、
も
と
も

と
人
間
に
あ
っ
た
、
楽
に
、
速
く
、
そ
し
て
思
う
ま
ま
に
動
く
、
と

い
っ
た
欲
望
を
実
現
し
て
き
た
も
の
と
も
言
え
る
。

三
―
二
、
自
然
に
と
っ
て
の
科
学
技
術

一
方
で
、
科
学
技
術
は
自
然
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
ろ
う

か
。
も
の
い
わ
ぬ
自
然
に
一
体
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

①
自
然
を
資
源
と
し
て
み
る

科
学
技
術
は
自
然
に
存
在
す
る
物
質
や
生
物
を
資
源
と
し
て
み

る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
物
質
や
生
物
が
資
源
と
し
て
利
用
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
自
然
を
資
源
と
し
て
利
用
可
能
か
ど
う

か
と
い
う
目
で
見
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
今
自
然
を
管
理
し
よ

う
と
し
て
い
る
人
間
は
、
資
源
的
な
価
値
を
も
つ
も
の
は
、
管
理
し
、

大
切
に
扱
う
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
、
ま
さ
に
価
値
の
な
い
、
ど

う
で
も
よ
い
も
の
と
し
て
扱
お
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
人
間
は
、
資

源
的
利
用
価
値
の
あ
る
、な
し
、と
い
っ
た
科
学
技
術
の
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
し
て
、
自
然
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
自
然
は
、

人
間
を
支
え
る
存
在
か
ら
、
利
用
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

②
人
間
と
自
然
と
の
関
わ
り
が
減
っ
た

人
間
は
過
去
に
お
い
て
は
自
然
な
く
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
本
当
は
現
在
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
と
自

然
と
の
関
係
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
科
学
技
術
の
発
達
は
人

間
社
会
に
お
い
て
は
分
業
化
を
余
儀
な
く
し
た
。
高
度
に
専
門
化
し

た
科
学
技
術
は
、
誰
に
で
も
扱
え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
人
間
社
会
と
自
然
と
の
関
わ
り
も
大
き
く
変
化
し
た
。

つ
ま
り
分
業
化
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
自
然
と
直
接
か
か

わ
ら
な
い
で
も
生
き
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

③
生
態
系
を
破
壊
、
分
断
す
る

人
間
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
科
学
技
術
の
巨
大
な
力
を
得
て
、

森
林
を
切
り
開
き
、
山
に
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
を
つ
く
り
、
河
川
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
仕
切
り
、沿
岸
を
埋
め
立
て
、港
や
飛
行
場
を
つ
く
っ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
活
動
は
、
生
態
系
に
と
っ
て
は
、
生
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態
系
そ
の
も
の
の
破
壊
で
あ
り
、
ま
た
生
物
と
そ
の
環
境
の
破
壊
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
活
動
は
、
地
域
に
お
け
る
生
物
と
生
物
の
関
係

を
も
破
壊
し
て
い
る
。

④
新
し
い
化
合
物
を
つ
く
り
だ
し
た

人
間
が
科
学
技
術
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
す
様
々
な
物
質
は
、
自
然

界
に
と
っ
て
異
質
な
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
塩
素
を
含
む
人
工
有

機
化
合
物
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
樹
脂
、内
分
泌
か
く
乱
物
質
（
環

境
ホ
ル
モ
ン
）
は
自
然
界
に
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
地
球
の

歴
史
上
で
生
物
は
出
く
わ
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
生
物
は
人
工
化

合
物
に
対
す
る
処
理
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
人
工
化

合
物
は
生
物
に
と
っ
て
異
質
で
あ
る
た
め
、
そ
の
多
く
は
毒
物
と
し

て
作
用
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
典
型
が
農
薬
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
で

あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
科
学
技
術
は
自
然
に
対
し
て
、
利
益
に
な
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

四
、
仏
教
か
ら
み
た
科
学
技
術

四
―
一
、
人
間
と
科
学
技
術
の
観
点
か
ら

仏
教
、
あ
る
い
は
広
く
東
洋
の
思
想
で
は
人
間
あ
る
い
は
人
生
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
考
え
た
み
た
い
。
こ
こ
で
は
人
間
に

と
っ
て
の
科
学
技
術
の
観
点
か
ら
述
べ
た
四
つ
の
特
徴
と
対
応
さ
せ

て
、
考
え
て
み
た
い
。

①
目
に
見
え
な
い
も
の
が
大
切

仏
教
で
は
、目
に
見
え
な
い
も
の
こ
そ
大
切
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

人
間
が
生
き
る
う
え
で
大
切
な
心
、
命
、
恩
と
い
っ
た
も
の
は
す
べ

て
目
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
身
体
と
心
で
は
、
ど
ち
ら

を
大
切
と
考
え
て
い
る
か
と
い
え
ば
、「
蔵
の
財
よ
り
も
身
の
財
す

ぐ
れ
た
り
身
の
財
よ
り
心
の
財
第
一
な
り
」
あ
る
い
は
「
い
の
ち
と

申
す
物
は
一
切
の
財
の
中
に
第
一
の
財
な
り
」
３
と
日
蓮
も
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
身
体
よ
り
も
心
や
命
の
方
を
重
視
す
る
。

②
人
生
は
楽
を
し
て
は
い
け
な
い

よ
く
、＂
苦
労
は
買
っ
て
で
も
し
ろ
＂、
と
い
う
。
仏
教
で
は
、「
煩

悩
即
菩
提
」４
、「
生
死
即
涅
槃
」５
の
原
理
に
基
づ
き
、
悩
み
や
苦
し

み
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
悟
り
が
あ
り
、
幸
せ
が
あ
る
と
説
く
。
老
い

る
こ
と
、
病
気
、
死
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
限
り
あ
る
人
生
を
少
し
で

も
、
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
特
に
若
い

こ
ろ
の
苦
労
は
、人
生
に
と
っ
て
財
産
で
あ
る
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。

③
人
間
が
育
つ
に
は
時
間
が
か
か
る

人
間
の
体
が
育
つ
の
は
、
少
な
く
と
も
十
数
年
か
ら
二
十
年
程
度

の
時
間
が
か
か
る
。
身
体
だ
け
で
な
く
心
が
育
つ
に
は
、
も
っ
と

長
い
時
間
が
必
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
孔
子
の
論
語
に
は
、「
十
有

五
に
し
て
学
を
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
。

五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。
六
十
に
し
て
耳
順
。
七
十
に
し
て
、
心

の
欲
す
る
所
に
従
え
ど
も
、
矩の

り

を
踰こ

え
ず
」
と
あ
る
。
少
な
く
と
も
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こ
れ
は
、
人
間
の
心
が
育
つ
、
例
え
ば
、
独
り
立
ち
で
き
る
に
は

三
十
年
、
不
動
の
自
己
を
確
立
す
る
に
は
四
十
年
、
こ
の
程
度
の
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
教
で
は
、
修
業
を
重

ん
じ
る
。
修
行
は
一
朝
一
夕
に
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
生
全

体
を
修
行
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
何
年
、何
十
年
の
修
行
を
通
し
て
、

身
も
心
も
よ
り
完
成
形
へ
と
導
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
体

だ
け
で
な
く
、
心
が
育
つ
に
は
十
分
な
時
間
が
必
要
で
、
じ
っ
く
り

と
成
熟
す
る
の
を
待
っ
て
は
じ
め
て
、
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

④
人
間
は
思
う
通
り
に
動
か
な
い
も
の
、
ま
た
、
思
う
よ
う
に
行

か
な
い
の
が
人
生

他
者
と
し
て
の
人
間
は
、
自
分
が
思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
子
供
も
、
親
も
、
た
と
え
赤
ち
ゃ
ん
で
あ
っ
て
も
、

い
ず
れ
も
主
体
的
に
生
き
る
存
在
は
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
動
く
も

の
で
は
な
い
。
長
い
間
飼
い
な
ら
し
て
き
た
犬
で
さ
え
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
動
い
て
は
く
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
生
き
て
い
る
も
の

は
、
他
者
に
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
主
体
性
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
そ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
通
常
人
生
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
思
う

通
り
に
生
き
た
い
、
そ
の
た
め
に
、
私
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
や

悩
み
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。「
よ
か
ら
ん
は
不
思
議

わ
る
か
ら
ん
は
一
定
と
を
も
へ
」６
と
日
蓮
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

人
生
と
い
う
も
の
は
、
思
う
通
り
に
行
く
こ
と
の
方
が
ま
れ
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
て
い
く
と
、
科
学
技
術
が
目
指
し
て
い
る
も
の
と
、

仏
教
が
目
指
し
て
い
る
も
の
と
は
全
く
反
対
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
。

四
―
二
、
自
然
と
科
学
技
術
の
観
点
か
ら

仏
教
か
ら
み
た
場
合
、
科
学
技
術
が
自
然
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
仏
教
の
基
本
的
な
自
然
観
７
を
示
す
。

①
人
間
、
動
物
、
植
物
、
微
生
物
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
は
、
身
体
と

心
の
働
き
が
仮
に
和
合
（
五
陰
仮
和
合
）８
し
て
い
る
と
す
る
共
通

の
原
理
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
い
ず
れ
も
仏
性
と
い
う
内
在
的
な
価

値
を
も
つ
。そ
の
意
味
で
あ
ら
ゆ
る
生
命
は
原
理
的
に
平
等
で
あ
り
、

尊
重
す
べ
き
存
在
で
あ
る
９
。

②
仏
教
の
「
一
念
三
千
論
」
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
三
世
間
」10

は
、

こ
の
世
界
は
三
つ
の
階
層
か
ら
な
っ
て
い
る
と
捉
え
る
。
五
陰
世
間

で
あ
る
個
体
の
人
間
、そ
の
集
合
体
の
衆
生
世
間
で
あ
る
人
間
社
会
、

そ
れ
を
支
え
る
国
土
世
間
で
あ
る
自
然
・
生
態
系
の
三
つ
の
階
層
で

あ
る
。
自
然
は
最
下
層
に
位
置
し
、
人
間
や
人
間
社
会
を
支
え
る
存

在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
あ
っ
て
の
人
間
や
人
間
社
会
で
あ
る
と

の
認
識
に
立
つ
。
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③
あ
ら
ゆ
る
生
命
に
対
す
る
慈
悲
を
基
と
す
る
。
そ
の
た
め
仏
教

の
戒
律
で
あ
る
「
畜
殺
生
具
戒
」
に
は
、「
一
切
の
刀
杖
・
弓
箭
・
鉾
斧
・

闘
戦
の
具
を
畜
ふ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
及
び
悪
網
羅
・
殺
生
の
器
を

一
切
畜
ふ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」11

と
あ
る
よ
う
に
、
殺
生
に
関
わ
る
一

切
の
武
器
や
道
具
を
所
持
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
こ
れ
は
殺
生

だ
け
で
な
く
、
破
壊
な
ど
の
暴
力
性
を
も
戒
め
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
不
救
存
亡
戒
」
に
は
、「
慈
心
を
以
て
の
故

に
放
生
の
業
を
行
ず
べ
し
」12

と
、
生
物
の
繁
栄
を
願
う
行
為
の
重
要

性
を
述
べ
て
い
る
。

④
主
体
と
環
境
は
、「
依
正
不
二
（
依
報
は
環
境
、
正
報
は
主

体
）」13

と
し
て
、
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
関
係
に
あ
り
、
ま
た

お
互
い
に
相
互
に
影
響
し
あ
う
も
の
と
捉
え
る
。

⑤
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
「
縁
起
」14

と
し
て
の
関
係
性
の
中
で
存
在
し

て
い
る
た
め
、関
係
性
な
く
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
存
在
で
き
な
い
。

も
し
、
何
ら
か
の
力
や
影
響
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
関
係
性
を
も
つ
あ

ら
ゆ
る
世
界
は
影
響
を
受
け
る
。

以
上
の
よ
う
な
仏
教
の
自
然
に
対
す
る
見
方
か
ら
、
自
然
に
対
す

る
科
学
技
術
の
影
響
を
評
価
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
①
自
然
を
資
源
と
し
て
み
る
見
方
は
、
自
然
を
差
別
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
資
源
的
価
値
の
あ
る
な
し
と
い
っ
た
価

値
の
高
低
で
見
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
を
見
る
こ
の
見
方

は
、
人
間
に
と
っ
て
役
に
立
つ
か
、
立
た
な
い
か
、
と
い
っ
た
人
間

の
基
準
だ
け
で
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
で
は
、

価
値
あ
る
も
の
は
管
理
の
対
象
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
役
に
立
た
な

い
も
の
は
や
が
て
切
り
捨
て
ら
れ
、
滅
び
て
い
く
運
命
に
あ
る
。
資

源
的
な
価
値
を
も
つ
も
の
は
、
お
そ
ら
く
自
然
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

部
分
で
、
こ
れ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
自
然
は
生
き
残
ら
せ
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
自
然
を
全
体
と
し
て
そ
の
価
値
を
認
め
る
見

方
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
生
命
の
内
在
的
な
価
値
を
認
め
る
見
方
が

必
要
に
な
る
。

ま
た
、
②
科
学
技
術
の
発
達
は
人
間
の
社
会
に
お
け
る
分
業
化
を

余
儀
な
く
し
、
人
間
と
自
然
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
を
な
く
し
て
き

て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
に
対
す
る
恩
恵
と
言
っ
た
倫
理
を
育
て
る
こ

と
を
阻
ん
で
し
ま
う
。
ゆ
え
に
、
自
然
あ
っ
て
の
人
間
や
人
間
社
会

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
場
を
何
ら
か
の
形
で
担
保
す
る
必
要
が
あ

る
。③

科
学
技
術
の
持
つ
巨
大
な
力
は
、
農
地
開
発
、
都
市
開
発
、
沿

岸
開
発
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
・
生
態
系
を
破
壊
し
て
い
る
。

④
人
工
化
学
物
質
の
多
く
も
生
態
系
の
生
物
に
と
っ
て
毒
物
で
あ

り
、
存
続
を
危
う
く
す
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
活
動
の
在
り
方
は
、

仏
教
か
ら
見
た
場
合
基
本
的
に
否
定
す
べ
き
活
動
に
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
実
的
に
す
べ
て
の
こ
う
し
た
活
動
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
自
然
の
開
発
に
用
い
ら
れ
て
い
る
巨
大
な
力

の
使
い
方
、開
発
の
在
り
方
を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
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農
薬
の
よ
う
に
直
接
殺
生
に
関
わ
る
道
具
は
、
で
き
る
だ
け
使
用
し

な
い
方
向
の
技
術
開
発
が
望
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
植

林
や
近
年
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
湿
原
の
再
生
事
業
と
い
っ
た
生
態
系
の

維
持
・
繁
栄
を
支
え
る
事
業
の
発
展
が
重
要
に
な
る
。

ま
と
め

科
学
技
術
は
こ
れ
ま
で
一
体
何
を
し
て
き
た
か
を
総
括
し
、
新
し

い
時
代
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
て
い
る
。

確
か
に
、
科
学
技
術
が
人
間
や
人
間
社
会
に
も
た
ら
し
た
意
義
は
大

変
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
私
た
ち
の
生
活
は
、「
便

利
で
、
快
適
で
、
き
れ
い
で
、
早
く
」
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
こ
な
し
て

い
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、

本
当
に
私
た
ち
は
幸
福
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
ま
た
人
間
社
会
を
支
え
て
い
る
自
然
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
根
本
的
な
問
い
を
突
き
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
、
科
学
技
術
は
、
人
間
が
生
き
る
上

で
の
手
段
で
あ
っ
て
、
科
学
技
術
の
進
歩
は
決
し
て
目
的
で
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
経
済
を
常
に
発
展
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
至
上
命
題
が
牽
引
し
、
科
学
技
術
の
進
歩
そ

の
も
の
が
目
的
化
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
本
来
の
人
間
が
幸
福
に
生

き
る
た
め
の
手
段
と
目
的
が
本
末
転
倒
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
、
転
倒
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
仏
教
が
求
め
る
よ
う
な
大
切

な
こ
と
が
失
わ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
は
、
現
代
社
会
は
「
消
耗
性
疾
患
」
を
患
っ

て
い
る

15

と
指
摘
し
て
い
る
が
、同
様
に
、科
学
技
術
は
常
に
「
早
く
、

楽
に
、
思
う
通
り
に
動
く
」
を
テ
ー
マ
に
発
展
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
「
強
迫
性
疾
患
」
も
患
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
科
学
技
術
の
発
展
の
方
向
性
が
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
疾
患
を
治
癒
す
る
た
め
に
は
、「
早
く
、
楽
に
、
思
う

通
り
に
動
く
」
と
は
全
く
異
な
る
発
展
の
方
向
性
を
模
索
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
。

科
学
技
術
は
人
間
が
つ
く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
技
術
を
つ
く
り
、
ま
た
そ
の
産
物
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
そ
の
点
、
真
理
を
探
究
す
る
科
学
と
は
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん

科
学
の
発
展
も
そ
の
時
代
に
要
請
さ
れ
て
い
る
真
理
を
探
究
す
る
こ

と
や
、
時
代
の
興
味
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
し
か
し
科
学
の
探
求

は
あ
く
ま
で
真
理
で
あ
っ
て
、科
学
技
術
の
生
み
だ
す
具
体
的
な＂
も

の
＂
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
科
学
技
術
が
＂
ど
の
よ
う
な
技
術
を

発
展
さ
せ
る
か
＂、
そ
の
時
代
の
人
間
の
い
わ
ば
要
求
や
価
値
観
が

反
映
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
産
物
を
評
価
す
る
こ
と
も
、
そ
の
時
代
の

価
値
観
が
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
科
学
技
術
と
社
会
は
つ

ね
に
共
に
発
展
し
て
ゆ
く
も
の
で
、科
学
技
術
と
社
会
の
い
わ
ば＂
共

進
化
＂
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
専
門
家
で
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う

な
技
術
が
今
後
発
展
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
技
術
が
可
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能
か
、
を
知
る
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
科
学

技
術
は
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
る
。

そ
こ
が
、
科
学
技
術
文
明
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
特
徴
は
専
門
家
と

一
般
人
の
間
で
今
後
ま
す
ま
す
乖
離
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

重
要
な
こ
と
は
、社
会
を
形
成
す
る
一
般
の
人
間
が
技
術
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
技
術
が
望
ま
し
い
か
を
、
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
要
請

さ
れ
る
。
そ
れ
が
＂
等
身
大
＂
の
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
技

術
者
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
技
術
の
在
り
方
は
、＂
等
身
大
＂
を
超
え

た
巨
大
な
技
術
に
な
り
や
す
い
。
そ
れ
は
生
身
の
人
間
の
要
求
か
ら

離
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
人
間
を
よ
く
知
っ
て
い

る
仏
教
の
発
想
に
も
と
づ
く
技
術
の
発
展
が
望
ま
れ
る
。す
な
わ
ち
、

仏
教
の
指
向
性
を
考
慮
し
た
よ
う
な
技
術
の
在
り
方
や
発
展
の
仕
方

も
あ
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
に
必
要
な
こ

と
は
、
可
能
な
こ
と
と
、
実
際
に
や
る
こ
と
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ

る
。
現
在
で
は
、
可
能
な
こ
と
は
何
で
も
や
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
科
学
技
術
の
発
展
す
る
方
向
性
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
人
間
の
こ
と
を

も
っ
と
よ
く
知
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
は
人
間
を
よ
く
理
解
し
な
い

で
、
た
だ
や
み
く
も
に
走
っ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

こ
に
人
間
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
仏
教
の
役
割
が
あ
る
と
考

え
る
。

さ
ら
に
、
現
在
人
間
が
科
学
技
術
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

は
、
壮
大
な
実
験
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
験
は

繰
り
返
し
て
で
き
る
こ
と
が
特
徴
だ
が
、
こ
の
実
験
は
人
間
や
自
然

に
と
っ
て
は
一
回
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
た
か
だ
か
四
〇
―

五
〇
年
と
い
う
極
め
て
短
期
間
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な

こ
と
は
、
ま
だ
、
人
間
社
会
に
あ
っ
て
は
、
十
分
な
世
代
交
代
さ
え

も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
実
験
は
人
間
社

会
や
自
然
の
崩
壊
へ
の
坂
道
を
転
が
り
は
じ
め
る
実
験
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
は
よ
く
認
識
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
は
極
め
て

危
険
な
実
験
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

〈
注
釈
〉

１

村
上
龍
（
二
〇
〇
〇
）『
希
望
の
国
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
』
に
「
こ
の
国

に
は
何
で
も
あ
る
。
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
だ
が
、

希
望
だ
け
が
な
い
」（「
希
望
の
国
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
」
村
上
龍
著
／
文
藝

春
秋
）

２

本
来
、
科
学
と
技
術
は
本
質
的
に
異
な
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
科

学
は
真
理
を
探
究
し
、
そ
の
原
理
や
法
則
は
普
遍
的
で
あ
る
。
一
方
、

技
術
は
人
間
の
生
活
に
役
立
つ
モ
ノ
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
科

学
と
技
術
は
境
目
が
な
く
、
常
に
科
学
は
技
術
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
科
学
技
術
と
し
て
扱
う
。

３

日
蓮
（
一
二
二
二
―
一
二
八
二
）
は
、「
蔵
の
財
よ
り
も
身
の
財
す

ぐ
れ
た
り
身
の
財
よ
り
心
の
財
第
一
な
り
」
崇
峻
天
皇
御
書
（『
日
蓮
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大
聖
人
御
書
全
集
』
聖
教
新
聞
社
出
版
局
、一
九
五
二
、一
一
七
三
頁
）、

ま
た
「
い
の
ち
と
申
す
物
は
一
切
の
財
の
中
に
第
一
の
財
な
り
」
白
米

一
俵
御
書
（
同
、
一
五
九
六
頁
）。
ま
た
、
仏
教
で
は
父
母
の
恩
、
衆

生
の
恩
、
国
王
の
恩
、
三
宝
の
恩
を
重
視
す
る
（『
大
乗
本
生
心
地
観

経
』）。
鎌
田
茂
雄
（
一
九
九
八
）、『
現
代
人
の
仏
教
』、
講
談
社
）

４

｢

煩
悩｣

は
、「
惑
と
も
訳
す
。
衆
生
の
身
や
心
を
煩
わ
せ
、
悩
ま
せ
、

か
き
乱
し
、
惑
わ
せ
、
汚
す
精
神
作
用
の
総
称
」（『
仏
教
学
辞
典
』
法

蔵
館
、
四
一
九
頁
、
一
九
九
五
）。
一
方
、「
菩
提
」
は
、
仏
教
に
お
け

る
「
さ
と
り
の
智
慧
」（
同
、四
一
〇
頁
）
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、「
煩

悩
」
と
「
菩
提
」
は
、
本
来
全
く
正
反
対
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、『
維

摩
経
』
に
示
さ
れ
る
十
の
「
不
二
法
門
」
で
は
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
し
て
、

煩
悩
を
離
れ
て
菩
提
は
な
く
、
菩
提
を
離
れ
て
煩
悩
も
な
い
、
と
さ
れ

る
。
こ
こ
で
い
う｢

即｣

は
、｢

不
二｣

と
同
様
に
、「
而
二
不
二
（
に

に
ふ
に
）」
と
い
い
、
二
つ
で
あ
っ
て
し
か
も
二
つ
で
は
な
い
と
す
る
。

５

仏
教
に
お
け
る｢

生
死｣

は
、「
業
因
に
よ
っ
て
六
道
の
迷
界
に
、

生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
り
し
て
輪
廻
す
る
こ
と
で
、
涅
槃
の
逆
の
こ

と
」ま
た「
苦
悩
の
世
界
」を
意
味
す
る（『
仏
教
学
辞
典
』、二
六
三
頁
）。

一
方
、「
涅
槃
」
は
「
生
死
（
迷
い
の
世
界
）
を
超
え
た
さ
と
り
の
世
界
」

（
同
、
三
五
八
頁
）
の
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、｢

生
死｣

と｢

涅
槃｣

は
、

本
来
全
く
正
反
対
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、『
維
摩
経
』
で
は
「
生
死

即
涅
槃
」
と
し
て
、
生
死
を
離
れ
て
涅
槃
は
な
く
、
涅
槃
を
離
れ
て
生

死
も
な
い
、
と
さ
れ
る
。

６

聖
人
御
難
事
（『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』
一
一
九
〇
頁
）。

７

山
本
修
一
（
一
九
九
七
）「
環
境
思
想
へ
の
仏
教
の
寄
与
」
東
洋
学

術
研
究
、
三
六
巻
、
五
七
―
七
八
。

８
「
五
陰
仮
和
合
」
は
中
国
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
天
台
大
師
・
智
顗

に
よ
る
「
一
念
三
千
論
」
を
構
成
す
る
要
素
の
「
三
世
間
」
の
中
の
「
五

陰
世
間
」
の
基
本
的
な
考
え
方
。「
五
陰
」
と
は
「
色
受
想
行
識
」
を

指
し
、「
色
」
は
生
命
を
構
成
す
る
物
理
的
側
面
、「
受
想
行
識
」
は
精

神
的
側
面
を
表
す
。（「
受
」
と
は
、
領
納
す
る
、
感
受
す
る
作
用
を
意

味
す
る
。「
想
」
は
想
念
を
起
こ
す
心
的
作
用
で
意
識
作
用
と
い
っ
て

も
よ
い
。「
行
」
は
造
作
す
る
意
味
で
、
心
の
側
面
で
は
意
欲
、
意
志

を
表
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
識
」
は
分
別
、
了
解
す

る
働
き
で
、
総
合
判
断
の
心
的
活
動
を
指
す
。）
こ
れ
ら
「
五
陰
」
が

現
象
と
し
て
現
れ
る
生
命
に
あ
っ
て
は
、
仮
和
合
（
仮
に
和
合
し
た
も

の
）
し
て
い
る
と
の
考
え
方
で
あ
る
。

（
山
本
修
一
（
二
〇
〇
〇
）「
大
乗
仏
教
と
環
境
倫
理
―
唯
識
思
想
を
中

心
と
し
て
」
東
洋
学
術
研
究
、
三
九
巻
、
一
二
三
―
一
三
七
。）

９

仏
教
に
お
け
る
「
生
命
の
平
等
性
」
に
つ
い
て
。
仏
教
で
は
、人
間
、

生
物
、
非
生
物
は
生
命
レ
ベ
ル
に
お
い
て
原
理
的
に
平
等
で
あ
る
と
捉

え
る
。
こ
こ
で
い
う
「
生
命
」
と
い
う
意
味
は
、
こ
れ
は
通
常
の
生
物

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、生
き
て
い
る
も
の
を
支
え
る
根
本
的
な
原
理
、

根
元
的
な
力
を
表
す
。
そ
れ
が
仏
教
で
は
非
生
物
に
も
潜
在
的
に
あ
る

と
捉
え
る
。
ま
た
、
中
国
お
よ
び
日
本
仏
教
に
は
「
山
川
草
木
悉
皆
成



70

研究　東洋

仏
」、「
山
川
草
木
悉
有
仏
性
」
あ
る
い
は
簡
単
に
「
草
木
成
仏
」
と
も

い
わ
れ
る
考
え
方
が
あ
る
。
こ
の
思
想
は
印
度
の
原
始
仏
教
で
の
考
え

方
を
い
っ
そ
う
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
間
、
動
物
だ
け
で

な
く
、植
物
や
山
や
川
と
い
っ
た
非
生
物
さ
え
も
仏
性
を
も
っ
て
お
り
、

悉
く
皆
仏
に
な
り
得
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
仏
性
は
命
の
中
で
最
も

尊
厳
な
る
も
の
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
も
非
生

物
も
尊
厳
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。（
同
、
拙
著
（
二
〇
〇
〇
）

東
洋
学
術
研
究
、
三
九
巻
、
一
二
三
―
一
三
七
。）

10

注
８
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
一
念
三
千
論
」の
構
成
要
素
で
あ
る
。「
三

世
間
」
は
、
環
境
思
想
の
側
面
か
ら
言
え
ば
、
世
界
認
識
の
視
点
を
表

す
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。「
三
世
間
」
の
「
世
間
」
は
、
現
象
面
と
し

て
現
れ
る
と
こ
ろ
の
違
い
を
表
す
。「
三
世
間
」
は
「
五
陰
世
間
」「
衆

生
世
間
」「
国
土
世
間
」
を
指
し
、
本
文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
人
間
で
あ
れ
ば
個
人
、
社
会
、
住
む
場
を
表
す
。

（
同
、
拙
著
（
二
〇
〇
〇
）
東
洋
学
術
研
究
、
三
九
巻
、
一
二
三
―

一
三
七
。）

11

第
十
軽
戒
「
畜
殺
生
具
戒
」
に
は
、「
一
切
の
刀
杖
・
弓
箭
・
鉾
斧
・

闘
戦
の
具
を
畜
ふ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
殺
生
に
関
わ

る
一
切
の
道
具
を
所
持
す
る
こ
と
を
、
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
原
則
と
し
て
農
薬
の
よ
う
に
殺
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

は
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
作
物
の
収
穫
量
を
増
や
す
た
め

の
方
法
を
農
薬
の
よ
う
に
生
物
を
殺
す
方
法
以
外
で
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。（『
梵
網
経
』
巻
下
、
國
譯
一
切
経
、
律
部
一
二
巻
、
三
四
〇
頁
、

大
野
法
道
・
加
藤
覲
澄
譯
、
大
東
出
版
社
）

12

第
二
十
軽
戒
「
不
救
存
亡
戒
」
に
は
、「
慈
心
を
以
て
の
故
に
放
生

の
業
を
行
ず
べ
し
」
と
あ
る
。
第
二
十
軽
戒
「
不
救
存
亡
戒
」
に
は
、「
放

生
の
業
（
行
為
）」
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
生
物
を
拘
束
す
る
の
で
は
な
く
、
自
由
を
与
え
る
行
為
を
常
に

心
が
け
る
こ
と
や
、
ま
た
生
物
の
繁
栄
を
願
う
行
為
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
き
物
に
対
し
て
生
き
る
場
を
与
え
る
こ

と
も
意
味
す
る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
魚
の
放
流
や
植
林
、
ま
た

魚
の
棲
息
に
適
し
た
河
岸
工
法
も
含
ま
れ
る
。
特
に
植
林
や
河
岸
工
法

な
ど
は
動
物
の
棲
息
場
所
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。

（『
梵
網
経
』
巻
下
、
國
譯
一
切
経
、
律
部
一
二
巻
、
三
四
一
頁
、
大
野

法
道
・
加
藤
覲
澄
譯
、
大
東
出
版
社
）

13
「
依
正
不
二
」
は
中
国
の
妙
楽
（
湛
然
）（
七
一
一
―
七
八
二
）
が
『
法

華
玄
義
釈
籖
』
巻
十
四
に
十
の
不
二
門
と
し
て
著
し
た
も
の
の
第
六
番

目
に
出
て
く
る
。「
依
正
不
二
」
は
、
主
体
と
環
境
の
関
係
を
表
す
概

念
で
あ
る
。「
依
正
不
二
」
は
「
依
報
」「
正
報
」
と
「
不
二
」
と
い
う

概
念
か
ら
な
る
。「
正
報
」
と
は
主
体
と
な
る
も
の
、「
依
報
」
と
は
そ

の
環
境
を
指
す
。「
不
二
」
は
、
現
象
と
し
て
は
二
つ
の
も
の
と
し
て

現
れ
て
く
る
が
、
そ
の
真
相
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

概
念
で
あ
る
。（
山
本
修
一
（
二
〇
〇
九
）「
環
境
問
題
に
対
す
る
仏
教

の
取
り
組
み
」
東
洋
学
術
研
究
、
四
八
巻
、
一
一
〇
―
一
二
三
。）
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14

仏
教
に
お
け
る
現
象
の
捉
え
方
の
特
徴
は
縁
起
思
想
に
あ
り
、
仏
教

す
べ
て
の
思
想
の
底
流
に
常
に
流
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
原
始
仏
教

に
お
い
て
縁
起
説
の
根
本
的
定
義
と
し
て
よ
く
使
用
さ
れ
る
の
は
、「
是

あ
れ
ば
彼
あ
り
、
是
生
ず
れ
ば
彼
生
ず
、
是
な
け
れ
ば
彼
な
く
、
是
滅

す
れ
ば
彼
滅
す
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
な
る
存
在
も
独
立
に
存
在
し

た
り
、
ま
た
生
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
条
件
や
関
係
の
上
に
の

み
成
立
、
生
成
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
思
想
は
、
存

在
論
的
な
関
係
性
だ
け
で
な
く
、
生
成
論
的
な
関
係
性
を
も
捉
え
て
い

る
。
す
な
わ
ち
存
在
が
生
成
す
る
場
合
に
も
、
独
立
に
生
成
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。（
同
、
拙
著
（
一
九
九
七
）

東
洋
学
術
研
究
、
三
六
巻
、
五
七
―
七
八
。
あ
る
い
は
、
同
上
、
拙
著

（
二
〇
〇
〇
）
東
洋
学
術
研
究
、
三
九
巻
、
一
二
三
―
一
三
七
。）

15

エ
ル
ン
ス
ト
・
Ｕ
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
、
エ
イ
モ
リ
ー
・
Ｂ
・

ロ
ビ
ン
ス
、
Ｌ
・
ハ
ン
タ
ー
・
ロ
ビ
ン
ス
（
一
九
九
八
）『
フ
ァ
ク
タ
ー

四
』（
佐
々
木
健
、訳
）、財
団
法
人
／
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
、東
京
。

孔子像と共に
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東

北

大

学

大

学

院

准

教

授

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
・
客
員
研
究
員

片

岡　
　
　

龍

一
、
本
稿
の
問
題
関
心

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
日
本

で
は
こ
の
震
災
に
対
し
て
、「
想
定
外
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
れ
は
逆
に
、
日
本
で
は
「
想
定
内
」
の
こ
と
に
対
し
て
、
い
か
に

専
門
知
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
か
、
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
想

定
が
あ
ま
り
に
簡
単
に
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
シ
ョ
ッ
ク

を
表
現
し
て
い
る
。「
想
定
内
」
の
領
域
に
は
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
リ

ス
ク
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完
備
し
て
い
る
ゆ
え

に
、
逆
に
「
想
定
外
」
の
事
態
に
対
し
て
は
、
人
間
が
本
来
も
っ
て

い
る
、
柔
軟
な
対
応
能
力
を
、
わ
れ
わ
れ
は
退
化
さ
せ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、日
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。「
想
定
外
」の
事
態
は
、

人
類
の
歴
史
の
中
で
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に

対
す
る
脆
弱
性
、
衝
撃
の
大
き
さ
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
ま
す

ま
す
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
想
定
内
」
の
領
域
が
安

儒
学
の
限
界
と
、
３
・
11
以
後
の
新
た
な
人
間
像
を
考
え
る
手
が
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
日
本
に
お
け
る
『
論
語
』
の
読
ま
れ
方
か
ら
―

全
で
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、「
想
定
外
」
の
危
険
性
は
、
そ
れ

に
反
比
例
し
て
高
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
こ
と
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
た

と
え
ば
安
全
で
便
利
な
「
想
定
内
」
の
領
域
が
地
球
規
模
に
広
が
っ

た
状
況
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

不
確
実
な
中
で
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
う
か
も
し
れ
な
い
判
断
を

下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
は
、
か
つ
て
は
国
家
の
リ
ー
ダ
ー

や
企
業
の
経
営
者
な
ど
、
一
部
の
人
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。
儒
学
の

用
語
で
言
え
ば
「
聖
人
」
や
「
君
子
」
と
い
っ
た
存
在
で
あ
る
。「
聖

人
」
は
リ
ス
ク
〇
、「
君
子
」
は
リ
ス
ク
一
〇
、あ
る
い
は
二
〇
と
い
っ

た
良
い
判
断
を
下
せ
る
人
で
あ
る
。
し
か
し
、わ
れ
わ
れ
一
般
人
も
、

自
ら
の
人
生
を
自
分
の
足
で
歩
ん
で
い
く
際
に
は
、
不
確
実
な
中
で

判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、日
常
的
な
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
か
つ
て
は
そ
の
リ
ス
ク
は
低
か
っ
た
の
が
、
現
代
で
は
一

般
人
の
リ
ス
ク
も
大
き
く
な
っ
た
。
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本
稿
の
問
題
関
心
は
、「
聖
人
」
や
「
君
子
」
と
い
っ
た
存
在
で

は
な
く
、
一
般
人
で
あ
り
な
が
ら
、「
想
定
外
」
の
事
態
に
強
い
、

不
確
実
な
中
で
勇
気
を
も
っ
て
適
切
な
判
断
の
下
せ
る
新
た
な
人
間

像
を
考
え
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
ぜ
、「
聖
人
」
や
「
君
子
」

で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
に
東
ア
ジ
ア
の
民
衆
の
大
多
数

は
、「
聖
人
」
や
「
君
子
」
に
頼
る
と
い
う
付
和
雷
同
性
が
強
か
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
偽
の
「
聖
人
」
や
「
君
子
」
に
だ
ま
さ
れ
た

り
、
圧
迫
さ
れ
た
歴
史
が
長
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
を
「
儒
学
の
限
界
」
と
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
儒
学
は
基
本
的
に
、
秩
序
の
安
定
を
志
向
す
る
、
あ
る

い
は
安
定
し
た
秩
序
に
親
和
的
な
教
え
で
あ
り
、
不
確
実
性
の
中
で

生
き
る
生
き
方
を
説
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
論
者
の
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
。
特
に
朱
子
学
に
お
い
て
、「
四
書
」
と
い
う

よ
う
に
、『
大
学
』
と
『
中
庸
』
の
間
に
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を

挟
ん
で
理
論
化
さ
れ
た
教
え
は
、「
天
理
」
と
い
う
安
定
し
た
秩
序

に
支
え
ら
れ
た
世
界
観
を
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
四
書
」
の
中
か
ら
、『
大
学
』
と
『
中
庸
』
を
、

さ
ら
に
は
『
孟
子
』
を
外
し
て
、『
論
語
』
の
み
を
取
り
出
し
て
、

そ
こ
に
新
た
な
世
界
観
や
人
間
像
を
読
み
込
も
う
と
し
た
の
が
、
日

本
の
江
戸
時
代
の
儒
学
（
古
学
）
で
あ
っ
た
。
伊
藤
仁
斎
と
い
う

一
七
世
紀
の
儒
学
者
は
、『
論
語
』を「
宇
宙
第
一
の
書
」と
呼
び
、『
孟

子
』
を
『
論
語
』
へ
の
橋
渡
し
と
し
、『
大
学
』『
中
庸
』
は
孔
子
の

教
え
と
は
異
な
る
と
し
た
。
こ
れ
は
人
道
を
天
理
、
す
な
わ
ち
理
の

世
界
か
ら
切
り
離
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
荻
生
徂
徠
と
い
う

一
八
世
紀
は
じ
め
の
儒
学
者
は
、『
孟
子
』
す
ら
も
理
に
偏
っ
た
思

想
で
あ
る
と
し
て
、『
論
語
』
を
中
心
に
、
こ
の
世
界
の
不
確
実
性

を
強
調
し
た
。
で
は
、
こ
の
不
確
実
な
世
界
の
中
で
、
人
間
は
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
、
徂
徠
は

『
論
語
』
の
「
天
命
」
と
い
う
言
葉
に
、
独
特
の
解
釈
を
施
し
た
。

そ
の
詳
細
は
、
本
論
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
徂
徠
の
考
え
た

「
天
命
」
と
は
、
人
間
は
一
人
一
人
異
な
る
、
か
け
が
え
の
な
い
経

験
を
大
事
に
し
て
、
前
向
き
に
社
会
生
活
を
営
む
べ
き
で
あ
り
、
決

し
て
「
理
」
と
い
う
固
定
し
た
基
準
に
よ
っ
て
、
こ
の
個
性
的
な
経

験
の
総
和
を
、
一
つ
の
色
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
指
摘
し
て
お
く
。
こ
の
よ
う
に
、
個
性
的
な

自
分
の
人
生
経
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
『
論
語
』
を
読
む
と
い

う
の
が
、そ
の
後
の
日
本
人
の
基
本
的
な
『
論
語
』
の
読
み
方
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
一
人
一
人
読
み
方
が
異
な

る
わ
け
だ
か
ら
、
言
い
換
え
れ
ば
孤
独
な
読
み
方
と
も
言
え
る
。
孔

子
と
い
う
共
通
の
人
生
の
教
師
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
孤
独

な
道
に
、
聖
人
君
子
は
と
も
か
く
、
一
般
の
人
間
が
耐
え
ら
れ
る
も

の
だ
ろ
う
か
。
特
に
こ
の
た
び
の
震
災
の
よ
う
な
、
突
然
、
津
波
や

放
射
能
に
よ
っ
て
、
死
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
な
、
極
め
て
危

機
的
な
事
態
に
お
い
て
、
果
た
し
て
そ
れ
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
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論
者
は
、
こ
こ
に
儒
学
の
限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。「
四
書
」
か

ら
『
論
語
』
を
切
り
離
す
こ
と
で
、
不
確
実
性
の
中
で
生
き
る
人
間

像
を
求
め
な
が
ら
、
不
確
実
性
な
中
で
の
判
断
の
も
た
ら
す
リ
ス
ク

が
き
わ
め
て
大
き
い
と
き
に
は
、『
論
語
』
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も

弱
い
。
伯
牛
と
い
う
孔
子
の
弟
子
が
癩
病
に
な
っ
た
と
き
に
、
孔
子

は
窓
か
ら
そ
の
手
を
執
り
、「
之
を
亡
ぼ
せ
り
、
命
な
る
か
な
」
と

歎
く
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
顔
回
の
死
に
、「
天
わ
れ
を
喪
せ

り
、
天
わ
れ
を
喪
せ
り
」
と
、
矩
を
踰
え
て
慟
哭
す
る
こ
と
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
天
下
に
道
あ
れ
ば
世
に
出
る
が
、
道
無
け
れ
ば
隠
れ

る
こ
と
を
孔
子
は
勧
め
た
。
学
ん
で
時
に
之
を
習
っ
て
満
足
し
、
そ

の
学
問
を
慕
っ
て
仲
間
が
遠
く
か
ら
集
ま
っ
て
く
れ
ば
楽
し
み
を
共

有
す
る
が
、
そ
の
学
問
が
世
に
知
ら
れ
な
く
て
も
残
念
に
思
わ
な
い

と
い
う
の
が
、『
論
語
』
の
冒
頭
の
語
で
あ
り
、「
命
」
を
知
ら
な
け

れ
ば
君
子
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、『
論
語
』の
最
後
の
言
葉
で
あ
る
。

『
論
語
』
に
集
め
ら
れ
た
語
自
体
が
、
主
に
一
五
歳
の
「
志
学
」
か

ら
五
〇
歳
の「
知
天
命
」の
境
地
を
中
心
と
し
て
、構
成
さ
れ
て
い
る
。

六
〇
歳
以
上
、
す
な
わ
ち
人
間
が
死
に
近
づ
い
て
い
く
時
期
に
関
し

て
、
孔
子
は
「
天
命
」
以
上
の
こ
と
を
説
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
。
ま
し
て
、
天
寿
で
は
な
い
、
突
然
の
病
気
や
死
に
対
し
て
、
孔

子
は
ほ
と
ん
ど
為
す
す
べ
を
知
ら
な
い
。
歴
史
上
に
お
い
て
も
、
多

く
の
儒
者
が
、
病
気
や
老
化
、
死
に
際
し
て
仏
教
な
ど
に
転
向
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
公
の
生
活
は
儒
教
、
私
生
活

は
仏
教
や
道
教
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
仏
教
で
悟
り
を
め
ざ
す
の
も
、
道
教
で
仙
人
と
な
る
こ
と

を
め
ざ
す
の
も
、基
本
的
に
は
儒
教
で
聖
人
を
め
ざ
す
の
と
同
じ
で
、

超
人
的
な
個
人
が
、
愚
か
な
大
衆
を
率
い
る
と
い
う
考
え
方
に
は
、

限
界
が
あ
る
と
思
う
。
西
洋
近
代
の
考
え
方
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
、
過
去
の
東
ア
ジ
ア
の
特
定
の
教
え
が
、
そ
れ
だ
け

で
現
代
世
界
に
有
効
だ
と
い
う
発
想
は
、
根
本
的
に
無
理
が
あ
る
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
こ
一
世
紀
、
あ
ま
り
に
西
洋
近
代
の
発
想
に
と

ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
過
去
の
文
化
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
同
様
な
反
省
は
西
洋
自
身
に

も
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
読
み
直
し
た
り
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
を
読
み
直
し
た
り
、
ま
た
東
洋
や
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
思
想
に

対
す
る
理
解
も
、
わ
た
し
た
ち
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
あ
る
。

現
在
の
よ
う
に
、
儒
教
も
仏
教
も
、
諸
宗
教
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、

ま
た
宗
教
自
体
が
現
代
世
界
の
中
の
一
要
素
に
し
か
す
ぎ
な
い
と

い
っ
た
世
界
の
中
で
、
そ
の
一
分
野
に
し
か
過
ぎ
な
い
も
の
が
、
排

他
的
に
自
分
だ
け
で
よ
し
と
す
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
西
洋
近
代
に
毒

さ
れ
た
硬
直
化
現
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。む
し
ろ
わ
た
し
た
ち
は
、

こ
の
よ
う
に
細
分
化
、
専
門
分
化
し
た
世
界
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、

柔
軟
に
相
互
流
通
さ
せ
、
再
び
潤
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
、
意
を
払

う
べ
き
で
は
な
い
か
。
儒
教
も
仏
教
も
、
か
つ
て
は
普
遍
思
想
、
普

遍
宗
教
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
排
他
的
な
関
係
に
立
つ
こ
と
も
あ
っ
た
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が
、
基
本
的
に
は
共
存
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
知
恵
を
見
直
す
必

要
も
あ
る
。
ま
た
日
本
の
江
戸
時
代
の
後
半
は
、
特
定
の
思
想
に
拘

ら
ず
、
既
成
の
思
想
を
巧
み
に
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ
と
で
、
独
自
の
味

を
出
す
試
み
が
多
く
行
わ
れ
た
。
特
に
一
九
世
紀
に
な
っ
て
、
ウ
ェ

ス
タ
ン
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
観
や
価
値
観
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
、
ま
さ
に
「
想
定
外
」
の
衝
撃
に
直
面
し
た
と
き

に
、
先
に
見
た
儒
教
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
試
み
が
、
ま
だ
そ
の
発

掘
は
不
十
分
な
が
ら
、
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
発
掘
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
ま
さ
に
今
回
地

震
の
あ
っ
た
東
北
地
方
の
無
名
の
学
者
を
も
取
り
上
げ
た
い
。
こ

の
学
者
の
生
き
て
い
た
時
代
、
ち
ょ
う
ど
ペ
リ
ー
の
黒
船
が
や
っ

て
き
た
年
に
、
こ
の
地
方
で
、
近
世
最
大
の
民
衆
運
動
が
あ
っ
た
。

一
万
六
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
、
一
人
の
死
者
も
出
さ
ず
、
自
分
た
ち

の
要
求
を
す
べ
て
通
し
た
。
当
時
、
こ
の
地
域
の
人
口
が
六
万
人
な

の
で
、
四
人
に
一
人
が
参
加
し
た
計
算
に
な
る
。
こ
の
学
者
の
思
想

に
、
こ
の
民
衆
運
動
の
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
資
料
の
不
足
の

た
め
、
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
は
『
論
語
』
に
『
荘
子
』
の
「
徳
」

の
思
想
を
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ
と
で
、
乱
れ
た
世
に
隠
れ
る
の
で
は
な

く
、
世
に
出
て
時
勢
を
左
右
し
、
民
や
物
の
命
を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
し
な
が
ら
、
民
と
と
も
に
世
の
中
を
豊
饒
に
変
え
て
い
く
思
想
を

打
ち
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、こ
の
学
者
の
思
想
に
も
限
界
は
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
闇
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
例
を
発
掘
す
る

こ
と
も
、
専
門
知
の
限
界
に
直
面
し
て
い
る
時
代
を
、
新
た
に
切
り

開
く
た
め
に
は
、
必
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
東
日
本
大

震
災
の
よ
う
な
「
想
定
外
」
の
事
態
に
際
し
て
、
高
名
な
政
治
家
や

学
者
な
ど
で
は
な
い
、
世
に
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
人
々
が
、
む

し
ろ
専
門
知
に
足
を
と
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
た

こ
と
を
思
う
と
、
な
お
さ
ら
そ
う
思
う
。

二
、
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
―
一
七
〇
五
）・
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六

―
一
七
二
八
）・
下
村
湖
人
（
一
八
八
四
―
一
九
五
五
）

中
世
以
前
は
と
も
か
く
、
近
世
に
な
っ
て
『
論
語
』
を
高
く
持
ち

上
げ
た
の
は
、な
ん
と
い
っ
て
も
伊
藤
仁
斎
で
あ
っ
た
。
仁
斎
は『
論

語
』
を
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
書
」
と
ま
で
呼
ん
だ
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
仁
斎
の
学
説
は
、
ほ
ぼ
『
孟
子
』
に
拠
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
そ
れ
は
「
人
道
」
を
「
天
道
」
に
由
来
さ
せ
る
考
え

方
へ
の
対
抗
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、す
な
わ
ち「
人
道
」を「
天
道
」

か
ら
切
り
離
し
て
、
独
立
し
た
世
界
と
し
て
理
論
的
な
裏
打
ち
を
す

る
た
め
に
は
、「
鬼
神
」を「
人
道
」に
組
み
込
ん
で
い
る『
中
庸
』や
、

「
人
道
」
を
複
雑
な
精
神
機
構
に
帰
因
さ
せ
る
『
大
学
』
で
は
な
く
、

「
人
道
」の
範
囲
内
で
説
を
立
て
る『
孟
子
』に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
（
た
だ
し
「
性
善
」
の
解
釈
に
仁
斎
は
最
後
ま
で
苦
し
む
）。

こ
こ
に
仁
斎
の
苦
心
が
あ
る
。『
論
語
』に
現
わ
れ
て
い
る「
人
道
」
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世
界
を
、
そ
れ
を
越
え
た
概
念
で
意
義
づ
け
よ
う
と
す
る
や
否
や
、

そ
れ
は
彼
が
批
判
す
る
学
問
と
同
じ
穴
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仁
斎
は
、
異
端
へ
の
対
抗
か
ら
比
較
的
理
論

的
に
説
い
た
『
孟
子
』
に
よ
っ
て
「
人
道
」
の
外
郭
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
外
に
は
、『
論
語
』
を
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
書
」
と
呼
び
、

そ
れ
を
「
祖
述
」
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

仁
斎
の
立
場
を
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
の
が
、
荻
生
徂
徠
で
あ
っ

た
。
徂
徠
は
仁
斎
が
拠
り
所
と
し
た
『
孟
子
』
す
ら
も
「
人
道
」
世

界
を
踏
み
越
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
で
は
、「
人
道
」
世
界
は

無
数
の
個
別
の
人
間
の
営
み
し
か
な
く
、
そ
れ
ら
を
統
括
し
、
そ
こ

に
意
味
を
付
与
す
る
も
の
が
な
い
の
か
と
い
う
と
、
徂
徠
は
そ
こ
に

理
論
的
な
言
語
を
越
え
た
「
礼
楽
」
と
い
う
も
の
を
持
ち
出
し
、
さ

ら
に
そ
の
背
後
に
人
智
を
越
え
た
「
天
命
」
と
い
う
も
の
を
据
え
た

の
で
あ
る
。

「
天
命
」
は
「
天
道
」
に
類
す
る
概
念
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ

れ
は
「
人
道
」
世
界
に
の
み
意
味
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自

然
世
界
と
は
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
。
仁
斎
は
「
人
道
」
世
界
の
内

容
を
自
分
な
り
に
説
明
す
る
こ
と
を
ほ
ぼ
放
棄
し
て
い
る
が
、
徂
徠

は
「
天
命
」
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
人
が
社
会
の
中
で
生
き
る
、

そ
の
紆
余
曲
折
に
は
、人
智
を
越
え
た
意
味
が
あ
る
こ
と
を
、「
人
道
」

世
界
の
内
容
と
し
て
提
示
し
得
た
。

し
か
し
、
人
智
を
越
え
た
「
天
命
」
は
、
い
か
よ
う
に
も
現
在
の

事
実
を
容
認
し
か
ね
な
い
と
い
う
弱
点
を
も
有
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
徂
徠
自
身
は
万
民
の
「
天
命
」
と
し
て
、「
安
民
」（
＝
「
仁
」）

と
い
う
大
き
な
方
向
性
を
示
し
た
も
の
の
、
現
に
「
礼
楽
」
が
存
在

し
な
い
と
い
う
現
実
は
、
民
衆
の
「
鬼
神
」
世
界
を
為
政
者
が
利
用

す
る
と
い
う
道
を
切
り
開
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
徂
徠
の

提
示
し
た
「
人
道
」
世
界
は
、結
局
は
歪
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。と

こ
ろ
で
、
仁
斎
は
『
論
語
』
を
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
書
」、

孔
子
を
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
聖
人
」
と
し
た
が
、
徂
徠
は
そ
う

考
え
な
か
っ
た
。
孔
子
を
尊
ぶ
な
ら
、
孔
子
が
尊
ん
だ
も
の
を
尊
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
は
「
六
経
」
で
あ
る
と
し
た
。「
六
経
」

は
、
孔
子
当
時
す
で
に
地
に
墜
ち
て
い
た
「
礼
楽
」
を
孔
子
が
苦
心

し
て
拾
い
集
め
、
そ
こ
に
載
せ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

孔
子
は
五
十
に
し
て
、
肉
体
の
衰
え
も
感
じ
始
め
、
世
に
用
い
ら

れ
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
政
治
的
挫
折
の
運
命
を
自

覚
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
天
が
孔
子
に
教
育
者
と
し
て
、
道
（
礼

楽
）
を
後
世
に
伝
え
る
伝
道
者
と
し
て
の
使
命
を
与
え
た
こ
と
を
自

覚
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
徂
徠
の
「
五
十
に
し
て

天
命
を
知
る
」
の
解
釈
で
あ
る
。

徂
徠
は
人
間
の
「
知
る
」
と
い
う
働
き
の
本
質
を
、
こ
の
よ
う
な

「
天
命
」、
す
な
わ
ち
人
生
に
お
け
る
意
味
を
「
知
る
」
と
い
う
点
に

見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
人
生
は
、
人
の
生
ま
れ
つ
き
に
応
じ
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て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
（「
米
は
米
、
豆
は
豆
」）。
し
た
が
っ
て
、
す

べ
て
の
人
が
孔
子
の
よ
う
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
孔
子
は
此
の
世
に
一
度
き
り
現
わ
れ
た
存
在
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
た
ん
に
真
似
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
「
天

命
」
を
「
知
る
」
こ
と
で
は
な
い
。

徂
徠
の
『
論
語
』
の
注
釈
書
は
『
論
語
徴
』
と
題
す
る
が
、「
徴
」

と
は
、徴
証
の
あ
る
以
外
の
こ
と
は
記
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

徴
証
の
あ
る
以
外
の
こ
と
は
記
さ
な
い
と
い
う
と
、
た
ん
に
実
証
主

義
の
立
場
を
宣
言
し
て
い
る
だ
け
に
聞
え
る
が
、実
際
の
『
論
語
徴
』

の
内
容
は
、
い
わ
ゆ
る
実
証
主
義
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
む
し
ろ
「
天
命
」
を
「
知
る
」
と
い
う
、
人
間
の
知
の
働

き
の
本
質
か
ら
外
れ
た
、
た
ん
な
る
推
理
や
情
報
は
記
さ
な
い
と
い

う
意
味
に
と
る
の
が
よ
い
と
思
う
。『
論
語
』
を
読
む
経
験
が
、
わ

た
し
の
知
の
働
き
に
何
か
し
ら
意
味
の
あ
る
徴
証
を
呼
び
起
こ
す
、

そ
の
よ
う
に
し
て
知
り
得
た
こ
と
の
み
を
記
す
と
い
う
意
味
で
あ

る
。そ

う
し
た
意
味
で
『
論
語
徴
』
と
い
う
書
名
は
、
思
い
切
っ
て
意

訳
す
れ
ば
、『
私
に
と
っ
て
の
論
語
』
と
い
っ
た
も
の
と
な
る
。
こ

う
し
た
『
論
語
』
の
読
み
方
を
、
徂
徠
は
切
り
開
い
た
。
そ
れ
以
降

の
日
本
の
『
論
語
』
の
読
み
方
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
徂
徠
の
切

り
開
い
た
道
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の

意
味
を
、
わ
た
し
た
ち
は
も
う
一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

実
際
に
『
論
語
』
は
、
自
分
自
身
の
人
生
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
読
ま
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
よ
う
な
本
で

あ
る
。「
古
典
」
と
は
本
来
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
意
味
で
徂
徠
は
、『
論
語
』
を
古
典
化
し
た
と
も
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
大
事
な
こ
と
は
古
典
よ
り
も
、
古
典
と
照
ら
し
合
わ
さ
れ
な

が
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
、
わ
た
し
た
ち
の
人
生
の
方
で
あ
る
。
こ
の
点

で
、
日
本
人
は
古
典
を
本
棚
に
並
べ
、
と
き
ど
き
取
り
出
し
て
は
読

書
の
楽
し
み
を
味
わ
う
程
度
で
終
っ
て
し
ま
い
、
自
分
自
身
の
人
生

の
歩
み
と
の
緊
張
関
係
を
失
い
が
ち
で
あ
る
傾
向
が
な
い
で
は
な

い
。そ

の
結
果
、
反
対
に
、
自
分
自
身
の
人
生
を
そ
の
ま
ま
よ
し
と
し

て
、『
論
語
』
な
ど
の
古
典
を
、
と
る
に
足
ら
な
い
そ
の
人
生
観
に

合
わ
せ
て
語
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
に

せ
よ
古
典
を
読
ま
な
け
れ
ば
と
い
っ
た
風
潮
は
、
知
識
人
や
一
部
の

人
間
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
か
つ
現
代
日
本
で
は
、

そ
れ
も
ほ
ぼ
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
教
養
主
義
以
前
、
さ
ら
に
は
徂
徠

以
前
と
同
じ
く
、
や
は
り
日
本
で
は
営
々
と
、「
古
典
」
と
は
無
関

係
に
「
世
の
中
」
を
渡
っ
て
い
く
人
々
が
、
国
民
の
大
多
数
を
占
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
う
い
う
人
々
が
、
四
〇
、五
〇
に
な
っ
て
、
も
し
も
『
論

語
』
を
読
め
ば
、
自
分
の
人
生
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ



78

研究　東洋

う
な
感
慨
を
も
つ
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、論
者
の
関
心
事
で
あ
る
。

孔
子
は
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
人
生
の
先
輩
、
あ
る
い
は
教
師
で
あ

る
。
し
か
し
、
い
ざ
現
実
の
中
で
そ
れ
を
求
め
て
み
る
と
、
ど
こ
に

も
探
し
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
現
実
的
で
あ
り
な
が

ら
、
理
想
的
で
あ
る
。
顔
回
が
、
こ
れ
を
仰
げ
ば
い
よ
い
よ
高
く
、

こ
れ
を
切
れ
ば
い
よ
い
よ
堅
く
、
前
に
あ
る
か
と
思
え
ば
、
後
ろ
に

あ
る
、
一
歩
一
歩
上
手
く
わ
た
し
た
ち
を
誘
き
、
や
め
よ
う
と
思
っ

て
も
や
め
ら
れ
ず
、
従
お
う
と
し
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
と
、
慨
嘆
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。

ア
キ
レ
ス
に
と
っ
て
の
亀
の
ご
と
く
、
孔
子
は
つ
ね
に
わ
た
し
た

ち
の
一
歩
先
を
歩
ん
で
い
る
。
わ
た
し
た
ち
は
孔
子
に
誘
わ
れ
、
従

い
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
人
生
を
歩
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
孔
子
よ
り
も
、
む
し
ろ
弟
子
の

方
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
『
論
語
』
を
読
む
。
弟
子
が
孔
子
に
励

ま
さ
れ
、
ま
た
皮
肉
を
言
わ
れ
れ
ば
、
弟
子
と
と
も
に
一
喜
一
憂
す

る
。
そ
う
や
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
自
分
自
身
の
人
生
を
歩
ん
で
い

き
な
が
ら
、
最
後
に
は
孔
子
の
姿
を
目
の
前
か
ら
失
い
、
そ
れ
に
気

づ
か
な
い
ま
ま
、
自
分
の
人
生
を
終
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
現
実
が
現
実
と
し
て
一
人
歩
き
し
は
じ
め
、

現
実
と
つ
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
に
あ
っ
た
理
想
が
、
い
つ
の
ま
に
か

ど
こ
か
に
消
え
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
『
論
語
』
か
ら
『
大
学
』
や
『
中
庸
』
を
、
さ

ら
に
は
『
孟
子
』
す
ら
も
切
り
離
し
て
し
ま
っ
た
必
然
の
結
果
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。『
論
語
』
だ
け
で
、
孔
子
と
い
う
理
想
に
最
後
ま

で
着
い
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
。
た
し
か
に
理
想
が
先

行
し
す
ぎ
て
、
自
分
自
身
の
か
け
が
え
の
な
い
人
生
が
画
一
的
な
も

の
に
押
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
問
題
だ
が
、
五
〇
の
「
知
天

命
」
の
境
地
ま
で
は
と
も
か
く
、
六
〇
の
「
耳
順
」、
七
〇
の
「
従

心
」
に
ま
で
、『
論
語
』
に
直
接
的
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
み
で
、

そ
れ
を
自
身
の
人
生
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に

頼
り
な
く
、
か
細
い
道
で
あ
る
。

そ
の
困
難
な
作
業
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
追
っ
た
一
つ
の
試
み
が
、
下

村
湖
人
の
『
論
語
物
語
』
で
あ
る
。
か
な
り
長
い
引
用
に
な
る
が
、

そ
の
最
後
の
場
面
を
見
て
み
た
い
。
孔
子
が
七
〇
歳
を
過
ぎ
、
門
人

達
と
と
も
に
泰
山
に
登
っ
て
、自
分
の
一
生
を
ふ
り
か
え
り
、「
耳
順
」

の
境
地
以
降
に
つ
い
て
語
る
部
分
で
あ
る
。

･･････

「
け
れ
ど
も
―
」

と
、
孔
子
は
更
に
語
り
つ
ゞ
け
た
。

「
そ
の
心
境
（
＝
耳
順
）
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
生
き
た
道
で
は
な

い
。
そ
れ
は
自
分
一
個
の
心
の
中
の
生
活
じ
ゃ
。
仙
人
や
隠
士
の

中
に
も
、
そ
う
し
た
心
境
を
捉
え
得
た
も
の
が
な
い
と
は
い
え

ぬ
。
わ
し
は
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
出
来
な
か
っ
た
。
磨
か
れ
た
鏡
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は
、
万
象
の
真
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
す
が
、
そ
の
写
さ
れ
た
も
の

は
、
畢
竟
空
じ
ゃ
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
か
り
に
わ
し
が
天
地
人
と

過
去
現
在
未
来
の
真
を
歪
み
な
く
捉
え
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま

ま
で
は
、
そ
れ
は
死
物
と
択
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
。
真
理
は
行
為
の

世
界
に
引
直
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
生
命
あ
る
真
理
と
な
る
こ
と
が

出
来
る
。
わ
し
は
そ
う
思
っ
て
、
そ
れ
以
来
更
に
た
ゆ
み
な
き
努

力
を
つ
づ
け
て
来
た
。
努
力
を
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
に
、
わ
し
は

人
間
の
行
為
が
如
何
に
む
ず
か
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
、
今
更
の

よ
う
に
発
見
し
て
驚
い
た
も
の
じ
ゃ
。
わ
し
は
四
十
に
し
て
惑
わ

な
く
な
っ
た
と
い
っ
た
が
、
な
る
ほ
ど
行
為
の
大
本
に
つ
い
て
は

惑
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
と
い
っ
た
が
、

な
る
ほ
ど
そ
の
知
り
得
た
天
命
に
根
柢
か
ら
背
く
よ
う
な
事
は
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
耳
順
う
境
地
に
達
す
る
ま
で
は
、
わ
し
の

行
為
の
尺
度
（
も
の
さ
し
）
の
目
盛
は
、
ど
う
や
ら
精
密
を
欠
い

て
い
た
よ
う
じ
ゃ
。
同
じ
く
一
尺
の
尺
度
た
る
に
変
り
は
な
か
っ

た
が
、
一
寸
一
分
の
目
盛
の
切
り
方
に
は
、
わ
し
の
主
観
が
ま

じ
っ
て
い
た
。
わ
し
の
迷
わ
ざ
る
生
活
目
標
、
わ
し
の
感
じ
得
た

天
命
の
中
に
、
わ
し
の
私
心
が
働
い
て
、
こ
ま
か
な
目
盛
を
わ
し

の
好
き
な
よ
う
に
勝
手
に
切
っ
て
い
た
の
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
が
耳
順

い
、
一
切
の
真
を
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
て
、
そ
の
目
盛
り
を
正
し

て
見
る
と
、わ
し
の
行
為
は
、容
易
に
そ
の
目
盛
に
き
ち
ん
と
合
っ

て
来
な
い
の
じ
ゃ
。
わ
し
の
ね
ら
っ
て
い
る
大
目
標
に
誤
り
は
な

い
。
ま
た
、
わ
し
の
辿
っ
て
い
く
道
程
も
正
し
い
。
し
か
し
、
一

歩
々
々
の
足
の
踏
み
方
に
は
我
ま
ま
が
あ
り
、
無
駄
が
あ
る
。
そ

れ
を
正
そ
う
と
し
て
も
、
自
分
の
足
が
な
か
な
か
自
分
の
意
の
通

り
動
か
な
い
。
こ
れ
で
は
な
ら
ぬ
と
思
っ
た
。
こ
れ
で
は
親
孝
行

を
す
る
た
め
に
盗
み
を
す
る
の
と
大
し
た
変
り
は
な
い
と
思
っ
た

の
じ
ゃ
。
そ
し
て
努
め
に
努
め
た
結
果
、
自
分
の
欲
す
る
ま
ま
に

足
を
動
か
し
て
も
、
正
し
い
目
盛
に
き
っ
ち
り
合
う
よ
う
に
な
っ

た
の
が
、
や
っ
と
七
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
っ
た
。
わ
し

が
、
の
び
の
び
と
し
た
心
の
自
由
さ
を
味
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
以
来
の
こ
と
じ
ゃ
。」

孔
子
は
語
り
終
っ
て
眼
を
と
じ
た
。風
の
音
が
、樹
々
を
つ
た
っ

て
、
し
ず
か
に
遠
く
の
谷
間
に
消
え
て
い
く
。
孔
子
は
、
そ
の
風

の
音
に
聞
き
ほ
れ
な
が
ら
、
自
分
の
永
か
っ
た
苦
闘
の
あ
と
を

顧
み
た
。
神
秘
を
求
め
ず
、
奇
蹟
を
願
わ
ず
、
常
の
道
を
、
自
己

の
力
に
よ
っ
て
、
一
歩
々
々
と
深
め
て
い
き
、
そ
の
深
め
ら
れ
た

極
所
に
お
い
て
、
一
切
を
握
り
し
め
て
い
る
一
個
の
人
間
を
、
彼

は
彼
自
身
に
お
い
て
見
出
し
た
。
彼
は
、
自
分
の
達
し
得
た
境
地

は
、
も
し
誠
を
積
む
の
努
力
さ
え
支
払
わ
れ
る
な
ら
ば
、
何
人
も

が
達
し
う
る
境
地
で
あ
る
こ
と
を
思
っ
た
。
彼
は
そ
う
思
う
こ
と

に
よ
っ
て
無
限
の
悦
び
を
感
じ
た
。

（
自
分
の
歩
い
て
き
た
道
は
、
万
人
の
道
だ
。
自
分
は
今
、
何
人

が
自
分
の
言
葉
に
従
っ
て
自
分
の
あ
と
を
歩
も
う
と
も
、
い
さ
さ
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か
の
不
安
も
感
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
言
葉
に
は
、
た
だ

一
つ
の
空
想
も
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
自
分
は
自
分
の
言
葉
を
、
残

ら
ず
実
践
に
よ
っ
て
証
明
し
て
来
た
の
だ
。
否
、
実
践
の
後
に
こ

そ
自
分
の
言
葉
が
生
ま
れ
て
来
た
の
だ
。）
彼
は
立
上
が
っ
て
空

を
仰
い
だ
。
空
は
や
は
り
は
て
も
な
く
蒼
か
っ
た
。
そ
し
て
泰
山

の
土
が
、
が
っ
ち
り
と
彼
の
脚
を
支
え
て
い
た
。

門
人
た
ち
は
、
め
い
め
い
の
心
境
に
応
じ
て
、
孔
子
の
言
葉
を

胸
の
中
で
く
り
か
え
し
な
が
ら
、
孔
子
の
姿
を
仰
い
だ
。
誰
も
一

語
を
発
す
る
者
が
な
か
っ
た
。

孔
子
は
空
を
見
て
い
た
眼
を
彼
ら
の
方
に
転
じ
た
。
彼
は
そ
の

瞬
間
、
ふ
と
彼
等
と
の
永
遠
の
離
別
を
思
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
等

の
う
ち
真
に
自
分
の
言
葉
を
理
解
し
て
く
れ
る
も
の
が
、
一
人
で

も
あ
る
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
時
に
、
彼
は
吾
知
ら
ず
深
い
孤
独
感

に
襲
わ
れ
た
。
彼
は
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
い
っ
た
。

「
わ
し
は
、
し
か
し
誰
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
の
じ
ゃ
。」

子
貢
は
、
そ
の
言
葉
を
き
く
と
、
少
し
興
奮
し
て
立
上
が
っ
た
。

そ
し
て
、
孔
子
に
近
づ
き
な
が
ら
、
詰
問
す
る
よ
う
に
い
っ
た
。

「
先
生
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を
仰
し
ゃ
る
の
で
す
。
先
生
の
大

徳
が
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
な
ん
て
、
そ
ん
な
事
が
あ
り
得
ま
し
ょ

う
か
。」

孔
子
は
、
し
か
し
、
そ
れ
に
は
答
え
な
い
で
、
や
は
り
独
言
の

よ
う
に
い
っ
た
。

「
わ
し
は
天
を
怨
も
う
と
も
、
人
を
尤
（
と
が
）
め
よ
う
と
も
思

わ
ぬ
。
わ
し
は
た
だ
自
分
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
丁
度
こ

の
泰
山
の
麓
か
ら
、
頂
上
に
上
る
よ
う
に
、
低
い
と
こ
ろ
か
ら
、

一
歩
々
々
と
高
い
と
こ
ろ
に
上
っ
て
来
た
の
じ
ゃ
。
わ
し
の
心
は

天
の
み
が
知
っ
て
い
る
。」

子
貢
は
、
い
か
に
も
残
念
そ
う
な
顔
を
し
て
、
も
う
一
度
何
と

か
云
お
う
と
し
た
。
孔
子
は
、
し
か
し
、
き
っ
と
彼
の
眼
を
見
据

え
な
が
ら
、

「
子
貢
、
い
い
か
、
わ
し
の
道
は
た
だ
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
。」

子
貢
は
、
は
っ
と
し
て
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
間
も
な
く
彼
等
は
泰

山
を
下
っ
た
。

･･････

ま
ず
、
こ
こ
で
は
「
耳
順
」
の
心
境
は
、「
そ
の
ま
ま
で
は
生
き

た
道
で
は
な
く
、
自
分
一
個
の
心
の
中
の
生
活
」
に
過
ぎ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。「
知
天
命
」
よ
り
は
万
人
に
通
じ
る
真
理
に
近
づ
い

て
い
る
が
、「
自
分
一
個
の
心
の
中
の
生
活
」
と
い
う
点
で
は
大
差

は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
真
理
は
行
為
の
世
界
に
引
直
さ
れ
て

は
じ
め
て
、
生
命
あ
る
真
理
と
な
」
り
、
万
人
が
あ
と
を
つ
い
て
歩

む
道
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
至
る
厳
し
い
実
践
の
道
の
精

進
の
果
て
に
、の
び
の
び
し
た
自
由
の
心
境（「
従
心
」）が
得
ら
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
孔
子
が
自
分
の
歩
い
て
き
た
道
は
、
万
人
の
道
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で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
な
が
ら
、
最
後
に
、
そ
の
道
は
天
の
み
に
し

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
孤
独
感
に
襲
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
他
人
と
は
取
り
替
え
の
き
か
な
い
（
湖
人
自
身
は
、
こ
の
点
を

特
に
強
調
し
て
は
い
な
い
が
）「
天
命
」
に
従
っ
て
生
き
な
が
ら
、

な
お
か
つ
自
身
の
歩
み
が
正
し
い
目
盛
に
き
っ
ち
り
合
っ
て
、
万
人

の
道
と
な
り
、「
従
心
」
の
境
地
に
至
る
。
そ
の
境
地
が
、
孤
高
的

な
心
境
を
も
伴
う
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

孔
子
は
そ
の
よ
う
な
孤
高
の
位
置
か
ら
、
つ
ね
に
わ
れ
わ
れ
を

誘
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
た
い
て
い

中
道
に
し
て
廃
す
か
、
自
ら
画
っ
て
し
ま
う
。

三
、
照
井
一
宅
（
一
八
一
九
―
一
八
八
一
）、『
論
語
』
か
ら
『
荘
子
』

へ
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」
と
い
っ
た
、
わ
た

し
た
ち
を
厳
し
く
実
践
の
道
に
誘
い
続
け
る
、
こ
う
し
た
孔
子
理
解

は
、
徂
徠
に
は
弱
い
よ
う
で
あ
る
。
中
道
に
し
て
廃
す
る
人
生
も
あ

り
だ
と
言
っ
て
い
る
。「
安
民
」と
い
う「
天
命
」の
大
き
な
方
向
性
や
、

物
言
わ
ぬ
「
礼
楽
」
の
化
に
委
ね
て
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

仁
斎
は
、「
人
道
」
の
内
容
を
自
分
な
り
に
説
く
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
聖
人
」「
最
上
至
極
宇
宙
第
一

の
書
」
と
い
う
言
い
方
や
、
有
限
の
「
性
」
を
、『
論
語
』
と
い
う

「
教
」
を
媒
介
に
し
て
、「
仁
義
」
と
い
う
「
道
」
に
向
か
っ
て
永
遠

に
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
か
ら
は
、
湖
人
に
近
い
孔
子
、『
論

語
』
理
解
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
仁
斎
に
と
っ
て
、
孔
子
の
「
人
道
」
を
見
守
る
眼
は
、

太
陽
の
光
が
暖
か
く
こ
の
世
界
を
包
む
と
い
っ
た
傾
き
を
も
つ
も
の

で
あ
り
、
や
は
り
徂
徠
同
様
に
楽
天
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実

践
の
拡
充
が
ど
の
よ
う
に
永
続
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、

「
教
」
が
媒
介
の
歯
車
と
し
て
自
己
回
転
し
続
け
る
と
い
う
、
い
さ

さ
か
心
許
な
い
理
論
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
論
語
』
は
「
教
」
で
は
な
く
「
誘
」
の
書
だ

と
言
い
切
っ
た
の
が
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
の
盛
岡
の
独

学
の
儒
者
で
あ
っ
た
照
井
一
宅
で
あ
る
。
さ
ら
に
照
井
は
、『
論
語
』

を
『
荘
子
』
を
は
じ
め
と
す
る
先
秦
諸
子
（
ほ
か
に
『
孟
子
』『
荀
子
』

な
ど
）
と
結
び
つ
け
て
説
く
。

正
統
的
な
儒
者
と
し
て
の
立
場
を
踏
み
越
え
て
、
性
悪
説
の
『
荀

子
』
や
、
さ
ら
に
は
『
荘
子
』
を
自
己
の
学
問
の
拠
り
所
と
す
る
の

は
、
孔
子
の
生
き
た
春
秋
時
代
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
乱
世
化
の
進
ん

だ
戦
国
時
代
に
鍛
え
ら
れ
た
思
想
で
な
け
れ
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
維

新
に
か
け
て
の
動
乱
の
時
代
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
照
井
に
と
っ
て
、「
道
」
と
は
君
臣
、父
子
、兄
弟
、長
幼
、

男
女
、
夫
婦
の
尊
卑
先
後
の
秩
序
（「
人
道
」）
で
あ
り
、「
教
」
と

は
そ
う
し
た
「
人
道
」
を
修
め
た
「
礼
楽
」
で
あ
っ
て
、
学
者
が
学
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ぶ
べ
き
対
象
は
「
礼
楽
」
で
あ
り
、「
封
建
」
と
と
も
に
、そ
れ
に
よ
っ

て
天
下
の
禍
乱
を
治
め
る
。
き
わ
め
て
前
近
代
的
な
学
問
観
で
あ
り

な
が
ら
、『
論
語
』
を
学
問
実
践
へ
の
「
誘
」
の
書
と
捉
え
る
こ
と
で
、

学
問
実
践
の
主
体
性
を
導
き
出
し
て
い
る
。
乱
世
に
も
処
す
こ
と
の

で
き
る
主
体
性
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
点
で
は
、
同
時
代
の
陽
明
学

の
流
行
な
ど
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
い
か
に
主
体
性
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
も
、「
危
邦
に
は
入

ら
ず
、
乱
邦
に
は
居
ら
ず
、
天
下
に
道
あ
れ
ば
則
ち
見
れ
、
道
無
け

れ
ば
則
ち
隠
る
」（
泰
伯
）
の
が
『
論
語
』
の
教
え
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
隠
者
に
対
し
て
、「
吾
れ
斯
の
人
の
徒
と
与と

も

に
す
る
に
非
ず
し

て
、
誰
と
与
に
せ
ん
。
天
下
に
道
あ
れ
ば
、
丘
与と

も

に
易
へ
ざ
る
な
り
」

（
微
子
）
と
は
言
う
が
、「
暴
虎
馮
河
、
死
し
て
悔
い
な
き
者
は
、
吾

れ
与と

も

に
せ
ざ
る
」（「
述
而
」）
の
が
孔
子
で
あ
る
。「
命
を
知
る
者
は
、

巌
牆
の
下
に
立
た
ず
」（『
孟
子
』
尽
心
上
）
と
い
う
の
が
、
儒
者
の

基
本
的
な
発
想
で
あ
ろ
う
。

こ
の
儒
者
の
基
本
的
な
発
想
に
従
い
な
が
ら
、
乱
世
に
一
歩
踏
み

出
し
、
そ
れ
を
治
め
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
こ
で

照
井
は
『
荘
子
』
を
も
ち
出
す
。

照
井
は
『
荘
子
』
は
「
道
」
で
は
な
く
、「
徳
」
を
論
じ
た
書
だ

と
す
る
。「
徳
」
は
「
源
」
で
あ
り
、「
道
」
は
「
流
」
で
あ
る
。「
徳
」

と
は
「
栄
辱
安
危
存
亡
の
源
流
」
で
あ
る
。「
道
」
の
興
廃
は
時
勢

に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
処
す
に
は
、
流
れ
の
末
を
追

う
の
で
は
な
く
、流
れ
の
源
で
あ
る「
徳
」を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
勢
」
を
乗
り
こ
な
せ
る
。
そ
れ
が
九
万
里
の
厚
さ
の
風
に
乗
じ
て

飛
ぶ
鵬
の
喩
え
に
よ
っ
て
『
荘
子
』
で
は
語
ら
れ
て
い
る
と
、
照
井

は
言
う
。

「
逍
遙
遊
」
と
は
万
物
の
自
得
の
楽
し
さ
を
論
じ
た
だ
け
の
も
の
で

な
く
、「
聖
人
の
知
の
、
変
に
応
じ
て
、
逍
遙
と
し
て
迫
ら
ず
、
余

り
あ
る
」状
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
鯤
が
鵬
に
変
化
す
る
の
も
、

「
古
人
は
質
性
を
尚
ば
ず
、
必
ず
変
故
を
以
て
務
め
と
為
」
し
、
修

め
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
智
に
翼
を
生
じ
」
て
、「
大
い
に
為

す
」
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。

ま
た
「
徳
」
と
は
、
物
を
疵き

ず

つ
け
病
ま
せ
ず
、
年
穀
を
熟
さ
せ
る

こ
と
に
精
神
が
凝
集
す
る
こ
と
で
あ
る
と
も
言
う
。
同
時
に
そ
れ
は

物
に
傷
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
大
災
難
に
際
し
て
も
、
溺

れ
死
に
せ
ず
、
焼
け
死
に
し
な
い
。
実
際
に
超
人
的
な
力
で
傷
つ
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
徳
の
も
ち
主
は
、
陥
れ

よ
う
と
す
る
者
が
少
な
く
、
支
持
す
る
者
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て「
徳
」と
は
ま
た「
人
望
」で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。「
己
」

無
く
、「
功
」
無
く
、「
名
」
無
く
、
物
を
疵
つ
け
病
ま
せ
な
い
こ
と

に
精
神
が
凝
集
す
る
者
に
こ
そ
、「
人
望
」
が
集
ま
る
。「
民
は
神
の

主
」
で
あ
る
と
い
う
『
左
伝
』（
桓
公
六
年
）
の
語
を
、
読
者
は
明

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
以
上
、『
荘
子
解
』）。

聖
人
は
民
を
憂
え
る
こ
と
が
深
い
。
だ
か
ら「
天
下
滔
々
た
る
も
、
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世
を
辟さ

く
る
こ
と
を
為
さ
ず
、
た
だ
力
を
其
の
間
に
竭つ

く
」
し
た
。

そ
れ
は
孔
子
よ
り
始
ま
っ
た
。
こ
れ
が
彼
が
群
聖
人
に
抜
き
ん
出
る

理
由
で
あ
る
。「
孔
子
の
門
に
、
民
を
以
て
志
と
為
さ
ざ
る
者
」
は
、

一
人
も
い
な
い
。
孟
子
、
荘
子
、
荀
子
の
諸
賢
も
、
孔
子
に
倣
い
、

み
ず
か
ら
隠
れ
る
こ
と
は
せ
ず
、「
乱
世
の
間
を
彷
徨
逍
遙
」
し
て
、

世
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
力
を
尽
く
し
、
そ
の
身
を
害
せ
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
（
以
上
、『
論
語
解
』）。

孔
子
は
孤
高
の
位
置
か
ら
、
つ
ね
に
わ
れ
わ
れ
を
「
万
人
の
道
」

へ
と
誘
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の

道
の
厳
し
さ
に
、
た
い
て
い
中
道
に
し
て
廃
す
か
、
自
ら
画か

ぎ

っ
て
し

ま
う
。『
論
語
』
の
日
本
に
お
け
る
学
界
の
主
流
（
京
都
の
古
学
、

江
戸
の
古
文
辞
学
）
の
読
み
方
で
は
、
実
践
の
厳
し
い
道
を
、
暴
風

雨
の
中
で
す
ら
歩
み
と
お
す
主
体
性
を
打
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
が
、
日
常
の
倫
理
実
践
が
、『
論
語
』
を
学
ぼ

う
と
志
す
こ
と
で
、
自
然
に
自
己
拡
充
し
て
い
く
可
能
性
を
楽
天
的

に
信
じ
る
か
、『
論
語
』
に
よ
っ
て
己
の
人
生
の
個
性
的
な
意
味
を

知
り
、
そ
れ
が
大
き
な
方
向
と
し
て
「
安
民
」
に
向
か
っ
て
い
る
流

れ
に
身
を
任
せ
る
く
ら
い
で
し
か
な
か
っ
た
。
大
き
く
言
っ
て
、
そ

れ
は
「
志
学
」
か
ら
「
知
天
命
」
く
ら
い
ま
で
の
境
地
で
し
か
な
か
っ

た
。佐
賀
出
身
の
下
村
湖
人
は
、『
葉
隠
』的
な
精
神
伝
統
の
上
に
、「
耳

順
」
か
ら
「
従
心
」
へ
の
道
の
り
を
描
き
出
し
た
が
、
そ
の
最
終
的

な
心
境
は
、
自
己
の
道
を
万
人
の
道
と
確
信
し
な
が
ら
も
、
深
い
孤

独
感
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
孤
独
な
勤
行
は
、暴
風
雨
、

大
災
害
の
前
で
は
、
結
局
は
挫
け
て
し
ま
う
脆
い
も
の
で
は
な
い
の

か
。し

か
し
、『
論
語
』
の
中
に
か
す
か
に
響
く
、
わ
た
し
た
ち
を
永

続
的
な
実
践
に
呼
び
か
け
続
け
る
声
、
そ
れ
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る

と
、『
論
語
』
以
外
の
書
を
、
そ
れ
に
組
み
合
わ
せ
、
増
幅
さ
せ
る

以
外
な
い
。
照
井
に
よ
れ
ば
、『
荘
子
』
こ
そ
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
子
輿よ

と
子
来
の
悪
疾
を
、
彼
ら
は
友
人
と
と

も
に
、
造
物
者
の
偉
大
と
し
て
讃
え
る
。
子
桑
戸
の
死
に
、
彼
の
友

人
た
ち
は
唱
和
し
て
歌
う
。
顔
回
は
、
か
つ
て
孔
子
か
ら
「
治
ま
っ

て
い
る
国
な
ら
立
ち
去
り
、
乱
れ
て
い
る
国
な
ら
そ
こ
へ
行
け
」
と

教
わ
っ
た
と
し
て
、
困
難
に
陥
っ
て
い
る
民
を
救
う
た
め
に
乱
れ
た

衛
の
国
に
行
こ
う
と
す
る
。『
荘
子
』
は
ま
さ
に
『
論
語
』
の
「
知

天
命
」
の
思
想
に
飽
き
た
ら
ず
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
も

の
で
は
な
い
の
か
。『
論
語
』
の
「
従
心
」
の
境
地
を
、『
荘
子
』
は

「
逍
遙
遊
」
の
境
地
と
し
て
詳
し
く
説
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
が
照
井
の
言
う
よ
う
に
、「
乱
世
の
間
を
彷
徨
逍
遙
し
て
、

之
を
能
く
害
す
る
こ
と
な
き
」
徳
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
否
か

は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
「
徳
」
は
主
に
君
主
の
身
に
つ
け
る

べ
き
心
の
持
ち
方
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
様
に
民

を
憂
う
と
い
っ
て
も
、「
聖
人
」
の
立
場
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
「
賢

者
」
は
乱
世
に
は
世
を
避
け
る
の
に
対
し
て
、「
聖
人
」（
・「
至
人
」・
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「
真
人
」）
は
、
民
を
苦
し
ま
せ
な
い
豊
饒
の
世
を
願
っ
て
、
乱
世
を

も
乗
り
こ
な
す
「
徳
」
を
養
い
、「
智
に
翼
を
生
じ
」
て
、
世
に
出

て
大
い
に
為
す
こ
と
あ
ら
ん
と
す
る
。
そ
し
て
「
賢
者
」
が
隠
れ
て

世
を
避
け
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
と
も
に
力
を
尽
く
し
て
、
乱
世
を
治

世
に
変
え
よ
う
と
す
る
。
照
井
の
生
き
た
幕
末
の
盛
岡
藩
で
は
、
近

世
最
大
の
百
姓
一
揆
（
三
閉
伊
一
揆
）
が
あ
っ
た
。
東
北
の
芸
能
や

祭
り
は
、
そ
の
頃
最
大
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た

民
衆
の
力
の
発
展
を
、
照
井
は
切
実
に
感
じ
、
彼
ら
と
と
も
に
乱
世

を
豊
饒
の
世
に
変
え
よ
う
と
願
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
孤
独
な
勤
行
と
は
異
な
る
。

こ
こ
に
、
こ
の
た
び
の
震
災
に
際
し
て
、
わ
た
し
た
ち
が
新
た
な

人
間
像
を
考
え
る
手
が
か
り
が
、
い
く
ぶ
ん
な
り
と
も
含
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
た
び
の
震
災
を
、
も
は
や

「
天
命
」
と
し
て
甘
ん
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
被
災
の
痛
み
を

共
有
し
、
そ
れ
に
腰
を
据
え
て
立
ち
向
か
う
、
持
続
的
な
実
践
主
体

の
絆
を
生
み
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
明

治
以
降
の
国
民
国
家
内
の
一
体
感
と
は
異
な
る
他
者
感
覚
も
必
要
で

あ
る
。
こ
の
た
び
の
震
災
は
、
わ
た
し
た
ち
の
間
に
、
安
易
な
他
者

理
解
を
拒
む
、
断
絶
の
意
識
を
生
み
出
し
た
。
そ
も
そ
も
被
災
の
現

場
を
前
に
、
わ
た
し
た
ち
が
言
葉
を
失
っ
た
こ
と
が
、
そ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
原
発
事
故
に
よ
る
国
内
難
民
の
発
生
は
、
新
た
な
差
別
意
識

を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
交
通
さ
せ
れ
ば
よ
い

の
か
。

『
荘
子
』
を
は
じ
め
と
す
る
戦
国
諸
子
の
思
想
に
は
、
自
分
と
は
異

な
る
存
在
と
の
向
き
合
い
に
際
し
て
、
自
分
に
固
執
せ
ず
、
自
分
自

身
を
変
化
さ
せ
て
い
く
と
い
っ
た
考
え
方
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
実

践
主
体
の
強
さ
を
失
わ
ず
に
、
柔
軟
に
自
己
と
他
者
が
と
も
に
変
化

し
て
い
く
、
そ
う
し
た
思
想
の
萌
芽
が
、
前
近
代
の
日
本
に
、
特
に

幕
末
の
乱
世
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
は
、
論
者
に
は
ま
だ
探
索
の
力

が
及
ば
な
い
。
戦
国
諸
子
の
思
想
理
解
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
と
思
う
。

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
・
土
田
健
次
郎
著

『
儒
学
入
門
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
六
〇
〇
円
）

な
お
現
代
の
中
国
や
台
湾
、
韓
国
、
さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア

の
華
人
社
会
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
儒

学
の
精
神
を
置
く
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
…
こ
れ
か
ら
本
書

で
は
、
儒
教
が
歴
史
的
に
培
っ
て
き
た
も
の
の
内
容
を
、
地

域
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
順
次
見
て
い
き
た
い
（
本
書
「
は

じ
め
に
」
よ
り
）。

儒
学
関
連
最
新
書
籍
の
ご
案
内
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■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

東
日
本
国
際
大
学
経
済
情
報
学
部
教
授

留
学
生
別
科
長

田

村

立

波

第
四
回
中
韓
日
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月

二
六
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
山
東
大
学
で
同
大
設
立
一
一
〇
周
年

記
念
学
術
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一

年
置
き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
幹
事
校
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
仕

組
み
で
、
山
東
大
学
に
お
い
て
は
二
回
目
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
七
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
一
の
基
調
講
演
の
他
に
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
「
グ

ロ
ー
バ
ル
倫
理
秩
序
と
儒
学
リ
ソ
ー
ス
」、「
東
ア
ジ
ア
の
政
治
と
倫

理
」、「
宗
教
と
教
化
」、「
倫
理
教
化
の
多
角
的
視
野
」、「
グ
ロ
ー
バ

ル
視
野
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
思
想
」、「
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
モ
ダ

ニ
テ
ィ
」
と
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
そ
し
て
テ
ー
マ
ご
と
に
三
～
四

名
の
学
者
が
論
文
発
表
を
行
う
と
い
う
方
式
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。

発
表
さ
れ
た
論
文
は
基
調
講
演
を
含
む
二
五
篇
と
数
え
ら
れ
る
。
そ

の
う
ち
、
幹
事
校
の
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院
八
篇
、
韓
国
九
篇
、

初
参
加
の
本
学
は
五
篇
、
台
湾
か
ら
二
篇
、
清
華
大
学
か
ら
一
篇
と

な
っ
て
い
る
。

会
場
は
山
東
大
学
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
築
落
成
し
た
ば
か
り

の
知
新
楼
。
一
三
九
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
中
国
の
大
学
で
は
ト
ッ
プ

の
高
層
校
舎
と
誇
る
知
新
楼
は
、字
面
通
り
『
論
語
』
為
政
篇
の
「
温

故
知
新
」
に
出
自
、
ま
た
『
大
学
』「
苟
日
新
、
日
日
新
，
又
日
新
」

（
苟
に
日
に
新
た
に
、
日
々
に
新
た
に
、
ま
た
日
に
新
た
な
り
）
の

意
味
も
託
さ
れ
て
い
る
。「
済
南
市
は
山
東
大
学
に
あ
る
」
と
い
わ

れ
る
御
当
地
に
お
い
て
は
、
落
成
し
た
ば
か
り
の
知
新
楼
は
「
斉
魯

文
化
新
地
標
」
と
認
定
さ
れ
、
象
徴
的
な
建
築
物
と
な
っ
て
い
る
。

同
大
は
「
世
紀
山
大
、
薪
火
相
伝
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
伝
統

と
創
造
を
と
も
に
重
ん
じ
る
校
風
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
、
年
間
を

グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
の
リ
ソ
ー
ス

　
　
　
　
　

―
第
四
回
中
韓
日
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
振
り
返
る
―
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通
じ
て
千
回
も
の
記
念
講

演
を
繰
り
広
げ
て
い
く
予

定
だ
っ
た
。
今
回
の
幹
事

校
に
あ
た
る
文
史
哲
研
究

院
も
昨
年
三
月
に
長
年
に

わ
た
り
使
用
し
て
き
た
レ

ト
ロ
調
の
研
究
棟
を
知
新

楼
に
移
し
て
か
ら
、
一
連

の
記
念
活
動
の
一
つ
と
し

て
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
し
た
の
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
概
観

す
る
報
告
を
書
く
よ
う
に

と
言
わ
れ
た
筆
者
が
通
訳

□
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

①
「
東
ア
ジ
ア
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
と
地
球
倫
理

萬
俊
人（
中
国
倫
理
学
学
会
会
長

清
華
大
学
哲
学
学
部

教
授
）

②

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
と
儒
学
の
復
興

緑
川
浩
司
（
日
本
学
校
法
人
昌
平
黌

副
理
事
長

東
洋
思
想
研

究
所

教
授
）

③

現
代
社
会
と
儒
学
の
役
割

呉
錫
源
（
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部

学
部
長

教

授
）

④

グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
と
孔
子
の
徳
性
研
究
―
―
『
グ
ロ
ー
バ
ル

倫
理
宣
言
』
再
考

傅
永
軍
（
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院

院
長

教
授
）

□
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
秩
序
と
儒
学
リ
ソ
ー
ス

①

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
倫
理
秩
序

水
田
健（
東
日
本
国
際
大
学

副
学
長

経
済
情
報
学
部

教
授
）

②

何
を
も
っ
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
」
を
可
能
と
す
る
か
―
―

『
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
宣
言
』
に
お
け
る
若
干
の
問
題
と
儒
家
倫
理

学黄
玉
順
（
山
東
大
学
儒
学
高
等
研
究
院

副
院
長

教
授
）

③

人
倫
社
会
に
お
け
る
「
情
理
」
秩
序

徐
炯
遥
（
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部

教
授
）

□
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

東
ア
ジ
ア
の
政
治
と
倫
理

と
し
て
参
加
し
た
が
、
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
箇
所
が
多
々

あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
東
西
洋
哲
学
に
つ
い
て
縦
横
無
尽
に
語

ら
れ
た
大
会
を
ま
と
め
る
と
な
る
と
、
筆
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に

非
力
で
あ
る
こ
と
を
重
々
承
知
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
論
文
集
に
基
づ
き
、
掲
載
さ
れ
た
「
レ
ジ
ュ
メ
」
か
ら
抜
粋
し

て
任
を
全
う
し
よ
う
と
考
え
た
。

ま
ず
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
の
発
表
論
文
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

と
す
る

4

4

。
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①
古
典
王
政
全
書
―
―
『
呂
氏
春
秋
』
の
王
道
思
想
体
系

張
富
祥
（
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院

教
授
）

②
仏
教
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―
池
田
大
作
講
演
「
平
和
と
人
間

の
た
め
の
安
全
保
障
」
に
即
し
て

松
岡
幹
夫（
東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所

所
長

教
授
）

③
学
術
と
政
治
の
間
―
―
章
太
炎
（
一
八
六
九
～
一
九
三
六
）
と

そ
の
人
生
選
択
の
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て

李
哲
賢
（
台
湾
雲
林
科
学
技
術
大
学
漢
学
資
料
整
理
研
究
所

教

授
）

□
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン

宗
教
と
教
化

①
儒
教
の
観
点
か
ら
宗
教
多
元
主
義
を
論
ず
る

金
聖
基
（
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部

教
授
教

儒

教
文
化
研
究
所

所
長
）

②
普
遍
宗
教
意
義
に
お
け
る
朝
鮮
朝
人
物
性
論
に
関
す
る
考
察

李
東
熙
（
韓
国
啓
明
大
学
校

教
授
）

③
仏
教
か
ら
見
た
科
学
技
術
の
抱
え
る
課
題

山
本
修
一
（
日
本
創
価
大
学
工
学
部
環
境
共
生
工
学
科

教
授
）

□
第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン

倫
理
教
化
の
多
角
的
視
野

①
価
値
衝
突
を
め
ぐ
っ
て
―
―
先
秦
儒
墨
相
非
を
中
心
に

呉
進
安
（
台
湾
雲
林
科
学
技
術
大
学
漢
学
資
料
整
理
研
究
所

所

長

教
授
）

②
『
論
語
』「
学
而
」
篇
に
お
け
る
「
学
」
と
「
習
」
の
論
理
と

意
義
―
―
朱
熹
と
王
夫
之
の
観
点
を
中
心
に

李
哲
承
（
韓
国
誠
信
女
子
大
学
校
東
洋
思
想
研
究
所

教
授
）

③
人
心
を
正
す
の
み
必
要
あ
り
―
―
孟
子
「
性
善
説
」
に
対
す
る

再
認
識

會
振
宇
（
山
東
大
学
儒
学
高
等
研
究
院

副
院
長

教
授
）

④
普
遍
価
値
を
如
何
に
し
て
可
能
に
す
る
か

沈
順
福
（
山
東
大
学
儒
学
高
等
研
究
院

教
授
）

□
第
六
セ
ッ
シ
ョ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
視
野
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
思

想
①
西
ア
ジ
ア
の
ア
ド
ニ
ス
か
ら
マ
ホ
ー
ラ
ガ
に
至
る
ま
で

劉
宗
迪
（
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院

教
授
）

②
儒
学
道
徳
主
体
の
定
義
と
特
徴
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
陸
象
山

に
よ
る
『
孟
子
』
解
釈
を
中
心
に

高
在
賜
（
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部

教
授
）

③
「
日
本
に
お
け
る
『
論
語
』
の
読
ま
れ
方
―
―
伊
藤
仁
斎
（
京

都
）・
荻
生
徂
徠
（
江
戸
）・
照
井
一
宅
（
盛
岡
）

片
岡
龍
（
日
本
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

准
教
授
）

□
第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン

東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ

①
音
楽
の
倫
理
及
び
政
治
教
化
の
役
割
―
―
『
楽
記
』
の
音
楽
論

を
中
心
に

李
相
殷
（
韓
国
尚
志
大
学
校

教
授
）

②
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
形
而
上
学
構
造
か
ら
現
代
中
国
哲
学
の
発
展
方
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式
を
論
ず
る

陳
治
国
（
山
東
大
学
哲
学
と
社
会
発
展
学
院

副
教
授
）

③
人
類
と
自
然
と
の
共
生
に
関
す
る
儒
学
的
解
読

朴
洪
植
（
韓
国
大
邱
韓
医
大
学
校

教
授
）

④
儒
家
の
倫
理
思
想
を
利
用
し
て
現
代
の
儒
商
精
神
を
培
う

王
小
婷
（
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院

講
師
）

⑤
陳
確
の
経
済
倫
理
思
想
及
び
そ
の
現
代
的
価
値

林
琳
（
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部

博
士
課
程
院
生
）

次
に
、
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
き
順
を
追
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
片
鱗

を
窺
う
こ
と
と
し
よ
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
知
新
楼
一
五
階
に
あ
る
「
学
源
ホ
ー
ル
」
で
、

三
か
国
の
大
学
の
代
表
挨
拶
に
よ
り
幕
を
開
け
た
。
開
幕
式
で
司
会

を
務
め
る
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院
院
長
の
傅
永
軍
教
授
は
中
韓
日

三
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
起
人
の
一
人
で
、
カ
ン
ト
、
ハ
ー
バ
ー
マ

ス
、
ユ
ダ
ヤ
宗
教
哲
学
研
究
の
著
名
な
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
学

術
交
流
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
も
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
き
た
。傅
院
長
が
来
賓
の
紹
介
並
び
に
歓
迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

主
催
側
挨
拶
で
最
初
に
登
壇
し
た
の
は
山
東
大
学
副
学
長
で
経
済
学

博
士
の
樊
麗
明
教
授
。
山
東
大
学
の
沿
革
と
現
状
並
び
に
一
一
〇
周

年
記
念
行
事
の
状
況
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
後
、
参
会
の
来
賓
に
対
す

る
歓
迎
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
大
会
の
成
功
を
祈
っ
た
。
続
い

て
、
中
国
倫
理
学
学
会
会
長
で
清
華
大
学
哲
学
学
部
の
萬
俊
人
教
授

が
、
中
国
の
哲
学
研
究
の
現
状
や
大
会
開
催
の
意
義
に
つ
い
て
言
及

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部
学
部
長

で
あ
る
呉
錫
源
教
授
が
挨
拶
で
中
韓
日
三
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の

経
過
を
振
り
返
り
、
大
会
の
成
果
を
肯
定
し
た
。
最
後
に
来
賓
を
代

表
し
幹
事
校
に
謝
意
を
表
し
た
の
が
学
校
法
人
昌
平
黌
の
緑
川
副
理

事
長
。
本
学
初
参
加
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
、
東
日
本
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
た
本
学
へ
の
温
か
い
支
援
に
感
謝
し
、
そ
し
て
復
興
再
建
の

抱
負
を
も
語
っ
た
。

開
幕
式
終
了
後
、
休
む
間
も
な
く
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
基
調
講
演

に
入
っ
た
。
司
会
者
は
西
洋
哲
学
、
宗
教
哲
学
を
研
究
分
野
と
す
る

山
東
大
学
哲
学
と
社
会
発
展
学
院
院
長
を
務
め
る
劉
傑
教
授
。

萬
俊
人
教
授
が「『
東
ア
ジ
ア
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』と
地
球
倫
理
」を
テ
ー

マ
に
、
主
に
「
西
洋
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
反
射
鏡
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
モ

ダ
ニ
テ
ィ
」、「
東
ア
ジ
ア
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
に
お
け

る
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の
意
義
」、
そ
し
て
「
東
ア
ジ
ア
の
道
徳
文
化

リ
ソ
ー
ス
の
有
効
利
用
に
お
け
る
政
治
的
制
約
と
そ
の
撤
廃
」
の
三

つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
論
じ
、「
西
洋
文
明
・
文
化
を
崇
拝
し
て
自
身

の
文
明
や
文
化
を
低
く
見
る
と
い
う
自
己
卑
下
の
状
態
が
普
遍
的
に

存
在
し
て
い
る
」
こ
と
に
対
し
、「
批
判
的
に
再
考
し
」、「
東
ア
ジ

ア
の
学
者
が
団
結
し
て
共
に
進
み
、
東
ア
ジ
ア
の
道
徳
文
化
の
振
興

の
た
め
に
、
現
存
の
地
球
倫
理
の
探
求
方
式
を
刷
新
す
る
」
と
力
強

く
宣
言
し
た
。



89

■シンポジウム報告

学
校
法
人
昌
平
黌
緑
川
副
理
事
長
は
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ

た
学
校
法
人
昌
平
黌
の
対
応
を
中
心
に
、「
昌
平
黌
学
園
と
儒
教
の

伝
統
」、「
震
災
被
害
の
危
機
感
と
信
頼
感
の
賦
与
」、「
大
義
と
大
和

精
神
の
実
践
」、「
大
成
殿
の
復
元
（
計
画
）」
に
続
き
、「
本
学
の
復

興
は
、（
中
略
）
人
間
性
の
回
復
、
教
育
の
回
復
、
地
域
社
会
の
回

復
等
、
精
神
と
物
質
両
面
か
ら
な
る
様
々
な
復
興
を
兼
ね
備
え
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
儒
学
即
ち
建
学
の
精
神
で
あ
る
昌
平
黌
精
神
を
常

に
確
認
し
な
が
ら
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
努
め
、
人
類
社
会
に
平

和
と
希
望
を
与
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
」と
語
っ
た
。

呉
錫
源
教
授
は
「
現
代
社
会
と
儒
学
の
役
割
」
に
お
い
て
、「
現

代
社
会
の
特
徴
と
問
題
点
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
う
え
で
、「
儒
教

の
役
割
と
未
来
の
方
向
」
を
示
し
、「
新
た
な
指
導
者
像
」
と
「
儒

教
理
念
」
の
確
立
の
必
要
性
と
重
要
性
を
力
説
し
て
、「
儒
教
の
理

念
に
新
た
な
生
命
力
を
付
与
し
て
、
生
き
て
い
る
儒
教
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
契
機
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
儒
教
に
は
社
会
の
変

化
と
要
請
へ
対
応
で
き
る
『
中
庸
』
の
哲
学
が
あ
る
か
ら
こ
そ
こ
の

間
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
限
り
な
く
数
多
く
の
危
機
と
批
判
へ
対
応

し
て
正
し
い
方
向
を
提
示
し
続
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
今
日
の
儒
教

は
こ
の
よ
う
な
『
時
中
』
の
道
を
具
現
し
現
代
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

理
論
を
設
立
し
て
人
類
の
未
来
へ
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
べ
き

で
あ
る
」
と
提
案
し
た
。

傅
永
軍
院
長
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
と
孔
子
の
徳
性
研
究
―
―『
グ

ロ
ー
バ
ル
倫
理
宣
言
』
再
考
」
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
の
神
学
者
・
哲

学
者
で
あ
る
ハ
ン
ス
・
キ
ュ
ー
ン
グ
（H

ans K
ung

）
に
よ
っ
て

提
起
さ
れ
た
「
地
球
倫
理
」
に
お
け
る
「
二
つ
の
偉
大
な
宗
教
・
倫

理
原
則
―
―
「
金
原
則
」（
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
人
に
施
す
な
か
れ
）

と
「
人
道
原
則
」（
す
べ
て
の
人
間
は
人
間
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、内
在
す
る
欠
陥
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
四
つ
の
側
面
か
ら
倫
理
の
構
築
に
関
す
る
提
案
を
し

た
。
①
古
典
徳
性
倫
理
学
の
智
恵
を
吸
収
し
、
規
則
倫
理
学
の
独
占

性
を
抑
制
す
る
こ
と
、
②
地
球
倫
理
を
構
築
す
る
時
、
特
別
な
文
化

共
同
体
の
特
別
な
道
徳
追
求
を
尊
重
す
る
こ
と
、
③
各
民
族
の
特
定

の
道
徳
追
求
を
地
球
倫
理
の
内
部
構
造
に
内
在
化
す
る
こ
と
、
④
道

徳
規
則
と
徳
性
追
求
が
互
い
に
補
足
す
る
こ
と
。
最
後
に
、「
孔
子

の
実
践
と
智
恵
を
学
び
、
東
洋
の
内
在
的
超
越
的
な
精
神
と
西
洋
の

外
在
的
超
越
伝
統
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
球
倫
理
構
築
の
正
し

い
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
結
論
付
け
た
。

一
〇
分
間
の
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
挟
ん
で
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

始
ま
っ
た
。
司
会
者
は
呉
進
安
教
授
。

本
学
副
学
長
の
水
田
教
授
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け

る
東
ア
ジ
ア
の
倫
理
秩
序
」
を
テ
ー
マ
に
論
文
発
表
を
行
っ
た
。
水

田
教
授
は
主
に
段
階
的
に
発
展
し
た
日
本
で
の
資
本
主
義
に
着
目
し

て
、「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
段
階
の
資
本
主
義
」
と
「
二
〇
世
紀
後
半

の
儒
教
資
本
主
義
」
の
特
徴
に
対
す
る
分
析
を
通
し
て
、「
グ
ロ
ー
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バ
ル
の
進
展
は
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
互
助
的
機
能
を
果
し
て
き
た
家

族
や
企
業
、
労
働
組
合
な
ど
の
中
間
組
織
の
変
質
あ
る
い
は
崩
壊
を

進
め
て
い
る
。
個
人
だ
け
か
ら
な
る
社
会
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る

中
間
組
織
を
、
東
ア
ジ
ア
の
資
源
で
あ
る
儒
学
的
伝
統
に
よ
っ
て
再

生
す
る
の
は
必
須
の
課
題
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

次
に
発
表
し
た
山
東
大
学
儒
学
高
等
研
究
院
副
院
長
の
黄
玉
順
教

授
は
、
現
代
中
国
「
儒
学
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
代
表
人
物
の
一
人
で
、

「
生
活
儒
学
」
学
派
の
創
立
者
で
も
あ
る
。
黄
教
授
は
、「
何
を
も
っ

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
」
を
可
能
と
す
る
か
―
―
『
グ
ロ
ー
バ
ル
倫

理
宣
言
』
に
お
け
る
若
干
の
問
題
と
儒
家
倫
理
学
」
と
題
し
た
論
文

に
お
い
て
、「
規
範
の
選
択
に
着
目
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
原
則
の

基
礎
に
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
」
の
問

題
点
に
つ
い
て
指
摘
し
、
な
お
、「
儒
家
倫
理
学
の
『
仁
→
義
→
礼
』

の
構
造
、
つ
ま
り
『
仁
愛
精
神
→
正
義
の
原
則
→
社
会
規
範
』
の
構

造
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
参
考
と
な
る
」
と
明
確
に
示
し
た
。

続
い
て
、
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部
の
徐
炯
遥
教
授

は
、「
人
倫
社
会
に
お
け
る
『
情
理
』
秩
序
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、

「
儒
家
共
同
体
の
倫
理
秩
序
は
群
体
の
構
成
員
で
あ
る
個
人
の
徳
性

を
涵
養
し
、
自
他
が
相
互
待
対
的
に
行
う
徳
行
だ
と
い
え
る
。
そ
の

徳
性
と
は
＇
知
・
仁
・
勇
＇
の
三
達
徳
で
あ
っ
て
、そ
の
徳
行
は
＇
孝
・

悌
・
慈
＇
の
三
達
道
で
あ
ろ
う
。
天
地
自
然
の
天
道
に
は
＇
保
合
太

和
＇
す
る
『
所
以
然
の
原
理
』
が
あ
り
、
天
下
人
事
に
は
＇
執
中
致

和
＇
す
る
『
所
当
然
の
道
理
』
が
あ
る
。
儒
家
の
天
下
共
同
体
が
持

つ
経
営
目
標
と
い
え
ば
『
太
平
世
上
の
建
設
』
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
大
同
社
会
は
個
人
の
た
め
の
＇
私
心
＇
よ
り
は
万
人
の

た
め
の
＇
公
心
＇
行
事
と
し
て
完
成
さ
れ
る
。
公
平
社
会
で
は
自
他

の
心
身
が
共
生
共
存
を
思
っ
て
互
い
に
疎
通
・
共
鳴
し
、
呼
吸
を
あ

わ
せ
る
の
が
重
要
事
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
大
所
高
所
か
ら
論
じ
、

そ
し
て
「
現
代
社
会
の
不
条
理
な
現
状
は
根
本
的
に
あ
ら
ゆ
る
方
面

で
の
都
市
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
儒
家
の
＇
公
・
私
＇
の

区
分
と
＇
義
・
利
＇
の
弁
別
の
意
味
合
い
は
よ
り
一
層
切
実
に
要
請

さ
れ
て
い
る
」
と
問
題
提
起
し
た
。
こ
の
日
の
午
後
に
案
内
さ
れ
た

山
東
大
学
博
物
館
に
あ
る
「
中
華
文
化
研
究
と
体
験
基
地
」
で
、
徐

教
授
は
飄
逸
で
力
強
い
行
書
で
論
文
に
出
て
い
る
「
執
中
致
和
」
を

揮
毫
し
た
の
が
記
憶
に
新
し
い
。

昼
食
後
の
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
知
新
楼
の
一
九
階
に
あ
る
「
学
思

堂
」
に
移
り
開
催
し
た
。
司
会
者
は
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院
副
院

長
の
杜
澤
遜
教
授
。
杜
教
授
は
、
古
典
目
録
版
本
学
、
四
庫
学
、
山

東
文
献
研
究
の
最
先
端
を
走
る
教
授
で
あ
り
、
数
々
の
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
。

最
初
に
発
表
し
た
の
は
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院
の
張
富
祥
教

授
。
張
教
授
は
長
年
に
わ
た
り
中
国
古
代
文
献
学
、
文
化
史
、
古
典

整
理
研
究
に
従
事
し
、
数
多
く
の
著
書
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
論
文
「
古
典
王
政
全
書
―
―
『
呂
氏
春
秋
』
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の
王
道
思
想
体
系
」
を
発
表
し
、
漢
初
の
思
想
界
に
与
え
た
『
呂
氏

春
秋
』の
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
論
文
で
、『
呂
氏
春
秋
』の「
思

想
体
系
は
一
つ
の
構
造
性
の
総
体
と
し
て
見
る
と
、
な
お
伝
統
的
に

言
う
と
こ
ろ
の
『
王
道
』
思
想
で
あ
り
、
君
主
の
『
無
為
』
を
主
張

し
、『
修
斉
治
平
（
修
め
る
・
と
と
の
え
る
・
治
め
る
・
平
ら
に
す

る
）』
の
賢
人
思
想
に
賛
同
し
、『
徳
治
』
を
実
行
し
、
社
会
教
化
に

重
き
を
置
き
、
農
業
生
産
を
重
視
し
、『
義
兵
』
の
役
割
を
肯
定
し
、

学
術
文
化
な
ど
を
統
一
し
た
。
こ
こ
か
ら
伝
統
的
な
王
政
の
思
想
は

全
面
的
系
統
的
に
総
合
さ
れ
、
計
画
な
思
想
形
態
を
体
現
し
、
中
国

社
会
を
戦
国
の
紛
争
か
ら
秦
漢
の
大
一
統
へ
の
過
程
の
中
で
主
流
な

意
識
形
態
と
価
値
系
統
の
転
換
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

本
学
東
洋
思
想
研
究
所
所
長
で
あ
る
松
岡
幹
夫
教
授
は
、「
仏
教

の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
お
い
て
、
池
田
大
作
の
「
平
和
ア
プ
ロ
ー

チ
が
簡
潔
に
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
一
九
九
五
年
一
月
に
ハ
ワ
イ

東
西
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
池
田
講
演
『
平
和
と
人
間
の
た
め
の
安

全
保
障
』」を
取
り
上
げ
た
。池
田
の
提
案
し
た
三
つ
の
発
想
の
転
換
、

即
ち
「
知
識
か
ら
智
慧
へ
」、「
一
様
性
か
ら
多
様
性
へ
」
、「
国
家

主
権
か
ら
人
間
主
権
へ
」
に
つ
い
て
論
じ
た
う
え
で
、「
①
池
田
の

平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
生
命
に
よ
る
平
和
」
を
基
調
と
す
る
。
②
池

田
は
、
民
衆
の
生
命
に
本
来
具
わ
る
創
造
性
・
連
帯
性
・
自
立
性
を

開
発
し
ゆ
く
「
人
間
革
命
」
の
実
践
が
、
近
年
、
国
際
的
に
提
唱
さ

れ
て
い
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
王
道
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
③

池
田
の
平
和
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、「
理
性
か
ら
生
命
へ
」
の
発
想
転

換
を
呼
び
か
け
る
。
④
池
田
に
見
ら
れ
る
「
人
間
革
命
」
の
平
和
思

想
は
、
東
洋
を
出
自
と
し
つ
つ
西
洋
の
精
神
と
も
共
鳴
し
合
い
、
い

わ
ば
脱
文
明
的
な
性
格
を
呈
し
て
い
る
」
と
い
う
四
つ
の
見
解
を
提

起
し
た
。

台
湾
雲
林
科
学
技
術
大
学
漢
学
資
料
整
理
研
究
所
の
李
哲
賢
教
授

は
、「
学
術
と
政
治
の
間
」
を
発
表
し
、
政
治
家
と
国
学
者
と
し
て

の
章
太
炎
の「
学
術
と
政
治
間
を
揺
れ
動
く
と
い
う
不
安
定
な
関
係
」

に
焦
点
を
当
て
た
。「
章
氏
の
国
粋
保
存
へ
の
関
心
に
注
目
し
、
こ

の
観
点
か
ら
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
上
述
の
苦
境
を
解
決
し
た
か
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
章
太
炎
の
思
想
に
つ
い
て
の
理
解
を
更
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
」
と
発
表
の
意
義
を
述
べ
た
。

第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
「
宗
教
と
教
化
」。
司
会
者
は
李

哲
賢
教
授
。
韓
国
二
名
と
日
本
の
学
者
一
名
が
そ
れ
ぞ
れ
論
文
の
発

表
を
行
っ
た
。

最
初
に
発
表
し
た
の
は
、
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
教
文
化
研
究
所

所
長
で
中
国
語
堪
能
な
金
聖
基
教
授
で
あ
る
。
金
教
授
は
「
儒
教
の

観
点
か
ら
宗
教
多
元
主
義
を
論
ず
る
」
と
い
う
論
文
で
、「
儒
教
と

キ
リ
ス
ト
教
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
と
そ
の
意
味
を

探
り
、
さ
ら
に
儒
家
哲
学
の
現
代
的
意
味
を
も
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
明
確
に
示
し
た
。「
宗
教
の
多
元
主
義
」
及
び
「
現

代
宗
教
の
変
容
と
儒
家
的
視
点
」、「
周
易
に
お
け
る
解
釈
の
適
用
」
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な
ど
の
側
面
か
ら
、「
儒
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
出
会
い
」
の
意
義
を

強
調
し
、「
西
洋
宗
教
か
ら
の
評
価
を
受
け
入
れ
て
儒
教
哲
学
の
意

味
を
問
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
儒
教
の
立
場
か
ら
西
洋
宗
教
へ
の

見
直
し
を
施
し
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て
新
し
い
出
会
い
の
方
向
を
提

示
し
た
い
」
と
主
張
し
た
。

韓
国
啓
明
大
学
校
李
東
熙
教
授
は
「
普
遍
宗
教
意
義
に
お
け
る
朝

鮮
朝
人
物
性
論
に
関
す
る
考
察
」
を
発
表
し
た
。
論
文
に
お
い
て
、

「
儒
教
も
テ
キ
ス
ト
『
中
庸
』
と
『
孟
子
』
の
朱
子
の
注
解
を
解
釈

す
る
過
程
で
」
起
き
た
巍
庵
李
柬
と
南
塘
韓
元
震
の
間
に
よ
る
「
人

物
性
同
異
論
」
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、「
こ
の
論
争
は
分
析
の
哲

学
的
論
理
の
整
合
性
や
倫
理
的
妥
当
性
だ
け
で
は
な
く
宗
教
的
発
言

と
し
て
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
こ
で
東
洋
宗

教
で
よ
く
見
ら
れ
る
逆
説
の
論
理
も
も
ち
ろ
ん
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
宗
教
的
側
面
か
ら
見
る
と
き
論
争
の
二
つ
の
立
場
は
す
べ
て

成
立
し
、
ま
た
こ
う
い
う
論
争
は
中
世
の
神
学
と
同
じ
性
理
学
で
不

可
避
な
面
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

創
価
大
学
工
学
部
環
境
共
生
工
学
科
の
山
本
修
一
教
授
は
、「
仏

教
か
ら
見
た
科
学
技
術
の
抱
え
る
課
題
」
と
題
し
た
論
文
で
、
科
学

技
術
の
特
徴
と
自
然
に
と
っ
て
の
科
学
技
術
の
存
在
の
在
り
方
に
つ

い
て
簡
易
明
瞭
に
説
明
し
、「
現
在
、
本
来
の
人
間
が
幸
福
に
生
き

る
た
め
の
手
段
と
目
的
が
本
末
転
倒
し
て
い
る
こ
と
」
を
指
摘
し
、

「
科
学
技
術
は
常
に
『
早
く
、
楽
に
、
思
う
通
り
に
動
く
』
を
テ
ー

マ
に
発
展
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
『
強
迫
性
疾
患
』
を

患
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
は
全
く
異
な
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
発
展
の

方
向
性
を
模
索
す
る
こ
と
、
ま
た
、
可
能
な
こ
と
と
、
実
際
に
や
る

こ
と
を
区
別
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
る
。
さ
ら
に
、
現
在
人
間
が
科

学
技
術
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
壮
大
な
実
験
で
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
論
文
発
表
は
二
日
目
の
二
七
日
に
行
わ
れ

た
。
司
会
者
は
黄
玉
順
教
授
。

台
湾
雲
林
科
学
技
術
大
学
漢
学
資
料
整
理
研
究
所
所
長
の
呉
進
安

教
授
は
、「
価
値
衝
突
を
め
ぐ
っ
て
」と
題
し
た
論
文
で
、「
儒
墨
相
非
」

即
ち
儒
家
と
墨
家
の
論
争
に
つ
い
て
、「
本
質
」
と
「
形
式
」
と
い

う
二
つ
の
面
か
ら
論
じ
た
。
呉
教
授
は
、「
儒
墨
相
互
批
判
の
根
本

問
題
に
お
け
る
関
鍵
、
お
よ
び
二
家
の
見
解
の
相
違
点
、
謀
慮
の
周

偏
、
社
会
や
人
生
に
お
け
る
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。
個
々
の

問
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
し
て
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
二
家
の
論

争
の
焦
点
は
、
対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
に
あ
る
。
そ

こ
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
道
徳
の
可
能
性
、
そ
し
て
、
参

考
す
る
に
足
る
対
話
モ
デ
ル
と
今
日
的
意
義
が
見
出
せ
る
の
で
あ

る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

韓
国
誠
信
女
子
大
学
校
東
洋
思
想
研
究
所
の
李
哲
承
教
授
は
、
発

表
論
文
で
あ
る
「『
論
語
』『
学
而
』
篇
に
お
け
る
『
学
』
と
『
習
』

の
論
理
と
意
義
」
で
、「＇
学
び
＇
と
＇
習
い
＇
に
関
す
る
朱
熹
と
王
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夫
之
の
観
点
の
間
で
は
共
通
点
と
相
違
が
併
存
し
て
い
る
」
と
指
摘

し
、「
学
」
と
「
習
」
の
概
念
や
内
容
、
そ
れ
に
志
向
に
対
す
る
考

察
を
経
て
、「
王
夫
之
と
朱
熹
の
観
点
は
結
局
孔
子
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
各
自
の
時
代
的
な
特
性
と
通
念
に
あ
わ
せ
て
継
承
さ
せ
て
い
た
こ

と
を
表
出
さ
せ
て
い
る
の
だ
。
従
っ
て
、そ
れ
ら
は
「
温
故
而
知
新
」

と
い
っ
た
伝
統
的
な
儒
家
の
工
夫
方
法
と
彼
ら
の
探
求
方
法
の
差
が

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
理
論
も

時
代
の
流
れ
に
従
い
そ
の
時
代
の
特
性
を
含
め
た
後
学
に
よ
っ
て
再

解
釈
で
き
る
こ
と
も
意
味
す
る
だ
ろ
う
」
と
導
い
た
。

次
の
発
表
者
は
山
東
大
学
儒
学
高
等
研
究
院
副
院
長
の
曾
振
宇
教

授
。
中
国
古
代
思
想
史
専
攻
で
『
春
秋
繁
露
』
研
究
に
造
詣
の
深
い

曾
教
授
は
、
論
文
「
人
心
を
正
す
の
み
必
要
あ
り
―
―
孟
子
『
性
善

説
』
に
対
す
る
再
認
識
」
で
、
孟
子
の
人
性
学
説
を
研
究
す
る
に
あ

た
り
、
方
法
論
上
で
は
「
以
孟
釈
孟
」
の
原
則
を
遵
守
し
、
そ
の
上
、

「
君
子
所
性
」
と
「
人
之
性
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
区
別
す
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
、
孟
子
「
性
善
説
」
の
現
実
的
意
義
に
つ
い
て
究
明

し
た
。
続
い
て
発
表
を
行
っ
た
同
研
究
院
の
沈
順
福
教
授
は
、
倫
理

学
と
中
国
古
代
哲
学
を
研
究
分
野
と
し
、
嘗
て
北
海
道
大
学
で
ポ
ス

ド
ク
の
研
究
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
沈
教
授
は
、「
普
遍
価
値

を
如
何
に
し
て
可
能
に
す
る
か
」
と
い
う
論
文
で
、「
あ
る
価
値
観

が
宣
揚
さ
れ
、
ま
た
あ
る
主
体
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
時
、
新
し
い
主

体
が
誕
生
す
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
角
度
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
つ
は
西
洋
的
理
性
主
義
の
角
度
か
ら
の
も
の
で
あ
り
（
カ
ン

ト
・
ヘ
ー
ゲ
ル
）、
一
つ
は
主
体
の
発
生
と
は
正
し
い
意
志
・
絶
対

的
な
理
念
の
形
成
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ

の
角
度
は
中
国
儒
家
哲
学
か
ら
の
も
の
で
、
即
ち
生
の
主
体
が
誠
意

あ
る
い
は
徳
の
発
生
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
」と
述
べ
、

そ
し
て
「
儒
家
の
価
値
観
は
、
主
体
的
な
意
志
あ
る
い
は
徳
に
対
す

る
影
響
と
改
造
を
実
現
で
き
る
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、「
結

論
を
言
え
ば
、
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
」
と
肯
定
し
た
。

第
六
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
後
始
ま
っ
た
。
司
会

者
は
杜
甫
研
究
と
し
て
知
ら
れ
る
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院
副
院
長

の
宋
開
玉
教
授
。

劉
宗
迪
教
授
は
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院
民
俗
学
研
究
所
所
属
の

新
鋭
の
若
手
学
者
で
、
民
俗
学
・
神
話
学
の
方
法
で
中
国
古
代
の
文

献
・
歴
史
を
解
読
す
る
研
究
を
し
て
き
た
。
劉
教
授
は
論
文
「
西
ア

ジ
ア
の
ア
ド
ニ
ス
か
ら
マ
ホ
ー
ラ
ガ
に
至
る
ま
で
」
に
お
い
て
、「
中

国
と
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
祭
日
で
あ
る
」
七
夕
に
着
目
し
て
、
そ

の
変
遷
と
伝
承
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
七
夕
祭
り
の

背
後
に
は
、「
イ
ン
ド
教
・
仏
教
・
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
融
合
と
関

係
が
あ
る
。
一
つ
の
小
さ
な
泥
人
形
の
摩
睺
羅
は
長
い
間
失
わ
れ
て

い
た
中
外
文
化
交
流
の
事
件
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
」と
述
べ
た
。

韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
・
東
洋
学
部
の
高
在
賜
教
授
は
、
北
京

大
学
留
学
時
代
に
覚
え
た
標
準
な
中
国
語
で
、
今
大
会
の
韓
中
の
通
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訳
を
務
め
た
若
手
学
者
で
あ
る
。
高
教
授
は
中
国
語
と
韓
国
語
を
用

い
て
「
儒
学
道
徳
主
体
の
定
義
と
特
徴
に
つ
い
て
の
研
究
」
と
題
し

た
論
文
を
発
表
し
た
。
高
教
授
は
、
二
〇
世
紀
六
〇
年
代
に
米
国

イ
ェ
ー
ル
大
学
のStanley M

ilgram

教
授
が
行
っ
た
「
道
徳
に
関

す
る
実
験
」
を
紹
介
し
た
後
、
陸
象
山
の
『
孟
子
』
に
対
す
る
解
釈

を
中
心
に
、「
道
徳
主
体
と
宇
宙
本
体
の
本
心
」
及
び
「
本
心
を
確

立
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
」
に
つ
い
て
分
析
し
、「
陸
九
淵
は
心
と
理

の
統
合
的
な
理
解
を
通
し
て
、
本
心
を
主
導
的
、
自
律
的
な
道
徳
主

体
に
確
立
し
、
万
物
一
体
に
基
づ
い
て
本
心
を
宇
宙
本
体
に
進
級
さ

せ
、
知
と
行
の
合
一
に
基
づ
い
て
本
心
の
直
観
的
な
内
向
勉
強
を
主

張
し
、
持
続
的
に
「
徳
」
を
拡
大
す
る
こ
と
を
通
し
て
最
終
に
孟
子

の
聖
学
を
完
成
す
る
こ
と
を
試
し
た
。
道
徳
性
の
恢
復
を
切
実
に
需

要
す
る
現
代
社
会
で
、
こ
ん
な
観
点
は
本
心
を
恢
復
す
る
一
つ
の
新

た
で
優
れ
た
方
式
で
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
訴
え
た
。

日
本
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
片
岡
龍
准
教
授
は
、「
日

本
に
お
け
る
『
論
語
』
の
読
ま
れ
方
」
に
お
い
て
、「『
世
の
中
』
で

実
地
を
践
む
こ
と
を
、
本
を
読
ん
だ
り
、
思
索
し
た
り
す
る
こ
と
よ

り
も
大
事
に
す
る
と
い
う
生
き
方
が
、
大
半
の
日
本
人
の
、
意
識
的
、

無
意
識
的
に
選
ん
で
い
る
人
生
で
あ
り
、
そ
こ
に
日
本
人
の
長
所
も

あ
り
、
短
所
も
あ
る
。
そ
う
し
た
長
短
両
面
を
、『
論
語
』
の
日
本

に
お
け
る
読
ま
れ
方
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
」
と
述
べ
、「
伊
藤

仁
斎
・
荻
生
徂
徠
・
照
井
一
宅
」
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、

「
照
井
一
宅
は
、『
論
語
』
を
学
問
実
践
へ
の
「
誘
」
の
書
と
捉
え

る
こ
と
で
、学
問
実
践
の
主
体
性
を
導
き
出
し
た
」こ
と
に
対
し
、「
こ

の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
、
被
災
の
痛
み
を
共
有
し
、
そ

れ
に
腰
を
据
え
て
立
ち
向
か
う
、
持
続
的
な
実
践
主
体
の
絆
を
生
み

出
す
た
め
の
手
が
か
り
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
」
と
現
実
的

意
義
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
最
も
多
い
五
名
の
学
者
に
よ
る
発
表
が

行
わ
れ
た
。

韓
国
尚
志
大
学
校
の
李
相
殷
教
授
は
、「
音
楽
の
倫
理
及
び
政
治

教
化
の
役
割
」
で
、「
今
日
、
高
度
の
科
学
技
術
文
明
の
時
代
に
お

け
る
人
間
性
の
喪
失
、
価
値
観
の
混
乱
、
道
徳
倫
理
の
失
踪
な
ど
は
、

す
で
に
全
世
界
的
に
蔓
延
し
て
い
る
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、（
中
略
）
音
楽
教
育
こ
そ
が
正
に
有
用
で
あ

り
、
よ
り
広
範
囲
に
持
続
的
な
効
果
を
出
す
こ
と
の
で
き
る
方
法
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
、論
文
の
動
機
に
触
れ
た
。
そ
し
て
、『
楽
記
』

の
音
楽
論
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、「『
楽
記
』
に
お
い
て
は
、
音
楽

が
個
人
的
次
元
で
性
情
を
醇
化
し
人
格
を
完
成
す
る
機
能
が
あ
り
、

社
会
的
次
元
で
風
俗
を
善
導
し
、
理
想
社
会
を
具
現
す
る
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
見
る
。
現
代
に
お
い
て
も
音
楽
の
こ
の
よ
う
な
機
能

を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
情
緒
的
不
安
や
倫
理
秩
序
の
喪
失
を
治
癒

す
る
こ
と
の
で
き
る
効
果
的
な
方
法
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」
と
結
論

を
導
い
た
。
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山
東
大
学
哲
学
と
社
会
発
展
学
院
陳
治
国
副
教
授
は
、「
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
形
而
上
学
構
造
か
ら
現
代
中
国
哲
学
の
発
展
方
式
を
論
ず

る
」
を
発
表
し
、
三
つ
の
部
分
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
形
而
上
学
お
よ

び
現
代
中
国
哲
学
の
発
展
方
式
に
つ
い
て
論
じ
た
。
結
論
と
し
て

「
我
々
中
国
人
自
身
の
い
る
場
所
が
形
而
上
学
の
源
を
欠
い
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
目
の
前
に
あ
る
結
果
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
と
向
き
合
い
、
現
代
の
中
国
哲
学
の
発
展
方
式
が
戦
略
選
択
上
に

お
い
て
形
而
上
学
を
深
く
研
究
し
よ
う
と
も
し
、
ま
た
我
々
自
ら
の

典
籍
文
化
の
伝
統
と
日
常
生
活
を
実
現
す
る
中
か
ら
、
交
流
と
理
解

が
で
き
て
実
質
的
な
内
包
を
も
つ
概
念
・
範
疇
と
構
造
の
叙
述
を
抽

出
・
発
掘
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
時
代
と
生
存
の

運
命
の
転
化
の
た
め
に
力
を
蓄
え
、筋
道
が
準
備
さ
れ
る
の
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

韓
国
大
邱
韓
医
大
学
校
の
朴
洪
植
教
授
は
、
発
表
論
文
「
人
類
と

自
然
と
の
共
生
に
関
す
る
儒
学
的
解
読
」
で
、
ま
ず
、
去
る
一
〇
月

五
日
に
逝
去
し
た
ジ
ョ
ブ
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
名
言
を
引
用
し
、

ジ
ョ
ブ
ズ
に
と
っ
て
の
終
着
点
は
人
文
学
と
ハ
イ
テ
ク
の
頂
点
に

立
っ
て
お
り
、
そ
の
一
方
、「
儒
教
は
人
間
の
文
化
遺
産
の
中
で
最

も
豊
富
あ
る
人
文
学
の
宝
庫
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
接
点

が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
思
考

へ
の
方
向
転
換
と
し
て
自
然
と
人
間
と
の
＇
共
生
＇＇
共
存
＇
が
先

行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
た
め

に
は
優
先
的
に
、
人
間
観
と
自
然
観
に
お
い
て
人
間
と
自
然
が
相
互

有
機
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
把
握
す
る
の
が

必
要
で
あ
る
。（
中
略
）
有
機
的
な
思
惟
に
基
づ
い
た
儒
教
の
＇
天

人
合
一
＇
の
敬
天
愛
人
の
思
想
は
、
自
然
と
人
間
と
を
確
実
に
交
感

さ
せ
る
代
案
論
理
と
し
て
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
」
と
ま

と
め
た
。

中
国
古
典
文
献
学
専
攻
の
王
小
婷
講
師
は
、
山
東
大
学
文
史
哲
研

究
院
で
教
鞭
を
取
る
か
た
わ
ら
、
済
南
市
儒
商
研
究
会
の
理
事
も
務

め
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、「
儒
家
の
倫
理
思
想
を
利
用
し
て

現
代
の
儒
商
精
神
を
培
う
」と
題
し
た
論
文
を
発
表
し
た
。
論
文
で
、

「
現
代
の
儒
商
精
神
に
は
六
つ
の
特
徴
が
あ
り
、『
君
子
は
財
を
受

け
、
こ
の
財
を
取
っ
て
道
を
保
つ
』
と
い
う
金
銭
観
、『
機
会
を
善

く
つ
か
み
、
科
学
的
に
決
定
す
る
』
と
い
う
経
営
観
、『
現
状
を
突

破
し
、
新
し
い
も
の
を
出
す
』
と
い
う
発
展
観
、『
賢
人
を
渇
望
し
、

人
を
知
り
善
く
用
い
る
』
と
い
う
人
材
観
、『
人
を
本
と
し
、
交
際

関
係
を
強
調
す
る
』
と
い
う
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
観
、『
顧
客
第
一
、

至
上
の
サ
ー
ビ
ス
』
と
い
う
営
業
観
で
あ
る
」
と
分
析
し
、
こ
の
よ

う
な
「
現
代
の
儒
商
精
神
は
一
種
の
進
歩
的
商
業
道
徳
と
し
て
、
必

然
的
に
重
要
な
現
代
の
価
値
と
な
っ
て
い
る
」
と
結
論
を
導
い
た
。

最
後
に
発
表
し
た
林
琳
は
、
中
国
教
育
部
派
遣
の
国
費
博
士
留
学

生
と
し
て
、
成
均
館
大
学
校
で
易
学
と
中
韓
儒
学
の
比
較
研
究
を
し

て
い
る
。
今
回
は
、「
ハ
イ
レ
ベ
ル
大
学
院
国
費
留
学
生
国
家
プ
ロ



96

研究　東洋

ジ
ェ
ク
ト
」
の
助
成
金
を
受
け
た
研
究
成
果
で
あ
る
論
文
「
陳
確
の

経
済
倫
理
思
想
及
び
そ
の
現
代
的
価
値
」を
発
表
し
た
。
論
文
で
は
、

ま
ず
陳
確
の
生
き
た
時
代
的
背
景
に
触
れ
た
う
え
、「
陳
確
の
経
済

倫
理
思
想
を
論
じ
る
際
に
、『
素
位
之
学
』は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。（
中

略
）『
素
位
』
は
確
固
た
る
信
念
、『
素
位
』
は
切
実
な
工
夫
、『
素
位
』

は
シ
ン
プ
ル
な
生
活
様
式
で
あ
る
」
と
、
陳
確
研
究
の
核
心
に
つ
い

た
。
陳
確
の
「
天
理
人
欲
論
、治
家
の
道
、葬
論
」
に
つ
い
て
考
察
し
、

「
陳
確
の
『
素
位
之
学
』
の
核
心
追
求
で
あ
る
『
素
心
』
を
構
成
す

る
基
本
理
念
は
、ま
さ
に
調
和
を
と
れ
た
世
界
構
築
の
基
本
理
念『
内

心
和
諧
』
と
一
致
し
て
い
る
。『
内
心
和
諧
』
は
心
理
的
な
歪
み
を

避
け
、『
慎
独
』『
素
位
而
行
』
の
平
和
境
界
に
至
る
。
陳
氏
が
提
唱

す
る
治
家
、
生
活
理
念
は
ま
さ
に
今
日
の
世
界
が
必
要
し
て
い
る
健

康
で
理
性
的
な
消
費
倫
理
と
生
活
秩
序
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
論
文
発
表
が
終
了
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総

ま
と
め
と
閉
幕
式
に
入
っ
た
。
ま
ず
は
主
催
者
側
代
表
の
傅
永
軍
院

長
、
続
い
て
、
緑
川
浩
司
教
授
、
水
田
健
教
授
、
松
岡
幹
夫
教
授
、

呉
錫
源
教
授
、
呉
進
安
教
授
、
黄
玉
順
教
授
よ
り
順
次
発
言
。
二
日

間
に
わ
た
る
論
文
発
表
は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。
傅
永
軍
院
長
の

率
い
る
文
史
哲
研
究
院
全
教
職
員
・
院
生
の
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の

成
功
と
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

各
国
か
ら
の
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
研
究
の

成
果
を
発
表
し
、
そ
し
て
議
論
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
発
表
さ
れ

た
論
文
の
中
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
（
地
球
）
倫
理
」
の
確
立
可
能

性
に
つ
い
て
論
述
し
た
論
文
が
二
篇
見
ら
れ
、
多
様
化
し
て
い
る
世

界
の
価
値
観
を
凌
駕
で
き
る
よ
う
な
思
想
の
構
築
に
高
い
関
心
が
持

た
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
独
り
よ
が
り
あ
る
い
は
他
者
へ
の
価
値

観
の
押
し
付
け
が
時
代
遅
れ
で
、
東
洋
思
想
と
西
洋
哲
学
と
の
真
の

会
話
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の

必
要
性
を
訴
え
た

論
文
も
複
数
提
出

さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
も
時
代
の
反
映

と
見
て
と
れ
る
。

儒
学
を
代
表
と
す

る
東
ア
ジ
ア
の
思

想
的
リ
ソ
ー
ス
を

い
か
に
現
代
社
会

に
役
立
て
、
そ
し

て
発
展
的
に
継
承

し
て
い
く
の
か
が

共
通
の
責
務
と

な
っ
て
い
る
。
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東
日
本
大
震
災
関
連
企
画
講
演
シ
リ
ー
ズ

講
師

末
木
文
美
士
先
生

第
二
回

日
本
人
の
災
害
観

さ
る
二
〇
一
二
年
一
月
十
一
日
（
水
）、
い
わ
き
駅
前
、
ラ
ト
ブ
に
お
い
て
東
日
本
国
際
大
学
、

い
わ
き
短
期
大
学
主
催
、
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
後
援
の
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
「
東
日
本

大
震
災
関
連
企
画
講
演
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
二
回
目
と
な
る
も
の
で
、震
災
の
被
災
県
で
あ
る
本
学
が
、

こ
れ
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
真
剣
に
考
え
取
り
組
ん
で
ゆ
く
一
連
の
企
画
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
私
達
は
、震
災
後
の
苛
酷
な
日
々
を
ど
う
生
き
ぬ
い
て
い
く
か
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
一
カ
月
が
た
っ
た
今
、
三
月
十
一
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
回
の
こ
の
未
曽
有
と
も
い
わ
れ
る
大
震
災
を
ど
う
と
ら
え
、

そ
こ
か
ら
ど
う
対
処
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
さ
に
価
値
観
の
転
換
を
せ
ま
る
よ
う
な
重
大
な
問
題
が
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

地
域
社
会
と
原
子
力
の
問
題
、
私
達
の
生
き
方
の
問
題
等
々
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
含
め
、
足
元
か
ら
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
日
本
人
は
災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
そ
こ
か
ら
復
興
へ
の
足
が
か
り
を
求
め
て
い

く
こ
と
、
こ
れ
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
し
て
行
わ
れ
た
。

講
師
と
し
て
は
、
宗
教
学
の
問
題
に
造
詣
の
深
い
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
で
比
較
思
想
学
会

会
長
の
末
木
文
美
士
先
生
に
お
こ
し
い
た
だ
い
た
。
先
生
は
自
然
を
含
め
た
日
本
人
の
災
害
観
を
、西
洋
の
そ
れ
と
も
比
較
し
な
が
ら
、

て
い
ね
い
に
解
説
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
又
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
質
疑
応
答
が
、
翌
十
二
日
に
も
本

学
に
お
い
て
行
わ
れ
、
教
授
陣
を
ふ
く
め
た
よ
り
専
門
的
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
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東

京

大

学

名

誉

教

授

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

末

木

文
美
士

日
本
人
の
災
害
観

一
、
被
災
地
を
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

ご
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
末
木
と
申
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
、

お
身
内
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
に
は
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
何
が
で
き
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
日
は
少
し
広
い

視
点
か
ら
日
本
人
の
災
害
観
に
つ
い
て
概
観
し
て
、
何
か
の
ご
参
考

に
な
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
災
害
と
は
直
接
関
係
な
い
こ
と
か
ら
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
暮
に
妻
の
実
家
に
帰
り
ま
し
た
。
本
州
の
西
端
の
海

岸
沿
い
で
、
風
光
明
媚
な
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
近
く
に
は
見

事
な
棚
田
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
過
疎
化
が
進

み
、
人
口
が
減
っ
て
、
独
居
老
人
の
家
や
、
空
き
家
だ
ら
け
で
す
。

じ
つ
は
妻
の
実
家
も
ふ
だ
ん
は
無
人
で
す
。
人
口
減
に
伴
っ
て
、
ま

す
ま
す
不
便
に
な
っ
て
い
ま
す
。
列
車
は
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
に

一
本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
一
軒
だ
け
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し

て
、日
常
の
買
い
物
に
も
不
便
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
後
、

田
舎
に
戻
ろ
う
か
と
も
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ

と
難
し
そ
う
で
、
複
雑
な
思
い
で
い
ま
す
。

老
齢
化
、
過
疎
化
に
伴
う
地
域
社
会
の
衰
退
は
、
こ
こ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
中
ど
こ
に
も
共
通
す
る
問
題
で
、
そ
れ
は
被
災
地
で
も

同
じ
で
し
ょ
う
。
今
回
の
大
震
災
の
と
き
に
も
、
交
通
も
不
便
な
過

疎
地
の
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、と
て
も
心
配
で
し
た
。

今
の
日
本
は
、
一
方
に
首
都
圏
や
大
阪
の
よ
う
な
大
都
市
の
問
題
が

あ
り
、
他
方
に
正
反
対
の
過
疎
地
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
中
間
に
、

札
幌
・
仙
台
な
ど
、
各
地
方
の
中
核
と
な
る
都
市
が
あ
り
、
そ
れ
よ

り
小
さ
い
地
域
の
都
市
が
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ

ベ
ル
で
問
題
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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二
、
東
日
本
大
震
災
の
特
殊
性

さ
て
、
本
題
に
入
り
ま
す
が
、
最
初
に
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の

特
殊
性
と
言
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
み
ま
す
。
第
一
に
、
大
規
模
と
い

う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
方
も
多
数
に
上
り
、
ど
の
よ
う

に
供
養
し
、
慰
霊
す
る
か
も
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
第
二
に
、

複
合
的
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
震
・
津
波
に
原
発
事
故
が
加

わ
り
、
一
元
化
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
地
域
も
、
仙
台
の
よ
う
な
都
市

か
ら
過
疎
地
ま
で
含
め
て
多
様
で
あ
り
、
復
興
計
画
も
単
純
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
第
三
に
、
持
続
性
と
先
の
見
え
な
さ
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
原
発
と
放
射
能
の
問
題
は
何
十
年
も
か
か
り
そ

う
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
瓦
礫
の
撤
去
や
浸
水
地
の
問
題
、
離

散
と
共
同
体
の
崩
壊
な
ど
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
に
は
解
決
が
つ
き
ま
せ

ん
。
第
四
に
、
大
震
災
は
こ
れ
が
最
後
と
は
い
え
ず
、
今
後
も
っ
と

大
き
な
災
害
が
起
こ
り
う
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
首
都

圏
を
直
撃
し
た
場
合
、
ど
れ
だ
け
の
被
害
に
な
る
か
想
像
も
つ
き
ま

せ
ん
。
第
五
に
、
そ
の
こ
と
も
含
め
て
、
今
回
の
震
災
が
被
災
地
だ

け
に
限
ら
れ
ず
、
日
本
全
体
に
関
わ
る
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え

ま
す
。

三
、
自
然
観
の
類
型

そ
う
し
た
中
で
、
過
去
の
日
本
人
は
災
害
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

日
本
人
の
自
然
観
に
ど
の
よ
う
な
類
型
が
あ
る
か
見
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

近
代
に
な
っ
て
普
及
し
た
の
は
、
科
学
的
な
自
然
観
で
す
。
こ
の

立
場
は
、
自
然
を
法
則
に
従
う
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
の
法
則
は
人

間
の
理
性
で
解
明
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
自
然
は
法
則
に
従
っ
て
必

然
的
に
動
き
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
は
自
由
な
選
択
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
は
一
方
で
は
自
然
法
則
に
従
い
な
が
ら
も
、
自
由
意
志
に
従
っ

た
行
動
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
科
学
的
な
自
然
観
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
自
然
観
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
に
よ
る
と
、
神
が

創
造
し
た
自
然
に
は
い
く
つ
か
の
階
層
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
機
械
的

な
法
則
に
従
う
天
体
な
ど
の
物
理
現
象
の
段
階
、
栄
養
を
摂
取
し
て

生
命
活
動
を
行
な
う
植
物
の
段
階
、
感
覚
や
苦
楽
の
感
受
性
を
持
つ

動
物
の
段
階
を
経
て
、人
間
だ
け
が
神
の
似
姿
と
し
て
、理
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な
自
然
観
に
従
う
と
、
神
は
完
全
で
す

か
ら
、
神
の
作
っ
た
世
界
も
完
全
で
す
。
不
完
全
な
無
秩
序
状
態
で

は
な
く
、
法
則
に
従
う
秩
序
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
人
間
の
理
性

に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
科
学
が
発
展
す
る
基
盤
が
作
ら

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
に
な
る
と
そ
の
神
の
存
在
が
疑
わ
し
く

な
り
、
自
然
は
神
な
し
に
自
律
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
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以
上
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
・
自
然
観
と
、
近
代
科
学

の
世
界
観
・
自
然
観
を
図
で
示
す
と
、
図
１
、
図
２
（
本
稿
末
に
掲

載
）
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
実
際
の
キ
リ
ス

ト
教
の
世
界
観
は
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
近
代
的

な
世
界
観
と
対
比
上
、
き
わ
め
て
単
純
化
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
図
２
の
近
代
的
な
世
界
観
は
、
神
が
い
な
く
な
っ

て
、
い
わ
ば
現
世
の
一
元
論
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
じ
現
世
の
一
元
論
で
も
、
中
国
に
由
来
す
る
世
界
観
は
少
し

違
っ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
古
代
以
来
、
自
然
は
そ
れ
自
体
で
生
成

展
開
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
見
方
が

陰
陽
五
行
説
で
す
。
陰
と
陽
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
女
性
的
原
理
と
男
性

的
原
理
で
す
。
そ
の
二
つ
が
結
び
つ
く
こ
と
で
多
彩
な
世
界
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
そ
の
世
界
の
要
素
と
な
る
の
が
五
行
で
す
。
こ
れ
は
木
・

火
・
土
・
金
・
水
の
五
つ
の
要
素
で
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
次
々
と
生

じ
て
い
く
相
生
と
、
互
い
に
打
ち
克
ち
あ
う
相
克
の
関
係
が
あ
る
と

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
成
的
な
自
然
観
で
は
、
人
間
も
自
然
の

中
の
一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
近
世
に
な
る
と
儒
教
を

中
心
と
し
て
、
中
国
に
由
来
す
る
世
界
観
・
自
然
観
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
、「
顕
」
と
「
密
」
の
世
界
観
・
自
然
観
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
仏
教
を
中
心
と
し
た
中
世
に
も
っ
と
も
発
展
し
た
も
の
で

す
。
仏
教
の
世
界
観
で
は
、
こ
の
現
世
だ
け
で
な
く
、
そ
の
外
の
世

界
を
考
え
ま
す
。
時
間
的
に
言
え
ば
、
三
世
の
因
果
と
言
っ
て
、
現

世
だ
け
で
な
く
、
前
世
や
来
世
の
存
在
を
認
め
、
前
世
の
行
為
（
こ

れ
を
業ご

う

と
呼
び
ま
す
）
の
善
悪
で
次
の
生
の
状
況
が
決
ま
る
と
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
現
世
の
差
別
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
共ぐ

う

業ご
う

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
人
だ
け
で
な

く
、
み
ん
な
の
為
し
た
行
為
が
あ
る
結
果
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
面

も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
考
慮
す
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
人
類
が
積
み
重
ね
て
き
た

結
果
と
い
う
面
も
あ
り
う
る
で
し
ょ
う
。

業
に
よ
っ
て
生
れ
変
る
こ
と
を
輪
廻
と
呼
び
ま
す
が
、
輪
廻
す
る

世
界
は
、
私
た
ち
の
目
に
見
え
る
世
界
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
六

道
と
言
っ
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
の
六
つ
の
領

域
が
あ
り
ま
す
。
人
や
畜
生
（
動
物
）
の
世
界
は
私
た
ち
の
目
に
見

え
ま
す
が
、
他
の
領
域
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
中
世
の
人
は
、
こ
の

よ
う
に
目
に
見
え
る
現
象
世
界
を
「
顕
」
と
呼
び
、
目
に
見
え
な
い

世
界
を
「
冥
」
と
呼
び
ま
し
た
。「
冥
」
は
、
仏
教
的
な
読
み
方
で

は
「
み
ょ
う
」
で
す
が
、「
め
い
」
と
読
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

神
仏
習
合
的
な
世
界
観
で
は
、
神
や
仏
も
ま
た
、「
冥
」
の
世
界
に

属
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
顕
」
と
「
冥
」
の
世
界
観
・
自
然
観
を
図
示
し
た

も
の
が
、
図
３
で
す
。
こ
こ
で
、「
顕
」
の
領
域
に
「
倫
理
」
と
あ

る
の
は
、
そ
こ
で
は
行
為
を
ル
ー
ル
化
し
て
、
相
互
の
了
解
の
も
と
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に
規
範
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
意
味
で
す
。
自
然
法
則
も
ま
た

同
類
の
ル
ー
ル
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
冥
」

の
領
域
に
「
他
者
」
と
書
き
ま
し
た
が
、「
他
者
」
と
い
う
の
は
、

関
わ
り
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
了
解
不
可
能

な
何
も
の
か
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
も
う
一
度
取
り
上

げ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
日
本
人
の
災
害
観

以
上
を
前
提
に
、
日
本
人
の
災
害
観
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
私
た
ち
が
し
ば
し
ば
出
会
う
常
識
的
な
災
害
観
に
対
し
て
、
疑

問
を
呈
し
て
お
き
ま
す
。
例
え
ば
、
し
ば
し
ば
地
震
や
津
波
は
自
然

災
害
（
天
災
）
で
あ
っ
て
避
け
難
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
原
発
事

故
の
よ
う
な
人
災
と
は
別
だ
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

実
際
は
天
災
と
人
災
は
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
分
か
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
震
や
津
波
に
関
し
て
も
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
街

づ
く
り
を
し
て
き
た
か
と
か
、
避
難
を
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
た
か
と

い
う
よ
う
な
、
人
間
的
要
素
で
被
害
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
災
害

は
単
純
な
自
然
現
象
で
は
な
く
、
人
間
的
要
素
が
加
わ
っ
て
は
じ
め

て
生
ず
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
人
生
は
無
常
で
あ
り
、
災
害
も
仕
方
な
い
こ
と
と
し
て
受

け
入
れ
る
し
か
な
い
と
も
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
日
本

人
の
災
害
観
の
一
つ
の
類
型
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
無
常
論
が
あ
り

ま
す
。
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
で
は
、
当
時
起
こ
っ
た
災
害
を
無
常

と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
大
震
災
は
、
そ
の

よ
う
な
無
常
で
は
捉
え
き
れ
な
い
要
素
が
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
ま
す
。

原
発
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
瓦
礫
に
し
て
も
、
木
造
建
築
の
時
代
で

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
片
付
け
ら
れ
て
無
常
で
済
ま
せ
た
で
し
ょ
う
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
瓦
礫
が
山
積
み
に
な
っ
て
行
き
場
の
な
い
状
態

は
、
と
て
も
無
常
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
震
災

で
は
か
つ
て
の
常
識
的
な
災
害
観
が
通
用
し
ま
せ
ん
。

次
に
検
討
す
べ
き
は
、
科
学
的
な
災
害
観
で
す
。
確
か
に
科
学
は

大
事
で
、
科
学
的
に
し
っ
か
り
し
た
観
測
や
予
測
が
必
要
で
す
し
、

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
復
興
計
画
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
他
方
、
今
回
の
震
災
は
科
学
が
万
能
で
な
い
こ
と
を

も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
日
本
の
原
子
力
研
究
は
世
界
の
最
高
水
準

に
あ
る
は
ず
な
の
に
、
非
常
事
態
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

日
の
科
学
は
ど
ん
ど
ん
専
門
が
分
化
し
て
、
そ
の
中
で
最
先
端
の
研

究
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
い
わ
ば
百
メ
ー
ト
ル
競
走
の
よ
う
な
も

の
で
、
ひ
た
す
ら
そ
の
こ
と
だ
け
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
周

り
を
見
回
し
て
い
た
ら
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
運
動
競
技

な
ら
ば
と
も
か
く
、
科
学
に
関
し
て
、
狭
い
視
野
し
か
持
て
ず
、
総

合
的
な
視
点
が
欠
け
た
ら
大
き
な
問
題
で
す
。
科
学
だ
け
で
な
く
、

政
治
、
経
済
、
教
育
な
ど
も
含
め
て
、
総
合
的
な
視
点
が
確
立
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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そ
れ
と
同
時
に
、
科
学
そ
の
も
の
の
中
に
は
価
値
観
が
な
い
と
い

う
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
原
子
力
だ
け
で
な

く
、
生
命
科
学
、
環
境
破
壊
な
ど
、
科
学
の
進
歩
だ
け
に
任
せ
て
お

け
ば
、
暴
走
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
か
つ
て
科
学
は
人
類

の
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
バ
ラ
色
の
未
来
を
描
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
科
学
を
し
っ
か
り
統
御
す
る
思
想
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
思
想
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に

過
去
の
宗
教
や
思
想
を
振
り
返
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
一
神
教
の

立
場
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
神
教
で
は
、
災
害
や
苦
難
は
神
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
試
練
と
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
。旧
約
聖
書
の『
ヨ

ブ
記
』
で
は
、
善
人
で
敬
虔
に
神
を
信
ず
る
ヨ
ブ
に
対
し
て
、
こ
れ

で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
神
は
不
幸
を
与
え
ま
す
。
そ
の
試
練
を
乗

り
越
え
る
信
仰
の
強
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
長
崎
の
原
爆
は
浦

上
天
主
堂
周
辺
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
復
興
の
中
心
と
な
っ
た
永
井
隆
博
士
は
、
長
崎
は
平
和
な
世
界

の
創
造
へ
向
け
て
神
に
捧
げ
ら
れ
た
子
羊
の
役
割
を
果
た
し
た
と
主

張
し
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

次
に
、
中
国
に
由
来
す
る
生
成
論
的
な
世
界
観
か
ら
は
、
災
害
は

ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
立
場
で
は
、
災
害
の
原

因
や
意
味
を
求
め
る
よ
り
も
、
具
体
的
な
対
策
を
立
て
る
と
い
う
積

極
的
な
道
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
二
宮
尊
徳
は
、
人
間
も

自
然
に
従
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
変
え
て
い
く
作
為
的
な
活

動
も
可
能
だ
と
考
え
、
自
然
と
作
為
の
協
力
が
必
要
だ
と
主
張
し
ま

し
た
。
実
際
彼
は
、
小
田
原
や
栃
木
で
農
村
の
復
興
に
成
功
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
災
害
の
多
い
東
北
で
は
そ
れ
だ
け
で
は
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
安
藤
昌
益
の
よ
う
に
、
も
っ
と
過
激
に
人
為
的

要
素
を
排
し
て
、
自
然
の
農
耕
生
活
に
帰
れ
、
と
い
う
よ
う
な
主
張

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
顕
」
と
「
密
」
の
立
場
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
観
が
可
能
で

し
ょ
う
か
。古
代
中
国
に
由
来
す
る
天
譴
説
あ
る
い
は
天
罰
説
で
は
、

災
害
は
天
が
悪
政
に
対
し
て
下
す
罰
だ
と
見
ま
す
。
安
藤
昌
益
も
初

期
に
天
譴
論
の
立
場
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
日
本
で
は
、
神
や
霊
が
怒
っ
た
り
、
暴
れ
た
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
災
害
が
起
こ
る
と
い
う
見
方
が
多
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
世
で
迫
害
さ
れ
て
死
ん
だ
人
が
御
霊
と
な
っ
て
災
害
を
も
た
ら

す
と
い
う
御
霊
説
は
平
安
時
代
に
広
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
菅
原
道
真

が
讒
言
に
よ
っ
て
太
宰
府
に
流
さ
れ
、
死
後
、
そ
の
怒
り
か
ら
災
害

を
も
た
ら
し
、
そ
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
に
天
神
と
し
て
祀
ら
れ
た

と
い
う
の
は
、
そ
の
例
で
す
。
鎌
倉
時
代
の
日
蓮
は
、
当
時
の
災
害

は
政
治
が
悪
い
た
め
に
、
善
神
が
国
を
去
っ
て
、
悪
神
が
暴
れ
る
た

め
だ
と
主
張
し
、
正
し
い
政
治
の
あ
り
方
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
見
方
は
、
古
代
・
中
世
が
中
心
で
す
が
、
近
世
末
で
も
、
幕
末

の
安
政
大
地
震
の
際
に
は
、
鹿
島
神
宮
の
要
石
に
よ
っ
て
押
さ
え
ら
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れ
て
い
た
大
鯰
が
、
神
の
留
守
の
間
に
暴
れ
て
地
震
を
起
こ
し
た
と

い
う
話
が
広
ま
り
、
鯰
絵
と
い
う
絵
が
多
く
描
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
顕
」
と
「
冥
」
の
立
場
は
、
私
た
ち
の
了
解
可

能
性
を
超
え
た
領
域
を
認
め
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
今
日
、
古
い
物
語
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
何
で
も
す
べ
て
理
解
で
き

る
と
考
え
る
よ
り
も
、
理
解
で
き
な
い
も
の
が
あ
る

こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
了
解
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
関
係
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
「
他
者
」
で
す
。
私
た
ち
お
互
い
同
士
も
、

表
面
で
は
相
互
理
解
を
し
て
い
る
よ
う
で
い
な
が

ら
、
じ
つ
は
い
つ
も
理
解
不
可
能
な
他
者
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
死
者
、つ
ま
り
亡
く
な
っ
た
方
々
と
も
、

決
し
て
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
何
ら
か
の
形
で
関
わ
ら

な
い
わ
け
に
行
き
ま
せ
ん
。
神
仏
も
、
も
ち
ろ
ん
私

た
ち
の
理
解
の
及
ば
な
い
他
者
で
す
。

自
然
も
ま
た
、
他
者
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
は
単
な
る
機

械
的
な
対
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

他
者
と
し
て
畏
敬
と
親
し
み
を
も
っ
て
遇
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
さ
さ
か
駆
け
足
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
ひ

と
ま
ず
の
結
論
と
し
て
、
拙
い
話
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

静
聴
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《倫理》
人←――――→人

（顕）

神
絶対者

人←――――→人

神
絶対者

人←――――→人

図１　キリスト教的世界観の
基本枠組

図３　日本宗教に基づく世界観の基本的枠組

図２　近代的世界観の基本的枠組

《他者》　　（冥）

死者　　日本の神　仏
生きている他者
etc

「神」＝無

∞
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■
【
谷
口
典
子
先
生
御
退
官
の
辞
】

東
日
本
国
際
大
学
儒
学
文
化
研
究
所
所
長

谷

口

典

子

退
職
を
迎
え
て

本
学
に
来
て
か
ら
も
う
二
〇
年
が
た
っ
た
。
は
じ
め
て
降
り
立
っ

た
駅
は
今
の
「
い
わ
き
駅
」
で
は
な
く
、「
平
駅
」
だ
っ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
か
ら
「
い
わ
き
駅
」
に
変
わ
っ
た
。
駅
前
も
の
ど
か
だ
っ

た
。
一
番
初
め
に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
駅
前
に
並
ん
だ
バ

ス
。
そ
の
中
で
も
「
白
水
阿
弥
陀
堂
」
行
き
だ
っ
た
。

「
阿
弥
陀
堂
っ
て
何
だ
ろ
う
」
な
ど
と
思
い
な
が
ら
、
線
路
づ
た
い

に
行
く
と
、
小
さ
な
遊
園
地
の
乗
り
物
が
見
え
た
。
少
し
行
く
と
夏

井
川
の
大
き
な
橋
が
あ
り
、
澄
ん
だ
流
れ
が
広
が
っ
て
い
た
。

そ
の
当
時
は
短
大
だ
っ
た
の
で
、「
い
わ
き
短
期
大
学
」
の
案
内

に
添
っ
て
緩
や
か
な
坂
を
上
る
と
校
門
が
あ
り
、
そ
の
正
面
に
立
て

ら
れ
て
い
た
「
論
語
の
素
読
教
室
」
と
い
う
看
板
が
目
に
入
っ
た
。

「
あ
、
論
語
の
素
読
教
室
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
思
い
つ
つ
、
さ
ら

に
坂
道
を
の
ぼ
っ
て
行
っ
た
の
を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て

い
る
。

短
大
に
は
、
女
子
寮
が
備
わ
っ
て
い
た
。
寮
ま
で
は
歩
い
て
一
五

分
く
ら
い
。
私
は
そ
の
道
す
が
ら
が
好
き
だ
っ
た
。
水
田
が
ひ
ら
け
、

青
い
稲
穂
が
そ
よ
い
で
い
た
し
、
小
さ
な
道
路
脇
の
畑
に
は
季
節
ご

と
の
野
菜
が
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。少
し
遠
回
り
に
は
な
る
け
れ
ど
、

竹
藪
の
小
路
を
歩
く
の
も
好
き
だ
っ
た
。ひ
る
で
も
薄
暗
か
っ
た
が
、

趣
が
あ
っ
た
。
ひ
ら
け
て
く
る
と
大
学
が
見
え
た
。

大
学
の
裏
手
の
階
段
を
上
る
途
中
に
は
大
き
な
石
の
忠
魂
碑
が

建
っ
て
い
る
。
多
く
の
若
者
達
が
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
。
さ
ら
に

奥
に
行
く
と
小
さ
な
神
社
が
あ
り
、
訪
れ
る
人
も
な
く
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
い
る
。
そ
こ
は
そ
の
昔
、
明
和
の
大
飢
饉
の
折
、
窮
状

を
訴
え
た
五
人
の
村
人
達
が
処
刑
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い

う
。
い
わ
き
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
の
道
で
も
あ
り
、
み
な
い
と
お

し
い
も
の
だ
っ
た
。

私
の
小
さ
な
研
究
室
は
そ
の
横
に
あ
っ
た
の
で
、
昼
は
そ
の
神
社
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に
そ
よ
ぐ
木
々
の
梢
を
見
な
が
ら
、
学
生
達
と
一
緒
に
お
に
ぎ
り
を

食
べ
た
。
当
時
は
、
経
済
的
に
も
、
お
に
ぎ
り
し
か
用
意
し
て
も
ら

え
な
い
学
生
達
が
多
か
っ
た
。

初
め
て
大
学
に
来
た
時
、
印
象
に
残
っ
た
「
論
語
の
素
読
教
室
」

の
看
板
は
、
そ
の
後
、
私
に
と
っ
て
は
縁
の
切
れ
な
い
も
の
と
な
っ

た
。
二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
素
読
教
室
は
、
そ
の
後
、
現
在

ま
で
二
〇
年
以
上
続
い
て
お
り
、
私
が
背
負
う
大
切
な
も
の
と
な
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
が
母
体
と
な
り
、
平
成
一
一
年
五
月
、
儒
学
文
化

研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
目
的
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
儒
学
の
研
究
を
深
め
、
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、
学
生
の
人
格
養
成
に
資
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
、
孔
子
祭
で
は
そ
の
企
画
、
実

行
を
担
い
、
学
生
達
に
も
そ
れ
に
向
け
た
指
導
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

検
討
、
教
材
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

一
方
、
研
究
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
研
究
員
同
士
の
研

究
の
深
化
と
、
そ
の
発
展
の
場
と
し
て
の
研
究
紀
要
『
儒
学
文
化
』

も
毎
年
発
行
さ
れ
、
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
海
外
の
提
携
校
と

の
研
究
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
年
の
孔
子
祭
の

折
に
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
研
究
者
を
招
き
、
何
日
に
も
わ
た
る
研

究
発
表
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。

特
に
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
儒
学
と
平
和
経
済
学
に
関
す
る
国

際
会
議
」
や
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
に
お
け
る
儒
学
と
平

和
経
済
学
」
等
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
台

湾
、韓
国
他
の
国
や
地
域
か
ら
二
〇
〇
人
以
上
が
参
加
し
、各
グ
ル
ー

プ
、各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
の
活
溌
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。「
平

和
経
済
学
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
貴
重
な
海
外
の
研
究
発
表
と

そ
の
研
究
成
果
物
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
又
、学
内
研
究
会
で
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
儒
学
の
役
割
」、「
建
学
の
精
神
を

考
え
る
」、「
経
済
に
倫
理
を
」
他
が
行
わ
れ
、
経
済
学
部
を
擁
す
る

本
学
に
お
け
る
儒
学
の
研
究
と
役
割
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
学
生
を

対
象
と
し
た
論
文
発
表
も
行
わ
れ
、「
治
に
あ
り
て
乱
を
思
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
発
表
さ
れ
、「
今
、
平
和

を
考
え
よ
う
」
と
、
現
在
か
か
え
る
諸
問
題
に
真
剣
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
き
た
。

海
外
で
の
研
究
発
表
に
は
毎
年
参
加
し
て
き
た
が
、
特
に
平
成

一
六
年
夏
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
行
わ
れ
た
「
儒
学
国
際
学
術
会
議
」
は

大
き
な
大
会
と
な
り
、
本
学
か
ら
の
発
表
も
含
め
、
と
て
も
印
象
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
論
語
の
素
読
教
室
」
は
、
開
講
以
来
通
い
続
け
て
い
る
多
く
の

市
民
の
方
々
と
共
に
、
土
曜
の
午
後
は
、
素
読
と
と
も
に
活
発
な
意

見
交
換
の
場
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
い
わ
き
の
『
論
語
』

に
関
す
る
講
座
の
担
当
や
、
市
民
教
養
講
座
に
お
け
る
講
師
な
ど
を
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務
め
な
が
ら
、
地
域
の
人
達
と
の
交
流
も
深
め
て
き
た
。
こ
う
し
た

活
動
を
と
お
し
、
東
北
に
お
け
る
素
読
教
室
の
開
講
校
と
し
て
は
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
道
に
関
す
る
場
で
は
常
に
紹
介
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
の
意
見
や
感
想
な
ど
は
、
年
一

回
発
行
さ
れ
て
い
る
研
究
所
の
会
報
誌『
修
報
』に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

三
年
前
に
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
「
東
洋
思
想
研
究
会
」
が

発
展
的
に
解
消
さ
れ
、
東
洋
思
想
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。
日
本
人

の
多
く
は
、
自
ら
を
無
宗
教
と
し
て
い
る
け
れ
ど
、
価
値
観
の
混
迷

の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
哲
学
や
宗
教
は
私
達

に
解
決
の
た
め
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
不
安
と
不

安
定
な
社
会
で
こ
そ
、
永
遠
の
古
典
と
言
わ
れ
る
も
の
の
も
つ
「
真

実
」
が
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

経
済
情
報
学
部
に
学
ぶ
学
生
達
に
と
っ
て
は
、『
論
語
』
に
は
、

生
き
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
が
沢
山
詰
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
経

済
」
と
「
倫
理
」
と
は
、
車
の
両
輪
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

仏
教
に
し
て
も
し
か
り
で
あ
る
。
東
洋
で
生
ま
れ
た
「
真
実
」
が
、

学
生
達
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
よ
す
が
と
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。

今
日
、
私
達
は
環
境
問
題
を
含
め
、
大
き
な
問
題
を
数
多
く
抱
え

て
い
る
。
本
学
か
ら
日
本
へ
、
そ
し
て
世
界
に
ま
で
平
和
を
含
め
た

問
題
提
起
が
で
き
る
よ
う
、
両
研
究
所
の
活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
い

る
。
平
和
（
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
共
生
）
こ
そ
、仏
教
に
と
っ
て
も
、

儒
学
に
と
っ
て
も
、
そ
の
教
え
の
原
点
で
あ
る
と
思
う
か
ら
。

（
略
歴
）

昭
和
一
八
年

東
京
生
ま
れ

早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業

関
東
学
院
大
学
経
済
学
研
究
科
専
士
課
程
修
了
（
経
済
学
博
士
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
特
別
研
修
員

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
私
学
研
修
員

　
　

※　
　
　

※

東
京
国
際
大
学
国
際
交
流
研
究
所
研
究
員

東
京
国
際
大
学
非
常
勤
講
師

い
わ
き
短
期
大
学
助
教
授

東
日
本
国
際
大
学
教
授

儒
学
文
化
研
究
所
所
長

（
著
書
）

『
東
ア
ジ
ア
の
経
済
と
文
化
』

　
　

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
文
化
的
視
点
か
ら
―
（
単
著
）

成
文
堂

『
異
文
化
社
会
の
理
解
と
検
証
』（
単
著
）
時
潮
社

『
歴
史
と
し
て
の
近
代
』

　
　

―
西
洋
と
日
本
の
史
的
構
造
―
（
共
著
）
八
千
代
出
版

『
福
沢
諭
吉
の
原
風
景
』

　
　

―
父
と
母
・
儒
学
と
中
津
―
（
単
著
）
時
潮
社

基
層
心
理
か
ら
の
比
較
と
再
考

『
日
本
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
と
儒
学
』（
単
著
）
時
潮
社

他
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東
日
本
国
際
大
学
儒
学
文
化
研
究
所
所
長

谷

口

典

子

Ⅰ
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
信
仰
」
と
近
江
商
人
の
エ
ー
ト
ス

１

浄
土
真
宗
と
「
信
仰
」

仏
教
は
本
来
、
絶
対
不
変
の
原
理
の
存
在
を
認
め
て
は
い
な
い
。

し
か
し
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
仏
教
、
又
は
「
日
本
的
」

な
諸
仏
教
の
内
で
、
唯
一
不
変
の
原
理
お
よ
び
「
信
仰
」
と
い
う
も

の
を
求
め
た
も
の
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

浄
土
真
宗
を
お
こ
し
た
親
鸞
も
、
そ
の
師
、
浄
土
宗
の
開
祖
・
法

然
も
共
に
比
叡
山
（
天
台
宗
）
で
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
天
台

本
覚
思
想
に
お
い
て
は
二
元
相
対
の
現
実
を
超
え
た
不
二
絶
対
の
世

界
を
究
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
現
実
に
も
ど
り
、
二
元
相
対

の
諸
相
を
不
二
・
本
覚
の
現
わ
れ
と
し
て
肯
定
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
聖
と
俗
、
善
と
悪
な
ど
も
根
底
的
に
は
不
二
・
一

体
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
り
、
永
遠
の
も
の
で
あ
る
と

し
て
二
つ
の
諸
相
を
肯
定
す
る
思
想
を
持
っ
て
い
た
。

従
っ
て
こ
こ
か
ら
は
悪
人
を
も
、
そ
し
て
ま
た
煩
悩
を
も
肯
定
す

る
思
想
、
自
然
順
応
か
ら
現
実
順
応
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
法
然
に

お
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
仏
教
の
諸
行
は
聖
道
門
で
あ
る
と
し
て
そ
の

す
べ
て
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
浄
土
門
た
る
念
仏
を
一
向
専
修
す

る
こ
と
の
み
を
求
め
、
阿
弥
陀
信
仰
以
外
の
仏
教
諸
派
を
否
定
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
遺
告
で
あ
る
『
一
枚
起
請
文
』
に
お
い
て
も

「
只
一
向
に
念
仏
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
法
然
に
お
い
て
は
相
対
的
二
元
論
・
現
実
否
定
の
域
は
出

ず
、
現
世
に
あ
る
か
ぎ
り
、
如
何
に
す
ぐ
れ
た
人
間
で
あ
れ
、
凡
夫

を
免
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
し
て
、
修
行
、
成
仏
の
不
能
を
主

張
す
る
と
と
も
に
、
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
１

に
救
わ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
は
徹
底
し
て
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
信
じ
き

り
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
こ
と
自
体
が
阿
弥
陀
仏
か
ら
い

蓮
如
に
お
け
る
道
徳
の
導
入
と
「
孝
の
思
想
」
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た
だ
い
た
信
心
の
力
に
よ
る
も
の
で
（
他
力
）、
す
で
に
そ
こ
に
お

い
て
救
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
感
謝
が
念
仏
を
す
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
「
悪
人
正
機
説
」
に
み
る
よ
う
に
、
善
人
が
阿
弥
陀
仏
に

救
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
救
わ
れ
が
た
い
悪
人
こ
そ
、
真
っ

先
に
救
お
う
と
す
る
の
が
寛
く
て
深
い
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
で
あ
る
と

し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
絶
対
他
力
と
と
も
に
念
仏
を
主
と

す
る
浄
土
宗
か
ら
信
心
（
信
仰
）
を
主
と
す
る
浄
土
真
宗
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
る
と
い
う
一
念
だ
け
が
大
切
な
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
す
で
に
救
い
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
極
楽
往
生

で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
の
念
仏
は
感
謝
報
恩
の

た
め
の
も
の
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
「
信
」（
仏
の

教
説
２
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
信
心
）
の
方
が
「
行
」（
念
仏
を
と
な
え
る
こ

と
）
よ
り
重
視
さ
れ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
、
聖
書
を
信
じ
き
る
と
こ
ろ
か
ら
信
仰

が
生
じ
る
よ
う
に
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
、
そ

の
存
在
に
目
覚
め
て
信
仰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
無
限
の
光
に
満
ち

た
世
界
」
と
「
無
限
の
光
」（「
無
量
寿
、
無
量
光
」）３
が
限
り
な
く

降
り
注
が
れ
る
の
で
あ
り
、「
即
得
往
生
」
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

自
己
の
存
在
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
他
力
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
力
を
一
切
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
浄
土
宗
、特
に
浄
土
真
宗
の「
信
仰
」と
し
て
の
態
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
他
宗
教
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
世
俗
内
（
在
家
）
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が

あ
る
と
い
え
る
。
本
来
仏
教
は
悟
り
（
知
恵
）
の
宗
教
で
あ
り
、
唯

一
絶
対
な
る
存
在
お
よ
び
そ
れ
へ
の
絶
対
的
な
「
信
仰
」
を
求
め
た

も
の
で
は
な
い
。「
無
明
」
の
衆
生
を
知
恵
の
働
き
に
よ
り
、「
真
理
」

の
世
界
（
悟
り
）
に
導
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
い
う
と
こ

ろ
の
、
世
俗
内
に
お
い
て
「
信
仰
の
み
」
に
導
か
れ
た
信
仰
生
活
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
世

俗
社
会
へ
の
多
大
な
影
響
は
現
実
社
会
に
対
す
る
絶
対
的
な
肯
定
と

同
時
に
、
現
実
生
活
（
俗
事
）
の
中
に
お
け
る
宗
教
的
意
味
を
積
極

的
に
認
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。
労
働
即
聖
行
、
即
ち
俗
事
の

行
い
は
宗
教
的
な
救
済
と
も
つ
な
が
る
行
で
あ
る
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
実
と
宗
教
と
の
究
極
的
な
一
致
は
、
一
つ

の
道
（
修
行
法
）
と
そ
れ
の
い
ず
る
経
典
へ
の
絶
対
的
な
帰
依
に
よ

り
救
済
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
一
切
の
行
い
は
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に
よ
り
生
じ
る
も
の
で

あ
る
ゆ
え
に
、
全
て
の
行
い
は
阿
弥
陀
仏
の
救
済
行
４
と
い
う
思
想

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
現
世
の
自
己
の
職
業
に
お
い
て
勤
勉
に

働
く
こ
と
が
阿
弥
陀
仏
の
恩
恵
に
対
す
る
返
報
で
あ
り
、「
信
仰
」

の
表
現
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
世
俗
内
禁
欲
へ
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と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
江
商
人
の
屋
敷
（
現
存
す
る
と
こ

ろ
す
べ
て
に
）
は
立
派
な
仏
間
が
お
か
れ
、
そ
こ
に
は
阿
弥
陀
像
と

と
も
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
軸
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
正
面
に
は
朝
晩

一
家
の
唱
え
た
経
典
、「
正
信
偈
」
が
お
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
正
し
く
は
正
信
念
仏
偈
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
親
鸞
の

撰
述
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
の
著
し
た
『
教
行
信
証
』
行
卷
の

末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
浄
土
三
部
経
の
意
を
述
べ

た
後
、
七
高
僧
を
日
本
語
で
賛
嘆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
信
仰
」

の
下
、
勤
倹
に
自
己
の
職
業
に
励
ん
だ
近
江
商
人
は
、
寒
暑
風
雨
を

い
と
わ
ず
朝
の
暗
き
か
ら
星
の
出
て
い
る
夜
中
ま
で
全
国
を
行
商
し

て
め
ぐ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
精
神
的
基
盤
は

こ
れ
ら
の
宗
教
倫
理
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
超
越
的
宗
教
道
徳
の
信
仰
が
日
本
の
浄
土
真

宗
の
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
の
倫
理
に
近
い
倫
理
観
を
持
ち
得
た
と
言
え
る
と
と
も
に
、
他
の

東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
も
異
な
っ
た
と
こ
ろ
の
エ
ー
ト
ス
を
つ
く
り
だ

し
た
と
い
え
る
。

浄
土
真
宗
の
も
つ
「
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
」
救
済
（
往
生
）
は
可

能
で
あ
り
、
そ
の
往
生
は
世
俗
外
的
宗
教
生
活
に
よ
っ
て
の
み
な
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
世
俗
的
生
活
に
お
い
て
も
可
能
だ
と
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業
に
貴
賤
の
差
は
な
く
、
各
自
は
「
報
恩
」
の

行
と
し
て
自
己
の
職
業
に
精
進
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
不

正
を
戒
め
、生
産
に
お
い
て
は
「
勤
労
」
が
、流
通
に
お
い
て
は
「
公

正
」
が
、
消
費
に
お
い
て
は
「
節
約
」
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

法
然
の
浄
土
教
に
お
い
て
も
念
仏
者
の
基
本
姿
勢
は
「
念
仏
の
第

一
の
助
業
、
米
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。
衣
・
食
・
住
の
三
は
念
仏

の
助
業
な
り
。
よ
く
よ
く
た
し
な
む
べ
し
５
。」
で
あ
っ
た
。
法
然

に
お
い
て
は
自
然
な
人
間
性
を
豊
か
に
持
ち
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
は

か
え
っ
て
宗
教
生
活
を
充
足
さ
せ
る
も
の
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
念
仏
生
活
を
支
え
、
充
足
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
要

因
＝
助
業
と
し
て
、
経
済
生
活
の
重
要
性
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

仏
教
は
本
来
、
知
恵
の
宗
教
、
悟
り
の
宗
教
と
さ
れ
「
信
仰
」
の

宗
教
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、浄
土
真
宗
に
お
い
て
は「
信

仰
」
と
い
う
、
宗
教
改
革
者
た
ち
の
唱
え
た
、
自
己
に
与
え
ら
れ
た

労
働
に
励
む
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
に
対
す
る
救
い
の
確
か
さ
を
証
す

る
、
と
い
う
召
命
感
に
も
似
た
職
業
観
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
う
し
た「
世
俗
的
な
禁
欲
」が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
は
浄
土
真
宗
の
最
も
強
く
根
づ
い
て
い
た
近

江
の
地
を
中
心
に
近
江
商
人
と
い
わ
れ
る
人
々
の
エ
ー
ト
ス
を
形
成

し
、
そ
れ
が
日
本
の
近
代
化
の
時
に
お
い
て
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
と

こ
ろ
の
資
本
主
義
の
精
神
へ
と
橋
渡
し
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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２

信
仰
と
し
て
の
職
業
観

こ
れ
ま
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
職
業
は
「
召
命
」

で
あ
り
、
現
世
お
よ
び
職
業
生
活
の
特
定
か
つ
事
象
的
な
目
的
に
即

し
て
、
自
己
の
救
い
を
証
し
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
唯
一
、

「
信
仰
」
と
し
て
の
職
業
観
に
つ
く
り
上
げ
た
の
が
浄
土
真
宗
で
あ

る
こ
と
を
み
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
し
て
又
ア
ジ
ア
に
お
い
て

も
、
他
の
宗
教
に
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
信
仰
」
を
見
い
出
す
こ
と

は
む
ず
か
し
い
。

た
と
え
ば
、日
本
に
お
け
る
神
道
の
持
つ
職
業
観
は
「
祭
り
」（
儀

礼
、呪
術
の
「
祭
り
」
と
生
活
の
「
祭
り
」）
の
う
ち
の
生
活
（
職
務
分
担
）

の
「
祭
り
」
か
ら
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
農
業
の
業
に
従
事
し
、
五

穀
を
生
産
す
る
こ
と
が
神
々
に
仕
え
る
所
以
で
あ
り
、「
祭
り
」
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
日
常
の
生
活
、
生
産
活
動
、
社
会
的
業

務
が
そ
の
ま
ま
神
に
仕
え
る
「
祭
り
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
労
働

は
神
聖
な
も
の
で
あ
り
、
職
務
は
す
な
わ
ち
神
に
仕
え
る
道
だ
と
さ

れ
、
生
活
全
体
が
神
聖
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
上
代
に
お
い
て
は
各
人
の
生
活
、
各
人
の
職
務
、
業

務
が
「
マ
ツ
リ
ゴ
ト
」（「
務
」）
で
あ
っ
た
た
め
、
生
活
全
体
が
神

に
対
す
る
祭
り
の
意
味
を
持
ち
、
世
俗
と
神
聖
と
を
分
か
つ
聖
俗
の

観
念
は
な
か
っ
た
。
労
働
は
す
な
わ
ち
「
神
事
」（
神
に
事
え
る
こ
と
）

で
あ
り
、神
が「
依
さ
し
」（
委
任
）し
た
も
の
だ
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
労
働
は
神
か
ら
委
任
さ
れ
た
重
大
な
神
事
で
あ
り
、
そ
れ
を
な
ま

け
て
は
神
に
顔
向
け
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
収
穫
物

も
大
変
尊
い
も
の
で
あ
っ
た
。

仏
教
に
お
い
て
は
本
来
（
原
始
仏
教
に
お
い
て
は
）
現
世
の
労
働
を

前
世
の
宿
業
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
に
受
動
的
に
従
う
消
極
的
態
度

が
あ
っ
た
が
、
太
陽
と
共
に
起
き
、
勤
勉
に
生
業
に
従
事
し
、
法
に

違
わ
ず
、
清
く
正
し
く
生
活
す
る
こ
と
を
す
す
め
、
現
世
的
享
楽
主

義
は
厳
し
く
い
ま
し
め
ら
れ
て
い
た
。
小
乗
仏
教
に
い
た
る
仏
教
の

教
学
は
主
に
出
家
僧
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
在
俗
の
信
徒
の
間
に

職
業
倫
理
を
確
立
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
仏
教
は
瞑
想
を

通
じ
悟
り
の
境
地
に
達
し
よ
う
と
す
る
遁
世
的
な
性
格
を
も
っ
て
い

る
た
め
に
、
た
と
え
禁
欲
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は

大
衆
的
エ
ー
ト
ス
と
は
な
り
得
な
い
と
さ
れ
た
。

し
か
し
中
国
に
お
い
て
は
そ
の
後
、
宋
代
に
禅
宗
が
新
た
な
形
に

よ
っ
て
お
こ
っ
て
き
た
。
原
始
イ
ン
ド
仏
教
は
極
端
に
世
俗
外
的
パ

タ
ー
ン
を
も
っ
た
宗
教
で
あ
っ
た
た
め
、「
此
岸
」
を
絶
対
的
に
マ

イ
ナ
ス
の
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
中
国
に
伝
わ
り
、
な

が
い
歴
史
の
中
で
そ
れ
は
次
第
に
変
容
し
て
い
き
、
唐
代
の
慧
能

に
よ
っ
て
「
法
は
元
よ
り
世
間
に
在
り
、
世
に
於
て
世
間
を
出
ず
」

６
（「
法
元
在
世
間
、
於
世
出
世
間
」）
と
述
べ
ら
れ
た
。
法
（
仏
法
）
は

世
間
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
世
間
を
離
れ
て
覚
え
る
も
の
で
は
な
い

と
さ
れ
、「
修
行
し
よ
う
と
思
う
な
ら
在
家
で
よ
ろ
し
い
」７
と
さ
れ

た
。
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さ
ら
に
宋
代
に
入
り
、
大
慧
に
至
る
と
「
此
岸
」
に
解
脱
の
た
め

の
積
極
的
な
意
味
が
み
つ
け
ら
れ
た
。
彼
岸
で
悟
り
に
至
る
に
は
此

岸
で
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
、
世
間
の
中
で
、
人
間
と
し
て

の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
が
此
岸
を
超
越
す
る
道
で
あ
る
こ
と
が
説
か

れ
た
。
そ
し
て
自
ら
の
心
の
内
な
る
善
知
識
を
知
れ
ば
解
脱
で
き
る

こ
と
を
説
い
た
。
こ
う
し
て
、
人
に
内
在
す
る
「
仏
性
」（
本
心
―

人
間
が
本
来
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
清
浄
な
心
）
を
認
識
す
れ
ば
解

脱
に
至
る
と
い
う「
超
越
的
実
在
」へ
の
道
を
追
求
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
っ
た
。

こ
れ
は
そ
の
後
、百
丈
懐
海
に
よ
り
仏
教
的
経
済
倫
理
と
し
て「
節

倹
」と「
勤
労
」、「
普
請
」（
上
下
ひ
と
し
く
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。「
一

日
な
さ
ざ
れ
ば
一
日
食
ら
わ
ず
」の
戒
め
）８
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
厳
粛
な
精
神
を
も
っ
て
社
会
に
お
け
る
人
間
の
本
分
を

尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
節
倹
と
勤
労
と
い
う

世
俗
内
的
禁
欲
の
精
神
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
に
も
通

ず
る
面
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
唯
一
絶
対
の
神
に
対
す
る

信
仰
と
召
命
と
い
う
意
味
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
禅
宗
が
中
国

に
お
い
て
は
上
層
階
級
（
有
識
者
）
の
間
で
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を

思
う
と
、
そ
れ
は
大
衆
的
基
盤
を
持
ち
得
た
と
は
言
え
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
も
こ
れ
は
「
労
働
仏
行
説
」
と
し
て
宗
教
倫
理
を

形
づ
く
り
、「
何
の
事
業
も
皆
仏
行
な
り
、
人
々
の
所
作
の
上
に
を

ひ
て
成
仏
し
た
ま
ふ
。
仏
業
の
外
な
る
作
業
有
べ
か
ら
ず
」（
鈴
木

正
三
）
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
労
働
重
視
の
経
済
倫
理
と

は
な
り
得
た
の
で
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
求
め
た
経

済
倫
理
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

ル
タ
ー
の
「
た
だ
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
救
い
が
得
ら
れ
る
」

（solvation by faith alone

）
は
、
親
鸞
の

「
弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
往
生
お

ば
と
ぐ
る
な
り
と
信
じ
て
念
仏
も
う
さ
ん
と
お
も
い
た
つ
こ
こ

ろ
の
お
こ
る
と
き
、
す
な
わ
ち
摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
ず
け
し

め
た
ま
う
な
り
」９

（
信
じ
て
念
仏
し
よ
う
と
思
う
心
が
生
じ
た
時
、
す
で
に
救
わ
れ
て
い
る
）

と
い
う
よ
う
な
、
信
ず
る
心
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
は
す
で
に
救

い
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
、強
い
信
仰
心
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
『
教
行
信
証
』
同
様
、
念
仏
以
外
の
信
仰
を
排
除
し
、
ひ

た
す
ら
念
仏
す
る
信
心
の
世
界
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
親
鸞
の
作
と
な
る
『
教
行
信
証
』
の
最
後
の
巻
の
終
わ
り
に
、

真
宗
の
教
団
、
信
徒
が
朝
晩
の
勤
行
で
と
な
え
る
「
正
信
偈
」（
帰

命
無
量
寿
如
来
、
南
無
不
可
思
議
光
…
…
）
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
先
に
み
た
よ
う
に
近
江
商
人
の
屋
敷
の
い
ず
れ
の
仏

間
の
仏
壇
に
も
お
か
れ
て
お
り
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
読
み
こ
な

さ
れ
て
い
た
。
彼
等
は
在
家
に
あ
っ
て
、
即
ち
世
間
に
入
り
、
人
の

本
分
を
尽
く
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
近
江
商
人
の
勤
労
の
エ
ー
ト
ス
は
こ
れ
に
よ
る
も
の
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
儒
学
に
お
け
る
「
天
」
の
思
想
や
倫

理
観
も
大
き
く
働
い
て
い
た
。
し
か
し
、
儒
学
は
「
宗
教
」
で
は
な

い
が
故
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
と
こ
ろ
の
強
い
信
仰
に
裏
付
け
ら
れ

た
も
の
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
近
江
商
人
に
お
け

る
エ
ー
ト
ス
の
形
成
に
は
儒
学
的
倫
理
観
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
。３

近
江
商
人
と
儒
学
的
倫
理
観

儒
学
に
お
け
る
四
書
の
う
ち
『
中
庸
』
に
お
い
て
は
「
中
庸
は
徳

の
至
り
」10

と
さ
れ
、
最
高
の
徳
と
な
っ
て
い
る
。『
中
庸
』
で
は
君

子
の
道
は
時
間
及
び
空
間
を
貫
い
て
中
正
な
も
の
で
あ
り
、
普
遍
的

な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
人
の
道
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
天
地
の
道
と
も
一
元
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
道
は
天
地
万
物
、
人
も
神
も
、
天
も
地
も
、
森
羅
万
象
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
生
々
変
化
さ
せ
る
法
則
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
地
・
万
物

の
大
調
和
を
完
遂
し
て
い
る
理
想
態
で
あ
り
、
善
美
の
極
致
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
誠
」
と
よ
ば
れ
、
こ
の
誠
に
生
き
る
こ
と
が
人
に
と
っ

て
唯
一
、
最
善
の
道
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
人
は
内
省
と

と
も
に
そ
の
意
欲
及
び
行
動
が
至
誠
至
善
な
る
天
道
（
天
の
道
）
に

合
す
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
調

和
的
な
宇
宙
の
有
機
的
な
部
分
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
は
自
ら
の
与
え
ら
れ
た
所
に
お
い
て
重
要
な
社
会
の
構
成
要
員

と
し
て
、「
中
庸
」10

の
精
神
を
も
っ
て
世
界
（
宇
宙
）の
調
和
に
資
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
「
人
倫
」、
人
の

道
で
あ
り
、
人
は
こ
の
天
道
に
従
う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
間

の
側
で
鋭
意
徳
を
も
っ
て
こ
れ
に
応
ず
る
時
に
の
み
報
い
ら
れ
る
の

で
あ
っ
た
。

司
馬
光
は
『
中
庸
』
を
子
細
に
研
究
し
た
後
、「
誠
は
天
の
道
な
り
、

之
を
誠
に
す
る
は
人
の
道
な
り
」11

と
し
、
そ
れ
に
は
ま
ず
「
人
に

妄
言
せ
ず
」（
欺
か
ず
）
で
あ
る
と
し
た
。「
天
道
」
と
通
い
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
此
岸
の
道
徳
と
し
て
、
宗
教
的
超
越
的
根
拠
が

さ
が
し
あ
て
ら
れ
、
誠
実
に
し
て
欺
か
ず
、
天
が
そ
れ
を
照
覧
し
た

な
ら
ば
、
必
ず
や
「
天
の
庇
護
」
を
受
け
、
身
の
安
ら
か
さ
と
と
も

に
子
孫
は
繁
栄
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。

特
に
日
本
に
お
い
て
は
こ
の
「
誠
」
が
強
調
さ
れ
、「
ま
こ
と
」12

が
信
（
忠
信
）
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
と
も
に
「
物
ニ
接
ス
ル
ノ

間
、
欺
カ
ズ
詐
ラ
ズ
十
分
真
実
、
堅
ク
執
ツ
テ
回
ラ
サ
ル
」13

と
い
う
、

他
者
に
対
す
る
心
情
の
純
粋
性
を
も
と
め
、
そ
れ
を
倫
理
の
根
本
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
忠
信
を
基
本
と
し
て
生
き
る
時
、
和
合

が
実
現
す
る
の
で
あ
っ
た
。「
誠
は
天
の
道
な
り
、
之
を
誠
に
す
る

は
人
の
道
な
り
」と
あ
る
よ
う
に
、
誠
た
る
べ
き
努
力
と
は
、
内
面

を
行
為
に
伴
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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伊
藤
忠
兵
衛
（
十
九
世
紀
初
め
の
近
江
商
人
）
は
「
利
真
於
勤
」
を

家
訓
と
し
、
利
益
は
誠
実
な
商
い
に
よ
っ
て
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
強
調
し
、
松
居
久
左
衛
門
は
社
訓
に
「
天
よ
り
与
え
ら
れ
た

我
等
の
職
業
を
通
じ
て
貢
献
す
る
奉
仕
こ
そ
社
会
の
恩
恵
に
報
ゆ

る
」、「
誠
意
の
あ
る
と
こ
ろ
に
必
ず
信
頼
が
生
ま
れ
る
、
信
じ
合
っ

て
結
ば
れ
る
姿
こ
そ
我
等
の
誇
」
と
述
べ
て
い
る
。

商
人
と
し
て
の
職
業
、
即
ち
有
無
相
通
じ
る
職
能
に
努
力
す
る
こ

と
（
商
業
が
あ
っ
て
生
産
と
消
費
は
調
和
し
て
お
り
）、
商
人
が
物
資
の

流
通
に
従
事
す
る
の
は
神
の
御
旨
に
適
っ
た
社
会
的
役
割
を
遂
行
す

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
任
務
を
よ
く
つ
と
め
る
こ
と
に
よ
り
「
余

沢
」（
利
益
）
が
生
じ
て
く
る
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
有
無
相
通
じ
る
職
能
に
努
力
し
て
生
じ
た
利
益
こ
そ

本
当
の
利
益
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
巨
利
を
得
る

こ
と
は
「
天
の
理
に
も
れ
、
仏
の
憐
み
に
外
れ
」
る
も
の
と
し
て
戒

め
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤
忠
兵
衛
は「
商
売
は
菩
薩
の
業
」と
し
て「
商

売
道
の
尊
さ
は
、
売
り
買
い
何
れ
を
も
益
し
、
世
の
不
足
を
う
ず
め
、

御
仏
の
心
に
か
な
う
も
の
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

儒
学
に
お
け
る
「
人
生
は
勤
む
る
に
在
り
」
や
「
懶
し
得
ず
」、

及
び
天
命
に
順
応
す
る
生
き
方
、
職
業
的
使
命
感
、
倫
理
観
な
ど
が

商
取
引
の
信
用
を
生
み
、
そ
う
し
た
世
俗
の
職
業
を
通
し
て
示
さ
れ

る
個
人
の
倫
理
態
度
が
倫
理
的
共
同
体
と
も
い
え
る
も
の
を
つ
く
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
近
世
の
こ
う
し
た
生
活
態
度
が
日
本
の
近
代
へ

の
大
き
な
架
け
橋
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

江
戸
中
期
、
神
道
、
儒
教
（
儒
学
）、
仏
教
の
三
教
を
と
り
入
れ
、

人
の
道
、
職
業
（
特
に
商
業
）
の
倫
理
を
求
め
た
石
田
梅
岩
は
そ
の

書
『
都
鄙
問
答
』
に
お
い
て
、
営
利
を
「
天
理
」
と
し
て
肯
定
す
る

と
同
時
に
、「
正
直
」
と
「
倹
約
」
を
全
て
の
人
間
に
妥
当
す
る
普

遍
的
理
念
と
し
て
基
礎
づ
け
た
。
そ
れ
は
こ
の
書
の
中
の
「
…
…
天

命
ニ
合
フ
テ
福
ヲ
得
ベ
シ
。…
…
且
御
法
ヲ
守
リ
我
身
ヲ
敬つ

つ
しム

ベ
シ
。

商
人
ト
イ
フ
ト
モ
聖
人
ノ
道
ヲ
不
知
バ
。
同
金
銀
ヲ
設
ケ
ナ
ガ
ラ
不

義
ノ
金
銀
ヲ
設
ケ
。
子
孫
ノ
絶
ユ
ル
理
ニ
至
ル
ベ
シ
」
に
よ
く
現
れ

て
い
る
。
司
馬
光
の
思
想
同
様
、
天
理
・
天
命
に
そ
む
い
た
不
義
の

蓄
財
は
「
子
孫
ノ
絶
ユ
ル
理
」
で
あ
っ
た
。

梅
岩
は
勤
勉
と
と
も
に
倹
約
を
説
き
、
そ
の
た
め
の
経
営
の
合
理

化
を
説
い
た
。
倹
約
と
は
顧
客
に
正
直
な
心
と
、
経
費
の
節
約
、
利

益
を
低
減
す
る
心
と
、
念
を
入
れ
た
良
い
商
品
を
売
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
顧
客
の
利
益
で
あ
り
、
自
ら
の
利
益
と
な
る
も
の
で
、

貯
蓄
に
よ
る
富
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
我
ガ
身
ヲ
養
ワ
ル
ル
売
ル
先
ヲ
粗
末
ニ
セ
ズ
シ
テ
真
実
ニ
ス

レ
バ
十
ガ
八
ツ
ハ
、
売
リ
先
ノ
心
ニ
カ
ナ
ウ
モ
ノ
ナ
リ
…
…
ソ

ノ
ウ
エ
第
一
ニ
倹
約
ヲ
守
リ
…
…
」、「
富
ノ
主
ハ
天
下
ノ
人
々

ナ
リ
。
…
…
売
物
ニ
念
ヲ
入
レ
少
シ
モ
粗
相
ニ
セ
ズ
シ
テ
売
リ

渡
サ
バ
、
買
ウ
人
ノ
心
モ
初
メ
ハ
金
銀
惜
シ
ト
思
エ
ド
モ
、
代

物
ノ
良
キ
ヲ
以
テ
、
ソ
ノ
惜
シ
ム
心
自
ラ
止
ム
ベ
シ
」、「
天
下
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ノ
財
宝
ヲ
通
用
シ
テ
、
万
民
ノ
心
ヲ
ヤ
ス
ム
ル
ナ
レ
バ
…
…
カ

ク
ノ
如
ク
シ
テ
富
山
ノ
如
ク
ニ
至
ル
ト
モ
、
欲
心
ト
イ
ウ
ベ
カ

ラ
ズ
」14

な
ど
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

又
、
梅
岩
は
儒
学
の
精
神
か
ら
は
『
論
語
』
に
お
け
る
「
斉
家
」

に
倹
約
の
倫
理
性
を
求
め
た
。
商
人
、
町
人
の
「
斉
家
」
を
す
べ
て

の
も
と
と
し
、
そ
の
上
で
「
倹
約
」
を
説
く
と
と
も
に
、「
倹
約
」

を
私
欲
で
曲
め
ら
れ
た
人
の
心
を
正
し
い
心
に
も
ど
す
と
い
う
内
面

性
に
よ
り
、
最
高
の
徳
へ
と
近
づ
け
て
い
っ
た
。
儒
学
の
「
斉
家
」

の
思
想
は
「
倹
約
」
へ
と
向
か
い
、
儒
学
的
精
神
を
強
く
表
す
と
と

も
に
「
斉
家
」
も
「
倹
約
」
も
、
商
家
に
お
け
る
家
訓
の
重
要
な
徳

目
と
な
り
、
代
々
う
け
つ
が
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
儒
学
的
精
神
を
も
と
と
し
た
日
本
的
な
資
本
主
義

形
成
上
の
精
神
と
、
宗
教
（
強
力
な
エ
ー
ト
ス
形
成
上
の
役
割
を
担
っ

た
浄
土
真
宗
）、
即
ち
「
信
仰
」
と
が
、
信
頼
と
勤
勉
、
節
約
な
ど
の

下
に
、
生
産
、
交
換
、
消
費
と
い
う
営
み
を
と
お
し
て
日
本
の
経
済

社
会
の
発
展
を
担
い
、
近
代
化
の
と
き
に
資
本
主
義
の
精
神
と
も
い

え
る
エ
ー
ト
ス
を
つ
く
り
上
げ
て
い
た
と
い
え
る
。
東
洋
に
お
け
る

「
経
済
」
は
「
経
世
済
民
」
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人

民
を
救
う
政
治
を
意
味
し
、
上
か
ら
の
道
徳
的
意
味
を
多
分
に
含
ん

だ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
近
世
の
経
済
倫
理
は
生
産
又
は
労
働
の
価
値
を
重
ん
ず

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
が
修
道
院
で
の
「
祈

り
と
労
働
」
の
重
視
と
い
う
、
世
俗
外
で
の
禁
欲
生
活
に
お
け
る
手

段
と
し
て
の
労
働
か
ら
、
宗
教
改
革
後
、
世
俗
内
に
お
け
る
職
業
、

労
働
が
神
の
「
召
命
」
と
さ
れ
、労
働
が
生
活
に
お
け
る
目
的
と
な
っ

た
よ
う
に
、
労
働
に
高
い
価
値
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
世
俗
内
で
の
禁
欲
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
が
生
産
に
お
け

る
「
勤
勉
」
で
あ
り
、
消
費
に
お
け
る
「
倹
約
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

二
つ
の
徳
に
よ
っ
て
こ
そ
資
本
の
蓄
積
は
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

２
、
蓮
如
に
お
け
る
倫
理
の
導
入
と
「
孝
の
思
想
」

１

覚
如
と
儒
学
倫
理

真
宗
門
徒
の
中
心
的
な
徳
目
は
勤
勉
、
忍
耐
、
節
約
、
正
直
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
本
願
寺
第
三
代
宗
主
の
覚
如
か
ら
だ
と
さ

れ
て
い
る
。
覚
如
は
既
成
仏
教
や
国
家
か
ら
の
弾
圧
を
避
け
、
本
願

寺
教
団
の
基
盤
を
固
め
る
た
め
、
世
俗
的
、
体
制
的
な
価
値
を
導
入

す
る
と
い
う
、
現
実
の
状
況
に
随
順
す
る
道
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
儒

学
の
五
常
を
仏
教
の
五
戒
に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
原
理

の
外
に
あ
る
と
こ
ろ
の
世
俗
の
原
理
を
そ
の
教
学
の
内
に
加
え
た
の

で
あ
っ
た
。

即
ち
念
仏
者
と
し
て
の
生
活
の
あ
り
方
を
、
内
心
に
は
信
心
を
保

ち
な
が
ら
も
、
外
相
に
は
儒
学
の
倫
理
的
徳
目
で
あ
る
と
こ
ろ
の
五
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常
を
守
る
よ
う
に
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
そ
れ
出
世
の
法
に
お
い
て
は
五
戒
と
称
し
、
世
法
に
あ
り
て

は
五
常
と
な
づ
く
る
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
を
ま
も
り
て
、
内

心
に
は
他
力
の
不
思
議
を
持
つ
べ
き
よ
し
、
師
資
相
承
し
た
て

ま
つ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
る
に
い
ま
風
聞
す
る
と
こ
ろ
の
異

様
の
儀
に
お
い
て
は
、『
世
間
法
を
ば
わ
す
れ
て
仏
法
の
儀
ば

か
り
を
さ
き
と
す
べ
し
』
と
云
々
。
こ
れ
に
よ
り
て
世
法
を
放

呵
す
る
す
が
た
と
お
ぼ
し
く
て
…
…
。」15

に
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
と
は
異
な
る
儒
学
の
倫
理
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
覚
如
の
儒
学
に
お
け
る
倫
理
観
の
導
入
は
真
宗

者
の
生
活
倫
理
と
し
て
受
け
つ
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

親
鸞
に
お
い
て
は
人
間
を
末
法
の
世
に
お
け
る
徹
底
し
た
悪
人
と

し
て
と
ら
え
、
阿
弥
陀
如
来
の
広
大
な
功
徳
に
よ
っ
て
し
か
救
わ
れ

得
な
い
と
し
た
た
め
に
、世
俗
の
倫
理
を
築
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
蓮
如
は

「
仁
義
礼
智
信
を
ま
も
り
て
王
法
を
も
っ
て
さ
き
と
し
、
内
心

に
は
ふ
か
く
本
願
他
力
の
信
心
を
本
と
す
べ
き
…
…
」16

と
言
っ
て
い
る
。
八
代
宗
主
蓮
如
に
お
い
て
は
世
間
の
価
値
基
準
で

あ
る
と
こ
ろ
の
仁
義
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
行
う
よ
う
説
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
蓮
如
は
こ
う
し
て
世
俗
倫
理
を
築
い
て
い
く
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
親
鸞
の
仏
法
至
上
主
義
で
は
な
い
、
王
法
・
仁
義
と
い

う
世
俗
の
権
威
の
導
入
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
す
で
に
覚
如
に
お
い
て

み
ら
れ
て
い
た
。

儒
学
に
お
け
る
五
常
と
は
人
の
常
に
守
る
べ
き
五
つ
の
道
徳
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
白
虎
通
義
』
に
よ
る
と
仁
・
義
・
礼
・
智
・

信
で
あ
り
、『
孟
子
』
に
よ
る
と
父
子
の
親
、君
臣
の
義
、夫
婦
の
別
、

長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
、
で
あ
り
、『
書
経
』
で
は
父
は
義
、
母
は
慈
、

兄
は
友
、
弟
は
恭
、
子
は
孝
、
と
さ
れ
て
い
る
。

古
代
よ
り
中
国
で
は
生
活
一
般
を
規
定
し
て
い
る
も
の
は
血
統
の

尊
重
と
祖
先
の
崇
拝
で
あ
り
、
家
が
社
会
生
活
の
基
本
単
位
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
人
間
の
存
在
の
仕
方
と
し
て
は
、
父
子
・
君
臣
・

夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
と
い
う
五
つ
の
原
型
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
お
け
る
秩
序
は
父
子
の
間
に
は
「
親
」
が
、君
臣
の
間
に
は
「
義
」

が
、
夫
婦
の
間
に
は
「
別
」
が
、
長
幼
の
間
に
は
「
序
」
が
、
朋
友

の
間
に
は
「
信
」
が
存
在
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
家
族
道
徳
を
も
と
に
し
た
道
徳
、
秩
序
は
、
道
徳
全
体

に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
中
心
を
な
す
も
の
が
「
孝
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
百
行
の
本
」
と
さ
れ
、
そ
れ
は
人
々
が
親
愛
の
情
に
よ
っ

て
結
ば
れ
る
社
会
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
道
徳
の

主
観
的
な
規
範
と
し
て
は
「
仁
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
人
と
人
と

の
間
に
自
然
に
発
露
す
る
親
愛
の
情
の
中
に
具
わ
っ
て
い
る
も
の
と

さ
れ
た
。

又
そ
こ
に
は
人
を
愛
し
、
他
人
の
心
を
思
い
や
る
「
恕
」
や
、
わ

が
ま
ま
を
お
さ
え
る
「
克
己
」、
内
面
的
に
純
粋
で
自
分
自
身
を
欺
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か
な
い
も
の
と
し
て
の
「
忠
」
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
仁
の
客
体
化
さ

れ
た
も
の
を
「
礼
」
と
と
ら
え
て
い
た
た
め
に
、
礼
と
い
う
外
的
行

為
の
形
式
化
さ
れ
た
も
の
は
大
変
に
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
儒
学
に
お
い
て
は
そ
の
最
も
中
心
と
な
る
思
想
は

「
孝
」
で
あ
る
が
、
覚
如
の
長
子
存
覚
は

「
孝
養
父
母
は
百
行
の
本
な
り
、
内
典
に
も
外
典
に
も
こ
れ
を

す
す
む
、
報
恩
謝
徳
は
衆
善
の
み
な
も
と
な
り
、
…
…
生
け
る

時
に
は
孝
順
を
さ
き
と
し
て
‥
‥
、
死
せ
ん
後
に
は
追
善
を
本

と
し
て
報
恩
の
勤
め
を
い
た
す
べ
し
」17

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
親
鸞
の
思
想
と
は
あ
き
ら
か
に
異
な
っ
て

い
る
。

親
鸞
は
「
出
家
の
人
の
法
は
、
国
王
に
向
い
て
礼
拝
せ
ず
、
父
母

に
向
い
て
礼
拝
せ
ず
」18

と
言
い
、
父
母
に
も
追
善
の
た
め
の
念
仏

を
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
蓮
如
に
お
い
て

は
「
弥
陀
頼
む
身
を
育
て
ら
れ
し
は
此
度
の
親
許
な
り
と
思
わ
ば
、

愈
々
孝
道
を
尽
く
す
べ
き
も
の
な
り
」19

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

親
鸞
に
お
け
る「
思
い
」と
は
、あ
く
ま
で
も
仏
恩
と
師
恩
で
あ
っ
た
。

儒
学
に
お
け
る
孝
は
、
人
間
を
修
養
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
も
完
成

さ
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
生
み
、
育

て
た
親
の
恩
は
偉
大
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
報
恩
と
さ
ら
に
は
祖

先
に
至
る
報
恩
と
し
て
祭
祀
を
行
い
、
家
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
つ
と
め
で
も
あ
っ
た
。
儒
学
思
想
の
基
本
と
も
な
る
孝
は
、
倫
理

思
想
の
中
心
と
な
り
、
人
々
の
内
で
、
家
の
存
続
と
そ
の
た
め
の
家

業
の
発
展
を
求
め
る
世
俗
道
徳
と
し
て
、
日
常
生
活
を
律
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
さ
ら
に
勤
勉
、
節
約
、
忍
耐
、
和
合
、
さ
ら

に
は
殺
生
の
忌
避
な
ど
の
徳
目
が
生
じ
、
そ
れ
ら
は
日
常
的
な
生
活

規
範
と
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
共
同
体
の
維
持
と
家
業
の
発
展
、
家

の
存
続
と
は
以
後
、
真
宗
門
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
大
き
な
生
活
規

範
、
道
徳
規
範
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
蓮
如
が
こ
う
し
た
孝

の
思
想
に
も
と
づ
く
、
儒
学
的
倫
理
思
想
を
た
ず
さ
え
、
布
教
を
し

て
い
っ
た
北
陸
地
方
に
お
い
て
は
多
く
の
真
宗
門
徒
が
生
ま
れ
る
と

と
も
に
、
真
宗
の
持
つ
倫
理
観
も
強
力
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

蓮
如
に
お
け
る
孝
の
重
視
と
儒
学
的
道
徳
の
導
入
は
、
末
寺
、
道

場
、
講
等
に
お
け
る
法
話
等
を
と
お
し
、
農
民
の
内
に
浸
透
し
て
い

く
と
と
も
に
、
親
か
ら
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
又
、
節
談
説

教
や
盆
踊
唄
、各
種
作
業
唄
や
数
え
唄
な
ど
の
中
に
も
も
り
込
ま
れ
、

耳
に
し
た
り
、
口
ず
さ
ん
で
い
く
中
か
ら
、
そ
れ
ら
の
内
の
諸
徳
目

を
生
活
に
取
込
み
、
生
活
規
範
と
し
て
深
め
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
は

具
体
的
に
、
そ
し
て
簡
潔
に
、
恩
や
倹
約
、
正
直
や
家
業
の
奨
励
、

忍
耐
や
努
力
、
王
法
の
遵
守
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
教
養
的
要
素
も
強
く
、
門
徒
た
ち
の
血
肉
と
な
り
、
行
動

へ
と
導
く
と
こ
ろ
の
エ
ー
ト
ス
と
な
っ
て
い
っ
た
。

又
、
こ
こ
に
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
「
善
と
悪
」
と
い
う
概
念
が
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入
っ
て
き
た
た
め
に
、「
悪
心
悪
行
」
の
心
を
持
つ
も
の
、
心
の
ゆ

が
ん
だ
も
の
は
「
極
楽
」
へ
行
く
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
親
鸞
が
人
間
の
意
志
を
越
え
る
も
の
、
即
ち
宿
業
と

し
て
と
ら
え
た
悪
は
、
人
間
の
意
志
の
制
御
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
善
の
報
償
と
し
て
の
「
極
楽
」
と
、
悪

の
代
償
と
し
て
の
「
地
獄
」
の
提
示
は
、
門
徒
た
ち
に
激
し
く
禁
欲

へ
と
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

親
鸞
に
お
い
て
は
不
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
世
俗
倫
理
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
門
徒
た
ち
は
彼
岸
に
お
け
る
救
済
を
熱

望
し
、
阿
弥
陀
仏
の
広
大
な
功
徳
に
帰
命
す
る
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
門
徒
た
ち
に
世
俗
倫
理
の
実
践
を
せ
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

２

蓮
如
と
北
陸
教
化

蓮
如
は
本
願
寺
八
世
と
な
っ
た
翌
年
（
一
四
五
八
）、
初
め
て
北

陸
へ
下
向
し
た
。
そ
し
て
十
三
年
後
、
吉
崎
に
御
坊
を
建
立
し
、
北

陸
教
化
の
前
線
基
地
と
し
た
。
刀
利
谷
（
越
中
砺
波
）
の
人
々
が
真

宗
に
改
宗
し
、
広
ま
っ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
蓮
如
は
城

端
か
ら
刀
利
・
中
河
内
を
通
っ
て
五
箇
山
に
行
く
時
、
た
び
た
び
立

ち
寄
っ
て
い
る
。
五
箇
山
の
赤
尾
の
行
徳
寺
を
開
い
た
道
宗
は
蓮
如

の
布
教
に
多
大
な
協
力
を
し
て
い
た
た
め
、
吉
崎
へ
の
近
道
と
し
て

刀
利
を
通
過
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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蓮
如
の
た
び
重
な
る
布
教
は
、
刀
利
地
区
に
「
蓮
如
の
腰
掛
石
」

と
い
わ
れ
る
も
の
を
数
多
く
残
し
、「
土
山
（
金
沢
）
御
坊
」
へ
の

険
し
い
山
の
辺
に
は
蓮
如
の
歌
（
越
路
な
る

土
山
の
峰
に
行
き
暮

れ
て

足
も
血
潮
に
染
ま
る
な
り
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
又
、
中
河

内
や
こ
の
近
く
に
は
今
も
道
場
が
残
さ
れ
、
講
組
織
も
あ
る
。
蓮
如

は
村
ご
と
に
寺
院
建
立
を
め
ざ
し
た
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
場
合

に
は
道
場
を
た
て
、
講
組
織
を
通
じ
て
門
徒
と
の
強
い
絆
を
構
築
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
法
話
を
通
し
、
門
徒
同
士
の
語
ら
い

を
通
し
、
仏
法
と
と
も
に
生
活
倫
理
が
さ
と
さ
れ
て
い
っ
た
。
孝
の

思
想
か
ら
く
る
父
母
や
先
祖
へ
の
尊
い
と
感
謝
、
残
さ
れ
た
家
の
継

続
と
繁
栄
、
そ
の
た
め
の
勤
労
、
節
約
、
忍
耐
、
正
直
な
ど
は
血
肉

と
し
て
代
々
親
か
ら
子
へ
と
染
み
込
ん
で
い
っ
た
。

真
宗
門
徒
に
お
い
て
は
職
業
・
家
職
を
勤
勉
に
努
め
る
こ
と
は
仏

恩
報
謝
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
世
俗
道
徳
に
対
す
る
禁
欲
的
実

践
に
は
激
し
い
思
い
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
親
鸞
の
い

う
「
如
来
大
悲
の
恩
徳
は
、
身
を
粉
に
し
て
も
報
ず
べ
し
、
師
主
知

識
の
恩
徳
も
、
骨
を
砕
き
て
も
謝
す
べ
し
」20

で
あ
っ
た
。
真
宗
門

徒
に
と
っ
て
は
特
に
勤
勉
、
家
職
へ
の
精
神
が
中
心
的
徳
目
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
真
宗
の
「
御
教
化
」
に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
は
「
時
間
」
の
つ
か
い
か
た
が
大
き
く
か
か
わ
っ

て
く
る
。

全
戸
が
篤
い
真
宗
門
徒
で
あ
る
山
間
地
の
刀
利
村
に
お
い
て
も
、

早
朝
か
ら
夜
ま
で
の
長
時
間
労
働
は
全
村
民
の
エ
ー
ト
ス
と
な
っ
て

い
た
。
炭
焼
き
と
田
畑
の
農
耕
が
家
業
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
お
い
て

は
、「
星
を
戴
て
出
て
、月
を
踏
ん
で
帰
る
」の
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
っ

て
、
遅
出
を
し
た
り
、
陽
が
沈
む
前
に
帰
る
こ
と
な
ど
、
あ
り
得
な

い
こ
と
で
あ
り
、
恥
で
も
あ
っ
た
。

炭
焼
き
を
生
業
と
し
て
い
た
村
人
た
ち
は
皆
、「
朝
は
暗
い
内
か

ら
カ
ン
テ
ラ
を
下
げ
、
夜
は
暗
い
夜
道
を
重
い
炭
俵
を
何
俵
も
担
い

で
這
う
よ
う
に
し
て
家
路
に
着
い
た
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
家
業
へ

の
精
進
を
支
え
る
も
の
に
勤
勉
と
と
も
に
忍
耐
が
あ
る
。「
晨
に
出

て
夜
に
帰
り
」、「
雨
風
寒
暑
を
避
け
ず
」、「
艱
難
辛
苦
を
い
と
わ

な
い
」
忍
耐
力
は
職
業
精
進
を
支
え
る
上
で
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
忍
耐
力
も
「
門
徒
の
職
業
活
動
は
弥
陀
の
救

済
に
対
す
る
報
恩
行
だ
」
と
さ
れ
た
時
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
べ
き

忍
耐
は
自
ず
と
培
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
仕
事
に
対
す
る
思

い
は
現
刀
利
村
民
の
南
源
右
衛
門
さ
ん
が
書
い
た
書
に
も
う
か
が
え

る
。
今
も
仕
事
と
信
心
と
は
一
体
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
家
産
は
先

祖
か
ら
の
預
か
り
物
で
あ
り
、継
承
・
相
続
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ

た
。家

産
は
継
承
・
相
続
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、そ
の
家
産
を
守
っ

て
い
く
こ
と
と
共
に
、
そ
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
勤

勉
・
忍
耐
の
他
に
「
節
約
」
が
大
き
な
徳
目
と
な
っ
た
。
同
時
に
家

（
家
業
）
を
分
散
さ
せ
な
い
た
め
に
は
単
独
相
続
が
原
則
と
な
り
、
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刀
利
に
お
い
て
も
近
年
ま
で
長
男
相
続
制
を
と
っ
て
き
た
。
長
男
は

家
業
を
相
続
す
る
も
の
と
し
て
よ
び
名
も
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
で
あ
り
、

次
男
以
下
は
家
を
出
て
い
く
者
と
し
て
「
お
っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
は
幼
い
時
よ
り
家
業
の
維
持
、
拡
大
の

た
め
の
勤
勉
、
忍
耐
、
節
約
、
孝
行
な
ど
が
厳
し
く
教
え
込
ま
れ
た
。

そ
し
て
常
に
生
活
の
中
で
親
か
ら
悪
を
す
て
、
善
に
つ
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
き
た
。

親
鸞
に
お
い
て
は
宗
教
的
・
理
念
的
な
悪
の
観
念
、
即
ち
己
を
悪

人
と
自
覚
し
、
そ
の
う
え
で
念
仏
に
よ
っ
て
弥
陀
の
摂
取
を
信
じ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
人
間
の
心
に
よ
っ
て
悪
を
除
き
、
善

に
す
す
む
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
、
そ
れ
は
地
獄
と
極
楽
と
を
分
け
る

も
の
と
も
な
っ
た
。
そ
う
し
た
と
ら
え
方
は
近
世
真
宗
が
、
多
分
に

儒
学
的
倫
理
的
な
善
悪
観
を
導
入
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本

来
真
宗
に
お
い
て
は
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
望
し
、
現
世
を
仮

の
宿
（
浮
き
世
）
と
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
仮
の
宿
に

お
け
る
営
為
を
真
剣
に
生
き
、
勤
め
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
門
徒
に
か
せ
ら
れ
た
王
法
・
仏
法
の
遵
守
と
い
う
こ
と
は
、

勤
勉
、
忍
耐
、
節
約
な
ど
の
禁
欲
的
エ
ー
ス
ト
と
と
も
に
、
世
俗
の

営
為
に
向
か
わ
せ
る
力
を
付
与
し
た
と
も
い
え
る
。

刀
利
村
は
北
陸
門
徒
地
帯
の
中
で
も
代
表
的
と
い
わ
れ
る
山
嶽
降

雪
地
帯
で
あ
り
、道
場
を
中
心
に
強
固
な
信
仰
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。

冬
期
に
お
い
て
は
報
恩
講
を
中
心
と
し
た
生
活
と
、
毎
夜
各
戸
を
め
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ぐ
っ
て
の
仏
間
で
の
法
義
や
正
信
偈
が
唱
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
こ

か
ら
は
「
知
恩
報
徳
の
念
」
と
と
も
に
世
俗
の
道
徳
、
法
令
の
遵
守

や
家
業
の
精
励
、
朝
寝
の
い
ま
し
め
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
が
伝
え

ら
れ
、
育
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
人
格
の
形
成
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
共
に
勤
労
に
精
進
す
る
従
順
で
、
粘
り
強
い
農
民

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。

３

蓮
如
と
刀
利

戦
い
に
あ
け
く
れ
た
応
仁
の
乱
と
、
そ
の
後
の
戦
国
時
代
、
人
々

は
無
常
を
感
じ
、
む
な
し
く
、
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。そ
こ
に
家
族
を
連
れ
な
が
ら
布
教
に
来
た
蓮
如
と
出
会
っ
た
。

蓮
如
は
「
親
鸞
聖
人
を
慕
う
人
は
み
な
兄
弟
で
あ
る
」
と
い
う
連
帯

と
、
家
族
の
大
切
さ
と
、
自
己
の
生
と
死
を
見
つ
め
る
こ
と
を
訴
え

て
き
た
。
自
然
災
害
と
飢
饉
、
日
常
的
に
人
が
殺
さ
れ
、
死
ん
で
い

く
、
不
安
と
恐
怖
の
中
、
ど
う
救
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
人
々
に

と
っ
て
切
実
な
願
い
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
蓮
如
は
「
御
文
」
と
い
う
手
紙
の
よ
う
な
も
の
で

人
々
に
「
救
わ
れ
る
道
」
を
説
い
た
。「
日
常
生
活
の
中
で
善
い
行

い
を
し
な
さ
い
」、「
善
人
こ
そ
が
救
わ
れ
る
」、「
今
、
生
か
さ
れ
て

い
る
仏
の
恩
に
対
し
て
報
い
な
さ
い
」
と
。
さ
ら
に
阿
弥
陀
の
前
で

は
み
な
平
等
で
あ
る
と
い
う
強
い
同
朋
精
神
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で

見
捨
て
ら
れ
て
い
た
女
性
ま
で
も
、
対
等
な
立
場
で
救
い
あ
げ
た
。

こ
れ
ま
で
搾
取
の
対
象
と
し
て
し
か
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
農
民
た

ち
に
生
き
る
意
味
と
力
を
与
え
、
捨
て
置
か
れ
た
凡
夫
こ
そ
が
わ
が

同
朋
で
あ
る
と
い
っ
て
心
血
を
注
い
で
働
き
か
け
た
。

農
民
た
ち
は
日
中
、
体
の
休
ま
る
隙
も
な
く
働
き
、
夜
、
わ
ず
か

な
暇
を
割
い
て
は
集
ま
っ
て
き
た
。
蓮
如
は
「
講
」
を
つ
く
り
、
家

の
家
長
だ
け
で
は
な
く
、
家
を
形
づ
く
っ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
が
、

阿
弥
陀
仏
の
前
に
は
平
等
で
あ
る
と
し
た
た
め
、
み
な
構
成
員
に
な

れ
た
。そ
れ
は
講
と
い
う
組
織
の
中
に
身
を
お
け
る
安
心
感
で
あ
り
、

農
民
男
女
に
と
っ
て
は
喜
び
で
あ
っ
た
。

刀
利
の
す
ぐ
隣
の
集
落
・
中
河
内
に
は
道
場
が
あ
っ
た
。
少
し
離

れ
た
樋
瀬
戸
に
は
今
も
道
場
が
あ
る
。
蓮
如
は
仏
の
前
で
は
自
由
に

も
の
を
言
っ
て
も
よ
い
、
皆
で
語
ろ
う
と
道
場
を
つ
く
り
、
人
々
に

説
い
て
廻
っ
た
。
そ
れ
は
同
信
者
の
念
仏
講
を
中
心
に
、
共
同
体
的

な
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
農
業
を
、
家
業

を
一
生
懸
命
に
や
り
、
講
や
道
場
に
集
ま
っ
て
は
語
り
合
う
、
心
の

楽
し
み
を
求
め
て
い
っ
た
。
教
え
を
聞
き
、
子
供
た
ち
に
手
渡
し
て

い
く
。
そ
れ
が
こ
の
土
地
の
持
っ
て
き
た
風
土
で
あ
り
、
代
々
育
ま

れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

真
宗
寺
院
が
八
割
以
上
を
占
め
る
北
陸
の
砺
波
地
方
、
さ
ら
に
九

割
以
上
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
福
光
町
に
お
い
て
は
、
家
の
造

り
も
独
特
の
ア
ズ
マ
ダ
チ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は「
お
講
」

は
家
々
を
廻
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
宿
を
し
た
い
と
い
う
こ
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と
か
ら
で
あ
っ
た
。
講
座
は
説
教
を
聞
く
と
い
う
信
仰
の
場
だ
け
で

は
な
く
、倫
理
、道
徳
を
伝
え
て
い
く
場
で
も
あ
っ
た
。「
悪
人
成
仏
」

の
教
え
を
も
つ
親
鸞
に
対
し
て
、
蓮
如
は
倫
理
の
重
要
性
も
説
い
て

い
っ
た
。

そ
し
て
江
戸
中
期
に
な
る
と
救
済
と
倫
理
的
な
行
い
と
は
不
可
分

の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
自
分
の
家
業
（
家
職
）
に
励
む
こ

と
が
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
第
一
の
報
恩
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
、
家
業
に
よ
る
利
益
も
、
そ
れ
は
他
を
利
す
る
こ
と
に
な
る
た
め

に
「
菩
薩
行
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
他
者
の
た
め
に
生
き
る
、
と
勤

勉
・
勤
労
、
そ
し
て
忍
耐
力
、
正
直
や
誠
実
等
は
幼
い
時
か
ら
代
々

教
え
ら
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

刀
利
は
金
沢
方
面
か
ら
は
ブ
ナ
オ
峠
、
五
箇
山
を
経
て
尾
張
方
面

へ
抜
け
る
間
道
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
刀
利
の
精
神
文
化
は
五
箇
山

に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
五
箇
山
の
平
村
ほ
か
に
は
今
で

も
二
三
の
道
場
が
残
っ
て
お
り
、
月
一
回
の
「
お
講
さ
ま
」
が
開
か

れ
て
い
る
と
い
う
。
五
箇
山
は
真
宗
一
色
の
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

蓮
如
の
信
奉
者
で
あ
る
道
宗
が
行
徳
寺
を
開
き
、
講
を
作
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。

全
戸
が
真
宗
の
教
え
を
共
有
し
て
い
る
刀
利
谷
の
人
々
は
「
偉
大

な
る
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
命
を
与
え
ら
れ
、生
か
さ
れ
て
い
る
」、「
生

き
と
し
生
け
る
も
の
は
み
な
同
じ
よ
う
に
命
を
与
え
ら
れ
、
お
互
い

が
お
互
い
を
必
要
と
し
て
生
き
て
い
る
」
と
い
う
「
同
朋
和
敬
」
の

精
神
を
も
ち
、厳
し
い
北
陸
の
山
峡
の
地
で
助
け
合
い
、肩
寄
せ
あ
っ

て
生
き
ぬ
い
て
き
た
。

又
、
我
々
の
生
活
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
相
依
相
関
の
中
で
行
わ

れ
る
と
い
う
「
自
他
一
如
」
の
精
神
は
共
同
体
意
識
を
強
め
て
い
っ

た
。
全
体
と
の
連
帯
の
中
で
、
自
分
自
身
の
で
き
る
仕
事
を
し
て
い

く
こ
と
、「
同
事
」
と
は
即
ち
苦
労
を
共
に
す
る
こ
と
で
、「
同
事
を

知
る
と
き
自
他
一
如
な
り
」
は
代
々
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
強
力
な
精

神
で
あ
っ
た
。

報
恩
の
精
神
と
共
同
体
意
識
と
は
明
治
の
本
願
寺
焼
失
後
の
御
影

堂
再
建
時
に
「
献
木
」
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。
そ
れ
は
村

人
全
員
で
、
不
可
能
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
堂
再
建
の
た

め
に
全
国
に
募
ら
れ
た
献
木
で
あ
っ
た
が
、
刀
利
か
ら
も
是
非
に
と

い
う
村
人
達
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。
村
の
白
山
社
の
鎮
守
の
社
に

は
樹
齢
七
百
年
に
も
な
る
欅
の
大
木
が
あ
っ
た
。
し
か
も
刀
利
の
欅

は
育
ち
が
ゆ
っ
く
り
な
た
め
、
と
て
も
質
が
よ
い
。

し
か
し
、
長
さ
七
間
四
尺
、
周
り
一
丈
、
重
さ
十
数
ト
ン
に
も
な

る
巨
木
で
あ
る
。
山
深
い
刀
利
か
ら
運
ぶ
こ
と
は
誰
が
考
え
て
も
不

可
能
で
あ
っ
た
。
刀
利
の
谷
底
を
流
れ
る
小
矢
部
川
は
、
崖
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
蛇
行
し
て
い
て
川
底
も
浅
い
。
巨
木
を
流
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。
陸
路
に
し
て
も
わ
ず
か
な
平
地
の
先
に
は
両
側
か

ら
急
峻
な
山
が
迫
っ
て
い
た
。
険
し
い
山
路
を
巨
木
を
運
ぶ
こ
と
は

不
可
能
で
あ
っ
た
。



122

研究　東洋

そ
の
不
可
能
を
可
能
に
変
え
た
も
の
が
「
奇
想
天
外
」
と
も
い
え

る
方
法
と
、
献
木
し
た
い
と
い
う
村
人
達
の
想
像
を
絶
す
る
協
力
で

あ
っ
た
。
村
人
総
出
で
な
さ
れ
た
そ
の
＂
事
業
＂
は
壮
大
な
も
の
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
奇
跡
の
献
木
の
「
奇
跡
」
を
起

こ
さ
せ
た
も
の
が
村
人
達
の
一
致
団
結
し
た
力
で
あ
っ
た
。
い
つ
も

は
「
そ
れ
ぞ
れ
」
で
あ
っ
て
も
、
一
つ
に
な
る
時
は
な
る
。
そ
れ
が

こ
の
厳
し
い
刀
利
谷
の
生
活
を
支
え
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
今
も
村
人
の
書
に
現
れ
て
い
る
。

刀
利
谷
の
中
で
も
最
も
厳
し
い
季
節
、
二
月
の
初
め
に
そ
れ
は
行

わ
れ
た
。
大
欅
を
い
っ
た
ん
谷
か
ら
山
の
頂
上
に
ま
で
引
き
上
げ
、

そ
れ
か
ら
尾
根
づ
た
い
に
伏
木
港
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
。
白
山
社
の

境
内
か
ら
凍
る
よ
う
な
冷
た
さ
の
小
矢
部
川
を
渡
り
、
一
キ
ロ
も
離

れ
た
、
そ
し
て
百
メ
ー
ト
ル
も
の
高
低
差
の
あ
る
横
谷
峠
を
登
っ
て

い
っ
た
ら
し
い
。
ど
れ
だ
け
の
傾
斜
が
あ
っ
て
も
太
く
巨
大
な
欅
を

山
路
で
引
き
上
げ
る
こ
と
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
。
村
人
全
員
が

参
加
し
た
留
守
の
家
で
は
、
幼
な
児
が
い
ろ
り
に
落
ち
、
不
具
者
と

な
っ
た
者
も
い
た
。

さ
ら
に
、
刀
利
の
あ
る
砺
波
郡
か
ら
は
御
影
堂
の
再
建
に
関
わ
る

労
役
に
携
わ
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
門
徒
た
ち
が
参
加
し
た
。
そ
の

者
達
の
宿
泊
所
と
し
て
で
き
た
「
砺
波
詰
所
」
は
今
も
東
本
願
寺
の

前
に
あ
り
、
そ
の
詰
所
の
中
の
仏
間
に
は
蓮
如
の
姿
が
画
か
れ
た
軸

が
掛
っ
た
大
き
な
仏
壇
が
あ
り
、
正
信
偈
が
置
か
れ
て
い
る
。
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３
、
王
法
と
為
本

１

一
向
一
揆
と
「
王
法
為
本
」

蓮
如
の
精
力
的
な
布
教
に
よ
り
、
荘
園
制
が
崩
壊
し
て
惣
村
制
が

進
展
す
る
戦
国
時
代
の
前
期
、
農
民
の
不
安
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で

い
た
こ
の
時
、
真
宗
の
教
え
は
燎
原
の
火
の
ご
と
く
北
陸
地
方
に
広

が
っ
て
い
き
、
本
願
寺
教
派
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
そ
こ
で
は
在
地
支
配
者
と
農
民
と
の
衝
突
が
頻
出
し
て
き
た
。

特
に
越
中
、
西
砺
波
郡
で
は
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
福
光
城
主

の
石
黒
光
義
が
富
樫
政
親
の
求
め
に
応
じ
て
、
天
台
宗
の
医
王
山
惚

海
寺
と
と
も
に
一
向
一
揆
と
山
田
川
の
田
屋
河
原
で
戦
っ
た
戦
は
、

蓮
如
を
悩
ま
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

瑞
泉
寺
の
檄
に
応
じ
た
越
中
の
一
向
門
徒
五
千
人
余
と
、
加
賀
二

俣
本
泉
寺
な
ど
の
二
千
人
余
の
門
徒
が
福
光
城
を
攻
撃
し
、
光
義
主

従
三
六
人
は
自
刃
し
て
は
て
た
。
そ
の
間
、
湯
湧
谷
の
一
向
宗
は
医

王
山
を
攻
め
た
た
め
、
奈
良
時
代
に
開
山
し
、
山
岳
密
教
で
栄
え
た

医
王
山
四
八
ヶ
寺
三
千
坊
の
寺
は
焼
き
払
わ
れ
、
消
滅
し
た
。
こ
の

田
屋
河
原
の
戦
い
で
砺
波
郡
は
一
向
一
揆
の
支
配
下
と
な
っ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
勢
い
で
一
向
宗
は
加
賀
の
富
樫
政
親
を
攻
め
、
長
享

二
年
（
一
四
八
八
）
富
樫
は
自
刃
し
た
。
以
後
百
年
、
北
陸
の
地
は

「
真
宗
王
国
」
と
な
っ
た
。

蓮
如
は
こ
の
時
、
在
地
支
配
者
と
門
徒
農
民
と
の
板
挟
み
と
な
っ

た
が
、
蓮
如
の
対
応
は
「
王
法
為
本
」
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
出
世
間

で
は
仏
法
に
、
俗
世
で
は
現
世
の
支
配
者
に
従
う
、
を
手
段
に
こ
れ

に
対
処
し
た
の
で
あ
っ
た
。
蓮
如
に
お
け
る
平
等
思
想
と
信
心
談
合

と
も
い
え
る
講
の
組
織
化
や
、
寄
合
な
ど
は
農
民
の
間
に
緊
密
な
精

神
共
同
体
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
蓮
如
の
生
前
、
最
大
の
規

模
を
も
っ
た
と
い
わ
れ
る
先
の
長
享
二
年
の
加
賀
の
守
護
富
樫
政
親

に
死
闘
を
挑
ん
だ
一
向
一
揆
で
あ
っ
た
。
こ
の
門
徒
数
は
二
〇
万
と

も
い
わ
れ
、
そ
の
後
方
に
あ
っ
た
実
際
の
門
徒
数
は
そ
の
一
〇
倍
以

上
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
組
織
化
し
た
の
は
村
々
の
道
場
の
坊
さ
ん
達
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
政
親
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
蓮
如
に

と
っ
て
は
ゆ
ゆ
し
き
こ
と
で
あ
り
、
守
護
大
名
た
ち
の
武
力
弾
圧
が

本
願
寺
教
団
の
発
展
を
阻
む
も
の
と
な
る
と
さ
れ
た
た
め
、
抑
え
る

側
に
ま
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
蓮
如
の
「
王
法
為
本
」
は
一
揆
の
力

を
に
ぶ
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

世
俗
の
中
に
立
ち
、
地
上
を
這
い
廻
る
よ
う
に
し
て
本
願
寺
を
建

て
直
す
こ
と
に
傾
注
し
て
き
た
蓮
如
に
と
っ
て
は
、
宗
教
は
信
ず
る

こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
俗
の
中
で
作
り
出
し
て
い
く
も
の
で
も

あ
っ
た
。
親
鸞
に
お
い
て
は
世
俗
倫
理
と
の
間
に
断
絶
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
蓮
如
は
仏
法
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
王
法
を
客
と
す
る
よ
う

な
か
た
ち
で
関
係
づ
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
、
清
濁
併
せ

呑
む
よ
う
な
高
度
な
政
治
的
判
断
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
一
方
、
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職
業
に
対
す
る
意
義
も
仏
法
の
た
め
と
し
て
、
世
俗
的
禁
欲
と
勤
勉

と
に
宗
教
的
価
値
を
与
え
て
い
っ
た
。

「
真
」
と
「
俗
」
と
は
「
聖
な
る
領
域
」
と
「
俗
な
る
領
域
」
と
を

分
か
つ
も
の
、
即
ち
信
心
の
生
活
と
日
常
の
世
俗
生
活
と
を
分
か
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
宗
門
が
生
き
延
び
る
た
め
の
途
と
い
う

現
実
的
な
状
況
と
の
折
り
合
い
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
蓮
如
上
人
御
一
代
聞
書
』
で
は
「
王
法
を
ば
額
に
あ
て
よ
、
仏
法

を
ば
内
心
に
深
く
蓄
へ
よ
」21

と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
仏
法
と
は

「
無
我
」
で
あ
る
と
。
蓮
如
は
仏
法
の
優
位
を
強
調
し
て
は
い
る
の

で
あ
る
。

蓮
如
に
と
っ
て
は
戦
国
の
世
に
お
い
て
真
宗
と
い
う
信
仰
の
王
国

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
守
り
抜
き
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
使
い
分
け
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。た
だ
し
、

蓮
如
の
時
代
に
は
倫
理
的
要
求
と
宗
教
的
要
求
と
は
ま
だ
別
の
も
の

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
徳
川
中
期
の
頃
ま
で
に
救
済
と
倫
理

行
為
と
は
不
可
分
に
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

蓮
如
の
こ
う
し
た
「
王
法
為
本
、
仁
義
為
先
」
の
と
ら
え
方
は
、

職
業
観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、「
世
俗
的
禁
欲
」
と
「
勤
勉
」

と
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
親
鸞
に
お
い
て
は
生
業
の
平
等
は

説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
営
利
に
対
す
る
積
極
的
な
意
義
は
与

え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
蓮
如
に
よ
り
、世
俗
的
職
業（
家

業
・
生
業
）
に
精
を
出
す
こ
と
が
善
行
と
さ
れ
、
禁
欲
と
勤
勉
と
が

意
義
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２

蓮
如
の
職
業
倫
理
観
と
寺
内
町

蓮
如
は
平
易
な
『
御
文
』
を
つ
く
る
と
と
も
に
、「
正
信
偈
」
に

よ
る
僧
俗
が
一
体
と
な
っ
て
の
勤
行
や
仏
法
に
つ
い
て
語
り
合
う
場

と
し
て
の
講
を
つ
く
り
、
平
座
、
同
座
と
い
う
平
等
性
の
下
で
の
法

座
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
親
鸞
の
教
え
が
広
く
民
衆
（
農

民
）
に
ま
で
届
く
こ
と
と
な
っ
た
。
又
、「
掟
」
を
つ
く
り
、
門
徒

た
ち
の
生
活
指
導
も
行
っ
た
。
そ
し
て
報
恩
の
生
活
を
人
々
に
伝
え

て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
親
鸞
の
「
悪
人
正
機
説
」
は
次
第
に
薄
ま
っ

て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
戦
国
と
い
う
乱
世
に
お
い
て
、
救
い
を
求
め

て
や
ま
な
い
民
衆
へ
の
対
応
と
し
て
の
変
遷
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

し
か
し
そ
う
し
た
大
衆
へ
の
「
教
育
的
」
と
も
い
え
る
側
面
が
、

徐
々
に
、
人
々
の
内
に
呪
術
的
な
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
信
仰
の

み
」
と
い
う
態
度
と
「
世
俗
的
禁
欲
」
及
び
、
勤
勉
に
よ
る
富
の
蓄

積
は
阿
弥
陀
仏
へ
の
善
行
で
あ
る
、
と
い
う
職
業
観
と
を
作
っ
て

い
っ
た
。

一
方
、
先
に
見
た
北
陸
地
方
に
お
け
る
一
向
一
揆
で
の
農
民
の
勝

利
は
、
真
宗
寺
院
を
中
心
と
す
る
自
治
組
織
（
寺
内
町
）
を
形
成
し

て
い
き
、
封
建
領
主
か
ら
独
立
し
た
宗
教
的
、
経
済
的
領
域
を
作
り

上
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
石
山
合
戦
の
よ
う
に
、
法
難
が
生
じ
た
時
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に
は
こ
こ
か
ら
住
職
等
に
率
い
ら
れ
た
農
民
や
商
人
達
が
馳
せ
参
じ

て
い
っ
た
。
一
向
一
揆
は
、
宗
教
的
な
集
団
で
は
あ
っ
た
が
、
農
民

及
び
商
工
階
級
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、そ
れ
ら
と
支
配
階
級
、

武
士
階
級
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

蓮
如
は
「
御
文
」
に
お
い
て

「
た
だ
あ
き
な
い
を
も
し
、
奉
仕
を
も
せ
よ
、
猟
、
す
な
ど
り

を
も
せ
よ
、
か
か
る
あ
さ
ま
し
き
罪
業
に
の
み
、
朝
夕
ま
ど
い

ぬ
る
わ
れ
ら
ご
と
き
の
い
た
ず
ら
も
の
を
」

と
い
い
商
人
の
漁
り
や
猟
な
ど
と
い
う
浅
ま
し
い
仕
事
に
就
い
て
い

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

「
た
す
け
ん
と
ち
か
い
ま
し
ま
す
弥
陀
如
来
の
本
願
に
て
ま
し

ま
す
ぞ
と
ふ
か
く
信
じ
て
…
…
た
す
け
ま
し
ま
せ
と
お
も
う
こ

こ
ろ
の
一
念
一
信
ま
こ
と
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
如
来
の
御
た
す

け
に
あ
づ
か
る
も
の
な
り
」22

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
浅
ま
し
い
仕
事
で
は
あ
っ
て

も
そ
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
商
人
達
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
こ
そ
が
弥
陀
が
救
い
を
の
べ
よ
う
と
し
て
い
る
選
ば
れ
た
人
々

な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
商
人
と
農
民
と
の
連
帯
は
、
そ
の
地
域
の
寺
の
住
職
を

中
心
と
し
た
結
束
を
深
め
、
寺
内
町
の
発
展
を
深
め
て
い
っ
た
。
北

陸
に
お
い
て
は
特
に
、
尾
山
（
金
沢
・
現
金
沢
城
の
本
丸
付
近
）、
に

大
規
模
な
寺
内
町
が
で
き
、
商
工
業
に
携
わ
る
人
々
と
農
民
た
ち
と

を
一
向
宗
門
徒
と
し
て
強
力
に
結
び
つ
け
て
い
っ
た
。

尾
山
に
は
「
尾
山
御
坊
」
が
天
文
一
五
年
（
一
五
四
六
）
に
創
建

さ
れ
、
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
勢
力
の
本
拠
地
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
を
中
心
に
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
佐
久
間
盛
政

に
よ
っ
て
陥
落
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
加
賀
惣
国
が
で
き
た
。
一
方
、
砺

波
郡
井
波
の
瑞
泉
寺
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
よ
り
、
加
賀
・
越

中
・
能
登
三
七
〇
余
寺
に
号
令
を
出
す
一
向
宗
王
国
の
中
心
と
な
り
、

「
越
中
の
府
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
又
、
五
世
の
綽
如
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
善
徳
寺
は
九
世
の
実
如
の
時
、
加
・
越
・
能
三
国
の
門
徒
を

管
理
下
に
お
く
、
末
寺
総
録
所
と
定
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
一
向
宗
側
の
力
と
な
っ
た
も
の
に
五
箇
山
で
生
産
さ
れ

る
塩
硝
（
火
薬
・
爆
薬
）
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
真
宗
の
力
が
強
く
、

農
民
間
の
結
び
付
き
も
強
か
っ
た
五
箇
山
で
は
、
塩
硝
の
生
産
が
増

大
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
一
向
一
揆
側
へ
供
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

五
箇
山
は
蓮
如
の
時
代
、
赤
尾
の
道
宗
に
よ
っ
て
行
徳
時
が
開
か
れ

て
か
ら
、
蓮
如
の
布
教
に
は
多
大
な
協
力
を
し
て
き
た
た
め
、
吉
崎

御
坊
へ
の
近
道
と
し
て
の
五
箇
山
・
刀
利
・
尾
山
（
金
沢
）
の
道
は
「
真

宗
の
道
」
と
も
よ
ば
れ
て
き
た
。
そ
し
て
こ
こ
は
一
向
一
揆
へ
の
人

的
、
物
的
供
給
源
で
も
あ
っ
た
。
刀
利
谷
及
び
通
過
点
で
あ
る
湯
涌

谷
の
農
民
達
は
特
に
強
力
な
一
揆
勢
力
で
あ
っ
た
。

し
か
し
蓮
如
自
身
は
た
び
た
び
「
お
叱
り
の
御
文
」
と
い
う
も
の

を
出
し
て
い
た
。「
王
法
を
本
と
す
る
」
よ
う
伝
え
て
お
り
、
守
護
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地
頭
を
尊
べ
と
言
っ
て
い
た
。
今
で
も
金
沢
市
の
専
光
寺
に
は
「
お

叱
り
の
御
文
」
が
残
っ
て
い
る
。

真
宗
で
は
呪
術
性
を
否
定
し
、
仏
像
を
作
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

は
仏
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
も
の
だ
と
さ
れ
た
か
ら

で
、
そ
の
た
め
に
、
信
者
の
家
々
が
持
ち
回
り
、「
仏
の
教
え
を
語

り
合
う
」
講
を
広
め
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
又
、
農
民
だ
け
で
は

な
く
商
人
階
級
に
対
し
て
も
、
悪
人
で
あ
る
商
人
階
級
こ
そ
が
一
番

阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に
預
か
る
機
会
に
あ
る
身
分
で
あ
る
こ
と
を
説
い

た
。こ
れ
ら
が
農
民
だ
け
で
は
な
く
商
人
た
ち
も
含
め
た
自
治
組
織
、

寺
内
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

蓮
如
は
加
賀
と
越
前
と
の
境
の
吉
崎
に
御
坊
（
寺
内
町
）
を
建
設

し
、
北
陸
へ
の
教
線
の
中
心
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
日
本
海

沿
岸
貿
易
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
蓮
如
は
商
人
は
じ
め
「
あ

さ
ま
し
き
罪
業
」
を
背
負
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
奉
公
人
や
猟
師
た
ち

に
対
し
て
、
阿
弥
陀
仏
は
彼
ら
を
こ
そ
救
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
と

言
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
商
業
利
益
に
た
い
し
て
も
、
仏
の
お

か
げ
と
す
る
心
が
生
じ
、
そ
れ
が
白
山
信
仰
の
拠
点
と
も
さ
れ
た
北

陸
の
地
を
真
宗
王
国
へ
と
導
い
て
い
っ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

前
田
家
は
加
賀
藩
を
支
配
す
る
に
あ
た
っ
て
も
一
番
留
意
し
た
点

は
宗
教
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
の

初
め
に
か
け
て
石
川
、河
北
郡
に
あ
っ
た
一
向
宗
の
寺
院
、三
十
数
ヶ

寺
を
金
沢
の
町
中
に
移
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
わ
り
に
他
宗
の
寺
院

郡
を
お
き
、
一
向
宗
寺
院
を
包
囲
す
る
と
と
も
に
監
視
に
あ
た
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
は
在
地
支
配
勢
力
を
弱
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
一
向

宗
側
も
前
田
藩
成
立
後
は
塩
硝
を
藩
に
収
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
関

係
は
「
王
法
為
本
」
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

真
宗
は
こ
れ
ま
で
北
陸
の
地
に
お
い
て
、
そ
し
て
刀
利
に
お
い
て
、

今
日
ま
で
そ
の
精
神
を
保
っ
て
き
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
近
江
や
砺
波
（
刀
利
）
の
門
徒
地
帯
で
は
「
信
仰
」

と
と
も
に
職
業
倫
理
観
が
非
常
に
強
く
、
そ
れ
が
日
本
の
中
で
も
独

特
の
エ
ー
ト
ス
を
つ
く
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

〈
注
記
〉

１
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
は
法
蔵
と
い
う
名
の
比
丘
が
世
自
在
王
仏

を
師
と
し
て
四
十
八
の
誓
願
を
た
て
、
は
て
し
な
い
修
行
の
後
、
悟
り

を
開
き
、
西
方
浄
土
の
阿
弥
陀
如
来
と
な
っ
た
と
説
い
て
い
る
。
法
然

は
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
著
し
、
法
蔵
菩
薩
は
往
生
の
た
め
に
念
仏

一
行
を
選
ん
で
念
仏
往
生
の
願
を
立
て
た
と
し
て
、
本
願
他
力
に
よ
る

念
仏
往
生
を
強
調
し
た
。

２
「
浄
土
三
部
経
」、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
思
想
を
中
心
と
し
た
三
つ
の
経

典
で
『
無
量
寿
経
』、『
阿
弥
陀
経
』、『
観
無
量
寿
経
』
の
こ
と
を
い
う
。

親
鸞
は
『
無
量
寿
経
』（
極
楽
往
生
を
願
う
人
た
ち
に
そ
の
道
を
説
い

た
も
の
）
を
最
要
の
典
拠
と
し
た
。
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３
『
唯
信
鈔
文
意
』「
真
宗
聖
典
」、
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
七
八
年
、

五
四
九
頁
～
五
五
〇
頁
「
即
得
往
生
は
信
心
を
う
れ
ば
す
な
は
ち
往
生

す
と
い
ふ
」

４
『
観
経
疏
大
意
』
安
井
広
度

田
村
芳
朗
「
仏
教
論
集
」、
春
秋
社

一
九
九
一
年

５
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
井
川
定
慶
博
士
編

三
九
九
頁

６
『
壇
経
』「
世
界
の
名
著
」続
３
、禅
語
録
、中
央
公
論
社
、一
九
七
四
年
、

一
四
五
頁

７

前
掲
書
、
一
四
五
頁

８
『
宋
高
僧
伝
』
第
一
〇
「
懐
海
伝
」

９
『
歡
異
抄
』「
真
宗
聖
典
」
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
七
八
年
、
六
二
六

頁
10
「
中
庸
其
至
矣
乎
。民
鮮
能
久
矣
」『
中
庸
』「
新
釈
漢
文
体
系
」第
二
巻
、

明
治
書
院
、
一
九
六
七
年
、
二
〇
六
頁

11
「
誠
者
、
天
之
道
也
。
誠
之
者
、
人
之
道
也
」『
中
庸
』
前
掲
書
、

二
七
五
頁

12
「
明
き
浄
き
正
き
誠
の
心
」
『
続
日
本
紀
』
宣
命
。
い
つ
わ
り
な
い

中
心
実
な
心
『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
紀
。
古
代
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
た

観
念
で
あ
る
。
孝
徳
天
皇
紀
大
化
元
年
７
月
の
条
に
は
「
ま
さ
に
信
を

育
ち
て
、
天
下
を
治
む
べ
し
」
と
の
詔
勅
が
あ
る
。
特
に
江
戸
時
代
、

林
羅
山
、
藤
原
惺
窩
に
よ
り
神
儒
一
致
説
が
指
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

も
よ
る
。

13
『
語
孟
字
義
』「
日
本
思
想
体
系
」
33
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年

14
『
都
鄙
問
答
』「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
97
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六

年
、
四
三
二
頁

15
『
改
邪
抄
』「
真
宗
聖
典
」、
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
七
八
年
、

六
七
九
頁

16
『
御
文
』
前
掲
書

八
一
〇
頁
～
八
一
三
頁

17
『
報
恩
記
』「
真
宗
大
系
」
第
二
十
八
巻
、
真
宗
典
籍
刊
行
会
、

三
四
八
頁

18
『
教
行
信
証
』「
浄
土
真
宗
聖
典
」、
本
願
寺
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、

四
五
四
頁

19
『
妙
好
人
伝
』
前
掲
書

20
『
三
帖
和
讃
』「
真
宗
聖
典
」
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
七
八
年
、

五
〇
五
頁

21
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』「
蓮
如
上
人
全
集
」
第
四
巻
、
中
央
公

論
社
、
一
九
九
八
年
、
四
五
頁

22
『
御
文
』
前
掲
書
、
七
六
二
頁
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東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
思
想
史
研
究
室
博
士
課
程
後
期

高

橋

恭

寛

中
江
藤
樹
に
お
け
る
「
持
敬
図
」
変
容
の
問
題

Ⅰ

は
じ
め
に

近
世
初
期
の
儒
者
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
四
八
）
は
、
一
般
的

に
は
「
日
本
陽
明
学
の
祖
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
無
論
、
現
在

は
研
究
の
蓄
積
に
よ
り
一
概
に
中
江
藤
樹
の
学
問
を
単
に「
陽
明
学
」

と
い
う
枠
に
と
ど
め
る
こ
と
は
難
し
い
１
。

藤
樹
は
、
元
々
伊
予
大
洲
藩
の
武
士
で
あ
っ
た
が
、
母
親
へ
の
孝

養
を
理
由
に
二
七
歳
の
時
に
致
仕
脱
藩
し
て
近
江
高
島
の
小
川
村
へ

と
帰
郷
し
た
。
帰
郷
後
の
藤
樹
は
、
再
仕
官
す
る
こ
と
も
な
く
教
学

に
励
む
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
故
郷
で
の
読
書
生
活
は
、
そ
れ
ま
で

『
四
書
大
全
』
な
ど
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
た
「
朱
子
学
」
に
対
す

る
疑
問
を
抱
か
せ
る
。
そ
こ
で
藤
樹
は
、
三
一
歳
の
と
き
に
筆
を
執

り
、
自
ら
の
考
え
を
著
作
と
し
て
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
な
か

に
「
敬
」
と
い
う
〈
慎
み
の
心
持
ち
〉
に
つ
い
て
藤
樹
が
論
じ
た
『
持

敬
図
説
』
と
い
う
一
書
が
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
『
持
敬
図
説
』
を

中
心
に
藤
樹
に
お
け
る
修
養
論
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
。

そ
も
そ
も「
敬
」と
は
、「
居
敬
」「
窮
理
」と
並
び
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

朱
子
学
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
基
本
的
修
養
法
で
あ
る
。
ま
ず
は

朱
子
学
の
な
か
で
「
敬
」
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
確
認

し
て
お
く
。

「
敬
」
は
、
心
の
主
宰
、
万
事
の
根
幹
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
よ
う

に
学
問
の
根
底
に
位
置
す
る
。
朱
子
学
に
お
け
る
入
門
段
階
に
あ
た

る
『
小
学
』
を
学
ぶ
際
に
も
、「
敬
」
を
心
に
保
た
ね
ば
様
々
な
礼

法
を
修
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
た
『
小
学
』
を
修
め
た
後
、
学

問
の
本
道
た
る
『
大
学
』
を
学
ぶ
際
に
も
、「
敬
」
を
保
持
し
て
い

な
け
れ
ば
徳
を
修
め
て
学
問
や
政
治
へ
と
進
む
こ
と
が
出
来
な
い
の

で
あ
る
。

敬
の
一
字
は
、
聖
学
始
め
を
成
し
て
終
わ
り
を
成
す
所
以
の
者

な
り
。
小
学
を
為
（
ま
な
）
ぶ
者
此
に
由
ら
ざ
れ
ば
、
固
よ
り

以
て
本
源
を
涵
養
し
て
、
夫
の
洒
掃
応
対
進
退
の
節
と
、
夫
の

六
芸
の
敎
と
を
謹
む
こ
と
無
し
。
大
学
を
爲
ぶ
者
此
に
由
ら
ざ

れ
ば
、
亦
以
て
聡
明
を
開
発
し
、
徳
に
進
み
業
を
修
め
て
、
夫
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の
明
徳
新
民
の
功
を
致
す
こ
と
無
し
。（『
大
学
或
問
』）

こ
の
よ
う
な
「
敬
」
を
、
学
習
者
は
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
の

か
。
朱
熹
は
、
程
子
の
「
主
一
無
適
」（
心
を
一
つ
に
集
中
し
て
外

物
に
移
さ
な
い
こ
と
）、
同
じ
く
程
子
の
「
整
斉
厳
粛
」（
行
住
坐
臥

が
崩
れ
る
こ
と
な
く
正
し
く
あ
る
こ
と
を
指
し
、
外
に
あ
ら
わ
れ
た

「
敬
」
の
様
相
）、
謝
良
佐
の
「
常
惺
惺
の
法
」（
常
に
心
を
目
覚
め

さ
せ
て
保
つ
こ
と
）、尹
焞
の「
其
の
心
収
斂
し
て
一
物
を
容
れ
ざ
る
」

（
心
を
集
中
さ
せ
て
他
の
何
事
か
へ
と
心
を
移
さ
な
い
こ
と
）
の
四

句
を
「
敬
」
の
実
践
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

程
子
此
に
於
て
、
嘗
て
主
一
無
適
を
以
て
之
を
言
い
、
嘗
て
整

斉
厳
粛
を
以
て
之
を
言
え
り
。
其
の
門
人
に
至
り
て
謝
氏
の
説

は
、
則
ち
又
謂
う
所
の
常
惺
惺
の
法
な
る
者
有
り
、
尹
氏
の
説

は
、
則
ち
又
謂
う
所
の
其
の
心
収
斂
し
て
一
物
を
容
れ
ざ
る
者

有
り
。
是
の
数
説
を
観
て
、
以
て
其
の
力
を
用
う
る
の
方
を
見

る
に
足
れ
り
。（『
大
学
或
問
』）

こ
の
朱
熹
の
「
居
敬
」
の
説
明
に
対
し
て
、
藤
樹
は
異
な
る
見
解

を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
藤
樹
は
、「
敬
」を
保
持
す
る（
持
敬
）と
は
、

「
天
命
を
畏
れ
る
こ
と（
以
下
、畏
天
命
）」と「
徳
性
を
尊
ぶ
こ
と（
以

下
、
尊
徳
性
）」
で
あ
る
と
し
た
。『
持
敬
図
説
』
は
、
こ
の
藤
樹
独

自
の
「
敬
」
理
解
に
つ
い
て
、「
持
敬
図
」
と
い
う
図
を
描
い
て
説

明
を
試
み
た
書
で
あ
る
。
藤
樹
が
新
た
に
『
持
敬
図
説
』
を
著
し
た

の
は
、「
朱
子
学
」
の
基
本
的
修
養
た
る
「
敬
」
を
初
学
者
が
実
践

に
向
か
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
説
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、藤
樹
は「
朱
子
学
」そ
の
も
の
を
否
定
し
よ
う
と
し
て『
持

敬
図
説
』
を
著
し
た
訳
で
は
な
い
。
藤
樹
も
ま
た
先
に
挙
げ
た
程
子

の
「
主
一
無
適
」
な
ど
が
確
か
な
修
養
法
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
は

い
る
。
藤
樹
が
問
題
と
し
た
の
は
、
天
命
を
畏
れ
徳
性
を
尊
ぶ
こ
と

を
知
ら
な
け
れ
ば
、
心
を
一
に
集
中
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
集
中

せ
ん
と
す
る
目
当
て
と
な
る
も
の
が
無
い
た
め
、
初
学
者
に
と
っ
て

は
難
解
で
着
手
の
し
ど
こ
ろ
が
な
い
点
で
あ
っ
た
。

曰
く
、
程
子
主
一
無
適
の
説
、
最
も
親
切
適
当
為
り
。
然
れ
ど

も
其
の
無
適
之
れ
を
一
と
謂
ふ
と
曰
ふ
と
き
は
、則
ち
一
の
義
、

親
切
な
ら
ず
。
而
し
て
立
言
太
だ
簡
奥
に
し
て
、
而
し
て
意
味

足
ら
ざ
る
者
有
り
。
是
を
以
て
初
学
其
の
精
蘊
を
暁
る
こ
と
能

は
ず
。
而
し
て
往
々
実
を
著
け
手
を
下
す
こ
と
の
艱
き
こ
と
を

苦
し
む
。蓋
し
天
命
を
畏
れ
徳
性
を
尊
ぶ
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、

而
し
て
徒
に
此
の
心
の
一
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
と
き
は
、
則

ち
工
夫
の
準
的
無
し
。（『
持
敬
図
説
』
一
―
６
８
５
）２
。

藤
樹
の
『
持
敬
図
説
』
は
、
こ
の
よ
う
な
初
学
者
が
何
を
手
立
て
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と
し
て
学
問
へ
着
手
出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
意
識
に
よ
っ
て

著
さ
れ
、「
持
敬
図
」
と
い
う
図
も
描
か
れ
た
。

初
学
者
に
も
実
現
可
能
な
「
敬
」
の
構
造
を
図
示
し
た
「
持
敬
図
」

で
あ
る
が
、『
藤
樹
先
生
全
集
』
な
ど
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
「
持

敬
図
」（
以
下
、
定
稿
）
と
別
に
「
持
敬
図
」
が
存
在
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
定
稿
「
持
敬
図
」
以
前
に
描
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
真
蹟「
持
敬
図
」が
存
在
す
る
。こ
の
二
つ
の「
持
敬
図
」は
、

記
さ
れ
た
文
字
に
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の
み
で
「
持
敬
」
の
構

造
自
体
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
の
な
か
で

真
蹟
「
持
敬
図
」
を
考
察
し
た
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
先
行
研
究
は
、「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
と
い
う
「
敬
」
理
解
の
特

異
性
や
、「
畏
天
命
」
の
「
天
」
が
『
書
経
』（
湯
誥
）
由
来
の
「
皇

上
帝
」
を
指
す
こ
と
（『
持
敬
図
説
』
一
―
６
９
５
）
を
始
め
と
し
て
、

「
朱
子
学
」
を
離
れ
て
己
の
こ
と
ば
で
学
問
を
説
明
す
る
よ
う
に
な

る
端
緒
や
、「
皇
上
帝
」
を
中
心
と
し
た
天
人
合
一
的
世
界
観
の
形

成
に
注
目
し
て
き
た
３
。

し
か
し
、
真
蹟
「
持
敬
図
」
と
定
稿
「
持
敬
図
」
に
記
さ
れ
た
文

字
の
違
い
に
は
、
藤
樹
に
よ
る
「
修
養
論
」
の
模
索
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
真
蹟
「
持
敬
図
」
か
ら
定
稿
「
持

敬
図
」
へ
の
変
化
の
内
実
を
追
う
こ
と
を
試
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
藤
樹
が
初
学
者
に
向
け
た
「
修
養
論
」
の
確
立
の
た
め
に
如
何

な
る
思
索
を
展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
。

ま
ず
は
、
藤
樹
の
学
問
に
お
け
る
「
敬
」
解
釈
を
確
認
し
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
真
蹟
「
持
敬
図
」
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ

く
。

Ⅱ

定
稿
「
持
敬
図
」
に
つ
い
て

定
稿
「
持
敬
図
」
は
、『
藤
樹
先
生
全
集
』（
岩
波
書
店

一
九
二
八
、
増
補
再
刊
一
九
四
〇
）
所
収
の
『
持
敬
図
説
』
に
付
さ

れ
た
「
図
」
で
あ
る
。
こ
の
『
持
敬
図
説
』
の
底
本
は
、
大
坂
の
儒

者
篠
原
元
博
が
文
化
・
文
政
年
間
か
ら
天
保
年
間
の
間
に
編
纂
し
た

「
全
集
」（
以
下
、
篠
原
氏
本
）
で
あ
る
。
こ
の
篠
原
氏
本
は
、
藤

樹
直
弟
子
岡
田
仲
実
の
息
子
岡
田
季
誠
が
元
禄
年
間
に
編
纂
し
た

「
全
集
」（
以
下
、
岡
田
氏
本
）
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
版
本
を
比

較
し
、
各
本
の
違
い
を
頭
注
や
傍
注
の
か
た
ち
で
書
き
記
し
た
「
全

集
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
信
頼
性
も
高
く
、
戦
前
に
出
版
さ
れ
た

『
藤
樹
先
生
全
集
』
の
底
本
と
し
て
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
節

で
は
、
こ
の
定
稿
（
篠
原
氏
本
）「
持
敬
図
」
を
用
い
て
、
藤
樹
の

確
立
し
た
「
持
敬
」
の
構
造
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

「
敬
」
が
学
問
の
根
底
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
冒
頭
で
説
明
し
た
通

り
で
は
あ
る
。
こ
れ
を
藤
樹
の
こ
と
ば
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、「
持

敬
」
と
は
「
本
と
明
徳
を
明
に
す
る
の
工
夫
に
し
て
彼
此
無
き
」
も

の
で
あ
り
、「
持
敬
」
の
目
的
と
は
、
人
間
の
善
な
る
心
（
明
徳
）
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を
正
し
く
発
揮
す
る
「
明
明
徳
」
で
あ
っ
た
（『
持
敬
図
説
』
一
―

６
８
７
）。
藤
樹
が
己
の
善
な
る
本
性
「
明
徳
」
の
発
揮
に
拘
る
理

由
と
は
、
人
が
獣
で
は
な
く
人
間
で
あ
る
た
め
の
根
拠
を
求
め
た
か

ら
で
あ
っ
た
（『
原
人
』
一
―
１
３
２
）。
人
が
獣
に
落
ち
ず
に
人
で

居
続
け
る
た
め
に
は
、「
敬
」
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の

善
な
る
心
を
正
し
く
発
揮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
説
い
た
。

そ
れ
で
は
「
持
敬
」、
す
な
わ
ち
「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
を
藤
樹

が
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
か
見
て
ゆ
く
。「
天
命
を
畏
れ
る
」

と
言
う
と
き
の
「
天
」
が
『
書
経
』
由
来
の
人
格
神
「
皇
上
帝
」
を

指
す
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
藤
樹
は
、
人
々
を
取
り
巻
く
物
事
は
全

て
が
皇
上
帝
か
ら
の
命
令
で
あ
る
と
捉
え
、自
ら
の
職
務
を「
天
職
」、

応
ず
べ
き
諸
事
を
「
天
事
」
と
称
し
た
（『
原
人
』
一
―
１
３
０
）。

こ
れ
ら
「
天
事
」「
天
職
」
を
慎
み
の
心
を
抱
い
て
行
う
こ
と
が
「
畏

天
命
」
で
あ
る
。
広
く
言
え
ば
、
日
常
的
な
礼
法
・
規
範
の
遵
守
を

説
い
た
と
言
え
る
。

畏
と
は
厳
憚
の
意
な
り
。
天
は
上
帝
の
別
名
な
り
。
命
は
猶
ほ

令
の
ご
と
し
。
天
命
は
上
帝
の
賦
す
る
所
の
正
理
。
物
と
し
て

有
ら
ざ
る
無
く
、
時
と
し
て
然
ら
ざ
る
無
し
。（

中
略

）

蓋
し
人
、
君
父
の
前
に
在
る
と
き
は
、
則
ち
小
人
と
雖
ど
も
、

其
の
心
愿
愨
に
し
て
不
善
を
為
す
こ
と
能
は
ず
。
其
の
畏
敬
す

る
所
有
る
を
以
て
、
学
者
能
く
天
の
聡
明
々
畏
、
幽
独
顕
明
の

異
を
無
く
し
て
、其
の
厳
君
父
よ
り
甚
し
き
者
有
る
を
知
つ
て
、

之
を
畏
敬
す
る
と
き
は
、
則
ち
幽
独
の
中
と
雖
も
、
猶
ほ
君
父

の
前
に
在
る
が
如
し
。（『
持
敬
図
説
』
一
―
６
９
５
・
６
）

一
方
、「
尊
徳
性
」
の
「
徳
性
」
と
は
、
天
（
上
帝
）
か
ら
賦
与

さ
れ
た
、
人
の
人
た
る
理
で
あ
り
、「
明
徳
」
で
あ
る
（『
持
敬
図
説
』

一
―
６
９
７
）。
徳
性
を
尊
ぶ
と
は
、
人
間
の
善
な
る
本
性
（
明
徳
）

を
尊
ぶ
こ
と
、
つ
ま
り
、
内
心
を
正
し
く
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。尊

と
は
、
恭
敬
奉
持
の
意
。
徳
性
と
は
、
上
帝
の
人
に
命
ず
る

所
以
に
し
て
、
人
の
受
け
て
人
為
る
所
以
の
正
理
。
即
ち
明
徳

是
な
り
。
蓋
し
学
者
能
く
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
て
、
徳
性
を

し
て
一
身
の
主
為
ら
し
め
、
而
し
て
之
を
恭
敬
奉
持
す
る
と
き

は
、
則
ち
動
静
云
為
、
天
君
常
に
泰
然
と
し
て
、
百
体
職
を
守

り
、
往
く
と
し
て
持
敬
せ
ざ
る
無
し
。（『
持
敬
図
説
』
一
―

６
９
７
）

要
す
る
に
、
日
常
の
諸
事
を
慎
ま
し
く
行
う
と
同
時
に
内
な
る
心

を
慎
み
正
し
く
保
つ
こ
と
が
「
持
敬
」
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
「
持
敬
」
の
説
明
は
、
一
身
に
即
し
た
場
合
の
説
明
で
あ
る
。
藤

樹
の
世
界
観
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
本
来
「
持
敬
」
は
一
身
に
止
ま
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る
も
の
で
は
な
い
。
人
の
「
心
」
は
、
一
身
に
お
い
て
本
性
や
感
情

を
統
べ
る
機
能
を
持
つ
。
だ
が
心
は
本
来
、
天
地
万
物
に
通
じ
て
お

り
、万
物
の
根
源
た
る「
太
極
」と
同
一
で
あ
る
。こ
の「
太
極
」が
、「
皇

上
帝
」
や
「
天
」
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
既
に
言
及
し
て
い
る
。
こ

の
万
物
を
生
み
出
す
「
天
」
が
一
身
に
内
在
す
る
場
合
に
「
心
」
と

い
い
、一
身
の
外
に
あ
り
万
物
に
偏
在
し
て
い
る
場
合
に
「
皇
上
帝
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
持
敬
図
説
』
と
共
に
著
さ
れ

た
『
明
徳
図
説
』
で
説
か
れ
て
い
る
。

明
徳
は
、
本
心
の
殊
称
な
り
。
心
は
、
統
体
の
総
号
、
太
極
の

異
名
。
理
気
を
合
し
、
性
情
を
統
ぶ
。
一
身
に
主
た
り
と
雖
ど

も
、
而
も
其
の
実
は
天
地
有
形
の
外
に
通
じ
、
其
の
大
外
無
く
、

其
の
小
内
無
し
。
即
ち
造
化
の
天
、
我
に
在
る
を
得
る
も
の
な

り
。（『
明
徳
図
説
』
一
―
６
７
８
）

内
な
る
心
を
正
し
く
保
つ
こ
と
は
、
内
省
の
み
に
終
始
す
る
こ
と

で
は
な
い
、
内
な
る
心
を
正
し
く
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
外
的
世
界

へ
と
通
じ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
尊
徳
性
」
と

「
畏
天
命
」
と
い
う
別
々
の
二
つ
の
「
持
敬
」
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、

両
者
表
裏
一
体
の
心
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
持
敬
」
は
、
一
身
の
修
養
で
あ
る
と
同
時
に
一
身

を
超
え
た
と
こ
ろ
と
の
繋
が
り
を
有
す
る
天
人
合
一
の
構
造
を
持

つ
。
こ
の
天
人
合
一
の
構
造
を
一
身
に
即
し
て
描
い
た
も
の
が
「
持

敬
図
」
で
あ
り
、
そ
の
図
の
説
明
が
「
図
説
」
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
定
稿
「
持
敬
図
」
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
有
し
て
い

る
の
か
を
見
て
ゆ
く
。「
持
敬
図
」
に
は
、
こ
の
「
畏
天
命
」「
尊
徳

性
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
者
の
み
で
成
立
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
こ
こ
で
改
め
て
「
持
敬
図
」
の
構
成
と
記
述
事

項
を
確
認
し
て
お
き
た
い
【
図
①
】。

「
持
敬
図
」
は
定
稿
・
真
蹟
共
に
、
中
央
の
四
角
（
方
象
□
）
を

帯
状
の
二
重
円
（
内
円
・
外
円
◎
）
が
囲
っ
て
い
る
。
中
央
の
四
角

（
方
象
）
は
、
中
心
に
「
敬
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
方
象
と
二
重
円

の
違
い
は
、
方
象
に
「
体
用
」
の
「
体
」
と
記
さ
れ
、
二
重
円
の
う

ち
外
円
に
「
用
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
方
象
が
「
理
」・「
未

発
」
を
意
味
し
、
二
重
円
が
「
気
」・「
已
発
」
を
意
味
し
て
い
る
。

「
敬
」
を
保
持
す
る
具
体
的
実
践
が
方
象
と
二
重
円
を
貫
い
て
働
く

こ
と
は
、「
持
敬
図
」
の
表
記
か
ら
も
窺
う
事
が
出
来
る
。

図
の
か
た
ち
は
、「
明
徳
持
敬
の
二
図
は
、
先
天
図
を
祖
述
し
、

太
極
図
を
憲
章
し
て
、
而
し
て
心
法
を
発
明
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
（『
明
徳
図
説
』
一
―
６
７
８
）。
お
そ
ら
く
円
図
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
確
実
な
こ
と
は
不
明
で
あ

る
。「

持
敬
」
の
実
践
た
る
「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
な
ど
の
言
葉
は
、

方
象
と
内
円
と
に
ま
た
が
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
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て
、
ま
ず
定
稿
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

持
敬
は
、
理
を
以
て
気
を
御
す
者
な
り
。
是
を
以
て
天
命
、
徳

性
、中
、忠
信
、明
徳
、皆
理
に
属
す
。
故
に
方
象
の
中
に
在
り
。

畏
、
尊
、
執
、
主
、
明
、
皆
気
の
為
す
所
な
り
。
故
に
円
象
の

中
に
在
り
。
此
則
ち
道
心
を
し
て
一
身
の
主
と
為
さ
し
む
。
而

し
て
人
心
常
に
命
を
聴
く
の
象
な
り
。（
一
―
６
８
８
・
９
）

定
稿
「
持
敬
図
」
の
な
か
で
、「
天
命
」
か
ら
「
明
徳
」
が
方
象

に
描
か
れ
て
お
り
、「
畏
」
か
ら
「
明
」
が
二
重
円
の
う
ち
内
円
に

描
か
れ
て
い
る
。「
天
命
」
と
「
畏
」
を
合
わ
せ
て
「
畏
天
命
」。「
徳

性
」
と
「
尊
」
を
合
わ
せ
て
「
尊
徳
性
」。「
中
」
と
「
執
」
を
合
わ

せ
て
「
執
中
」。「
忠
信
」
と
「
主
」
を
合
わ
せ
て
「
主
忠
信
」。「
明

徳
」
と
「
明
」
を
合
わ
せ
て
「
明
明
徳
」
と
い
う
言
葉
に
な
る
。「
畏

天
命
」
と
「
尊
徳
性
」
の
み
な
ら
ず
、「
執
其
中
」「
主
忠
信
」「
明

明
徳
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
持
敬
」
の
表
現
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。「
執
其
中
」「
主
忠
信
」「
明
明
徳
」、
及
び
『
中
庸
』
の
「
慎

独
」（「
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。
…
…
君
子
慎

其
独
。」）
の
四
句
を
「
持
敬
の
要
旨
」
と
見
な
し
、
学
習
者
が
参
考

し
て
心
の
修
養
に
入
り
や
す
く
す
る
た
め
の
言
い
換
え
と
な
っ
て
い

る
。

右
四
章
皆
持
敬
の
要
旨
な
り
。
而
し
て
天
命
を
畏
れ
徳
性
を
尊

ぶ
の
義
と
相
表
裏
す
。
故
に
詳
に
記
し
て
以
て
学
者
の
参
考
し

て
互
に
相
発
明
す
る
の
資
と
為
す
と
爾
か
云
ふ
。（『
持
敬
図
説
』

一
―
７
０
５
）

「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」
の
み
な
ら
ず
「
執
其
中
」「
明
明
徳
」「
主

忠
信
」
そ
し
て
「
慎
独
」
は
、
全
て
「
持
敬
」
の
一
側
面
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

次
に
外
円
に
は
、「
四
端
」「
五
典
」「
七
情
」
と
い
う
文
字
が
描

か
れ
て
い
る
。
内
円
と
外
円
と
の
違
い
は
何
か
。
図
説
で
言
及
さ
れ

て
お
ら
ず
、両
者
の
区
別
は
判
然
と
し
な
い
。
方
象
と
二
重
円
が「
体【図①】定稿「持敬図」（『持敬図説』一－686）

７０５） 

 「畏天命」「尊徳性」のみなら

ず「執其中」「明明徳」「主忠信」

そして「慎独」は、全て「持敬」

の一側面をあらわしたものと捉え

ていることが窺える。 

 次に外円には、「四端」「五典」

「七情」という文字が描かれてい

る。内円と外円との違いは何か。

図説で言及されておらず、両者の

区別は判然としない。方象と二重

円が「体用」の関係にあることは

既に述べた。方象を二重円が囲む

図の説明は、『明徳図説』に詳し

い。「明徳図」も「持敬図」同様

に、方象を二重円が囲むかたちで

描かれている。藤樹は「明徳の図

を以て、変して持敬の図と為す」（『持敬図説』一―６８７）と説明しており、「明徳図」

と「持敬図」が一体のものであると見なしていた。そのため、『明徳図説』における方象

と二重円の説明は、同時に「持敬図」への説明ともなるであろう。『明徳図説』も、篠原

氏本や岡田氏本の他に真蹟も残されているが、こちらは『持敬図説』と異なり、異同はほ

ぼないため、篠原氏本を用いることに支障はない。この『明徳図説』の「明徳図」（図は

省略）においては、外円の位置に「情」と「意」が記されており、内円に「気」が記され

ており、方象の中心に「性」が記されている。これらが方象、二重円を貫いて結ばれてい

る。藤樹は、外円によって「体用」の「用」の位置に存する「情意」や「五典」を囲み、

内外を貫いて描いたことは、体用関係が元々一体であり、隠れてみえない状態とはっきり

現れた状態とに差がなく、往来も内外もないことを示すためであったと説明している。方

象や内円にも『易経』の「卦」が記されているのにも関わらず、外円に「卦」が記されて

いない理由として、「理」や「気」や「明徳」などの文字を書き記すためとしている。「理

気明徳」などは、方象や内円に既に記されており、卦を省略された「外円」と関係無いが、

【図①】定稿「持敬図」（『持敬図説』一―６８６）



134

研究　東洋

用
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
方
象
を
二
重
円
が
囲
む

図
の
説
明
は
、『
明
徳
図
説
』
に
詳
し
い
。「
明
徳
図
」
も
「
持
敬
図
」

同
様
に
、
方
象
を
二
重
円
が
囲
む
か
た
ち
で
描
か
れ
て
い
る
。
藤
樹

は
「
明
徳
の
図
を
以
て
、変
し
て
持
敬
の
図
と
為
す
」（『
持
敬
図
説
』

一
―
６
８
７
）
と
説
明
し
て
お
り
、「
明
徳
図
」
と
「
持
敬
図
」
が

一
体
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、『
明
徳
図
説
』

に
お
け
る
方
象
と
二
重
円
の
説
明
は
、
同
時
に
「
持
敬
図
」
へ
の
説

明
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。『
明
徳
図
説
』
も
、
篠
原
氏
本
や
岡
田
氏

本
の
他
に
真
蹟
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
『
持
敬
図
説
』
と

異
な
り
、
異
同
は
ほ
ぼ
な
い
た
め
、
篠
原
氏
本
を
用
い
る
こ
と
に
支

障
は
な
い
。
こ
の
『
明
徳
図
説
』
の
「
明
徳
図
」（
図
は
省
略
）
に

お
い
て
は
、
外
円
の
位
置
に
「
情
」
と
「
意
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、

内
円
に
「
気
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
方
象
の
中
心
に
「
性
」
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
方
象
、
二
重
円
を
貫
い
て
結
ば
れ
て
い
る
。

藤
樹
は
、外
円
に
よ
っ
て
「
体
用
」
の
「
用
」
の
位
置
に
存
す
る
「
情

意
」
や
「
五
典
」
を
囲
み
、
内
外
を
貫
い
て
描
い
た
こ
と
は
、
体
用

関
係
が
元
々
一
体
で
あ
り
、
隠
れ
て
み
え
な
い
状
態
と
は
っ
き
り
現

れ
た
状
態
と
に
差
が
な
く
、
往
来
も
内
外
も
な
い
こ
と
を
示
す
た
め

で
あ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
方
象
や
内
円
に
も
『
易
経
』
の
「
卦
」

が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
外
円
に
「
卦
」
が
記
さ
れ
て

い
な
い
理
由
と
し
て
、「
理
」
や
「
気
」
や
「
明
徳
」
な
ど
の
文
字

を
書
き
記
す
た
め
と
し
て
い
る
。「
理
気
明
徳
」
な
ど
は
、
方
象
や

内
円
に
既
に
記
さ
れ
て
お
り
、
卦
を
省
略
さ
れ
た
「
外
円
」
と
関
係

無
い
が
、
卦
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
外
円
の
み
で
あ
り
、
お
そ
ら

く
こ
れ
は
外
円
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

規
を
以
て
用
の
情
意
五
典
を
囲
ん
で
、
性
と
情
と
、
気
と
意
と
、

通
行
の
路
に
図
す
る
は
、
以
て
体
用
一
源
、
顕
微
無
間
に
し
て
、

将
迎
無
く
、
内
外
無
き
を
明
す
な
り
。
卦
を
省
略
す
る
は
、
理

気
明
徳
等
の
字
を
筆
す
る
を
以
て
な
り
。（『
明
徳
図
説
』
一
―

６
８
２
）

外
円
に
「
情
」
と
「
意
」
が
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
藤
樹
の
人
間
観

を
考
察
す
る
上
で
は
、
重
要
な
問
題
と
な
る
が
、
本
稿
の
主
題
か
ら

逸
れ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
避
け
た
い
。
た
だ
、「
情
意
共

に
是
心
の
用
、
而
し
て
本
と
分
別
無
き
者
な
り
。」
と
図
外
の
説
明

に
記
さ
れ
て
お
り
（
一
―
６
７
７
）、「
明
徳
図
」
中
に
お
い
て
も
、「
万

事
に
応
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
外
円
に
「
持
敬
」
の
〈
外
的
実
践
〉
と
い
う
側

面
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。「
持
敬
」
の
構
造
と
し
て
、

外
円
の
み
な
ら
ず
、
内
円
も
含
め
て
二
重
円
が
総
じ
て
「
持
敬
」
の

〈
外
的
実
践
〉
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
確
認

し
て
お
く
。
次
節
で
は
、こ
の
定
稿
「
持
敬
図
」
と
真
蹟
「
持
敬
図
」

と
の
異
同
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
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Ⅲ

真
蹟
「
持
敬
図
」
と
定
稿
「
持
敬
図
」
と
の
違
い

真
蹟
『
持
敬
図
説
』
は
、
一
九
二
八
年
に
『
藤
樹
先
生
全
集
』
の

初
版
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
あ

り
、
初
版
刊
行
後
の
新
資
料
を
ま
と
め
た
藤
樹
頌
徳
会
編
纂
『
藤
樹

先
生
遺
墨
帖
』（
天
晨
堂
書
店
、一
九
三
九
）
に
輯
録
さ
れ
て
い
る
４
。

真
蹟
「
持
敬
図
」
は
、
様
々
な
加
筆
修
正
の
筆
が
入
っ
た
草
稿
と
思

わ
れ
る
。
真
蹟
で
は「
図
説
」で
は
な
く「
図
解
」と
記
さ
れ
て
い
た
。

加
筆
箇
所
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ず
つ
細
々
と
指
摘
す
る
の
は
煩
瑣

と
な
る
た
め
、
一
、二
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
た
い
【
図
２
】。
訂
正

箇
所
と
し
て
真
蹟
五
行
目
文
末
「（
敬
者
、）
貫
体
用
一
頤
顕
。」
に

取
消
線
を
引
き
、「（
敬
者
、）
立
大
本
、
行
達
道
、
体
用
一
貫
、
顕

助
無
間
故
也
。」
と
い
う
一
句
が
行
間
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
さ
ら
に
修
正
さ
れ
て
篠
原
氏
本
の
「（
敬
者
、）
立
大
本
、行
達
道
、

体
用
一
貫
、
工
夫
無
顕
微
者
也
。」（
一
―
６
８
８
）
と
い
う
形
に
至

る
。
ま
た
挿
入
箇
所
と
し
て
真
蹟
八
行
目
「
学
者
之
〈
互
〉
相
発
明

之
助
」
の
直
後
に
、
篠
原
氏
本
に
存
す
る
「
理
者
、
気
之
帥
也
。
気

者
、
理
之
卒
徒
也
。
以
理
御
気
、
以
気
従
理
。
持
敬
之
本
旨
也
。
是

以
（
天
命
、
徳
性
…
）」（
一
―
６
８
８
）
と
い
う
一
文
が
行
間
に
加

筆
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
真
蹟
の
修
正
が
篠
原
氏
本
へ
と
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
定
稿
『
持
敬
図
説
』
よ
り
も
真

蹟
が
先
発
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
次
に
真
蹟
「
持

敬
図
」
と
定
稿
「
持
敬
図
」
の
違
い
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
【
図

３
】。真

蹟
「
持
敬
図
」
の
方
象
に
は
、
左
上
か
ら
時
計
回
り
に
、「
顧

諟
天
之
明
命
」「
止
於
至
善
」「
明
明
徳
」「
絜
矩
」「
慎
乎
徳
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。方
象
の「
顧
諟
天
之
明
命
」「
止
於
至
善
」「
明
明
徳
」「
絜

矩
」「
慎
乎
徳
」
は
、
全
て
『
大
学
』
出
典
の
言
葉
で
あ
る
。
厳
密

に
言
え
ば
「
顧
諟
天
之
明
命
」
は
、『
書
経
』
商
書
・
太
甲
篇
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
句
と
並
べ
た
と
き
『
書
経
』
か
ら
の
引

用
と
い
う
よ
り
も
、
他
の
言
句
同
様
に
『
大
学
』
出
典
と
捉
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
方
象
の
言
句
は
、
定
稿
に
お
い
て
「
明

明
徳
」
を
除
い
て
修
正
さ
れ
、「
執
其
中
」
と
「
主
忠
信
」
の
二
つ

が
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
前
節
の
定
稿
「
持
敬
図
」
の
と
こ

ろ
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
真
蹟「
持
敬
図
」の
方
象
に
も「
忠
信
」

の
文
字
な
ど
が
あ
る
が
、
最
初
に
記
さ
れ
た
文
字
を
避
け
る
よ
う
に

【図２】真蹟『持敬図説』図説
部分『藤樹先生遺墨帖』（天晨
堂書店、一九三九）六四条

卦が描かれていないのは外円のみであり、おそらく

これは外円に いての言及であろうと われる。 

を以て用の情意五典を囲 で、性と情と、気

と意と、 の に図するは、以て体用一 、

無 にして、 無く、内外無きを明すな

り。卦を省略するは、理気明徳 の字を する

を以てなり。（『明徳図説』一―６８ ） 

 外円に「情」と「意」が記されたことは、藤樹の

を する では、重 な となるが、本

稿の主 から れるため、これ以 の言及は けた

い。た 、「情意 に 心の用、 して本と 別無

き者なり。」と図外の説明に記されており（一―６

７７）、「明徳図」中においても、「 に ず」

と記されていた。 

 このことから、外円に「持敬」の 外 と

いう側面を意 していることが窺えよう。「持敬」

の として、外円のみならず、内円も めて二重

円が て「持敬」の 外 という意 を

していることを、ここで しておく。次 では、

この定稿「持敬図」と真蹟「持敬図」との異同に

いて見て くことにしたい。 

真蹟「持敬図」と定稿「持敬図」との違い

 真蹟『持敬図説』は、一 二 に『藤樹 全 』の が された 、 たに

見された の一 であり、 の を とめた藤樹 徳 『藤樹

』（天 書 、一 ）に されている(4)。真蹟「持敬図」は、様々な

の が った 稿と われる。真蹟では「図説」ではなく「図 」と記されていた。 

 に いては、一 ず 々と するのは となるため、一、二 を る

にとどめたい【図 】。 として真蹟五 文 「（敬者、）貫体用一 。」に

を き、「（敬者、） 本、 、体用一貫、 無 。」という一 が

【図 】真蹟『持敬図説』図説 『藤樹

』（天 書 、一 ） 四
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円
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
か
ら
の
加
筆
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
初
め
に
真
蹟「
持
敬
図
」を
描
い
た
段
階
で
は
、ま
だ「
主
忠
信
」

も
「
執
其
中
」
も
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
真
蹟
「
持
敬
図
」
の
外
円
に
は
、「
正
心
」
を
除
い
た
『
大
学
』

八
条
目
と
三
綱
領
の
「
親
民
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
何
故
、
八
条
目

の
う
ち
「
正
心
」
が
な
い
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
５
、
こ
れ

ら
も
ま
た
定
稿
「
持
敬
図
」
の
外
円
で
は
、「
四
端
」「
五
典
」「
七

情
」
に
修
正
さ
れ
た
。
以
上
の
二
点
が
、
元
々
真
蹟
に
記
さ
れ
て
お

り
、
定
稿
で
修
正
さ
れ
た
点
と
し
て
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
は
、
真
蹟
「
持
敬
図
」
は
、
四
書
『
大
学
』

を
中
心
に
し
て
「
持
敬
」
の
構
造
を
図
示
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら

れ
る
。

そ
の
一
方
、定
稿
「
持
敬
図
」
に
記
さ
れ
た
「
五
典
」「
七
情
」「
四

端
」
の
出
典
は
『
大
学
』
で
は
な
い
。
後
述
の
通
り
、「
五
典
」
は

『
論
語
』、「
七
情
」
は
『
中
庸
』、「
四
端
」
は
『
孟
子
』
に
拠
っ
て

記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
蹟
「
持
敬
図
」
が
『
大
学
』
の
文
言
を

中
心
に
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
定
稿
「
持
敬
図
」
で
は
、『
大
学
』

の
み
な
ら
ず
四
書
全
て
を
用
い
て
「
持
敬
」
を
論
じ
て
い
る
。

外
円
を
『
大
学
』
一
書
の
利
用
か
ら
四
書
全
て
の
利
用
へ
と
切
り

替
え
た
理
論
的
背
景
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。『
持
敬
図
説
』
に
は
、

真
蹟
、
定
稿
は
共
に
「
持
敬
図
」
外
円
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。

こ
こ
で
藤
樹
が
四
書
の
一
致
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
藤
樹
は
、『
四
書
合
一
図
説
』
を
著
し
て
四
書
の
一
致
を

主
張
し
た
。
次
節
で
は
、
こ
の
『
四
書
合
一
図
説
』
を
中
心
に
、
藤

樹
の
四
書
合
一
の
考
え
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。

Ⅳ
『
四
書
合
一
図
説
』
に
よ
る
四
書
の
一
致
に
つ
い
て

中
江
藤
樹
が
四
書
一
致
の
説
明
を
試
み
た
こ
と
は
、『
大
学
考
』

や
『
四
書
合
一
図
説
』
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
両
書
の
正
確
な
作
成

時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に
も
『
持
敬
図
説
』
執
筆
に
遠

【図③】真蹟「持敬図」『藤樹先生遺墨帖』
（天晨堂書店、一九三九）

に されている。これがさらに されて篠原氏本の「（敬者、） 本、 、

体用一貫、 無 者 。」（一―６８８）という に る。 た として真蹟

「 者 明 」の に、篠原氏本に存する「理者、気 。気者、

理 。以理 気、以気 理。持敬 本 。 以（天命、徳性 ）」（一―６８８）

という一文が に されている。 

 このように、真蹟の が篠原氏本へと されていることを えれば、 なくとも

定稿『持敬図説』よりも真蹟が であることが窺えよう。それでは、次に真蹟「持敬図」

と定稿「持敬図」の違いを見て くことにしたい【図 】。 

 真蹟「持敬図」の方象には、 から時 りに、「 天 明命」「 」「明

明徳」「 」「慎 徳」が記されている。方象の「 天 明命」「 」「明明

徳」「 」「慎 徳」は、全て『 』 典の言 である。 に言えば「 天 明

命」は、『書経』 書 に くものであるが、他の と べたとき『書経』から

の 用というよりも、他の言 同様に『 』 典と捉えるのが であろう。これら方

象の言 は、定稿において「明明徳」を いて され、「執其中」と「主忠信」の二

が書き えられたことは既に の定稿「持敬図」のところで した りである。真蹟

「持敬図」の方象にも「忠

信」の文字などがあるが、

に記された文字を け

るように円を描いているこ

とから、 からの と

われる。そのため めに真

蹟「持敬図」を描いた

では、 「主忠信」も「執

其中」も書き れられてい

なかったと えられる。 

 た真蹟「持敬図」の外

円には、「 心」を いた

『 』 と の

「 」が記されている。

何 、 のうち「 心」 【図 】真蹟「持敬図」『藤樹 』（天 書 、一 ）



137

■論文

く
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
６
。
本
節
で
は
、
藤
樹
が
『
大
学
』

を
中
心
と
し
た
四
書
の
合
一
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
ゆ
く
。

ま
ず
『
大
学
考
』
は
、『
大
学
』
を
唐
虞
三
代
に
お
け
る
学
規
と

認
め
、
古
代
か
ら
程
朱
に
至
る
経
典
継
承
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。『
大
学
考
』に
お
い
て
、藤
樹
は
朱
子
の
語
を
引
用
し
て『
大

学
』『
中
庸
』『
孟
子
』三
書
に
合
致
す
る
所
が
多
い
こ
と
に
言
及
す
る
。

朱
子
曰
く
、
大
学
は
多
く
中
庸
と
孟
子
と
合
ふ
者
あ
り
。
則
ち

其
の
曾
子
門
人
の
手
に
成
る
を
知
る
。
而
し
て
子
思
以
て
孟
子

に
授
く
る
こ
と
疑
い
無
し
。
○
別
に
四
書
合
一
図
説
有
り
。
宜

し
く
熟
玩
す
べ
し
。（『
大
学
考
』
一
―
６
１
１
）

こ
の
『
大
学
考
』
で
「
熟
玩
す
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
た
『
四
書
合

一
図
説
』
に
お
い
て
、
藤
樹
は
『
大
学
』
三
綱
領
（
明
明
徳
・
親
民
・

止
於
至
善
）
と
他
の
三
書
と
の
関
係
を
左
の
よ
う
に
図
示
し
、
四
書

の
合
一
を
説
い
た
（『
四
書
合
一
図
説
』
一
―
６
３
３
）。

『
大
学
』

○
明
明
徳　
　

○
親

民　
　

○
止
於
至
善

『
論
語
』

○
求

仁　
　

○
孔
子
之
志

○
義
之
与
比

『
中
庸
』

○
致
中
和　
　

○
行
達
道　
　

○
依
乎
中
庸

『
孟
子
』

○
尽
其
心　
　

○
明
人
倫　
　

○
聖
之
時

（
※
各
項
目
の
縦
・
横
は
、
そ
れ
ぞ
れ
線
で
結
ば
れ
て
い
る
）

合
一
図
の
横
軸
は
、『
大
学
』
を
起
点
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
明

明
徳
」「
親
民
」「
至
於
至
善
」
に
他
の
三
書
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

な
文
言
が
合
一
し
て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
る
（『
四
書
合
一
図
説
』

一
―
６
３
６
）。『
大
学
』
の
三
綱
領
が
聖
人
の
世
や
孔
子
学
団
内
の

「
学
規
」
で
あ
り
、
こ
の
『
大
学
』
か
ら
他
の
三
書
が
出
で
来
た
と

す
る
。按

ず
る
に
大
学
の
三
綱
領
は
、
乃
ち
三
代
孔
門
の
学
規
な
り
。

語
孟
中
庸
、
皆
此
の
規
模
の
中
よ
り
説
き
出
し
来
る
。
是
を
以

て
四
書
の
功
夫
合
一
に
し
て
、
而
し
て
異
指
無
き
こ
と
右
の
図

の
如
し
。（『
四
書
合
一
図
説
』
一
―
６
３
３
・
４
）

こ
こ
で
一
段
目
「
明
明
徳
」
の
段
、
及
び
二
段
目
「
親
民
」
に
お

け
る
四
書
の
合
一
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
「
明
明

徳
」の
一
段
目
は
、『
大
学
』の「
明
明
徳
」に『
論
語
』に
お
け
る「
求

仁
」、『
中
庸
』に
お
け
る「
致
中
和
」、そ
し
て『
孟
子
』に
お
け
る「
尽

其
心
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
完
全
な
本
来
性
へ
と
立
ち
戻
る
工
夫
と
し
て

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

曰
く
仁
、
曰
く
中
和
、
曰
く
心
、
皆
明
徳
の
殊
称
な
り
。
名
は

異
な
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
其
の
実
は
則
ち
一
な
り
。
曰
く
明

に
す
、
曰
く
求
む
、
曰
く
致
す
、
皆
其
の
本
体
の
全
に
復
り
得
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る
の
工
な
り
。（『
四
書
合
一
図
説
』
一
―
６
３
４
）

一
段
目
は
ま
ず
、『
大
学
』
の
「
明
徳
」、『
論
語
』
の
「
仁
」、『
中

庸
』
の
「
中
和
」、『
孟
子
』
の
「
心
」
と
い
う
四
者
の
一
致
を
説
い
た
。

そ
の
上
で
、「
明
明
徳
」「
求
仁
」「
致
中
和
」「
尽
其
心
」
そ
れ
ぞ
れ

が
本
体
の
全
き
を
得
る
工
夫
と
し
て
一
致
し
て
い
る
と
説
明
す
る
。

次
に
二
段
目
「
親
民
」
の
段
の
一
致
に
つ
い
て
、藤
樹
は
『
論
語
』

の
一
節「
老
者
安
之
。
朋
友
信
之
。
少
者
懐
之
。」と『
中
庸
』の「
行

達
道
」
と
『
孟
子
』
の
「
明
人
倫
」
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

曰
く
老
者
を
ば
之
を
安
ん
じ
、
朋
友
に
は
之
に
信
あ
り
、
少
者

を
ば
之
を
懐
く
。
曰
く
達
道
を
行
ふ
、
曰
く
人
倫
を
明
に
す
。

皆
民
（
ひ
と
）
を
親
む
の
義
な
り
。（
一
―
６
３
４
）

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
『
論
語
』
の
「
老
者
安
之
。
朋
友
信
之
。
少

者
懐
之
。」
と
は
、
四
書
合
一
図
に
お
け
る
「
孔
子
之
志
」
の
言
い

換
え
で
あ
る
。

夫
子
の
志
は
、
即
ち
老
者
を
ば
之
れ
を
安
ん
じ
、
朋
友
に
は
之

れ
に
信
あ
り
、
少
者
を
ば
之
れ
を
懐
く
る
な
り
。
人
倫
は
五
倫

な
り
。（
一
―
６
３
４
）

「
孔
子
之
志
」
と
は
、『
四
書
合
一
図
説
』
の
欄
外
注
に
お
い
て
、『
論

語
』
公
冶
長
篇
に
基
づ
く
こ
と
を
藤
樹
自
ら
が
補
足
し
て
い
る
。
父

子
の
親
、
君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
と
い
う

五
つ
の
関
係
に
お
け
る
徳
目
の
総
称
を
「
五
倫
」、も
し
く
は
「
五
典
」

と
い
う
。「
五
倫
」の
関
係
を
年
輩
者
、友
人
、幼
い
者
の
三
者
に
よ
っ

て
包
括
し
、「
孔
子
之
志
」
と
い
う
一
句
に
帰
着
す
る
、
と
藤
樹
は

考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

論
語
公
冶
長
篇
に
子
路
曰
く
、
願
は
く
ば
子
の
志
を
聞
か
ん
。

子
曰
く
老
者
を
ば
之
れ
を
安
ん
じ
、朋
友
に
は
之
れ
に
信
あ
り
、

少
者
を
ば
之
れ
を
懐
く
と
。
五
倫
の
中
其
の
三
者
を
挙
げ
て
其

の
余
を
包
す
な
り
。（
一
―
６
３
５
）

こ
の
「
親
民
」
の
段
は
、
先
の
「
明
明
徳
」
の
段
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
大
学
』
三
綱
領
の
関
係
を
『
四

書
合
一
図
説
』
で
は
語
っ
て
い
な
い
の
で
、『
論
語
』
の
列
（「
求
仁
」

「
孔
子
之
志
」「
義
之
与
比
」）
に
拠
っ
て
確
認
す
る
。『
論
語
』
を

説
明
す
る
に
際
し
て
藤
樹
は
、
一
段
目
の
「
明
明
徳
」
の
段
が
本
来

性
を
回
復
す
る
工
夫
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
段
目
の
「
親
民
」
の

段
は
、
そ
の
工
夫
を
実
現
す
る
「
功
」、
つ
ま
り
実
践
手
段
で
あ
る

と
説
い
て
い
る
。
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論
語
に
説
く
所
、
頭
緒
多
し
と
雖
も
、
之
れ
を
要
す
れ
ば
、
尽

く
夫
子
の
志
、
人
倫
応
接
の
事
に
し
て
、
仁
を
求
む
る
の
功
な

り
。
其
の
功
夫
の
準
的
は
、則
ち
義
の
み
之
れ
与
に
比
ふ
な
り
。

（
一
―
６
３
４
）

『
論
語
』
の
み
な
ら
ず
、
四
書
合
一
図
に
描
か
れ
た
縦
の
列
は
、
第

一
段
が
「
本
来
の
善
な
る
心
を
回
復
す
る
工
夫
」
で
あ
り
、
第
二
段

が
、
第
一
段
を
実
現
す
る
為
の
手
段
で
あ
り
、
第
三
段
が
、
第
一
段

の
実
現
手
段
た
る
第
二
段
の
基
準
と
い
う
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
本
体
の
全
き
を
得
る
「
仁
を
求
め
る
」（『
論
語
』）
実

践
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
「
中
和
を

致
す
」（『
中
庸
』）
実
践
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る

の
か
、
そ
し
て
「
心
を
尽
く
す
」（『
孟
子
』）
実
践
は
如
何
な
る
方

法
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
法
へ
の
着
手
の
端

緒
と
し
て
「
孔
子
之
志
」、「
行
達
道
」、「
明
人
倫
」
が
実
現
手
段
と

し
て
存
す
る
、
と
藤
樹
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
の
『
四
書
合
一
図
説
』
に
お
け
る
「
明
明
徳
」
の
段
と

「
親
民
」
の
段
と
の
関
係
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
真
蹟
「
持
敬
図
」

の
外
円
に
「
親
民
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
へ
一
応
の
了
解
が
得
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、方
象
と
内
円
を
貫
く
「
明
明
徳
」（
す

な
わ
ち
「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」）
を
達
成
す
る
た
め
に
「
親
民
」
と

い
う
実
践
の
具
体
的
作
用
が
外
円
と
い
う
関
係
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
あ
る
。「
明
徳
図
」
外
円
に
記
さ
れ
た
「
万
事
に
応
ず
」
と
い
う

一
句
も
こ
れ
に
対
応
す
る
。

そ
こ
で
次
節
で
は
、
真
蹟
「
持
敬
図
」
か
ら
定
稿
「
持
敬
図
」
へ

の
変
化
を
、
四
書
合
一
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

Ⅴ

定
稿
「
持
敬
図
」
に
お
け
る
外
円
の
文
字
に
つ
い
て

定
稿
「
持
敬
図
」
に
お
い
て
も
、
外
円
に
は
「
用
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
変
更
は
な
い
こ
と
か
ら
、
方
象
と
内
円
を
貫
く
「
明
明

徳
」（
す
な
わ
ち
「
畏
天
命
」「
尊
徳
性
」）
を
達
成
す
る
た
め
に
「
親

民
」と
い
う
実
践
の
具
体
的
作
用
と
い
う
位
置
付
け
に
変
化
は
な
い
。

『
四
書
合
一
図
説
』
の
よ
う
な
四
書
合
一
の
考
え
を
藤
樹
が
抱
い
て

い
た
な
ら
ば
、
真
蹟
「
持
敬
図
」
で
記
さ
れ
て
い
た
「
親
民
」
と
同

列
の
「
孔
子
之
志
」「
行
達
道
」「
明
人
倫
」
も
ま
た
「
持
敬
図
」
外

円
に
描
く
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。
定
稿
「
持
敬
図
」
の
外
円

に
記
さ
れ
た
「
五
典
」「
七
情
」「
四
端
」
は
、「
孔
子
之
志
」「
行
達
道
」

「
明
人
倫
」
に
接
続
さ
れ
た
文
言
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
外
円
に

お
い
て
「
五
典
」「
七
情
」「
四
端
」
を
列
挙
し
て
い
る
の
は
、「
持
敬
」

の
外
的
実
践
、
万
事
に
応
ず
る
「
用
」
と
し
て
共
通
し
て
い
る
と
藤

樹
が
見
な
し
て
い
た
こ
と
に
拠
る
。

ま
ず
『
四
書
合
一
図
説
』『
論
語
』
の
列
は
「
孔
子
之
志
」
す
な

わ
ち
「
人
倫
応
接
」
が
「
求
仁
」
を
実
現
す
る
実
践
で
あ
っ
た
。「
人
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倫
は
五
倫
な
り
」
と
藤
樹
が
自
ら
注
釈
を
付
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
（『
四
書
合
一
図
説
』
一
―
６
３
４
）、『
論
語
』
に
お
け
る

実
践
の
工
夫
で
あ
る
「
人
倫
応
接
」
と
「
五
典
」
と
が
同
等
な
位
置

と
藤
樹
が
見
な
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
定
稿
「
持

敬
図
」
の
外
円
に
「
五
典
」
を
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
時
に
「
求

仁
」
の
た
め
の
「
人
倫
応
接
」
を
記
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、「
五

典
」
と
「
孔
子
之
志
」
と
を
同
一
に
み
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

同
様
に
、『
四
書
合
一
図
説
』『
中
庸
』
の
列
は
「
行
達
道
」
が

「
致
中
和
」
を
実
現
す
る
実
践
で
あ
っ
た
が
、『
中
庸
』
本
文
に
「
和

な
る
も
の
は
天
下
の
達
道
（『
中
庸
章
句
』
第
一
章
）」
と
あ
る
よ
う

に
、「
達
道
を
行
う
」
こ
と
の
実
現
が
「
和
」
の
状
態
の
実
現
で
あ

る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
事
実
、
藤
樹
も
ま
た
「
行
達
道
」
の
実

現
た
る
「
和
」
の
状
態
に
つ
い
て
『
四
書
合
一
図
説
』
の
な
か
で
「
和

は
七
情
発
し
て
節
に
中
る
」
と
注
釈
し
て
い
る
（『
四
書
合
一
図
説
』

一
―
６
３
４
）。
本
来
、『
中
庸
』
本
文
で
は
、「
発
し
て
節
に
中
る
」

の
は
「
喜
怒
哀
楽
」
で
あ
る
。
一
方
「
七
情
」
は
、「
喜
怒
哀
懼
愛

悪
欲
」
で
あ
る
（『
礼
記
』
礼
運
篇
）。「
喜
怒
哀
楽
」
を
「
七
情
」

に
置
き
換
え
て「
和
」を
論
じ
る
の
は
一
般
的
で
は
な
い
７
。「
七
情
」

が
適
切
に
発
す
る
こ
と
が
「
行
達
道
」
と
捉
え
る
の
は
、
藤
樹
独
自

の
判
断
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
、
定
稿
「
持
敬
図
」
外
円
に
も
「
七

情
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
『
四
書
合
一
図
説
』
に
お
け
る
「
行

達
道
」
と
の
内
容
的
関
連
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

最
後
に
『
四
書
合
一
図
説
』『
孟
子
』
の
列
は
「
明
人
倫
」
が
「
尽

其
心
」
を
実
現
す
る
実
践
で
あ
っ
た
。「
明
人
倫
」
に
つ
い
て
『
四

書
合
一
図
説
』
で
は
「
其
の
道
を
講
明
す
る
を
謂
ふ
」
と
注
釈
さ
れ

て
い
る
の
み
で
あ
り
、定
稿
「
持
敬
図
」
外
円
に
記
さ
れ
た
「
四
端
」

と
「
明
人
倫
」
の
繋
が
り
が
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、「
四
端
」

と
「
明
人
倫
」
は
と
も
に
「
尽
心
」
を
実
現
す
る
実
践
と
し
て
は
共

通
し
て
い
る
。『
孟
子
』
に
お
い
て
「
四
端
」、
つ
ま
り
惻
隠
・
羞
悪
・

辞
譲
・
是
非
と
い
う
四
つ
の
兆
し
は
、
未
発
の
性
に
お
け
る
仁
義
礼

智
の
道
に
到
達
す
る
た
め
の
糸
口
で
あ
る
。「
四
端
」
が
仁
・
義
・
礼
・

智
と
い
う
未
発
の
性
の
発
現
と
し
て
の
端
緒
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は

「
情
」
で
あ
る
８
。「
四
端
」
は
、具
体
的
に
発
動
し
た
「
情
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
四
端
の
拡
充
は
、「
尽
心
（
心
を
尽
く
す
）」
た
め
の
道

程
で
あ
り
、「
四
端
」
と
い
う
「
情
」
が
節
に
中
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
「
達
道
」
の
実
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
四
端
」
が
「
尽
心
」

の
外
的
実
践
と
見
な
す
と
い
う
点
で
は
、『
四
書
合
一
図
説
』
の
構

想
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
９
。

以
上
の
よ
う
に
、外
円
の
「
五
典
」「
七
情
」「
四
端
」
は
、「
明
明
徳
」

を
果
た
す
外
的
実
践
の
〈
実
現
要
件
〉
と
し
て
、『
四
書
合
一
図
説
』

で
一
致
さ
せ
た
『
論
語
』『
中
庸
』『
孟
子
』
を
反
映
し
て
い
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
真
蹟
「
持
敬
図
」
か
ら
定
稿
「
持
敬
図
」

へ
の
変
化
は
、
こ
の
『
四
書
合
一
図
説
』
を
踏
ま
え
た
四
書
合
一
の

発
想
が
促
し
た
た
め
と
言
え
よ
う
。
四
書
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
「
心
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の
正
し
さ
」
を
実
現
す
る
手
段
を
、
四
書
合
一
の
前
提
に
則
っ
て
定

稿
「
持
敬
図
」
外
円
に
記
し
た
こ
と
が
、
真
蹟
か
ら
定
稿
へ
の
外
円

の
変
化
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅵ

お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
は
、
真
蹟
「
持
敬
図
」
か
ら
定
稿
「
持
敬
図
」
へ
の

変
容
を
見
て
き
た
。
真
蹟
「
持
敬
図
」
か
ら
定
稿
「
持
敬
図
」
へ
の

大
き
な
変
容
と
は
、『
四
書
合
一
図
説
』
に
基
づ
く
四
書
合
一
の
構

想
が
定
稿
「
持
敬
図
」
外
円
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、「
持
敬
」
の

構
成
要
素
が『
大
学
』中
心
を
脱
し
て
四
書
を
総
合
的
に
用
い
て「
持

敬
」
を
構
想
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
無
論
、「
持
敬
」

の
構
造
の
み
を
見
れ
ば
、易
の
利
用
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

真
蹟
「
持
敬
図
」
が
『
大
学
』
の
み
で
「
持
敬
」
全
体
を
語
っ
て
い

る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
、
四
書
を
用
い
て
「
持
敬
」
を
語
る

よ
う
に
変
容
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、「
持
敬
」
の
構
造
自
体
を
大
き

く
変
化
さ
せ
た
わ
け
で
も
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、「
持
敬
図
」
外
円
が
『
大
学
』
の
み
な
ら
ず
、
四

書
全
て
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
藤
樹
の
思
想
形
成
に
お
い

て
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
持
敬
図
」
の
変
容
は
、
心
を
正
す
と
い
う
「
持
敬
」
の
外
的
実
践

が
『
大
学
』
一
書
に
よ
っ
て
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
四
書
全
て
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
を
藤
樹
が
説
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
と
は
、
繰
り
返
し
述
べ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
儒
学
の
学
習
段
階

の
問
題
へ
と
繋
が
る
。

朱
子
学
に
お
い
て
、初
学
者
は『
小
学
』を
学
び
、そ
の
後
に『
大
学
』

『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』
の
順
序
で
学
習
し
、
義
理
を
解
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
方
、
藤
樹
の
場
合
、
初
学
者
は
『
孝
経
』
を

最
初
に
読
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。『
持
敬
図
説
』
か
ら
二
年
後
の

三
三
歳
の
と
き
に
執
筆
さ
れ
た
主
著
『
翁
問
答
』
の
な
か
で
、
四
書

の
読
書
は
『
孝
経
』
読
了
後
に
進
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

孝
経
一
巻
を
心
に
て
心
を
よ
み
、
よ
く
学
候
へ
ば
、
大
綱
の
得

心
、
成
や
す
く
候
。
孝
経
を
学
て
余
力
あ
る
も
の
は
、
其
力
と

ひ
ま
に
し
た
が
ひ
て
、
四
書
を
学
、
さ
て
ま
た
余
力
あ
る
も

の
は
、
十
三
経
を
皆
学
た
る
が
よ
く
候
。（『
翁
問
答
』
三
―

１
７
７
）

藤
樹
は
、『
小
学
』
と
『
孝
経
』
を
合
一
し
、
両
書
を
初
学
者
に

向
け
た
入
学
の
手
立
て
と
見
な
し
た

10

。
そ
の
次
の
段
階
と
し
て「
四

書
」
を
取
り
上
げ
て
い
る

11

。
つ
ま
り
『
持
敬
図
説
』
は
、
こ
の
初

学
者
が
無
事
に
入
学
し
た
次
の
段
階
を
問
題
と
し
て
い
る
の
だ
。
繰

り
返
し
に
な
る
が
、決
し
て
藤
樹
は
、己
が
学
習
し
て
き
た「
朱
子
学
」

そ
れ
自
体
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
藤
樹
は
、
真
蹟

「
持
敬
図
」
執
筆
当
初
、『
小
学
』
と
『
大
学
』
と
い
う
「
朱
子
学
」
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の
基
本
的
な
学
問
の
階
梯
を
描
い
た
。
真
蹟
か
ら
定
稿
へ
の
変
化
と

は
、『
小
学
』（
及
び
『
孝
経
』）
の
次
段
階
の
学
習
が
、『
大
学
』
の

み
な
ら
ず
四
書
全
般
へ
と
範
囲
を
広
げ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。『
大
学
』
の
「
致
知
格
物
」
か
ら
「
治
国
平
天
下
」

及
び
「
親
民
」
の
み
で
は
、外
的
実
践
と
し
て
「
五
典
」「
四
端
」「
七

情
」を
導
き
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
す
な
わ
ち「
持
敬
」に
際
し
て
、

『
大
学
』
に
お
け
る
外
的
実
践
の
み
で
は
語
り
尽
く
す
こ
と
が
出
来

ず
、「
五
典
」「
四
端
」「
七
情
」
と
い
っ
た
様
々
な
場
面
・
状
況
に

お
け
る
外
的
実
践
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
様
々
な
場
面
・
状
況
に
応
じ
て
外
的
実

践
が
正
し
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
企
図
す
る
思
索
は
、
そ
の
後
『
翁
問

答
』
や
『
論
語
』
郷
党
篇
の
注
釈
書
『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
伝
』
に
お

い
て
展
開
さ
れ
た
、
時
宜
・
場
面
・
分
際
に
応
じ
た
最
適
を
求
め
る

「
時
処
位
」
論
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
所
謂
「
朱
子
学
」
に
お
け
る
「
居
敬
」
実
現
の

在
り
方
に
困
難
を
感
じ
た
藤
樹
は
、「
敬
」
の
保
持
の
再
解
釈
と
と

も
に
、
そ
の
た
め
の
外
的
実
践
の
在
り
方
を
も
再
構
築
し
た
。
藤
樹

は
、
既
成
の
「
朱
子
学
」
を
、
教
科
書
的
・
機
械
的
に
知
得
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
藤
樹
は
、『
四
書
大
全
』
を
は
じ
め
と
し
た
明
代
学

術
を
中
心
に
し
て
儒
学
を
学
び
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
実
践
を
念
頭

に
し
て
自
ら
の
言
葉
で
語
り
直
す
こ
と
を
模
索
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
参
照
す
る
こ
と
の
出
来
る
儒
学
的
「
修
養
論
」
自

体
が
そ
も
そ
も
稀
少
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。「
朱
子
学
」
が
未
だ
馴
染
み
の
な
い
江
戸
初
期
と
い
う
時

代
で
あ
る
。
藤
樹
と
共
に
学
問
へ
と
志
し
た
人
々
は
、
そ
も
そ
も

「（〈
儒
学
〉
と
い
う
）〈
学
問
〉
へ
向
か
う
」
こ
と
が
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
時
代
の
人
々
で
あ
る
。
こ
の
学
問
の
未
成
熟
な
時
代
に
お
い

て
、
日
常
の
諸
事
を
慎
ま
し
く
行
う
と
同
時
に
内
な
る
心
を
慎
み
正

し
く
保
つ
「
持
敬
」
こ
そ
が
一
身
（
及
び
外
界
）
を
正
し
く
保
つ
道

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
学
問
に
馴
染
み
の
無
い
人
々
に
も
理
解
可
能

な
「
修
養
」
の
道
を
開
い
た
と
こ
ろ
に
、
藤
樹
に
よ
る
模
索
の
大
き

な
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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《
注
釈
》

1

例
え
ば
、
藤
樹
の
「
誠
意
」
説
が
所
謂
「
陽
明
学
」
に
お
け
る
「
誠

意
」
解
釈
と
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
瀬
武
次
郎
『
日
本
之
陽
明

学
』（
鉄
華
書
院
、
一
八
九
八
）
や
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
学
派
之

哲
学
』（
冨
山
房
、
一
九
〇
〇
）
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
戦
前
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
、
尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』（
青

木
書
店
、
一
九
六
一
）
や
木
村
光
徳
『
藤
樹
学
の
成
立
に
関
す
る
研

究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
一
）、
山
本
命
『
中
江
藤
樹
の
儒
学
―
そ

の
形
成
史
的
研
究
―
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
七
）
な
ど
の
研
究
を
経

て
、
藤
樹
の
学
問
が
王
陽
明
や
弟
子
の
王
龍
渓
と
も
一
線
を
画
す
る
思

想
性
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
田
公
平
「
中
江
藤
樹
と
陽
明
学

―
誠
意
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
』
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
九
、
初
出
『
日
本
思
想
史
学
』
一
六
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、

一
九
八
四
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

2

藤
樹
の
引
用
資
料
は
全
て
、『
藤
樹
先
生
全
集
』
全
五
冊
（
岩
波
書
店
、

一
九
四
〇
）
か
ら
の
引
用
。
漢
文
は
全
て
書
き
下
し
に
改
め
た
。
書
簡

は
送
り
仮
名
の
欠
如
な
ど
も
補
わ
ず
、
本
文
通
り
引
用
し
た
。『
藤
樹

先
生
全
集
』
の
ペ
ー
ジ
数
は
、（
冊
数
―
頁
数
）
で
記
す
。
例
え
ば
第

一
冊
一
三
〇
ペ
ー
ジ
で
あ
れ
ば
、（
一
―
１
３
０
）
の
様
に
記
述
し
て

い
る
。

3
『
持
敬
図
説
』
を
執
筆
し
た
時
期
の
藤
樹
に
お
け
る
天
人
合
一
思
想

に
つ
い
て
考
察
し
た
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
玉
懸
博
之
「
中
江
藤

樹
「
中
期
」
の
思
想
」（『
日
本
近
世
思
想
史
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
八
〈
初
出
『
文
化
』
三
五
―
四
、一
九
七
二
〉）
が
あ
る
。
ま
た
、

と
り
わ
け
『
持
敬
図
説
』
を
中
心
に
藤
樹
独
自
の
本
体
観
を
分
析
し
た

研
究
に
藤
田
覚
「
藤
樹
思
想
の
特
色
と
そ
の
成
立
―
本
体
観
を
中
心
と

し
て
―
」（『
斯
文
』
九
九
、一
九
九
九
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

4

そ
の
後
、
こ
の
真
蹟
『
持
敬
図
説
』
は
、
増
補
再
刊
さ
れ
た
『
藤
樹

先
生
全
集
』
に
も
収
め
ら
れ
た
。
図
説
は
篠
原
本
よ
り
も
短
く
、
お
そ

ら
く
図
説
の
一
部
分
で
あ
ろ
う
（『
持
敬
図
説
』
一
―
６
８
９
）。
真
蹟

の
図
説
は
、「
○
以
明
徳
図
、
変
為
持
敬
図
者
…
…
」
か
ら
「
聴
命
之

象
也
。」（
一
―
６
８
７
～
９
）
に
至
る
箇
所
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
真

蹟
「
持
敬
図
」
の
方
は
、
小
さ
く
挿
絵
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
過

ぎ
ず
、
図
の
内
容
を
詳
し
く
確
認
出
来
な
い
（
一
―
６
７
４
・
５
）。

5

何
故
八
条
目
の
う
ち
「
正
心
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
藤
樹
に

よ
る
説
明
が
な
い
た
め
に
不
明
で
あ
る
。「
持
敬
」
の
構
造
自
体
が
「
心

を
正
す
」
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
外
円
に
記
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で

は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

6

こ
れ
ら
は
、『
藤
樹
先
生
全
集
』
編
集
委
員
の
小
川
喜
代
蔵
個
人
が

所
有
し
て
い
た
真
蹟
が
あ
り
、『
大
学
考
』
や
『
四
書
合
一
図
説
』
は
、

そ
の
他
い
く
つ
か
の
書
と
と
も
に
「
四
書
啓
蒙
」
と
ひ
と
ま
と
め
に
し

て
保
管
さ
れ
て
い
た
。

7

た
だ
し
『
朱
子
語
類
』
に
お
い
て
「
四
端
是
理
之
発
、
七
情
是
気
之

発
」
と
い
う
発
言
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
儒
学
史
に
お
け
る
「
四
端

七
情
論
争
」
の
発
端
と
な
る
発
言
で
あ
る
が
、
藤
樹
は
『
朱
子
語
類
』

を
読
ん
で
い
な
い
。
藤
樹
が
、「
七
情
」
と
い
う
言
葉
を
見
出
だ
し
た



144

研究　東洋

と
す
れ
ば
、『
性
理
大
全
』
巻
二
九
「
性
理
一
〈
性
〉」
の
「
外
物
触
其

形
而
動
於
中
矣
。其
中
動
而
七
情
出
焉
。」を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

藤
樹
の
情
意
理
解
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
儒
学
史
に
お
け
る
「
四
端
七
情

論
争
」
の
論
点
と
の
相
違
も
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

8
『
孟
子
集
注
』
公
孫
丑
上
第
五
章
「
惻
隠
羞
悪
辞
譲
是
非
、
情
也
。

仁
義
礼
智
、
性
也
。
心
、
統
性
情
者
也
。
端
、
緒
也
。
因
其
情
之
発
、

而
性
之
本
然
、
可
得
而
見
。
猶
有
物
在
中
而
緒
見
於
外
也
。」

9

ま
た
、「
明
徳
図
」
の
外
円
に
記
さ
れ
て
い
た
「
応
万
事
」
の
出
典

た
る
「
心
は
人
の
神
明
、
衆
理
を
具
し
て
、
万
事
に
応
ず
」（『
孟
子
』

尽
心
上
第
一
章
の
朱
註
）
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、『
孟
子
』
が

外
円
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
確
認
出
来
る
。

10
『
首
経
考
』
と
い
う
書
に
よ
っ
て
『
孝
経
』
と
『
小
学
』
を
合
一
し
、

初
学
者
へ
の
入
学
の
手
立
て
を
藤
樹
が
説
い
て
い
た
こ
と
を
に
つ
い
て

は
、拙
稿
「
中
江
藤
樹
に
よ
る
初
学
者
へ
の
教
示
」（『
文
化
』
七
四
（
一
・

二
）、
二
〇
一
〇
）
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。

11

た
だ
し
、
こ
れ
は
慶
安
二
年
本
と
い
っ
て
、
藤
樹
没
後
、
草
稿
段
階

の
も
の
を
慶
安
二
年
に
無
断
出
版
さ
れ
た
『
翁
問
答
』
で
あ
る
。
翌
年

に
改
め
て
藤
樹
の
決
定
稿
と
し
て
藤
樹
門
弟
が
出
し
た
慶
安
三
年
本
で

は
、
こ
の
箇
所
は
「
孝
経
、
大
学
、
中
庸
を
心
に
て
心
を
よ
み
、
よ

く
ま
な
び
ぬ
れ
ば
、
大
綱
の
得
心
な
り
や
す
し
。」（『
翁
問
答
』
三
―

１
７
７
）
と
な
っ
て
お
り
、『
翁
問
答
』
の
成
立
期
に
も
四
書
の
読
書
か
、

『
大
学
』『
中
庸
』
か
、
と
い
う
差
異
が
存
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。

松
岡
幹
夫
先
生
出
版
書
籍

『
日
蓮
仏
教
の
社
会
思
想
的
展
開
―
近
代
日
本
の
宗

教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

二
〇
〇
五
年
三
月
、東
京
大
学
出
版
会
、六
二
〇
〇
円（
税
別
）

『
日
蓮
正
宗
の
神
話
』

　
　
　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
、
論
創
社
、
三
九
〇
〇
円
（
税
込
）

『
現
代
思
想
と
し
て
の
日
蓮
』

　
　
　
　

二
〇
〇
八
年
四
月
、長
崎
出
版
、二
一
〇
〇
円（
税
込
）

『
法
華
経
の
社
会
哲
学
』

　
　
　
　

二
〇
一
〇
年
三
月
、
論
創
社
、
二
一
〇
〇
円
（
税
込
）

『
日
蓮
仏
教
と
池
田
大
作
の
思
想
』

　
　
　
　

二
〇
一
〇
年
、
第
三
文
明
社
、
一
二
六
〇
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
多
数
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付
記
：【

】
の
部
分
は
訳
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

第
二
節

口
腔
組
織
病
理
学

１
．
歯
牙
組
織
切
片
の
作
製
（
法
）

一
九
五
四
年
、
鄭
麟
蕃
・
蘇
良
道
は
《
顎
骨
組
織
を
含
む
教
育
用

歯
牙
組
織
切
片
の
作
製
法
》
を
報
告
し
た
。
そ
の
論
文
は
歯
牙
発
生

学
お
よ
び
成
人
の
顎
骨
を
含
む
歯
牙
組
織
切
片
の
作
製
法
を
著
し
、

良
好
な
教
育
用
切
片
は
完
全
無
欠
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

軟
組
織
の
顕
著
な
収
縮
お
よ
び
変
形
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

重
要
な
部
分
の
破
損
【
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
】
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
染
色
は
必
ず
正
確
に
ハ
ッ
キ
リ
と
行
い
か
つ
変
色
や
退
色
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
求
を
達
成

【
翻
訳
】中

国
口
腔
医
学
発
展
史
【
Ⅸ
】

　
　

The H
istory and D

evelopm
ent of O

ral M
edicine in C

hina

〔
Ⅸ
〕

訳
：
田
久
昌
次
郎
（
学
校
法
人
昌
平
黌
理
事
長
）

監
訳
：
田
村

立
波
（
本
学
東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
）

主
編

鄭
麟
蕃

呉
少
鵬

李
輝
菶

北
京
医
科
大
学
・
中
国
協
和
医
科
大
学
連
合
出
版
社

す
る
た
め
に
は
、
充
分
な
固
定
・
脱
灰
、
包
埋
、
薄
切
、
染
色
・
封

入
な
ど
の
技
術
過
程
が
必
須
で
あ
る
。

２
．
象
牙
質
神
経
線
維
の
研
究

一
九
五
五
年
、
鄭
麟
蕃
、
劉
鼎
新
は
《
象
牙
質
の
神
経
》
を
報
告

し
た
。
そ
の
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
、
象
牙
芽
細
胞
層
内
に
歯
髄
か
ら

伸
び
た
神
経
線
維
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
線
維
は
象
牙
芽
細
胞
に

平
行
に
走
行
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
象
牙
芽
細
胞
層
を
斜
行
す
る
も

の
も
あ
り
、
そ
の
後
に
象
牙
前
質
に
到
達
す
る
。
こ
れ
ら
の
象
牙
芽

細
胞
層
を
通
過
す
る
神
経
線
維
は
極
め
て
細
い
も
の
も
あ
り
、
直
線

あ
る
い
は
湾
曲
し
た
細
か
い
も
の
も
あ
り
、
結
節
の
伸
展
を
伴
う
こ

と
も
あ
る
。

象
牙
芽
細
胞
層
を
通
過
す
る
神
経
線
維
と
柯
夫
氏
線
維
【von 
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korff fibers

、
コ
ル
フ
線
維
】
に
は
明
確
な
区
別
が
あ
る
。
斜
行
し

結
節
と
伸
展
を
伴
う
特
徴
と
、
線
維
の
太
さ
が
〇
・
三
μm
し
か
な
い

も
の
は
、
そ
れ
は
柯
夫
氏
線
維
で
は
な
く
、
神
経
線
維
で
あ
る
。
結

論
と
し
て
、
ヒ
ト
の
歯
牙
象
牙
質
内
に
は
豊
富
な
神
経
線
維
が
存
在

し
て
い
る
。神
経
線
維
は
象
牙
芽
細
胞
層
を
通
り
、象
牙
質
内
で
様
々

な
方
向
に
分
岐
し
て
い
る
、
ま
た
、
石
灰
化
し
た
象
牙
質
内
に
あ
る

神
経
線
維
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
多
く
の
神
経
線
維
は
エ
ナ
メ
ル
―

象
牙
境
を
通
過
し
、エ
ナ
メ
ル
質
内
に
そ
の
終
末
を
形
成
し
て
い
る
。

岳
松
齢
は
、
一
九
五
八
年
の
研
究
結
果
《
象
牙
質
の
神
経
分
布
》

で
象
牙
前
質
内
に
神
経
線
維
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
石

灰
化
し
た
象
牙
質
内
に
到
達
し
た
線
維
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
石
灰
化
し
た
象
牙
質
内
に
は
神
経
線
維
が
存
在
す
る

か
ど
う
か
は
、そ
の
時
点
で
は
結
論
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
歯
牙
に
含
ま
れ
る
微
量
元
素
測
定
の
研
究

一
九
六
四
年
、
孫
清
穆
ら
は
《
歯
牙
に
含
ま
れ
る
銅
・
鉛
・
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
元
素
含
有
量
の
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
》を
報
告
し
た
。

実
験
に
供
さ
れ
た
材
料
は
収
集
さ
れ
た
抜
去
歯
の
中
か
ら
解
剖
学
的

特
徴
が
合
致
し
た
歯
牙
を
選
び
、
健
常
歯
一
四
歯
・
う
蝕
歯
二
二
歯
・

歯
周
炎
お
よ
び
歯
周
変
性
患
者
の
歯
牙
四
四
歯
で
あ
る
。
分
析
の
結

果
は
、
健
常
歯
の
銅
含
有
量
は
〇
・
〇
〇
〇
三
七
％
、
二
・
七
μｇ
に
相

当
し
、
う
蝕
歯
と
健
常
歯
の
銅
含
有
量
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
か
っ

た
。
健
常
歯
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
有
量
は
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
〇
・
五
％

で
あ
り
、う
蝕
歯
は
〇
・
八
％
、歯
周
病
罹
患
歯
で
は
〇
・
一
％
で
あ
っ

た
。
う
蝕
歯
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
有
量
は
歯
周
病
罹
患
歯
に
比
べ
著

し
く
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
研
究
は
、
永
久
歯
八
〇
歯
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ペ
ク
ト
ル

定
量
分
析
を
行
い
、
健
常
歯
の
ミ
ネ
ラ
ル
中
の
銅
含
有
量
は
〇
・

〇
〇
〇
三
七
％
、
鉛
〇
・
〇
〇
〇
六
％
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
〇
・
五
％
で

あ
っ
た
。
全
試
料
の
銀
含
有
量
は
い
ず
れ
も
〇
・
〇
〇
〇
一
％
を
下

回
り
、
ス
ズ
・
ニ
ッ
ケ
ル
は
大
多
数
の
試
料
で
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
六
四
年
、
戴
佩
韋
ら
は
《
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
法
を
利
用
し
た

成
人
健
常
永
久
歯
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
お
よ
び
そ
の
危
害
の
測
定
》

を
報
告
し
た
。
本
研
究
で
は
合
計
で
健
常
永
久
歯
二
七
歯
を
分
析
し

た
。
ヒ
ト
健
常
永
久
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
・
象
牙
質
内
で
、
比
較
的
含

有
量
の
多
い
元
素
は
カ
ル
シ
ウ
ム
・
リ
ン
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
鉄
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ケ
イ
素
（
Si
）
で
あ
り
、
比
較
的

少
な
い
元
素
は
鉛
・
マ
ン
ガ
ン
（
Mn
）・
チ
タ
ニ
ウ
ム
・
銅
・
銀
・

ス
ズ
で
あ
り
、
ア
ン
チ
モ
ン
（
Sb
）・
ク
ロ
ム
（
Cr
）・
バ
リ
ウ
ム

（
Ba
）・
ニ
ッ
ケ
ル
・
ホ
ウ
素
（
B
）・
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
（
Ge
）・
亜
鉛

（
Zn
）・
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
（
Zr
）
な
ど
の
元
素
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

４
．
癌
腫
リ
ン
パ
節
転
移
の
病
理
組
織
学
的
研
究

一
九
六
四
年
、
呉
奇
光
は
《
顎
口
腔
部
癌
腫
に
お
け
る
リ
ン
パ
節
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転
移
の
病
理
組
織
学
的
研
究
》
を
発
表
し
た
。
筆
者
は
口
腔
癌
手
術

後
の
リ
ン
パ
腺
標
本
二
六
例
を
観
察
し
、一
一
例
に
転
移
を
認
め
た
。

そ
の
う
ち
で
、
顎
下
リ
ン
パ
節
転
移
率
が
比
較
的
高
く
、
次
に
頸
部

深
部
リ
ン
パ
節
転
移
率
が
高
か
っ
た
。リ
ン
パ
節
に
生
じ
た
転
移
は
、

そ
の
性
状
が
硬
い
も
の
も
あ
れ
ば
、非
常
に
柔
ら
か
い
も
の
も
あ
り
、

大
き
さ
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
臨
床
的
に
は
リ
ン

パ
節
の
大
き
さ
・
硬
さ
を
診
断
す
る
こ
と
で
、
単
純
に
転
移
の
指
標

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
九
七
九
年
、
李
培
智
は
《
口
腔
科
に
お
け
る
細
胞
学
的
診
断
の

臨
床
応
用
評
価

―
一
一
四
例
の
細
胞
診
な
ら
び
に
病
理
組
織
検
査

の
分
析
か
ら
―
》
を
発
表
し
た
。
一
九
七
五
年
五
月
～
一
九
七
七
年

一
〇
月
ま
で
、
外
来
診
療
で
細
胞
診
を
実
施
し
た
顎
・
口
腔
部
の
腫

瘤
は
合
計
で
三
五
一
例
を
数
え
、
そ
の
内
で
病
理
組
織
検
査
を
実

施
し
た
も
の
は
一
一
四
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
一
四
例
に
は
腫
瘍

一
〇
一
例
・
炎
症
一
三
例
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
致
率
：
口
腔
腫
瘍
一
〇
一
例
中
悪
性
腫
瘍
は
六
一
例
で
、
細

胞
診
九
一
・
二
％
、
病
理
組
織
検
査
九
五
・
一
％
の
一
致
率
で
あ
っ

た
。
良
性
腫
瘍
四
〇
例
で
は
細
胞
診
一
致
率
九
二
・
五
％
、
病
理
組

織
検
査
一
致
率
は
九
七
・
五
％
で
、
炎
症
一
三
例
の
場
合
は
細
胞
診

八
四
・
六
％
、
病
理
組
織
検
査
一
〇
〇
％
の
一
致
率
で
あ
っ
た
。

一
一
四
例
中
、
細
胞
診
の
誤
差
は
一
一
例
、
病
理
組
織
検
査
の
誤

差
は
四
例
で
あ
り
、
細
胞
診
全
体
の
一
致
率
は
九
〇
・
三
五
％
、
病

理
組
織
検
査
で
は
九
六
・
四
九
％
で
あ
っ
た
。
腫
瘍
部
分
の
細
胞
診

一
致
率
は
、
病
理
組
織
検
査
に
比
べ
そ
の
差
は
僅
か
で
あ
り
、
六
％

ほ
ど
劣
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
炎
症
部
分
で
は
細
胞
診
の
誤
差

は
一
五
・
四
％
と
大
き
く
な
る
。

５
．
凍
結
生
検
組
織
の
電
顕
的
観
察

一
九
八
二
年
、
王
善
昌
ら
は
《
凍
結
生
検
の
電
顕
的
観
察

―
動

物
実
験
お
よ
び
光
学
顕
微
鏡
観
察
を
加
え
て
―
》
を
発
表
し
た
。
筆

者
ら
は
実
験
結
果
の
実
証
を
経
て
、
凍
結
処
理
後
の
腫
瘍
組
織
を
健

康
な
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
皮
下
に
移
植
し
た
。
そ
の
腫
瘍
発
生
率
は

一
〇
％
で
あ
り
、
対
照
群
で
は
一
〇
〇
％
の
発
生
率
と
な
っ
た
。
急

速
冷
凍
処
理
に
よ
り
腫
瘍
細
胞
が
損
傷
を
受
け
死
滅
す
る
と
い
う
一

般
的
法
則
に
合
致
し
、
診
断
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
く
、
し
か

も
、
医
原
性
腫
瘍
の
拡
散
を
防
ぐ
あ
る
い
は
減
少
を
も
た
ら
す
と
い

う
目
的
を
達
成
し
た
。

凍
結
生
検
は
、
光
学
顕
微
鏡
あ
る
い
は
電
子
顕
微
鏡
の
観
察
を
問

わ
ず
、
診
断
上
冷
凍
し
て
い
る
た
め
誤
診
は
発
生
し
な
い
。
筆
者
ら

は
、
凍
結
生
検
で
は
麻
酔
の
必
要
が
な
く
、
ま
た
、
組
織
の
圧
に
よ

る
変
形
も
あ
り
え
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
本
法
は
単
に
体
表
部

の
病
変
に
適
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
深
部
腫
瘍
で
も
用
い
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
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第
三
節

口
腔
生
理
学

１
．
歯
牙
の
萌
出
調
査

一
九
五
九
年
、
姜
元
川
は
《
永
久
歯
萌
出
年
齢
の
調
査
研
究
》
を

報
告
し
た
。
筆
者
は
、
一
九
五
一
年
～
一
九
五
六
年
の
南
京
地
区
調

査
資
料
三
八
、六
〇
三
人
分
、
一
九
四
三
年
の
成
都
地
区
調
査
資
料

四
、〇
五
七
人
分
を
用
い
、
統
計
分
析
を
行
っ
た
。
調
査
資
料
は
合

計
四
二
、六
六
〇
人
分
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

２
．
ビ
タ
ミ
ン
B12
の
歯
牙
・
顎
組
織
代
謝
に
お
け
る
影
響

一
九
六
〇
年
、
劉
鼎
新
は
《
歯
牙
・
顎
組
織
代
謝
に
お
け
る
ビ
タ

ミ
ン
B12
の
影
響
（
鉱
物
塩
（
カ
ル
シ
ウ
ム
）
の
代
謝
）
―
放
射
性

カ
ル
シ
ウ
ム
（

Ca45

）
の
動
物
実
験
―
》
を
報
告
し
た
。

筆
者
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
歯
牙
・
顎
骨
組
織
の
固
有
成
分
で
あ
り
、

ビ
タ
ミ
ン
B12
は
生
理
学
的
に
非
常
に
活
発
な
物
質
で
、
と
り
わ
け
そ

の
組
織
の
再
生
と
代
謝
の
過
程
で
は
興
奮
作
用
を
有
す
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

３
．
口
腔
・
顎
顔
面
部
筋
肉
の
生
理
学
的
研
究

一
九
六
四
年
、
周
鯨
淵
ら
は
《
筋
電
図
を
用
い
た
側
頭
筋
・
咬
筋
・

顎
二
腹
筋
の
生
理
的
機
能
の
初
歩
的
研
究
》
を
発
表
し
た
。
側
頭
筋

前
腹
は
中
心
咬
合
時
に
収
縮
力
は
最
大
と
な
り
、
電
位
も
最
大
と
な

る
。
中
心
咬
合
時
の
側
頭
筋
後
腹
の
電
位
は
高
く
、
後
方
位
の
電
位

も
明
ら
か
で
、
側
方
位
お
よ
び
下
顎
骨
の
左
右
振
動
時
【
ブ
ラ
キ
シ

ズ
ム
時
】
に
は
同
側
の
側
頭
筋
後
腹
に
電
位
が
認
め
ら
れ
る
。
下
顎

前
方
位
・
後
方
位
・
側
方
位
で
は
、
前
腹
の
収
縮
力
は
弱
く
、
電
位

も
下
が
る
。
中
心
咬
合
時
の
咬
筋
後
腹
の
電
位
は
最
高
と
な
り
、
上

部
に
比
べ
て
下
部
の
電
位
が
大
き
い
。
前
方
位
・
後
方
位
・
側
方
位

で
も
、咬
筋
後
腹
の
電
位
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
時
は
、

咬
筋
の
電
位
は
認
め
ら
れ
な
い
か
、
と
て
も
低
い
。
嚥
下
時
の
側
頭

筋
・
咬
筋
の
電
位
は
明
ら
か
で
、
最
大
開
口
時
で
は
、
一
極
で
の
電

永久歯萌出年齢概況

萌
出
順

各群に
含まれる歯牙

一般的
萌出年齢

説　　　明
萌出年齢の

最頻値
萌出年齢の

範囲
1 6.5±1.5 6.5歳前後 5～8歳
2 7.5±1.5 7.5歳前後 6～9歳
3 9.0±2.0 9.0歳前後 7～11歳
4 11.0±2.0 11.0歳前後 9～13歳

5 11.5±2.5 11.5歳前後 9.5～14歳2.0 

6 12.5±2.0 12.5歳前後 10.5～14.5歳
7 13.0±2.0 13.0歳前後 11～15歳

8 20.0±6.0 20.0歳前後 16.5～26歳3.5
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位
は
明
ら
か
に
測
定
さ
れ
る
が
、
二
極
を
用
い
た
測
定
で
は
電
位
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
腹
筋
は
開
口
時
お
よ
び
嚥
下
時
に
明
ら
か
な
電
位
を
認
め
、
前

方
運
動
・
後
方
運
動
お
よ
び
後
方
位
で
も
ま
た
明
ら
か
な
電
位
を
認

め
た
。

４
．
歯
牙
お
よ
び
口
腔
味
覚
受
容
器
に
お
け
る
耐
酸
性
閾
値
の
研

究
一
九
六
四
年
、
蒋
祝
華
、
蒋
継
書
は
《
歯
牙
お
よ
び
口
腔
味
覚
受

容
器
に
お
け
る
耐
酸
性
閾
値
》
を
発
表
し
、
酸
性
食
物
を
摂
取
す
る

と
歯
痛
が
生
じ
る
と
指
摘
し
た
。
酸
刺
激
が
原
因
し
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
疼
痛
と
歯
牙
そ
の
も
の
の
疾
患
で
生
じ
る
疼
痛
の
性
質
は
異
な

り
、
そ
の
特
徴
は
静
止
状
態
で
は
歯
牙
に
痛
み
が
な
く
、
食
物
摂
取

時
に
即
時
に
痛
み
の
感
受
性
が
高
ま
る
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
一
般

に
象
牙
質
過
敏
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

著
者
ら
は
、さ
ら
に
異
な
る
pH
値
に
お
け
る
口
腔
味
覚
受
容
器【
味

蕾
】
の
感
知
結
果
五
〇
例
を
示
し
た
。
口
腔
味
覚
受
容
器
は
pH
一
・

六
～
二
・
〇
の
範
囲
内
、
大
多
数
は
pH
一
・
八
で
認
知
を
開
始
す
る
。

歯
牙
の
知
覚
が
鈍
麻
す
る
pH
は
一
・
二
～
一
・
八
の
間
で
、
大
多
数
は

pH
一
・
六
で
麻
痺
す
る
。

歯
牙
の
年
齢
に
よ
る
耐
酸
性
は
pH
〇
・
一
～
一
・
六
の
範
囲
で
様
々

で
、
そ
の
差
は
大
き
く
、
主
に
歯
質
の
損
傷
程
度
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
く
る
。
軽
度
の
損
傷
で
あ
れ
ば
大
き
な
酸
度
に
耐
え
、
重
度
の
損

傷
が
あ
れ
ば
僅
か
な
酸
で
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、

磨
耗
・
侵
蝕
【
酸
蝕
】・
う
蝕
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
象
牙
質
露
出
、

歯
周
炎
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
歯
槽
骨
退
縮
は
、
耐
酸
性
を
比
較

的
小
さ
な
も
の
と
す
る
。

５
．
生
理
的
な
下
顎
運
動
の
研
究

一
九
八
二
年
、王
琴
之
ら
は
《
下
顎
生
理
運
動
の
Ｘ
線
学
的
研
究
》

を
報
告
す
る
。
研
究
対
象
は
合
計
二
四
名
で
、
Ｘ
線
画
像
診
断
・
顎

関
節
造
影
・
Ｘ
線
円
形
軌
跡
体
層
撮
影
【
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
撮
影
】
お

よ
び
薛
氏
位
【scholler position

、
シ
ュ
ー
ラ
ー
法
】
Ｘ
線
撮
影

法
な
ど
を
用
い
て
、
下
顎
の
生
理
的
運
動
を
総
合
的
に
解
析
し
、
下

記
の
五
つ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
．
開
口
運
動
に
お
い
て
、
下
顎
頭
部
の
初
期
運
動
は
単
純
な
回

転
運
動
で
、
中
期
で
は
お
も
に
滑
る
よ
う
に
動
き
関
節
結
節
の

前
下
部
に
達
し
、
終
末
期
は
再
び
単
純
な
回
転
運
動
に
戻
る
。

下
顎
体
の
顎
部
は
下
方
向
、
後
方
向
に
動
く
、
関
節
円
盤
は
前

下
方
向
に
動
く
、
し
か
し
下
顎
頭
部
の
運
動
範
囲
は
よ
り
小
さ

い
。

二
．
切
端
咬
合
時
、下
顎
頭
部
の
運
動
は
主
に
滑
る
よ
う
に
動
き
、

前
方
向
で
は
単
純
な
回
転
運
動
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
般
に
は
関

節
窩
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
側
方
運
動
時
の
平
衡
側
下
顎
頭
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部
の
運
動
範
囲
は
大
き
い
が
、
作
業
側
下
顎
頭
部
の
運
動
は
、

切
端
咬
合
時
と
同
様
に
、
明
確
に
移
動
す
る
こ
と
は
な
い
。

三
．
深
複

【
過
蓋
咬
合
】
お
よ
び
大
超

【
高
位
咬
合
】
は
下

顎
運
動
に
不
利
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

四
．
過
大
な
開
口
は
、
下
顎
運
動
の
異
常
を
引
き
起
こ
し
得
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、顎
関
節
機
能
不
全
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。

五
．
嚥
下
時
に
は
、
下
顎
は
中
心
位
に
位
置
す
る
。

６
．
咀
嚼
機
能
測
定
の
研
究

一
九
六
四
年
、
周
鯨
淵
ら
は
《
永
久
歯
列
・
混
合
歯
列
・
乳
歯
列

の
咀
嚼
効
率
測
定
報
告
》
を
発
表
し
た
。
咀
嚼
効
率
の
合
理
的
標

準
：
永
久
歯
列
群
の
咀
嚼
効
率
九
〇
％
以
上
の
者
の
占
め
る
割
合
は

七
八
％
に
達
し
、
咀
嚼
効
率
八
〇
％
以
上
の
者
は
九
〇
％
（
男
性

九
二
％
、
女
性
八
八
％
）
を
占
め
て
い
た
。
混
合
歯
列
群
の
咀
嚼
効

率
九
〇
％
以
上
の
者
は
、
僅
か
一
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

筆
者
ら
は
、
上
記
の
結
果
を
考
慮
し
、
大
多
数
（
八
〇
％
前
後
）

の
人
間
が
達
成
し
う
る
数
値
を
正
常
値
と
考
え
た
。
そ
の
測
定
結
果

か
ら
、
永
久
歯
列
の
咀
嚼
効
率
は
九
〇
％
以
上
を
正
常
と
し
た
。
混

合
歯
列
で
は
七
〇
％
以
上
、
乳
歯
列
で
は
八
〇
％
以
上
の
咀
嚼
効
率

を
正
常
と
し
た
。

こ
れ
ら
三
群
の
測
定
結
果
に
よ
り
、
咀
嚼
効
率
は
女
性
よ
り
男
性

が
高
く
、
男
女
の
体
格
差
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
一
分
間
の
自
由
咀
嚼
回
数
を
観
察
し
た
彼
ら
の
結
果
に
よ

れ
ば
、
大
多
数
は
六
〇
～
七
九
回
の
範
囲
に
あ
り
、
平
均
は
男
性

六
八
回
、
女
性
七
三
回
で
あ
っ
た
。

一
九
八
三
年
、
白
成
平
は
《
六
歳
臼
歯
、
一
〇
四
三
名
の
咀
嚼
力

の
中
間
ま
と
め
》
を
発
表
し
た
。
咬
合
力
の
測
定
は
歯
根
膜
受
圧
力

を
示
す
方
法
で
行
っ
た
。
咬
合
力
計
を
用
い
て
、
六
八
六
名
の
鉄
道

労
働
者
と
三
五
七
名
の
学
生
を
対
象
に
測
定
を
行
っ
た
。
合
計
で

一
〇
四
三
名
を
測
定
し
、
最
大
咬
合
力
一
二
七
四
・
〇
Ｎ
、
最
小
咬

合
力
四
九
・
〇
Ｎ
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
、
男
性
労
働
者
六
三
一
名

の
平
均
咬
合
力
は
五
七
〇
・
〇
Ｎ
、
女
性
労
働
者
五
五
名
の
平
均
咬

合
力
は
三
七
八
・
六
Ｎ
で
あ
っ
た
。

７
．
顎
部
（
下
顔
面
部
）
の
成
長
発
育
の
研
究

一
九
六
四
年
、
羅
宗

ら
は
《
成
都
市
に
お
け
る
小
中
学
生
三
、

〇
〇
〇
余
名
の
顎
顔
面
部
成
長
発
育
の
調
査
研
究
》
を
発
表
し
た
。

（
一
）
顔
面
部
幅
の
成
長
発
育

一
．
顔
面
部
各
点
の
幅
の
比
較

各
年
齢
の
統
計
的
平
均
値
は
す
べ
て
頬
骨
点
（
頬
骨
弓
最
突

出
点
）
間
の
幅
で
あ
り
、下
顎
角
点
（
下
顎
骨
最
下
最
後
方
点
）

間
の
幅
よ
り
も
大
き
く
、
ま
た
下
顎
角
点
は
耳
点
（
耳
珠
上
の

切
痕
前
の
陥
凹
部
、
関
節
突
起
後
上
方
の
側
頭
骨
側
頭
根
部
に

相
当
す
る
）
間
の
幅
よ
り
も
大
き
い
。
七
～
一
九
歳
ま
で
に
頬
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骨
点
間
幅
は
男
性
で
一
八
・
三
四
％
、
女
性
で
一
四
・
二
二
％

増
加
す
る
。
下
顎
角
点
間
幅
は
男
性
で
一
七
・
六
〇
％
、
女
性

で
一
二
・
九
五
％
、
耳
点
間
幅
は
男
性
一
三
・
〇
二
％
、
女
性

一
一
・
四
七
％
増
加
す
る
。
七
歳
以
降
、
頭
蓋
骨
に
属
す
る
耳

点
間
距
離
は
、
顔
面
骨
に
属
す
る
頬
骨
点
間
距
離
・
下
顎
角
点

間
距
離
に
く
ら
べ
成
長
の
割
合
は
少
な
い
。

二
．
性
別
に
よ
る
顔
面
部
幅
の
比
較

男
女
別
の
頬
骨
点
間
距
離
と
下
顎
角
点
間
距
離
は
、
七
歳
群

で
は
男
女
差
が
認
め
ら
れ
ず
、
他
の
年
齢
群
は
す
べ
て
女
性
よ

り
男
性
が
大
き
い
。
一
九
歳
で
は
、
頬
骨
間
距
離
四
・
八
㎜
、

下
顎
角
間
距
離
四
・
三
㎜
、
耳
点
間
距
離
一
・
八
㎜
の
男
女
差
が

あ
る
。

三
．
永
久
歯
萌
出
の
各
時
期
に
お
け
る
顔
面
幅
の
成
長
比
較

頬
骨
点
間
と
耳
点
間
の
距
離
は
、
小
臼
歯
部
萌
出
時
期

【H
ellm

an

の
分
類
：
Ⅲ
―
Ｂ
期
】に
お
い
て
男
女
と
も
等
し
く
、

そ
の
成
長
は
最
も
盛
ん
で
あ
る
。
次
い
で
永
久
歯
調
整
期
で
大

き
く
、
第
三
大
臼
歯
萌
出
期
【H

ellm
an

の
分
類
：
Ⅴ
―
Ａ
期
】

の
増
大
が
最
も
小
さ
い
。

（
二
）
顔
面
部
高
さ
の
成
長

一
．
男
女
別
顔
面
部
高
さ
の
成
長
比
較

鼻
点
（
鼻
柱
部
の
最
陥
凹
部
の
一
点
、
正
面
を
正
視
し
た
状

態
で
ま
ぶ
た
の
最
上
点
部
を
結
ん
だ
線
上
の
中
点
に
相
当
）
か

ら
顎
点
（
下
顎
部
最
前
方
最
下
点
部
）
の
距
離
は
、
女
性
よ

り
男
性
が
大
き
く
、
七
～
一
九
歳
ま
で
の
男
性
の
成
長
率
は

二
三
・
九
三
％
、
女
性
の
成
長
率
は
二
〇
・
七
八
％
と
な
り
、

男
女
と
も
小
臼
歯
萌
出
時
期
の
成
長
速
度
が
最
も
大
き
い
。

二
．
顔
面
部
上
部
（
鼻
点
～
人
中
転
換
所
【
鼻
下
点
】
ま
で
）
と

顔
面
下
部
（
鼻
下
点
～
顎
点
ま
で
）
の
高
さ
の
成
長
比
較

　
　
　

七
～
一
九
歳
ま
で
の
顔
面
上
部
高
さ
は
、
男
性
で
二
四
・
九

三
％
増
加
し
、
女
性
で
は
二
一
・
〇
八
％
増
加
し
、
男
女
と
も

永
久
歯
調
整
期
が
最
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
す
る
。
顔
面
下

部
の
高
さ
は
、
七
～
一
九
歳
男
性
で
二
三
・
三
〇
％
、
女
性
で

二
〇
・
五
八
％
成
長
し
、
男
女
と
も
小
臼
歯
萌
出
時
期
に
お
い

て
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。
顔
面
上
部
と
下
部
で
は
最
大
成
長

期
は
一
致
し
な
い
。

（
三
）
顔
面
部
深
度
の
成
長

一
．
性
別
と
顔
面
部
深
度
の
成
長
関
係

七
～
一
九
歳
ま
で
、
男
性
の
顔
面
部
深
度
の
成
長
は
女
性
に

比
べ
大
き
い
、
し
か
し
男
性
に
お
い
て
は
思
春
期
前
の
時
期
、

女
性
の
顔
面
深
度
は
男
性
に
近
づ
く
か
あ
る
い
は
超
え
、
一
三

歳
以
降
男
性
の
成
長
速
度
が
加
速
す
る
。
一
九
歳
時
点
の
男
女

の
耳
点
か
ら
鼻
下
点
ま
で
の
距
離
で
は
五
・
八
㎜
の
差
異
が
生

じ
、
順
を
追
っ
て
、
耳
点
～
鼻
点
五
・
四
㎜
、
耳
点
～
顎
点
四
・

五
㎜
、耳
点
～
牙
上
点
（
上
顎
中
切
歯
間
の
歯
肉
乳
頭
部
）
四
・
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二
㎜
、耳
点
～
牙
下
点
（
下
顎
中
切
歯
間
の
歯
肉
乳
頭
部
）
四
・

一
㎜
、
下
顎
角
点
～
顎
点
二
・
二
㎜
の
差
が
あ
る
。

二
．
永
久
歯
萌
出
の
各
時
期
と
顔
面
部
深
度
の
成
長
関
係

切
歯
と
小
臼
歯
の
萌
出
す
る
時
期
の
顔
面
深
度
成
長
の
ス

ピ
ー
ド
は
最
速
で
あ
り
、
永
久
歯
調
整
期
の
男
性
は
同
様
な
ス

ピ
ー
ド
で
成
長
す
る
が
、
女
性
で
は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
緩
慢
と

な
る
。
第
三
大
臼
歯
萌
出
期
の
男
性
で
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が

永
久
歯
調
整
期
の
1
と
な
り
、女
性
で
は
よ
り
緩
慢
と
な
っ
て
、

成
長
完
成
（
期
）
を
迎
え
る
。

（
四
）
顔
面
高
さ
・
深
度
・
幅
の
成
長
発
育
関
係

一
．
顔
面
高
さ
・
深
度
・
幅
・
の
増
大
率
の
比
較

顔
面
高
さ
を
代
表
す
る
指
標
と
し
て
鼻
点
～
顎
点
、
同
じ
く

深
度
は
耳
点
～
顎
点
、
幅
は
頬
骨
点
～
顎
点
を
比
較
す
る
と
、

男
性
の
場
合
は
顔
面
高
さ
増
大
率
（
二
三
・
九
三
％
）＜

顔
面
深

度
増
大
率（
二
〇
・
五
八
％
）＜

顔
面
幅
増
大
率（
一
八
・
三
四
％
）

と
な
る
。
女
性
で
は
、
顔
面
高
さ
（
二
〇
・
七
八
％
）＜

顔
面
深

度
（
一
七
・
五
六
％
）＜

顔
面
幅
（
一
四
・
二
二
％
）
と
な
る
。

出
生
後
七
～
一
九
歳
で
成
長
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
歯
牙
の
萌

出
・
歯
槽
骨
の
成
長
お
よ
び
鼻
中
隔
軟
骨
と
下
顎
頭
部
軟
骨
は

比
較
的
長
い
発
育
期
を
有
す
る
こ
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

幅
の
増
大
は
骨
縫
合
間
の
成
長
が
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
生

ず
る
が
、
骨
縫
合
間
の
成
長
が
永
久
歯
萌
出
期
に
は
顕
著
に
減

少
す
る
た
め
、
顔
面
幅
の
増
大
率
は
最
も
小
さ
く
な
る
。

２
．
永
久
歯
萌
出
各
期
の
顔
面
部
高
さ
・
深
度
・
幅
の
成
長
速
度

の
比
較

男
女
と
も
に
、永
久
歯
萌
出
の
四
ス
テ
ー
ジ
の
成
長
速
度
は
、

顔
面
高
さ
・
幅
で
は
小
臼
歯
萌
出
期
が
最
大
で
、
顔
面
深
度
は

永
久
歯
調
整
期
が
最
大
と
な
る
。
第
三
大
臼
歯
萌
出
期
に
は
成

長
速
度
は
高
さ
・
幅
・
深
度
と
も
に
極
め
て
小
さ
く
な
る
。

（
五
）
顔
面
部
高
さ
・
深
度
・
幅
の
成
長
と
性
的
関
係

男
性
に
お
い
て
は
思
春
期
以
前
、
女
性
の
顔
面
部
発
育
は
男
性

の
デ
ー
タ
に
近
づ
く
。
一
一
歳
時
点
の
例
で
は
、
顔
面
高
さ
の
差

異
は
〇
・
九
㎜
、
深
度
の
差
異
は
一
・
〇
㎜
、
幅
の
差
異
は
〇
・
八

㎜
で
あ
り
、
男
性
が
思
春
期
を
迎
え
る
と
そ
の
差
は
次
第
に
増
大

し
、
一
九
歳
時
点
で
は
顔
面
部
高
さ
五
・
三
㎜
、
深
度
二
・
二
㎜
、

幅
四
・
八
㎜
の
差
と
な
る
。

（
六
）
顔
面
部
成
長
発
育
と
頭
蓋
部
成
長
発
育
の
関
係

七
歳
以
降
の
頭
囲
の
成
長
の
度
合
は
、
顔
面
部
の
ど
の
部
分
の

成
長
よ
り
も
小
さ
く
、
お
お
よ
そ
顔
面
部
高
さ
の
1
で
あ
る
。

（
七
）
顔
面
と
身
長
体
重
の
成
長
発
育
の
関
係

七
～
一
九
歳
の
間
で
、
男
性
の
身
長
は
四
六
・
四
四
％
、
女
性

の
身
長
は
三
七
・
六
四
％
伸
び
、
顔
面
部
各
方
向
の
成
長
よ
り
か

な
り
速
い
。
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一
九
六
四
年
、
陳
安
玉
、
胡
国
瑜
は
《
胎
児
の
頭
顔
面
部
の
形
態

発
育
の
研
究
》
を
発
表
し
た
。
研
究
に
供
し
た
標
本
は
、
四
川
医
学

院
産
婦
人
科
が
収
集
し
た
胎
児
七
〇
数
体
で
あ
り
、
胎
児
の
成
長
時

期
を
確
認
し
た
上
で
、そ
の
中
の
四
八
個
体
を
研
究
対
象
に
選
ん
だ
。

胎
児
の
頭
蓋
・
顔
面
部
の
基
形
【
原
基
】
は
、
お
よ
そ
胎
生
第
九

週
時
点
で
す
で
に
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
成
長
は
蝶
形
骨
ト
ル

コ
鞍
中
点
部
を
中
心
に
周
囲
に
向
か
っ
て
放
射
状
に
拡
散
成
長
す

る
。胎

児
の
頭
蓋
・
顔
面
部
の
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
が
最
も
速
い
時
期
は

一
三
～
二
八
週
で
あ
る
。

胎
生
第
九
週
に
、
顎
骨
は
化
骨
を
開
始
す
る
。
下
顎
骨
の
化
骨
は

上
顎
骨
に
比
べ
わ
ず
か
に
早
く
、
第
一
三
～
一
六
週
に
下
顎
枝
と
下

顎
骨
が
現
れ
始
め
る
。

胎
児
期
の
乳
歯
・
永
久
歯
の
石
灰
化
の
開
始
時
期
は
下
記
の
通
り

で
あ
る
。

上
顎
乳
中
切
歯
：
一
三
～
一
六
週
、
上
顎
乳
側
切
歯
：
一
七
～

二
〇
週
、
上
顎
乳
犬
歯
：
一
七
～
二
二
週
、
上
顎
第
一
乳
臼
歯
：

一
七
～
二
〇
週
、
上
顎
第
二
乳
臼
歯
：
二
一
～
二
四
週
、
下
顎
第
一

大
臼
歯
：
三
七
～
四
〇
週

一
九
八
三
年
、
徐
桜
華
ら
が
《
青
少
年
に
お
け
る
正
常
咬
合
者
の

顎
顔
面
お
よ
び
歯
列
弓
の
計
測
分
析
》
を
発
表
し
た
。
本
試
料
は
成

都
地
区
の
大
学
生
・
中
学
生
・
小
学
生
と
兵
士
の
一
部
、
合
計
一
万

人
の
中
か
ら
正
常
咬
合
者
七
九
八
名
が
選
ば
れ
た
。

各
群
の
全
体
的
な
指
数
分
布
状
況
を
見
る
と
、
男
女
各
年
齢
群
の

い
ず
れ
も
が
幅
型
が
多
数
を
占
め
、
正
常
咬
合
者
の
顎
骨
幅
の
発
育

は
比
較
的
良
好
で
、
そ
の
た
め
歯
牙
の
排
列
も
正
常
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
一
）
顔
面
部
上
下
高
さ
指
数

男
女
に
は
明
ら
か
な
差
異
が
あ
る
。
男
性
の
一
〇
～
一
二
歳
時

の
指
数
が
最
大
で
、
以
後
年
齢
と
共
に
減
少
す
る
。
女
性
の
一
二

歳
以
前
の
指
数
は
男
性
よ
り
も
小
さ
い
が
、
一
三
歳
以
降
に
な
る

と
男
性
よ
り
も
大
き
く
な
り
、
一
九
～
二
五
歳
で
最
大
と
な
る
。

各
年
齢
群
の
成
長
の
傾
向
を
見
る
と
、
均
等
型
が
最
も
多
く
、
平

均
で
約
六
〇
％
を
占
め
る
。

（
二
）
顔
面
中
央
部
の
幅
と
深
度
の
指
数

一
三
～
一
五
歳
以
降
、
年
齢
を
追
っ
て
逓
減
す
る
。

（
三
）
下
顎
骨
の
長
さ
と
高
さ
の
指
数

男
女
と
も
年
齢
が
増
す
に
従
い
増
大
し
、
下
顎
枝
が
絶
え
間
な

く
高
さ
を
増
す
。
そ
の
成
長
継
続
時
間
は
下
顎
体
部
の
長
さ
が
成

長
す
る
時
間
よ
り
も
長
く
な
る
こ
と
で
説
明
さ
れ
る
が
、
関
節
軟

骨
の
発
育
を
中
心
に
化
骨
が
最
も
遅
れ
、
成
長
継
続
時
間
は
最
長

と
な
る
。

（
四
）
歯
列
弓
の
前
方
指
数
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女
性
の
歯
列
弓
前
方
の
長
さ
は
男
性
よ
り
も
大
き
い
が
、
男
性

の
同
部
幅
は
女
性
よ
り
も
大
き
い
。
上
顎
歯
列
弓
前
方
指
数
の
分

類
で
み
る
と
、
男
性
一
〇
～
一
二
歳
の
上
顎
歯
列
で
は
中
型
が
多

数
を
占
め
、
そ
の
次
に
狭
型
、
広
型
は
最
も
少
な
い
。
女
性
で
も

同
様
な
傾
向
に
あ
る
。

（
五
）
歯
列
弓
の
後
方
指
数

男
女
と
も
一
三
～
一
五
歳
以
降
年
齢
を
経
る
に
従
い
減
少
す
る

傾
向
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
歯
列
弓
の
長
さ
は
年
齢
と
共
に
減
少
す

る
一
方
で
、
幅
が
年
齢
と
共
に
増
大
す
る
こ
と
で
説
明
さ
れ
る
。

（
六
）
歯
冠
指
数

上
顎
中
切
歯
の
歯
冠
指
数
は
年
齢
と
共
に
増
加
す
る
。
こ
れ
は

臨
床
的
歯
冠
長
が
年
を
追
っ
て
増
大
し
、
成
年
期
に
最
大
と
な
る

こ
と
と
合
致
し
て
い
る
。

（
蔡
紹
敏
・
高
志
炎
）

第
三
章

口
腔
臨
床
医
学
の
研
究

口
腔
臨
床
医
学
の
研
究
は
一
九
四
九
年
以
降
大
き
く
発
展
を
遂
げ

た
。
一
九
五
二
年
高
等
医
薬
教
育
機
関
の
整
理
統
合
に
よ
り
中
国
国

内
に
設
置
さ
れ
た
四
ヶ
所
の
口
腔
医
学
部
と
そ
れ
ら
の
先
導
の
下
、

口
腔
臨
床
医
学
の
研
究
は
発
展
し
、数
多
く
の
業
績
を
挙
げ
て
い
る
。

第
一
節

う
蝕
病
因
学
お
よ
び
口
腔
病
理
学
的
研
究

１
．
食
物
と
う
蝕
発
生
の
関
係

一
九
六
〇
年
、
劉
臣
恒
ら
は
《
動
物
の
う
蝕
発
生
に
お
け
る
食
物

の
影
響
》
を
発
表
し
た
。
筆
者
ら
は
、
ラ
ッ
ト
を
用
い
、
飼
料
に
お

け
る
カ
ル
シ
ウ
ム
・
リ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
成
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
に
よ
り
う
蝕
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
た
。

実
験
で
用
い
た
食
品
群
の
う
ち
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
あ
る
い
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
不
足
し
た
ラ
ッ
ト
す
べ
て
に
広
範
囲
に
及
ぶ
う
蝕
発

生
が
認
め
ら
れ
た
。食
品
中
の
リ
ン
酸
塩
が
不
足
す
る
実
験
群
で
は
、

う
蝕
発
病
率
が
他
群
に
比
べ
高
い
だ
け
で
は
な
く
、
う
蝕
の
破
壊
程

度
が
最
も
ひ
ど
く
、
深
い
う
窩
を
伴
う
露
髄
や
残
根
な
ど
が
す
べ
て

の
ラ
ッ
ト
の
口
腔
内
に
出
現
し
て
い
た
。
ラ
ッ
ト
に
お
け
る
カ
ル
シ

ウ
ム
お
よ
び
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
よ
る
う
蝕
発
生
の
影
響
度
は
、
リ
ン
酸

塩
の
影
響
度
に
は
及
ば
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
、
劉
臣
恒
、
劉
大
維
ら
は
《
ラ
ッ
ト
の
う
蝕
発
生
に

お
け
る
食
物
栄
養
の
影
響
》
を
発
表
し
た
。
筆
者
ら
は
先
の
実
験
を

ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
進
ん
で
ラ
ッ
ト
の
食
物
中
の
リ
ン
・
カ
ル
シ
ウ

ム
お
よ
び
タ
ン
パ
ク
質
成
分
の
う
蝕
産
生
に
対
す
る
影
響
を
観
察
し

た
。
特
に
タ
ン
パ
ク
質
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
う
蝕
発
生
の

防
止
あ
る
い
は
抑
制
に
係
わ
っ
て
い
る
か
を
観
察
し
た
。

食
物
中
の
リ
ン
・
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、
ラ
ッ
ト
の
う
蝕
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発
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
う
ち
で
特
に
リ
ン
の
影
響
は

顕
著
で
あ
る
。
食
品
中
の
リ
ン
が
不
足
し
た
場
合
に
は
、
ラ
ッ
ト
の

う
蝕
罹
患
率
が
増
加
し
、う
蝕
歯
の
損
傷
程
度
が
大
き
く
な
り
う
る
。

２
．
唾
液
と
血
液
中
の
乳
酸
含
有
量
と
う
蝕

一
九
六
四
年
、
章
爾
倉
・
劉
書
翰
は
《
唾
液
と
血
液
中
の
乳
酸
含

有
量
お
よ
び
う
蝕
と
の
関
連
の
初
歩
的
検
討
》
を
発
表
し
た
。

筆
者
ら
は
、
一
七
名
の
う
蝕
罹
患
者
お
よ
び
七
名
の
う
蝕
を
認
め

な
い
者
か
ら
、
血
液
と
口
腔
内
唾
液
・
唾
液
腺
導
管
内
の
唾
液
を
標

本
と
し
て
採
取
し
た
。

七
名
の
う
蝕
を
認
め
な
い
者
の
血
液
お
よ
び
唾
液
中
の
乳
酸
含
有

量
の
測
定
結
果
は
、
い
ず
れ
も
正
常
値
に
一
致
す
る
か
非
常
に
近
似

す
る
値
が
得
ら
れ
た
。
な
お
か
つ
、
一
七
名
の
う
蝕
罹
患
者
の
血
液

お
よ
び
唾
液
中
の
乳
酸
含
有
量
は
、
全
て
で
明
ら
か
に
増
加
し
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
う
蝕
発
生
の
プ
ロ
セ
ス
と
血
液
・
唾
液
中
の
乳

酸
含
有
量
の
間
に
は
、
あ
る
一
定
の
関
連
が
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
た
。

３
．
乳
酸
桿
菌
と
う
歯
の
研
究

一
九
六
四
年
、
上
海
第
二
医
学
院
口
腔
内
科
研
究
班
（
邵
家
珏
が

整
理
人
）
は
《
口
腔
乳
酸
桿
菌
鑑
定
の
初
歩
的
報
告
》
を
報
告
し

た
。
筆
者
ら
は
、
一
九
六
一
～
一
九
六
二
年
に
う
蝕
を
有
す
る
児
童

八
二
名
を
選
び
、
口
腔
乳
酸
桿
菌
分
類
の
研
究
を
行
っ
た
。
児
童

八
二
名
の
混
合
唾
液
標
本
中
、
乳
酸
桿
菌
の
培
養
陽
性
者
は
六
八

名
八
二
・
九
％
を
占
め
、
一
七
一
種
類
の
菌
種
が
確
認
さ
れ
た
。
約

半
数
の
児
童
の
口
腔
内
で
は
、
発
酵
乳
酸
桿
菌
【Lactobacillus 

ferm
entum

】
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
出
現
率
は
四
六
・
三
％
で
あ
っ

た
。
乳
酸
発
酵
陽
性
の
乳
酸
桿
菌
Ⅰ
型
は
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
、
出

現
者
数
二
七
名
、
出
現
率
三
二
・
九
％
で
あ
っ
た
。
干
酪
乳
酸
桿

菌
【Lactobacillus casei

】、
胚
芽
乳
酸
桿
菌
【Lactobacillus 

plantarum

】、
乳
酸
桿
菌
は
比
較
的
少
な
く
、
出
現
率
は
各
々

一
二
名
、
出
現
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
四
・
六
％
で
あ
っ
た
。

一
九
六
四
年
、
劉
大
維
・
黄
婉
蓉
は
《
ラ
ッ
ト
に
お
け
る
乳
酸
桿

菌
お
よ
び
そ
の
異
な
る
菌
型
の
実
験
的
う
蝕
の
影
響
に
つ
い
て
》
を

発
表
し
た
。
筆
者
ら
は
、
ラ
ッ
ト
を
用
い
て
酸
産
生
度
の
異
な
る
二

種
類
の
乳
酸
桿
菌
の
動
物
実
験
に
よ
る
う
蝕
研
究
を
行
っ
た
。
二
種

類
の
乳
酸
桿
菌
菌
型
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
、
異
な
る
実
験
群
の
飼
料

に
加
え
た
場
合
は
、
そ
の
う
蝕
誘
発
能
力
の
大
小
と
酸
産
生
能
力
の

強
さ
は
正
比
例
し
た
。
二
種
類
の
菌
型
を
同
一
実
験
群
の
飼
料
に
混

ぜ
て
与
え
た
場
合
は
、
そ
の
う
蝕
誘
発
能
力
は
逆
に
消
失
し
た
。
こ

の
現
象
は
各
細
菌
の
代
謝
産
物
の
相
互
作
用
に
関
係
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
本
実
験
結
果
を
通
じ
て
、
口
腔
細
菌
と
食
物
栄
養
は

う
蝕
発
生
の
重
要
な
要
素
と
し
て
影
響
し
、
乳
酸
桿
菌
は
う
蝕
を
引
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き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
、
乳
酸
桿
菌
の
類
型
・
酸

産
生
強
度
と
個
体
の
口
腔
細
菌
の
組
み
合
わ
せ
は
う
蝕
誘
発
能
力
の

大
小
あ
る
い
は
有
無
と
関
連
し
て
い
る
と
確
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。一

九
六
三
年
、
上
海
第
二
医
学
院
口
腔
内
科
の
研
究
班
と
上
海
虹

口
区
中
央
病
院
口
腔
科
は
《
唾
液
中
の
乳
酸
桿
菌
、
緑
色
連
鎖
球
菌

【streptococcus V
iridans

】
の
酸
産
生
速
度
お
よ
び
pH
と
う
蝕
の

関
係
》
を
発
表
し
た
。

筆
者
ら
は
、
一
三
五
一
名
の
児
童
お
よ
び
中
高
生
に
お
け
る
乳
酸

桿
菌
細
菌
叢
数
の
計
算
実
験
を
行
い
、
乳
酸
桿
菌
細
菌
叢
数
は
比
較

的
多
く
、
そ
れ
に
伴
い
う
蝕
歯
数
も
多
く
な
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の

適
合
率
は
七
六
・
三
％
で
あ
っ
た
。

三
五
一
名
の
児
童
に
お
け
る
唾
液
中
の
酸
産
生
速
度
測
定
の
研
究

を
行
い
、
酸
産
生
速
度
の
速
い
者
は
一
般
に
う
蝕
歯
が
多
く
、
そ
の

適
合
率
は
お
お
よ
そ
七
四
・
七
％
で
あ
っ
た
。

乳
酸
桿
菌
細
菌
叢
数
の
多
い
者
は
、一
般
に
酸
産
生
速
度
も
速
く
、

そ
の
適
合
率
は
八
六
・
八
％
で
あ
っ
た
。

４
．
エ
ナ
メ
ル
質
う
蝕
の
病
理
組
織
変
化
の
研
究

一
九
六
四
年
、
鄭
麟
蕃
は
《
エ
ナ
メ
ル
質
内
の
う
蝕
病
変
の
偏
光

観
察
》
を
発
表
し
た
。

筆
者
は
偏
光
顕
微
鏡
を
利
用
し
う
蝕
歯
研
磨
切
片
一
〇
〇
枚
を
観

察
し
た
。

エ
ナ
メ
ル
質
に
う
窩
が
発
生
し
た
際
、
す
な
わ
ち
臨
床
上
白
濁
が

出
現
し
た
時
、
ク
ロ
ス
ニ
コ
ル
【
直
交
ニ
コ
ル
】
偏
光
顕
微
鏡
下
で

明
ら
か
な
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
も
際
立
っ
た
現
象
は

う
蝕
病
変
部
の
深
層
に
出
現
す
る
暗
い
灰
褐
色
を
呈
す
る
一
筋
の
干

渉
色
で
、
形
状
は
不
規
則
な
帯
状
を
呈
す
る
。
う
蝕
に
よ
る
破
壊

は
、
外
部
か
ら
脆
弱
部
分
を
通
じ
て
エ
ナ
メ
ル
質
内
部
が
鉱
物
学
的

に
改
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
。
エ
ナ
メ
ル
質
中
の
う
蝕
に

よ
る
破
壊
形
式
は
一
種
の
固
定
的
な
分
層
法
で
総
括
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
初
期
う
蝕
の
破
壊
形
式
に
つ
い
て
、
筆
者
は
研
究
結

果
か
ら
四
種
類
の
原
理
を
導
き
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
表
層

病
変
（
二
）
表
面
下
層
病
変
（
三
）
深
層
病
変
（
四
）
エ
ナ
メ

ル
前
質
境
界
病
変

で
あ
る
。
深
層
病
変
お
よ
び
エ
ナ
メ
ル
前
質
境

界
病
変
の
破
壊
形
式
は
、
決
し
て
表
層
部
の
漸
次
的
破
壊
の
プ
ロ
セ

ス
を
必
要
と
し
な
い
、
そ
の
上
で
、
脆
弱
部
分
（
す
な
わ
ち
、
エ
ナ

メ
ル
小
柱
、
苪
氏

【Retzius line

】、
エ
ナ
メ
ル
葉
、
裂
隙
な
ど
）、

直
接
作
用
を
通
じ
て
、
表
面
と
表
面
下
に
明
ら
か
な
変
化
が
現
れ
な

い
時
に
起
こ
る
。

一
九
六
四
年
、
呉
奇
光
・
鄭
麟
蕃
は
《
ニ
ン
ヒ
ド
リ
ン
反
応
を
利

用
し
た
う
蝕
歯
の
タ
ン
パ
ク
加
水
分
解
現
象
の
分
析
》を
報
告
し
た
。
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エ
ナ
メ
ル
質
う
蝕
は
、
象
牙
質
の
有
機
物
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
い

て
ニ
ン
ヒ
ド
リ
ン
反
応
の
弱
陽
性
反
応
が
確
認
さ
れ
、
一
般
的
な
う

蝕
の
白
斑
お
よ
び
褐
色
斑
の
ニ
ン
ヒ
ド
リ
ン
反
応
は
陰
性
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
た
。

象
牙
質
う
蝕
の
ニ
ン
ヒ
ド
リ
ン
反
応
は
陽
性
で
、
青
紫
色
に
染
ま

り
、
こ
の
部
分
は
タ
ン
パ
ク
加
水
分
解
現
象
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

表
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
透
明
層
と
混
濁
層
の
ニ
ヒ
ド
リ
ン
反
応
は

陰
性
で
、
こ
の
層
に
は
タ
ン
パ
ク
加
水
分
解
現
象
は
見
ら
れ
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
磨
耗
・
楔
状
欠
損
・
〇
・
〇
七
％
乳
酸
に
浸
漬

し
た
抜
去
歯
の
人
工
う
蝕
で
は
、
い
ず
れ
も
ニ
ヒ
ド
リ
ン
反
応
陰
性

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
非
う
蝕
性
の
歯
牙
損
傷
で
は
タ
ン
パ
ク
加
水

分
解
現
象
は
生
じ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
歯
牙

硬
組
織
内
の
タ
ン
パ
ク
加
水
分
解
は
う
蝕
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
．
う
蝕
歯
の
組
織
化
学
的
研
究

一
九
六
四
年
、
王
巧
璋
は
《
初
期
う
蝕
の
組
織
化
学
的
研
究
》
を

報
告
す
る
。

筆
者
は
、
う
蝕
発
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
目
的
で
、
か
つ
て
二

つ
の
組
織
化
学
的
実
験
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
陽
性
物
質
検

査
と
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
鑑
定
で
あ
る
。

初
期
う
蝕
病
変
形
式
の
筆
者
の
考
え
は
、
表
面
下
の
脱
灰
の
み
に

限
る
の
で
は
な
く
、
四
種
類
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
全
て
係
わ
っ
て
い
る

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
鄭
麟
蕃
・
呉
奇
光
の
二
人
が
述
べ

て
い
る
見
解
と
完
全
に
一
致
す
る
。

一
九
七
八
年
、
岳
松
齢
ら
は
《
歯
牙
の
初
期
エ
ナ
メ
ル
質
う
蝕
の

破
壊
過
程
と
方
式
》
を
報
告
し
た
。

本
研
究
は
、
光
学
顕
微
鏡
・
偏
光
顕
微
鏡
・
顕
微
Ｘ
線
撮
影
法
と

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
て
、
初
期
エ
ナ
メ
ル
質
う
蝕
の
進
行
を

観
察
し
、
以
下
の
結
論
を
得
て
い
る
。

一
．
う
蝕
に
よ
る
破
壊
は
完
全
に
整
っ
た
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
の
破

壊
か
ら
始
ま
り
、
ま
ず
い
く
つ
か
の
点
よ
り
エ
ナ
メ
ル
質
表
面

が
打
ち
破
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
突
破
点
が
相
互
に
融
合
し
破
壊
の

範
囲
を
拡
大
さ
せ
る
。

二
．
エ
ナ
メ
ル
質
表
面
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
病
変
は
直
ち
に
エ
ナ

メ
ル
質
内
の
主
要
な
脆
弱
部
分
で
あ
る
エ
ナ
メ
ル
小
柱
鞘【rod 

sheath of enam
el

、
エ
ナ
メ
ル
小
柱
の
間
に
あ
る
〇
・
一

μm

程
度
の
間
隙
】
と
生
長
線
【Increm

ental line

、striae of 
Retzius

、
レ
チ
ウ
ス
条
】
方
向
に
沿
っ
て
進
行
す
る
。
そ
の

表
面
に
残
っ
た
比
較
的
完
備
し
た
構
造
の
一
層
は
う
蝕
が
潜
行

拡
大
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

三
．
う
蝕
破
壊
の
方
式
は
ま
ず
エ
ナ
メ
ル
質
内
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分

が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
主
と
な
る
。
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一
九
七
九
年
、
楊
連
甲
・
蒋
維
中
は
《
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
エ
ナ

メ
ル
質
う
蝕
の
初
歩
的
観
察
》
を
報
告
し
た
。
筆
者
ら
は
エ
ナ
メ
ル

質
う
蝕
の
顕
微
構
造
に
つ
い
て
討
論
を
行
っ
た
。
観
察
に
よ
っ
て
確

認
で
き
た
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
電
子
顕
微
鏡
下
の
エ
ナ
メ
ル
質

う
蝕
の
早
期
変
化
は
、
従
前
同
様
脱
灰
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
、
そ

の
う
え
疾
病
の
進
展
に
つ
れ
て
エ
ナ
メ
ル
小
柱
の
変
性
と
壊
死
が
一

層
拡
大
す
る
。
エ
ナ
メ
ル
質
中
に
お
け
る
う
蝕
は
エ
ナ
メ
ル
小
柱
鞘

に
沿
っ
て
拡
大
し
て
い
き
、
そ
の
後
、
全
体
の
エ
ナ
メ
ル
小
柱
が
破

壊
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
病
理
変
化
は
細
菌
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
未
完
】

　
　
　
　
　
谷
口
典
子
先
生
著

『
基
層
心
理
か
ら
の
比
較
と
再
考

　
　

日
本
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
と
儒
学
』

（
二
〇
一
二
年
三
月
、
時
潮
社
、
三
二
〇
〇
円
）

本
書
は
、
現
在
日
本
が
陥
っ
て
い
る
閉
塞
状
態
を
日
本
の
経

済
社
会
シ
ス
テ
ム
に
焦
点
を
当
て
、
比
較
文
化
的
視
点
か
ら
見

つ
め
直
し
、
そ
こ
か
ら
の
脱
出
方
法
を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

易
・
不
易
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
日
本
に
と
っ
て
変
わ
る

べ
き
も
の
と
、
変
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
は
な
ん
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
深
く
考
え
る
こ
と
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
う
世
界
基
準
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
き
た
。

そ
の
価
値
観
の
も
と
、
各
国
、
各
民
族
の
文
化
や
制
度
は
く
く

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
培
わ
れ
て
き
た
文

化
の
上
に
あ
る
各
国
の
社
会
や
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
表
層
だ
け

を
変
え
て
も
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
今
の
国
民
全
体
そ
し
て
又
、
社
会
が
持
っ
て
い
る
閉
塞

感
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
社
会
や
経
済
シ
ス
テ
ム
の
内

に
横
た
わ
っ
て
い
た
文
化
や
人
々
の
深
層
心
理
を
探
り
つ
つ
、

日
本
人
が
真
に
求
め
て
い
る
も
の
は
な
ん
で
あ
る
か
を
再
考
し

た
書
。
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東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授

先

崎

彰

容

本
書
は
、
江
戸
期
の
儒
者
伊
藤
仁
斎
を
取
り
上
げ
「
公
共
す
る
人

間
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
公
共
哲
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表

及
び
討
論
の
成
果
で
あ
る
。

こ
の
「
公
共
す
る
人
間
」
と
い
う
言
い
方
は
、
一
般
的
に
は
馴
染

み
薄
い
言
葉
づ
か
い
の
は
ず
で
あ
る
。
本
書
の
い
う
「
公
共
す
る
」

と
は
、「〈
自
己
と
他
者
と
の
間
を
結
ん
で
開
く
働
き
が
、
お
の
ず
と

「
公
共
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
、
生
き
た
共
創
の
プ
ロ
セ
ス
の
内
実
〉

を
指
し
示
す
操
作
概
念
」と
説
明
さ
れ
て
い
る（「
は
じ
め
に
」八
頁
）。

伊
藤
仁
斎
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
も
、
仁
斎
が
上
で
定
義
さ
れ
た
よ

う
な
「
結
ん
で
」
繋
が
る
と
い
う
「
公
共
す
る
」
こ
と
を
重
視
し
た

儒
者
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

本
書
の
構
成
は
、大
き
く
分
け
て
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、

「
武
国
」
と
見
な
さ
れ
た
徳
川
日
本
に
あ
っ
て
、
町
人
儒
者
た
る
仁

斎
は
「
武
」
と
異
な
る
「
文
」
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
立
ち
、「
公
共
す
る
」

こ
と
を
実
践
し
た
人
物
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
精
神
風
土
の
な
か
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
次
に
、
仁
斎
に
よ
る
「
公
共
」
の
実
践
を
明
ら

か
に
す
る
べ
く
、
仁
斎
の
教
え
の
中
心
す
な
わ
ち
「
恕
」
＝
〈
他
者

を
忖
度
す
る
態
度
〉
の
問
題
や
、『
論
語
』『
孟
子
』
に
取
り
組
ん
だ

仁
斎
の
学
問
内
容
が
示
さ
れ
る
。
仁
斎
思
想
を
通
じ
て
、
い
か
に
し

て
「
公
共
」
の
実
践
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
考
察
す
る
の

だ
。
そ
し
て
最
後
に
、
仁
斎
の
言
語
観
を
取
り
あ
げ
、「
実
」
と
い

う
角
度
か
ら
「
公
共
す
る
こ
と
ば
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

る
。こ

の
よ
う
に
、
伊
藤
仁
斎
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
そ
し
て
様
々

な
専
門
の
研
究
者
が
横
断
的
に
語
り
、「
公
共
す
る
人
間
」
と
し
て

の
可
能
性
を
問
う
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
研
究
と
し
て
の
仁
斎

研
究
と
は
一
線
を
画
す
る
成
果
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、本
書
に
お
け
る
中
心
テ
ー
マ
「
公
共
す
る
」
と
は
、〈
自

片
岡
龍
・
金
泰
昌

編
『
公
共
す
る
人
間
１

伊
藤
仁
斎
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
）
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己
と
他
者
と
の
間
を
結
ん
で
開
く
働
き
〉
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
討
論
の
場
に
お
い
て
も
、〈
対
話
〉や〈
共
働
〉や〈
共
創
〉と
言
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
公
共
す
る
」
こ
と
の
実
践
と
し
て
繰
り
返
し
言

及
さ
れ
て
い
る
。
仁
斎
の
思
索
は
、〈
今
こ
こ
〉
に
あ
る
共
同
体
や

組
織
や
個
々
人
の
繋
が
り
が
建
設
的
な
関
係
へ
と
進
む
た
め
に
、
大

き
な
糧
と
な
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
仁
斎
の
学
こ
そ
眼
前
の
日
常

を
大
切
に
す
る
学
問
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。

仁
斎
は
、
形
而
上
学
の
よ
う
な
高
遠
な
と
こ
ろ
の
把
握
を
学
問
の

主
題
と
は
し
な
い
。
仁
斎
が
「
道
」
を
「
人
倫
日
用
常
行
」
と
捉
え

て
い
る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
人
倫
」
の
基
底
に
は

「
孝
悌
」
の
道
徳
が
置
か
れ
、
家
庭
生
活
を
中
心
に
横
に
広
が
っ
て

ゆ
く
「
人
倫
」
の
秩
序
観
を
仁
斎
が
抱
い
て
い
た
―
―
こ
れ
が
一
般

的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
な
日
常
世
界
で
、仁
斎
の
学
問
が〈
共

働
〉〈
共
創
〉を
実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
な
か
で
も
現
代
的
な
課
題
と
し

て
共
有
さ
れ
た
と
思
う
。

た
だ
、〈
今
こ
こ
〉
の
諸
関
係
で
、
健
全
な
在
り
方
を
模
索
す
る

仁
斎
の
学
問
＝
「
人
倫
」
を
、
一
直
線
に
東
ア
ジ
ア
社
会
へ
と
推
し

進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
仁
斎
に
お
け
る
「
人
倫
」

理
解
を
基
本
に
、
眼
前
の
日
常
の
延
長
線
上
と
し
て
論
じ
る
こ
と
が

ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か
。

様
々
か
つ
複
雑
な
人
間
関
係
が
生
じ
る
現
代
社
会
、
そ
し
て
国
際

社
会
で
は
、
仁
斎
が
念
頭
に
お
い
て
い
た
よ
う
な
、
家
族
や
友
人
な

ど
の
日
常
世
界
の
関
係
の
み
が
人
と
人
の
繋
が
り
で
は
な
い
。
関
係

を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
関
係
が
破

綻
し
た
マ
イ
ナ
ス
か
ら
始
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
繋
が
ろ
う
と
し
て

挫
折
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
そ

も
そ
も
〈
共
働
〉〈
共
創
〉
自
体
が
可
能
と
な
る
の
か
と
い
う
角
度

か
ら
「
公
共
」
を
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
と
き
、
果
た
し
て
伊
藤
仁
斎
の
学
問
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
い
に
対
し
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
な
か
で
片
岡
氏

が
仁
斎
の
学
問
を
「〈
公
共
〉
へ
の
参
与
と
鑑
識
」
と
見
な
し
、「『
道
』

の
大
海
（
公
共
）
に
身
（
個
人
）
を
投
げ
入
れ
る
態
度
を
要
請
し
て

い
る
」（
一
六
五
頁
）
と
指
摘
し
た
こ
と
は
、
重
要
な
示
唆
を
あ
た

え
る
。

片
岡
氏
に
よ
れ
ば
、
仁
斎
に
お
け
る
個
人
と
「
公
共
」
と
の
関
わ

り
方
は
、「
公
共
」
が
所
与
の
も
の
と
し
て
存
し
て
お
り
、
自
ら
が

所
属
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
は
公

共
へ
と
わ
が
身
を
投
げ
入
れ
「
参
与
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、

同
時
に
、
そ
の
公
共
は
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め

仁
斎
が
学
問
に
よ
っ
て
、常
に
公
共
の
正
し
い
在
り
方
を「
鑑
識
」し
、

「
異
端
邪
説
」
を
避
け
て
、
正
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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も
ち
ろ
ん
、「
参
与
と
鑑
識
」へ
と
正
し
く
至
る
た
め
に
は
、「
自
然
」

（
人
・
物
・
こ
と
ば
）
を
自
ら
に
取
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
片
岡

氏
は
付
言
す
る
。
つ
ま
り
「
人
倫
」
の
問
い
直
し
を
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
仁
斎
学
に
拠
っ
て
「
公
共
」
の
も
つ
意
味
を

よ
り
広
げ
て
ゆ
く
可
能
性
を
模
索
す
る
姿
が
あ
る
。
他
者
と
の
繋
が

り
が
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
、こ
れ
か
ら
「
繋
い
で
ゆ
こ
う
と
す
る
」

関
係
の
た
め
の
原
動
力
と
し
て
、
仁
斎
を
片
岡
氏
は
描
き
出
し
た
わ

け
だ
。
仁
斎
の
抱
く
日
常
世
界
の
「
人
倫
」
の
限
界
を
超
え
て
、
あ

え
て
「
繋
い
で
ゆ
こ
う
と
す
る
」
と
こ
ろ
に
仁
斎
の
学
問
が
持
つ
力
、

「
公
共
す
る
」
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
伊
藤
仁
斎
と
い
う
人
物
の
思
想
性
を
た
だ

明
ら
か
に
す
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
学
問
が
、
過
去
の

遺
物
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
現
代
の

我
々
に
語
り
か
け
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
一

冊
で
あ
る
。　
　
　
　
　

公
共
す
る
人
間
シ
リ
ー
ズ
全
五
巻

（
東
京
大
学
出
版
会
、
各
四
七
〇
〇
円
）

１

伊
藤
仁
斎

天
下
公
共
の
道
を
講
究
し
た
文
人
学
者

片
岡
龍
・
金
泰
昌
編

２

石
田
梅
岩

公
共
商
道
の
志
を
実
践
し
た
町
人
教
育
者

片
岡
龍
・
金
泰
昌
編

３

横
井
小
楠

公
共
の
祭
り
ご
と
を
主
唱
し
た
開
国
の
志
士

平
岩
直
昭
・
金
泰
昌
編

４

田
中
正
造

生
涯
を
公
共
に
献
げ
た
行
動
す
る
思
想
人

小
松
裕
・
金
泰
昌
編

５

新
井
奥
邃

公
快
共
楽
の
栄
郷
を
志
向
し
た
越
境
者

コ
ー
ル

ダ
ニ
エ
ル
・
金
泰
昌
編
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■
【
書
評
Ⅱ
】

本
学
儒
学
文
化
研
究
所
所
長

谷

口

典

子

末
木
文
美
士
著
『
日
本
仏
教
の
可
能
性

―
現
代
思
想
と
し
て
の
冒
険
―
』（
新
潮
社
）

本
書
は
『
日
本
仏
教
の
可
能
性
』
と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
の
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
仏
教
を
、「
枯
れ
果
て
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
」、
も
う
一
度
頼
り
が
い
の
あ
る
樹
に
育
て
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
を
出
発
点
に
、
現
代
の
視
点
か
ら
、
日
本
人
に

と
っ
て
の
仏
教
と
生
と
を
見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

機
械
化
、
情
報
化
が
進
み
、
複
雑
に
、
そ
し
て
体
温
が
感
じ
ら
れ

な
く
な
っ
た
日
常
の
中
で
、
人
々
は
健
全
に
生
き
る
こ
と
が
難
し

く
、
心
の
置
き
場
を
失
っ
て
き
て
い
る
、
と
し
た
上
で
、
そ
ん
な
現

代
、
仏
教
は
私
達
に
ど
の
よ
う
な
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
か
、
と
問
う
。
そ
し
て
今
こ
そ
、
私
達
は
生
と
と
も
に
死
を
見
つ

め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
時
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
。

本
書
は
、
昨
年
の
一
一
月
一
日
に
文
庫
本
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
初
出
は
序
章
が
二
〇
〇
三
年
、
大
谷
大
学
で
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
の
も
の
で
あ
り
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で

は
二
〇
〇
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
京
都
の
相
国
寺
で
行
わ
れ
た
四

回
に
わ
た
る
連
続
講
義
の
際
の
も
の
で
あ
る
。
終
章
は
二
〇
〇
六
年

東
京
大
学
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
言
を
も
と
に
し
て
い

る
。序

章
で
、
二
〇
世
紀
を
「
歴
史
の
上
で
非
常
に
大
き
な
転
換
点
で

あ
っ
た
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
と
り
わ
け
科
学
の
大
発
展
の
末

に
人
類
が
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
悪
魔
の
武
器
の
よ
う
な
も
の
、
そ

れ
が
否
応
な
く
自
分
た
ち
に
ま
た
突
き
返
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い

う
こ
と
が
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
今
後

の
人
類
の
歴
史
で
も
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
き
い
転
換
点
を
作
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
た
上
で
、「
二
一
世
紀
以
降
は
、
否

応
な
く
そ
の
負
の
遺
産
を
負
い
な
が
ら
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
の
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
ま
ま
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い
け
ば
二
〇
世
紀
の
負
の
遺
産
が
い
つ
か
生
じ
る
で
あ
ろ
う
と
警
告

を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
政
治
的
な
理
想
も
、
オ
ウ
ム
真
理
教

に
よ
る
宗
教
的
な
未
来
も
作
れ
な
く
な
っ
た
後
、
我
々
は
否
応
な
く

現
実
と
い
う
も
の
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
言
い
、
そ

う
な
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
は
、「
科
学
や
社
会
の
進
歩
な
ど
と

い
う
幻
想
を
は
ぎ
取
っ
て
み
れ
ば
、
結
局
釈
迦
の
言
っ
た
通
り
、
人

間
の
生
老
病
死
と
い
う
こ
と
に
直
面
す
る
し
か
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。「
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
一
体
人
類
は
何
を
し
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
」
と
考
え
込
む
。
そ
し
て
「
い
ま
な
ぜ
宗
教
か
」
と
し
た
上

で
、
宗
教
と
い
う
も
の
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
後
、
出
て
き
た
の

が
「
葬
式
仏
教
」
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
こ
の
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
変
積
極
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、宗
教
と
い
う
も
の
は
「
囲
い
囲
ま
れ
た
『
人
間
』

の
秩
序
の
領
域
と
、
そ
れ
を
は
み
出
し
、
逸
脱
し
て
い
く
こ
と
と
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
両
者
の
関
わ
り
の
中
で
成
り
立
つ
も
の
」
だ
と
考
え

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
「
秩
序
化
さ
れ
、了
解
可
能
な
『
人

間
』
と
い
う
範
囲
で
、
果
た
し
て
そ
の
中
だ
け
で
人
は
生
き
て
い
け

る
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
た
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
葬
式
を
扱

う
と
い
う
こ
と
は
、死
者
と
い
か
に
関
わ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

秩
序
か
ら
外
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
「
人
間
」
の
中
に
ど
う

い
う
か
た
ち
で
織
り
込
ん
で
い
け
る
か
で
あ
り
、
そ
れ
が
葬
式
仏
教

の
果
た
し
て
き
た
役
割
だ
と
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
宗
教
と
は
何
か
、
と
い
う
と
、
そ
の
根
本
は
、
秩
序
の

中
に
入
り
込
ま
な
い
何
か
、
そ
の
何
か
と
共
鳴
し
う
る
も
の
、
だ
と

す
る
。
そ
し
て
、「
近
代
と
い
う
も
の
は
、
生
き
て
い
る
我
々
人
間

が
傲
慢
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
亡
く
な
っ
た
人
達
、

死
者
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
直
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
し
た
上
で
、「
死
者
と
ど
う

関
わ
る
か
」
の
問
題
に
進
ん
で
い
く
。

そ
こ
で
は
死
者
が
実
在
す
る
か
否
か
、
と
い
う
問
い
に
は
立
ち
入

ら
な
い
。
そ
れ
は
実
在
す
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
の
が
よ
い
の

か
と
い
う
関
係
性
の
問
題
、
あ
る
い
は
現
象
学
的
な
問
題
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
「
仏
と
他
者
」
と
し
て
『
法
華
経
』
や
『
無
量
寿

経
』
が
読
み
直
さ
れ
て
い
く
。

特
に
『
法
華
経
』
に
お
い
て
は
「
本
門
の
中
心
問
題
は
、
仏
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
つ
ま
り
死
者
と
い
う
の
は
も
う
消
え
て
し

ま
っ
て
意
味
を
持
た
な
い
の
か
と
い
う
深
刻
な
問
い
に
対
し
て
、
む

し
ろ
死
者
と
と
も
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
重
要
な
の
だ
と
い
う

問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
読
み
方
を
提
示
す

る
。
そ
し
て
、
大
乗
仏
教
そ
の
も
の
の
根
本
問
題
は
、
他
者
／
死
者

で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
死
者
の
問
題
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
靖
国
問
題
へ
と
続
い
て
い
く
。
靖
国
問
題
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は
決
し
て
政
治
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
宗
教
の
問
題
だ
と
す
る

の
で
あ
る
。
即
ち
、
死
者
を
い
か
に
祀
り
、
死
者
と
い
か
に
関
わ
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
「
禅
の
可
能
性
」
に
お
い
て
も
、「
死
者
と
の
協
同
」
と

し
て
田
辺
元
の
「
死
の
哲
学
」、「
生
き
て
い
る
人
だ
け
で
は
や
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
死
者
と
一
緒
に
な
っ
て
協
同
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
死
者
と
の
実
存
協
同
（『
碧
巌
録
』

第
五
十
五
則
）
が
引
か
れ
、
禅
に
も
、
死
者
が
な
お
生
者
を
導
く
と

い
う
構
造
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
近
代
の
進
歩
の
美
名
の
も
と
に
、「
僕

た
ち
は
何
千
年
と
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
人
々
の
叡
智
を
、
あ
ま
り

に
簡
単
に
捨
て
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
反
省
を

し
、そ
の
上
で
日
本
仏
教
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
は
現
実
問
題
に
向
か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
間
の

本
質
を
抉
り
出
し
、
そ
れ
に
真
向
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
日
本
仏
教
の
可
能
性
を
求
め
る
真
摯
な
思
い
と
、
そ
れ

を
「
死
者
」
と
い
う
「
他
者
」
を
と
お
し
て
、
即
ち
「
不
可
視
」
な

隣
人
と
し
て
読
み
解
こ
う
と
す
る
姿
が
あ
る
。「
亡
く
な
っ
た
身
近

な
人
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
や
は
り
私
に
つ
き
ま
と
っ
て
、
何
か
を

訴
え
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
も
う
い
な
い
は
ず
な
の
に

や
は
り
そ
の
人
に
語
り
か
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
言
葉

に
そ
れ
は
よ
く
表
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
東
日
本
大
震
災
以
前

の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
我
々
に
多
く
の
も
の
を
語
っ
て

い
る
。
特
に
我
々
が
自
然
に
対
し
て
も
、
他
者
に
対
し
て
も
、「
畏

敬
の
念
」
を
あ
ま
り
に
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
。
そ
し

て
、
あ
と
が
き
の
「
一
九
九
〇
年
代
か
ら
日
本
も
世
界
も
、
そ
し
て

自
然
さ
え
も
急
速
に
変
貌
し
、
た
だ
生
存
し
て
い
く
こ
と
さ
え
も
危

険
に
曝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
い
う
著
者
の
思
い
は
、
そ

の
ま
ま
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て

し
ま
い
、
今
、
苦
難
の
道
の
り
を
歩
ん
で
い
る
我
々
に
多
く
の
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
本
書
は
犠
牲
者
へ
の
深
い
悲
し
み

と
、
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
を
促
す
書

と
も
な
っ
て
い
る
。
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【
平
成
二
三
年
活
動
報
告
】

平
成
二
三
年
の
東
洋
思
想
研
究
所
、
な
ら
び
に
儒
学
文
化
研
究
所
の

主
な
活
動
は
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

一
月

論
語
素
読
教
室

　
　
　

儒
学
文
化
研
究
所
定
例
会
議
（『
研
究

東
洋
』
編
集
に
関

す
る
打
ち
合
わ
せ
）

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
三
回
例
会

二
月

論
語
素
読
教
室

　
　
　

論
語
素
読
教
室
反
省
会
及
び
お
茶
会

　
　
　

教
養
講
座
（
古
典
論
語
を
読
む
―
―
第
九
回
）

三
月

研
究
紀
要
『
研
究

東
洋
』
創
刊
号
の
発
行

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
四
回
例
会

四
月

湯
島
聖
堂
孔
子
祭
出
席

　
　
　

第
一
回
孔
子
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

論
語
素
読
教
室
の
一
時
的
閉
鎖
の
決
定
（
震
災
の
影
響
に
よ

る
）

五
月

第
二
回
孔
子
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
新
年
度
第
一
回
例
会

【
活
動
報
告
】

六
月

孔
子
祭
開
催

七
月

東
洋
思
想
研
究
所
第
二
回
例
会

八
月

夏
季
休
暇
期
間

九
月

東
洋
思
想
研
究
所
第
三
回
例
会

十
月

山
東
大
学
設
立
一
一
〇
周
年
記
念
学
術
活
動
・
第
四
回
中
韓

日
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
張

　
　
　

教
養
講
座
（「
東
日
本
大
震
災
と
日
本
人
の
心
」）

　
　
　

儒
学
文
化
研
究
所
定
例
会
議

　
　
　

論
語
素
読
教
室
再
開

　
　
　

論
語
素
読
教
室
再
会
へ
向
け
た
意
見
交
換
会

十
一
月

論
語
素
読
教
室

　
　
　

儒
学
文
化
研
究
所
定
例
会
議

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
四
回
例
会

十
二
月

論
語
素
読
教
室

　
　
　

儒
学
文
化
研
究
所
定
例
会
議

　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
第
五
回
例
会

　
　
　
「
日
本
人
の
災
害
観
」
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
第
二
回

　
　
　

論
語
素
読
教
室
反
省
会
、
意
見
交
換
会

　
　
　

教
養
講
座
（『
論
語
』
か
ら
よ
み
と
く
「
震
災
と
絆
」）
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研
究
紀
要
『
研
究

東
洋
』
投
稿
規
定

１
．投
稿
者
は
、原
則
と
し
て
本
学
教
員（
非
常
勤
講
師
を
含
む
）

に
限
る
。
た
だ
し
、
本
学
教
員
が
主
に
な
っ
て
い
る
共
同
執

筆
及
び
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
学
外
者
が

加
わ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

２
．
投
稿
は
、
原
則
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
原
稿
の
内
容
は

時
代
を
問
わ
ず
東
洋
思
想
全
般
（
特
に
儒
学
・
仏
教
・
日
本

思
想
関
連
を
歓
迎
す
る
）に
関
連
し
た
幅
広
い
も
の
と
す
る
。

３
．
年
一
回
（
原
則
一
月
第
一
週
締
切
）
投
稿
の
申
込
み
を
受

け
る
。
申
込
み
者
が
多
い
場
合
に
は
、
次
号
廻
し
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。

４
．
投
稿
原
稿
は
、
論
文
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
五
〇

枚
前
後
）、
研
究
ノ
ー
ト
（
三
五
枚
前
後
）、
資
・
史
料
紹
介

（
五
〇
枚
前
後
）、
書
評
、
報
告
（
一
〇
枚
前
後
）
等
に
区
分

す
る
。
区
分
は
原
則
と
し
て
投
稿
者
の
申
出
に
よ
る
が
、
編

集
委
員
会
が
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
（
一
回
の
投
稿
原

稿
は
一
人
論
文
を
含
め
二
本
＋
共
同
執
筆
一
本
ま
で
と
す

る
）。

５
．
投
稿
原
稿
は
『
研
究

東
洋
』
編
集
委
員
会
あ
て
に
提
出

す
る
も
の
と
し
、
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
。
校
正
等
は
全
て
紀
要
編
集
委
員
会
を
経

由
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
者
は
引
き
と
り
を
求

め
る
こ
と
が
あ
る
。
査
読
の
結
果
、
原
稿
の
修
正
、
再
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

６
．
論
文
以
外
の
原
稿
に
つ
い
て
も
、編
集
委
員
会
の
判
断
で
、

修
正
、
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

７
．
投
稿
原
稿
は
、
別
に
定
め
る
執
筆
要
項
に
従
い
、
期
日
ま

で
に
完
成
原
稿
と
し
て
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
12
月
９
日
改
訂
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【論文英文要約】

Introduction of Moral by Rennyo and “Thought of 
Kou”

TANIGUCHI  Noriko

     Originally, Jodo Shinshu valued only faith, and it was disinterest toward 
ethical behavior. But, after the introduction of moral by Rennyo, ethical 
requirement was gradually valued. The key reason was the “Kou” of 
Confucianism. “Thought of Kou” was the prime concept of Confucianism and 
philosophical system from family to country. 
     The meanings of “Kou” of Jodo Shinshu were gradually changed to wishing 
for succession and development of family, and running and taking over the 
family business began to be considered as a main gratitude to Amitabha 
Buddha. The benefit from family business was also considered as a “Bosatsugyo” 
because of doing good to others.
     The bearers of economic morality of Jodo Shinshu were Omi merchants 
and enthusiastic followers of Jodo Shinshu in Hokuriku District. These 
facts were discussed from introduction of thought of Kou along with its 
developmental process.
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‘To－ju Nakae’s "JIKEIZU", its changes and 
development’

TAKAHASHI Yoshihiro 

      To－ju Nakae （1608‒48） was a Confucian scholar of early modern times who 
tried to re-interpret the neo-Confucian concept of the spirit of modesty, writing 
the ̒ JIKEIZUSETU（持敬図説）̓．A draft copy of this work remains. Though 
previous studies have not noted this, the draft text is different from the final 
version which appears in the ‘complete works of To－ju Nakae’. The draft makes 
great use of the ̒ DAIGAKU（ 大 学 ）̓，one of the main four Confucian texts 

ʻSHISHO （四書）’. On the other hand, the final version was to change the use 
of the ‘SHISHO’, bringing in not only ‘DAIGAKU ’, but also ̒ RONGO （論語）̓， 

ʻMOSHI （孟子）̓，andʻCHUYO （中庸）̓， Part of the reason for this change 
relates to To－ju’s belief in the internal coherence of the SHISHO. This change 
toward asserting the coherence of ̒ SHISO（ 四 書 ）̓ represent a search on 
To－ju’s part for achievable development goals for everyone. To－ju was searching 
for a means to practice and teach Neo-Confucianism at a time in which 
Japanese society was not yet familiar with it.
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